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この 本 の 著者 、 ア ル シ ャ ヴィ ル ・ テ ル ・ ホ ヴァ ネシア ン は 、 重 圧 で 死 を 覚悟 し て いた 。 
19 年 前 に さま ざま な 病気 を 加 い まし た が 、 現 在 は ロー* ビ ー ガ ン に よっ て すべ て の 悩み か ら 完 全 
に 救 わ れ 、75 歳 の 現在 も 若者 並み の 体力 で まっ た く 健康 で す 。 彼 の 
日 常 の 活動 は 、 こ の 世界 の すべ て の 病気 や その 他 の 悲惨 さ は 、 調 理 さ れ た (死ん だ ) 食 品 や 化学 薬品 、 そ の 
他 の 死ん だ 物質 の 摂取 に よっ て 引き 起こ され る こと を 人 々 に 示す こと で す 。 
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アル シャ ヴィ ル ・ テ ル ・ ホ ヴァ ネシア ン (アテ ル ホ フ ) 


生食 


病気 、 悪 徳 、 毒 の な い 新 し い 世界 


注文 し て 生 で 食べ る 


生食 の 普及 は 最も 崇高 で あり 、 
この 世 で 最も 人 間 ら し い 仕 事 


バー ジョ ン : 英語 第 3 版 改 訂 + ペル シア 語 版 (1976) 
「 調 理 さ れ た 食事 、 到 命 的 な 中 副 」(1980 年 ) と いう タイ トル の ペル シャ 語 の 小 民 
子 が 英語 に 翻訳 
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第 2 版 の 序文 


本 書 の 第 一 部 は 1963 年 に 『RAW-EATING』 と いう タイ トル で 出版 
され まし た 。 栄 養 に 関す る 私 の 概念 を 簡潔 に まとめ た その 小さ な 本 の 中 
で 、 私 は 生食 の ほぼ すべ て の 重要 な 側面 に 触れ て いま し た 。 一 般 的 に 
言え ば 、 天 然 の 栄養 素 を 不 自然 な 物質 に 変性 させ る 調理 や 精製 の 作業 
は 、 有 害 な 作業 で ある だ け で は な く 、 有 害 な 作業 で ある と いう 単純 な 真 
実 を 世界 に 宣言 する た め に 、 長 々 と 説明 する 必要 は な い 。 自 然 法則 は 破 
られ ます が 、 そ れ ら は すべ て の 病気 の 主 な 原因 で す 。 最 も 無知 な 人 で あれ 
ば 、 調 理 済み の 食品 や 毒薬 に 基づい た 医学 は 、 人 々 を 病気 か ら 解放 する 
どこ ろか 、 人 類 を 多数 の 深刻 な 病気 に 導き 、 他 の すべ て の 生き 物 は その 病 
気 か ら 和 免れ る こと を は っ きり と 認識 する こと が で きま す 。 


この 主題 に 関す る ほん の 数 行 を 読ん だ だ け で 、 目 の 明 な 人 は 
無気力 な 無関心 か ら 目覚 め 、 状 況 の 重大 さ に 気づき ます 。 し か し 、 大 多 
数 の 人 々 は 、 現 在 の 医学 に 対す る 誤解 や 多く の 先入観 に よっ て 偏見 に 
さら され て お り 、 こ の 主題 に つい て さら に 詳し い 情 報 が 知り た いと 考え 
て いま す 。 そ の た め 、 こ の 本 の 第 2 部 で は 、 い くつ か の 重要 な 質問 に つい て 
追加 の より 詳細 な 説明 を 提供 し まし た 。 同 時 に 、 こ の 機会 を 利用 し 
て 、 最 初 の 部 分 に いく つか の 小さ な 修正 と 修正 を 加え まし た 。 こ の 本 の 初 
版 の 時 点 で は 、 生 食 と いう 概念 は まだ 初歩 的 な 段階 に あり まし た 。 今 日 
で は 、 非 常に 多く の 国 で 実践 され て いま す 。 調 理 済み の 食品 や 有毒 薬物 を 
断つ こと に より 、 世 界 中 の 何 千 人 も の 良識 ある 人 々 が 長年 の 病気 を 治し 、 
今 で は 健康 で 幸福 な 気まま な 生活 を 楽し む ひこ と が で き て いま す 。 本 書 の 
最後 に は 、 そ の よう な 人 た ちか ら 受 け 取 っ た 数 多く の 手紙 の 中 か ら 
いく つか を 抜粋 し て 紹介 し た 。 


新しい 機械 や 器具 が 発明 され る と き 、 い くつ か の テス ト が 成功 すれ 
ば 、 そ の 発明 を 確認 また は 証明 する に は 十分 と みな され ます 。 今 日 、 世 界 
中 の 何 千 人 も の 健康 な 人 々 が 、 
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生食 は 地球 上 の あら ゆる 病気 の 容赦 な い 魔 の 手 か ら 人 類 を 救い ます 。 こ れ な ら 科 学 
界 の 鈍い 無関心 を 呼び 起こ し 、 生 食 が 私 た ち 全 員 に も た ら す 多大 な 因 恵 を 皆 に 納得 さ 
せる の に 十分 だ ろう と 考え た 人 も いる か も し れ な い 。 


今日 、 依 存 症 で 目 が 見 えな く な っ た 人 々 は 、 世 界 的 な 食料 不足 と され て いる も の と 
闘う た め に 国際 会 議 を 組織 し 、 ば か ば か し い 議 題 に つい て 際限 な く 演説 を 行っ 

て いる 一 方 で 、 私 た ち に 自然 か ら 与 えら れ た 本 物 の 食料 品 の 80 パ ー セ ント が 、 調 理 や 
請 製 に よっ て 軽率 に 自ら の 手 で 破壊 され て いる 。 


私 は すべ て の 真 の 人 道 主義 者 に 声 を 上 げ る よう 訴え 、 彼 ら の 絶え 間 な い 要 求 に 
より 、 当 局 に 対し 生食 の 原則 を 実践 する た め の 即 時 措置 を 講じ る よう 呼び か け ま す 。 
行動 を 起こ す 時 が 来 て いま す 。 
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生食 と いう アイ デア を 思い つい た きっ か け 


生 の ビー ガン 食品 は 人 間 が 摂取 する 唯一 の 栄養 で ある べき で す 。 
調理 済み の 食べ 物 を 食べ る と いう 習慣 は 、 こ の 世 か らき っ ぱり と 放棄 され る べき 
で す 。 こ れ は 上 自然 の 間違い な い 要 求 で す 。 調 理 済み 食品 の 消費 は 人 類 史上 最も 恐ろし い 
野 倫 行 為 で あり 、 誰 も 気づい て いな いよ う で あり 、 誰 も が 無意識 の 犠牲 者 と な っ て い 
る 野 倫 行 為 で す 。 た と え そ の 考え が どれ ほど 奇妙 に 思え る 人 も いる か も し れ ま せん 
が 、 そ れ は 私 た ち が 黙 認 せ ざる を えな い 絶対 的 な 真実 で す 。 


この 真実 が 私 に 明らか に な っ た の は 、18 年 間 に わ た る 注意 深く 研究 と 調査 を 
行っ た 結果 、 私 の 10 人 の 死 は 次 の と お り で ある と 確信 し た と き で す 。 
1 歳 の 息子 と 14 歳 の 娘 は 不 自然 な 栄養 摂取 が 原因 で し た 。 ペ ル シ ャ 、 フ ラン ス 、 
ドイ ツ 、 ス イス で 、 徹 生物 の 何ら か の 特定 の 病気 を 発見 する た め に さま ざま な 試 
み と し て 行わ れ た 多数 の 健康 診断 と 、 そ の 後 の 多数 の 治療 薬 の 投与 も 、 悲 劇 を 終結 さ 
せる の に か な り の 役割 を 果たし た 。 私 の 子供 た ち は 、 不 自然 な 食事 と 有毒 な 泉 の せい 
で 徐々 に 衰弱 し 、 す べ て の 臓器 が 衰弱 し て 亡くな り ま し た 。 
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私 は 、 医 師 に な る こと や 金銭 的 利益 を 得る と いう 考え に 触発 され た 
こと が な いた め 、 医 学 の 秘密 を 深く 理解 し 、 そ の 良い 面 も 悪い 面 も より は 
っ きり と 観察 する こと が で きま し た 。 私 の 動機 は 、 最 初 は 愛す る 子供 た 
ちの 健康 回 復 の た め に 最善 を 尽く し た いと いう 願い で あり 、 そ の 後 人 類 に 
役立つ こと で 彼ら の 記憶 を 永続 さす た いと いう 熱烈 な 願い で し た 。 


私 の より 良い 認識 に 貢献 し た も う 一 つの 要因 
医学 の 欠点 は 、 私 が 学術 プロ グラ ム の 東 縛 か ら 解 放さ れ 、 独 学 で 研究 
を 進め て きた 全く 新しい シス テム で ある こと で す -。 私 は 、 医 学 の 進歩 に 
関す る 誇張 され た 主張 や 、 薬 か ら 得 られ る 素晴らし い 利 益 に つい て の 空想 
的 な 物語 に 酔っ た こと は 一 度 も あり ませ ん 。 私 は 批判 的 な 心 で これ ら 
の 質問 に 取り 組み 、 そ の 欠点 を 常に 強調 し て きま し た 。 さ ら に 、 私 は 、 何 百 万 
人 も の 資格 の ある 医師 や 多数 の ノー ベル 賞 受賞 者 が 存在 する に も か か わ 
ら ず 、 文 明信 は 他 の 動物 より も 頻繁 に さま ざま な 病気 、 そ し て 硬化 症 な ど 
の 病気 に か か る と いう 事実 を 念頭 に 置い て いま す 。 、 糖 尿 病 、 心 臓 発作 、 
癌 が 驚く べき 速度 で 増加 し 、 地 球 上 か ら 人 類 が 絶滅 する 恐れ が あ 
り ま す 。 私 は 、 病 気 の 症状 、 薬 の 名 前 と 用 量 、 め っ た に 必要 と され な い 数 多く 
の 複雑 な 処方 を 暗記 する こと に 時 間 を 無駄 に し ませ ん で し た 。 な ぜ な 
ら 、 私 は 試験 を 受け て 学位 を 取得 する つも り は まっ た く な か っ た か 
ら で す 。 そ の 代わ り に 、 可 能 な 限り 、 私 は 科学 の 非常 に 多く の 分 野 の 
研究 と 、 さ ま ざ ま な 知識 源 の 検討 に 時 間 を 費やし 、 そ の 基本 的 か つ 
一 般 的 な 原理 か ら 、 特 定 の 重要 な 事柄 を 導き 出す こと が で きま し た 。 還 
要 な 結論 。 


18 年 間 に わ た る 骨 の 折れ る 研究 と 努力 の 成果 は 、2 冊 の 大 國 に ま と 
め ら れ 、 そ の うち の 1 冊 目 は 568 ペー ジ の 本 で 、1960 年 に アル メニ ア 語 で 
出版 され まし た 。 
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すべ て の 工場 を 効率 的 に 運営 する に は 、 エ ンジ ニア が 指定 し 
た すべ て の 原材料 を 均一 に 供給 する 必要 が あり ます 。 


火 が 発見 され る まで 、 人 類 は 他 の 動物 界 と 同様 に 、 自 然 の 生 の 栄養 を 摂取 する 
こと に よっ で 発達 し 、 進 化 を 遂げ て きま し た 。 し か し . 火 の 発見 以来 人 間 は あま り 反 省 す 
る こと も な く 、 天 然 の 食材 を 火 に か け 、 そ の 必須 成分 を 破壊 し 、 劣 化 さ せ 、 そ れ を 使っ て 自 
分 の 体 に 栄養 を 与え て きま し た 。 そ の 直接 の 結果 と し て 、 今 日 全 人 類 が 苦し ん で いる あら 
ゆる 病気 が 発生 し まし た 。 


人 間 と いう 組織 は 、 自 然 の 絶え 間 な い 努 力 に よっ て 構築 され た 生き た 工場 で 
す 。 こ の 工場 の 建設 と 同時 に 、 私 た ちの 素晴らし い 自 然 は 太陽 の 光 を 利用 し て 、 私 た ちの 生 
物 の 何 干 も の 複雑 な 活動 を 調整 し 、 そ れ に 対応 する 生産 を 確保 する た め に 必要 な すべ て の 原 
材料 を 開発 し まし た 。 さ ら に 、 自 然 は 、 こ れ ら の 原材料 を 、 そ の さま ざま な 成分 が 完全 に 
完璧 に 調和 させ て 、 ト ウ モ ロコ シ の 小さ な 粒 、 ザ クロ の 果肉 の よう な 種子 、 ブ ドウ の 実 、 ま 
た は 植物 の 葉 の 中 に 配置 し まし た 。 。 別 々 に 摂取 され た それ ぞ れ の 「 微 々 た る 」 食 材 に 
は 、 人 間 の よう な 生物 が 生き 続け る た め に 必要 な 要素 が すべ て 含ま れ て いま す 。 


物質 世界 で は 、 細 部 か ら の 最小 の 逸脱 
工場 の メカ ニズム を スム ー ズ に 動作 させ る た め に エン ジニ ア が 開発 し た 故障 や 、 通 常 の 生産 
性 を 確保 する た め に 指定 され た 原材料 に 欠陥 が あれ ば 、 そ れ に 対応 し て 工場 の 稼働 に 支障 
が 生じ ます 。 同 様 に 人 間 の 生体 の 複雑 な プロ セス を 円 滑 に 進め る た め に 自然 界 が 規定 し た 
原材料 の わずか な 劣化 や 変化 が 、 私 た ちの 臓器 の 正常 な 生物 学 的 機能 に 障害 を 引き 起こ し 、 こ 
れ ら の 障害 が 病気 の 形 で 現れ ます 。 
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生物 の 正常 な 機能 の た め に 自然 が 規定 し た 完全 に バラ ン 
ス の 取れ た 原材料 を 破壊 また は 変性 させ る た め に 人 間 が 採用 する さま ざ 
まな 方 法 は 、 考 える に 値 し ませ ん 。 そ の 目的 の た め に 、 文 明 人 は 悪魔 の 
よう な 工場 、 オ ー ブ ン 、 炉 、 キ ッ チ ン を 発明 し まし た 。 天 然 食材 の 品質 
が 劣化 する と 、 そ れ に 対応 し て 人 間 の 生体 に も 劣化 が 起こ り ま す 。 自 
然 な 栄養 は 私 た ちの 生体 の 正常 な 機能 を 保証 し ます が 、 不 自然 な 栄養 
は その 機能 の 異常 な 放出 を 引き 起こ し ます 。 病 気 の 多様 性 は 、 天 然 
食品 の 成分 の 変性 の 多様 性 の 結果 で す 。 


自然 法則 に よっ て すべ て の ニー ズ が 満た され る の で あれ ば 、 
動物 界 で 最も 完璧 な 生物 で ある 人 間 は 、 最 短 で 150 年 か ら 最長 で 
200 ^ 250 年 まで 、 優 れ た 健康 状態 で 生き る こと が で きま す 。 調 理 さ れ た 
食材 は 人 間 の 臓器 に 通常 の 能力 の 数 倍 の 働き を 強制 し 、 早 期 に 疲労 さ 
せ 、 さ ま ざ ま な 病気 を 引き 起こ し 人間 の 寿命 を 通常 の 数 分 の 1 に 縮め ます 。 
科学 が 進歩 し た 現代 で は 、 人 類 は 調理 済み の 食品 を 完全 に 断つ こと に よっ 
て すべ て の 病気 を 取り 除く こと が で き 、 そ の 後 は 長寿 の 問題 の 研究 だ け 
に エネ ルギー を 注ぐ こと が で きる よう に な り ま し た 。 


同時 に 、 人 間 は 自然 の 栄養 を 摂取 する こと で 、 残 り の 自然 な 要求 も 確実 に 満 
た され る よう に し な けれ ば な り ま せん 。 そ れ は 、 き れい な 空気 、 早 翌 、 早 
起き 、 肉 体 労 働 人 工 暖房 の 使用 を 控え る こと 、 清 潔 さ な ど で す 。 


直接 的 お よび 間接 的 な 栄養 疾患 


貯 養 疾患 は 主 に 2 つの カテ ゴリ に 分 類 さ れ ま す 。 
そし て 間接 的 な 病気 。 直 接 的 な 栄養 疾患 と は 、 特 定 の 栄養 成分 の 過剰 
また は 欠乏 に よっ て 引き 起こ され る 病気 で す 。 火 や 動物 作 の 食材 に は 、 
食事 中 の た ん ぱく 質 や 脂肪 を 濃縮 し て 増加 させ る と 同時 に 、 栄 養 価 の 
高い 物質 を 除去 する 効果 が あり ます 。 科 学 は これ まで の と ころ 、 ビ タ ミ ン と 
名 付け られ た これ ら の 物質 の うち 、 ご くわ ず か な 数 し か 認識 で き て いな い 
が 、 そ れ が な けれ ば 生命 は 維持 され な い 
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存在 で き な い 。 直 接 的 な 栄養 疾患 の 中 に は 、 す べ て の 慢性 疾患 お よび 欠乏 
症 が 含ま れ ま す 。 病 気 は 極め て ゆっ くり と 秘密 裏 に 進行 し ます 。 病 気 が 最 
終 段 階 に 入っ て お ら ず 、 臓 器 の 機能 が 停止 し て いな い 限 り 、 人 は 自分 が 健 
康 で ある と 考え ます 。 ビ タ ミ ン が 部 分 的 また は 混合 的 に 欠乏 し て いる 場 
合 、 教 科 書 に 記載 され て いる よう な ビタ ミン 欠乏 症 に 特有 の 症状 は 現れ 
ませ ん 。 む し ろ そ れ は 、 説 明 が 難し い 不 平 不満 に よっ て 現れ ます 。 


間接 的 な 消化 器 疾患 は 感染 症 で す 。 人 間 の 生体 に は 通常 、 多 種 
多様 な 微生物 が 生息 し て お り 通常 の 状況 で は 生体 に 有用 な 働き を し 、 特 
殊 化 さ れ た (分 化し た ) ヒ ト 細胞 の 制御 下 に あり 、 そ の 命令 に 従順 に 従う 。 
し か し 、 栄 養 不良 に よっ て 変性 し て 衰弱 し た 細胞 は 非常 に 弱っ て し まう た 
め 、 生 存 の 法則 に よっ て 微生物 が 優位 に 立ち 、 そ れ ら の 細胞 の 制御 か ら 解 放 
され 、 主 人 に 反抗 し 、 病 原 性 と な り 、 感 染 症 を 引き 起こ す の で す 。 私 た ち に 
は 知ら れ て いま す 。 


時 に は 、 攻 撃 す る 微生物 の 軍隊 が 、 健 康 な 生物 で あれ ば 抗 し が た い 抵 抗 に 
遭い 、 即 座 に 破壊 され る で あろ う が 、 衰 弱 し た 生物 で は その よう な 抵抗 に 
適わ ず 、 そ の 特異 な 感染 症 を 引き 起こ すこ と が あり ます 。 


アル メニ ア 語 の 私 の 本 の 第 2 巻 で は 、 感 染 症 の 問題 に か な り の 
スペ ー ス を 割 い て お り 、 そ の 検討 の た め に 、 著 者 の 「 病 理学 的 解剖 
学 と ヒト 疾患 の 病因 」 に 関す る 論文 の 第 1 巻 の 特定 の 部 分 を 分 析 し 
まし た 。 ソ 連 の 著名 な 科学 者 IV ダヴ ィ ド フス キー が 1956 年 に 出版 し た 著 
書 。 数 多く の 説得 力 の ある 事実 に に っ て 、 著 者 は 、 感 染 症 を 引き 起こ す の は 
微生物 その も の で は な く 、 体 の 状態 の 悪さ 、 微 生物 の 力 の 低下 で ある こと 
を 証明 し て いま す 。 免 疫 。 し か し 、 残 念 な こと に 、 す べ て の 調理 済み 食品 中 
毒 者 と 同様 に 、 ダ ヴィ ド フ スキ ー も 、 ど うす れ ば その 免疫 を 回 復 で きる の か 、 
ある い は さら に 良く 言え ば その 低下 を 防ぐ こと が で きる の か を 説明 する 
こと が で きま せん 。 
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微生物 へ の 恐 怖 は 人 間 を 非常 に 怖がら せ て いる た め 、 徹 生物 か ら 逃 れる 
た め に 最も 危険 な 手段 に 頼ら ざる を 得 ま せん が 、 そ れ で も まっ た く 逆 の 結果 が 得 
られ ます 。 微 生物 を 避け る た め に 生 の 食材 を 調理 する こと は 、 医 学 に お ける 最 
も 致命 的 な 間違い の 1 つ で す 。 
私 た ち は 地 球 上 か ら 微 生物 を 絶滅 さす る こと は で きま せん 。 そ れ ら は どこ に で 
も 存在 し 、 常 に 存在 し 、 さ ま ざ ま な 経路 を 通じ て 私 た ちの 生物 に 侵入 する 可能 性 
が あり ます 。 特 に 、 食 べ 物 を 調理 する こと に よっ て 、 私 た ち は ま ず 細 胞 の 抵抗 力 
を 弱め 、 次 に 微生物 と 戦う よう 自然 に 宿命 され て いる 食材 中 の 天然 の 抗生 物質 を 
破壊 し ます 。 調 理 済み の 食べ 物 に 夢中 に な っ て いる 医師 で さえ 、 火 で 破壊 され る 
多く の ビタ ミン に は 細菌 性 が ある こと を 確認 し て いま す 。 ゴ ミ の 山 を 食べ る 動物 
が 人 間 ほ と 感染 症 に か か り に くい の は この た めで す 。 


が ん 細胞 は 変性 細胞 の 直接 の 子孫 で す 
食べ 物 


調理 済み 食品 を 食べ る 人 の 多く は 、 人 間 は 何 世 紀 に も わた っ て 調理 済み の 
食品 を 食べ 続け て きた た め 、 そ れ に 慣れ て いる に 違い な く 、 今 一 度 に 生 の 食品 を 
食べ 始め た ら 苦 し むか も し れ な いと 信じ が ち で す 。 言 い 換 えれ ば 、 自 動車 に 汚 
れ た 粗悪 な ガソリン を 一 定期 間 充 填 し て いた 場合 エン ジン が それ に 慣れ て し ま 
い 、 汚 れ た ガソリン を きれ いな 燃料 に 置き 換え る と エン ジン が 損傷 する 可能 
性 が あり ます 。 


まず 第 一 に 、 数 千年 と いう 期間 は 、 人 類 が 祖先 と と も に 生 の 食物 だ け を 食べ 
て 生き 、 発 展 し て きた 数 十 億 年 に 比べ れ ば 取る に 足ら な いも の で す 。 さ ら に 、 人 
間 が 実際 に 調理 済み の 食べ 物 に 慣れ て いな いこ と は 、 病 気 の 存在 自体 に よっ 
て 証明 され て お り 、 人 間 が 生 の 栄養 に 頼る と 病気 は 消え 、 生 物 は 通常 の 機能 に 
戻り ます 。 


進化 の 法則 に 従っ て 、 私 た ちの 生物 が 適応 し よう と し て いる の は 事実 で す 
し か し 、 一 部 の 人 々 が 想像 し て いる よう な 形 で は あり ませ ん 。 複 雑 な プロ 
セス や 細胞 の 特殊 な 主要 機能 に 不可 欠 な 食品 の 栄養 成分 は 、 火 の 影響 で 簡単 に 
破壊 され ます 。 し た が っ て 、 
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調理 済み の 食事 を する 人 に と っ て 栄養 価 が 高い と 考え られ て いる 食材 に は 、 こ 
れ ら の 必須 成分 が 欠け て いま す が 、 そ の 代わ り に 、 細 胞 の 需要 を 数 倍 上 回 る タ 
ン パ ク 質 、 脂 肪 、 炭 水 化物 が 豊富 に 供給 され て いま す 。 


高 次 の 機能 を 発揮 する た め に 不可 欠 な 栄養 成分 が 絶え ず 奪 われ て いる た 
め 、 細 胞 は その 完全 な 発達 と 特殊 化 を 達成 で き な い か 、 あ る い は 一 度 そ れ ら の 機 
能 を 達成 し た と し て も 、 後 に それ ら の 機能 を 実行 する 能力 を 失う こと に な り ま 
す 。 数 年 間 の 欠乏 と 忍耐 の 後 、 数 百 万 個 の 細胞 の うち の 1 つが 、 残 り の 能 
力 を 奪わ れ 、 つ い に 細 胞 の 増殖 を 制限 する 機構 か ら 解放 され る 日 が や っ て 来 ま す 。 
その 後 、 彼 ら は 共同 生活 か ら 自 ら を 切り 離し 、 自 律 的 に な り 、 必 要 量 を 大 幅 に 超 
えて いる と し て 正常 な 細胞 に よっ て 拒否 され 、 細 胞 間 液 中 を 大 量 に 泳 ぐ 組 織 構築 物 
質 を 貸 欲 に 條 り 食う よう に な り ま す 。 タ ン パ ク 質 (特に 動物 性 タンパク質) 、 脂 肪 、 
お よび すべ て の 窒素 含有 物質 は 胃腸 生物 学者 に よっ て 賞賛 され て いま す 。 そ の 
後 、 彼 ら は 驚く べき 速度 で 、 不 注意 か つつ 反抗 的 に 成長 し 、 無 秩序 に 増殖 し て 恐 
ろ し い 塊 、 つ まり 新しい 生き 物 を 形成 し 、 そ の 成長 の 過程 で 抑制 され 、 周 囲 の すべ 
て を 破壊 し 、 そ し て つい に 晴れ た 日 が 来る その 素晴らし い 建 造物 、 人 体 を 破壊 し ま 
す 。 そ の 新しい 生き 物 の 名 前 は ガン で す 。 そ れ は 調理 され た 食品 の 真 の 子 
孫 で あり 、 細 胞 が 食材 の 構造 に び の よう に 適応 し て いる か を 示す 生き た 証拠 
GMC 


消費 する 。 


私 た ちの 惑星 に 生命 が 初め て 現れ た と き 、 自 然 は 自由 に 使え る も の を 持っ て いま し た 
最も 基本 的 な 建築 材料 (タン パク 質 、 脂 肪 、 炭 水 化物 ) の み を 使用 し 、 そ 
こ か ら 最 初 の 単細胞 生物 を 作成 する こと に 成功 し まし た 。 エ ンジ ニア が シリ ン 
ダー、 装 置 、 ま た は 細部 を 追加 する こと に よっ て 工場 に 新しい 機能 を 追加 する の と 同 
じ よ うに 、 そ の 後 そ の 建築 材料 (植物 体 ) に 新しい 成分 を 追加 する こと に よっ 
て 、 自 然 は 動物 の 臓器 に 新しい 機能 を 追加 し ます 。 こ の 困難 な 仕事 に より 、 
自然 は 何 十 億 年 も や 尼 し くさ せら れ 、 そ の 間 に 自 然 は その 原料 を 一 般 的 な 細菌 か ら 、 
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私 た ち が 今日 知っ て いる 果物 や それ ら の 植物 原料 を 介し て 、 そ れ ら の 進 
化 と 同時 に 、 単 細胞 の 動物 有機 体 を 素晴らし い 動物 に 発展 させ まし た 。 


残念 な が ら 、 火 の 発見 以降 人間 の 自然 な 進化 は 止ま り 、 さ ら に 悪い こと に 、 
巨人 の ペー ス で 逆行 し て いま す 。 文 明 人 が 発明 し た 火 や その 他 の ば か ば か し い 退 
化 手 段 は 、 天 然 の 食材 、 ひ いて は 動物 細胞 に 何 十 億 年 も 保存 され て きた 優れ た 
栄養 特性 を すべ て 破壊 し 、 そ れ ら を 原始 的 な タイ プ に 戻し ます が 、 そ れ ら は 最大 限 
の 努力 を 払っ て 供給 され ます 。 こ れ ら の 細胞 の 目的 の な い 増 殖 を 確実 に する 
た め に 役立つ 最も 一 般 的 な 建築 材料 。 が ん 細胞 は 、 そ れ ら の 原始 細胞 の 真 
の 標本 で す 。 近 視 眼 的 な 生物 学者 に と っ て 、 体 の 建築 材料 は タン パク 質 、 つ まり ご く 
あり ふれ た 構造 の 単なる 石 や レン ガ に すぎ ませ ん 。 彼 ら は 、 さ ま ざ ま な 種類 の モ 
ル タ ル や 、 複 雑 な 工場 の 建設 に 不可 欠 で 、 ビ ー フ ステ ー キ や バー ベ キ ュー に は 存 
在 し な い 数 多く の 細部 に は 興味 が あり ませ ん 。 


アル メニ ア 語 の 本 の 第 2 巻 で は 、 私 は ほぼ 次 の こと を 費やし まし た 。 
が ん の 起源 問題 の 検討 まで 300 ペ ー ジ 。 
この 装 の た め に 、 私 は 有名 な アメ リカ の 細胞 学者 EV カウ ドリ ー に よる 「 閣 細 
胞 」(1955 年 ) と いう 重要 な 論文 を レビ ュー し まし た 。 こ の 論文 は 、 こ の 主題 に 
関す る さま ざま な 研究 の 中 で 最も 網羅 的 で あり 、 す べ て の 重要 な 研究 、 デ ー タ 、 デ 
ー タ が 収集 され て いま す 。 多 数 の 著名 な 科学 者 に よっ て 発表 され た 意見 と 結 
論 。 細 胞 学者 自身 が 得 た 研究 デー タ に 基づい て 、 私 は 、 が ん 細胞 が 優れ た 
栄養 成分 の 欠乏 と 、 細 胞 の 無 目的 な 増殖 を 促す 共通 の 構築 材料 の 過剰 か ら 発生 す 
る こと を 決定 的 に 証明 し まし た 。 


調理 済み 食品 へ の 依存 は すべ て の 中 で 最も 危険 で す 
悪徳 
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読者 は 当然 、 数 多く の 著名 な 科学 者 や 教授 が な ぜ 誰 も これ ら の 単純 
な 真実 に 気づか ず 、 な ぜ 調 理 済み の 食品 を 食べ る 習慣 が 不 自然 で 危険 で 
ある と 誰 も 教え て くれ な い の か 疑問 に 思う か も し れ ま せん 。 そ の 理由 は 、 人 
類 全 体 が 食物 中 毒 で あり 、 食 物 中 毒 が すべ て の 人 の 目 を 見 えな くし て いる か 
ら で す 。 調 理 し て 食べ る こと が 悪徳 で あり 、 そ れ が 実際 に すべ て の 悪徳 
の 中 で 最も 恐ろし いも の で ある こと を 誰 も 理解 し て いま せん 。 そ れ は 、 た っ 
こ 一 種類 の 物質 を 求め る 湯 望 で は な く 、 何 和 干 も の 物質 (そし て 何と いう 「 素 
青 ら し い 」、「 望 まし い 上 物質 で ある こと で し ょ う ! ) に 対す る 人 の 偵 欲 な 切望 
合計 で す 。 そ の 上 、 近 視 眼 的 な 調理 済み の 消費 者 は 、 食 材 が さら され る さ 
ま ざ ま な 劣化 の 中 に 豊か さと 素晴らし さ を 見 出し ます が 、 そ の 一 方 で 、 ま さ 
に その 多様 な 劣化 こそ が さま ざま な 害 を 引き 起こ し 、 そ の 真 の 反映 が 見 られ る 
の で す 。 世 界 中 で 慕 延 し て いる 多種 多様 な 病気 の 中 で 。 


人 間 は 、 お 茶 、 コ ー ヒ ー、 コ コア 、 タ バ コ 、 ア ルコ ー ル 、 ア ヘン 、 コ カイ ン 、 モ 
ル ヒ ネ な どの 毒 を 含む 物質 に 中 毒 に な り ま す 。 こ れ ら の 物質 に 対す る 強い 渦 望 
は 、 人 間 の 体内 に 集め られ た 対応 する 毒 に よっ て 刺激 され ます 。 調 
理 さ れ た 食品 は 多種 多様 な 毒 を 生成 し 、 時 間 の 経過 と と も に 、 静 脈 や 毛細 血管 
の 壁 、 関 節 の 間 、 脂 肪 細胞 の 中 心 な ど 、 生 体 の さま ざま な 部 分 に 鞭 積 され ます 。 
麻薬 中 毒 者 の ヘロイン へ の 渦 望 が 、 そ の 人 の 体 の 通常 の 生理 的 欲求 か ら 生 じ 
た も の で は な い の と 同じ よう に 、 調 理 済み の 食べ 物 を 求め る 調理 済み の 人 
の 欲求 つま り 空 腹 感 は 、 そ の 生物 の 正常 な 要求 で は あり ませ ん 。 む し ろ そ れ は 
彼 の 依存 症 の 要求 な の で す 。 そ れ は 人 間 の 体内 に 集め られ た 毒 に よっ て 刺 
激 さ れる 衝動 の 表現 で す 。 そ れ は 身体 に 潜む 病気 の 要求 で あり 、 人 間 の 最悪 
の 敵 の 呼び か け で す 。 


その 恐ろし い 悪徳 が すべ て の 人 間 の 体 に 導入 され て いる 
ゆり か ご か ら す ぐに 、 自 分 の 両親 に よっ て 。 そ の た め 、 赤 ちゃ ん が 気づき 始 
め 、 話 し 始め た 瞬間 に 、 す で に 食物 依存 症 が 赤ちゃん を し っ か り と 固定 し て お 
り 、 そ の 瞬間 か ら 人 生 の 最後 の 瞬間 まで 、 調 理 済み の 食べ 物 を 通常 の 食事 で 
あり 、 強 い 欲 求 で ある と 考え る の は その た めで す 。 
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それ は 彼 の 生理 的 要求 と し て で す 。 彼 は これ を 本 当 の 人 角 え と 間違え る の だ 。 


調理 済み 食品 の 需要 は 角 僚 で は な い 


調理 済み の 食事 を する 人 が 、 ク ルミ 、 穀 物 、 生 の 果物 や 野菜 な 
どの 自然 の 食材 だ け を 食べ よう と し 、 そ れ 以 上 いか な る 種類 の 生 の 食物 に 
も 食欲 を 持た な く な っ た と き 、 そ の 瞬 間 、 彼 の 生物 の 自然 な 要求 は 完全 に 満た 
され 、 彼 は すっ か り 満 腹 し て いる 。 し か し 、 そ れ に も か か わら ず 、 彼 は すでに 
通常 の 一 日 の 必要 量 の 数 倍 の 食料 を 摂取 し て いる は ず で ある に も か か 
わら ず 、 あ た か も 何 も 食 べ て いな いか の よう に 行動 し 、 濃 厚 で 食欲 を そ 
そる 、 味 付け の 濃い 肉 料理 に 対す る 大 き な 需 要 を 感じ て いま す 。 こ れ は も う 負 
え で は あり ませ ん 。 そ れ は 、 体 内 に 蓄え られ て いた 毒 が 新た な 毒 を 必要 と す 
る こと に よっ て 引き 起こ され る イラ イラ で す 。 そ れ は 、 そ こ に 大 の 字 で 横 た 
わる 悪魔 の 叫び で あり 、 人 間 の 組織 を 引き 用 く た め の 新しい ツー ル を 要求 し て 
いま す 。 賢 明 で 意志 の 強い 生食 者 は 、 毎 日 その 激しい 叫び 声 を 聞い て いま す 
が 、 彼 は それ を 全身 全 圭 で 無視 し 、 一 歩も 譲歩 し ませ ん 。 


調理 され た 食事 は 人 間 の 臓器 に 強制 的 に 働き ます 
通常 の 容量 の 3 て 4 倍 


人 間 の すべ て の 臓器 に は 、 自 然 の 予備 エネ ルギー が 蓄え られ て いま す 。 
通常 彼ら は 潜在 能力 の 4 分 の 1 で 働き 、 残 り の エネ ルギー は 特別 な 緊急 事 
態 や 老後 に 使え る よう に 区 え て いま す 。 し た が っ て 、 「 通 常 の 」 状 況 で は 、 心 
臓 の 脈拍 数 は 70- 
毎 分 72 拍 (生食 者 の 拍 動 は わずか 58 て 62) で す が 、 例 外 的 な 状況 で は 毎 分 
200 拍 を 超え る こと も あり ます 。 
繰り 返し ます が 、 通 常 の 呼吸 で は 500 cc の 空気 が 肺 に 出入 り し ます が 、 特 別 
な 呼吸 努力 に より 、3700 cc も の 空気 を 吸い 込む こと が で きま す 。 


生食 者 は 消化 器官 を 4 分 の 1 で 利用 する 
その 潜在 的 な 能力 の お か げ で 、 彼 の 臓器 は 決し て 過 人 負荷 に な っ た り 疲 
労 し た りす る こと は あり ませ ん 方 、 料 理 を 食べ る 人 は 、 条 件 反射 に よ 
っ て 食欲 を 刺激 し た 後 、 イ ライ ラ し て し まい ます 。 
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スパ イス 、 食 前 酒 、 そ の 他 の ば か げた 刺激 物 が 彼 の 胃 を 満た し 、 消 化 器官 
が その 予備 エネ ルギー を すべ て 活動 させ られ 、 そ れ で も 消化 器官 に 課せ 
られ た 要求 に 対処 する こと が で き な い ほど で す 。 人 間 は 、 そ の 忌まわしい 
食物 を 送り 込ん だ の と 同じ 経路 で 送り 返す か 、 あ る い は 下剤 を 使っ て 
腸 か ら 排 出す る こと を 強い られ る の で す 。 驚 くべ きこ と に 、 こ の よう な 吐き 
気 を 催す よう な 行為 は 、 料 理 を 食べ る 人 に と っ て は 奇妙 と は 考え 

られ ませ ん 。 


消化 器官 に 過 貸 倫 が か か る と 、 心 臓 肝 臓 腎 臓 な どの 多く の 付属 器官 
も 機能 し 始め ます 。 
これ ら の 器官 が 追加 の 作業 を 行う と 、 す ぐに それ ら の 器官 が 疲労 し 、 早 期 
に 機能 し な く な っ て し まう 影響 が 生じ ます 。 し た が っ て 、 そ の 結果 、 人 の 
寿命 が 数 倍 短く な る こと は 驚く べき こと で は あり ませ ん 。 役 に 立た な 
い 、 有 害 な 、 有 毒 な 物質 を 食べ る こと に よっ て 、 食 中 毒 者 は 自分 の 情熱 を 
満 定 させ 、 胃 の 働き を 麻痺 させ 、 自 分 自身 に 満足 し て いる よう な 錯覚 を 作り 
出し ます が 、 実 際 に は 彼 の 細胞 は 必須 栄養 素 の 欠乏 の た め に 人 角 え で うめ き 
声 を 上 げ て いま す 。 生 食 者 の 表 は 、 た と え 通 常 は 空 で あっ て も 常に 休ん で い 
ます が 、 彼 の 体 は 確か に 満腹 で 、 言 葉 の 本 当 の 意味 で 満足 し て いま す 。 


調理 済み の 食事 を 生食 に 切り 替え る と 、 最 初 は どれ だ け 食 べ て も 満足 
で きま せん 。 通 常 、 食 物 中 毒 者 は 幸せ を 感じ る 代わ り に 、 そ の 状態 に 不満 を 感 
じ ま す 。 彼 ら の 意見 で は 、 錠 え が 続 く 理由 は 、 彼 ら が 摂取 する 食料 品 の 栄 
養 価 が 低く 栄養 と し て の 価値 が な いと いう 事実 に あり ます 。 こ れ は ひど い 
誤解 で す 。 そ れ ど ころ か 、 そ れ ら の 食材 は 栄養 価 が 高く 、 バ ラン ス が 取れ て 
いま す 。 人 間 の 細胞 は 、 細 胞 が 存在 し な いた め に 何 年 も 苦し ん で きま し 
た 。 人 間 の 消化 器官 の 能力 は 、 そ の 構成 お よび 構成 要素 の 配置 に 完全 に 
対応 し て いま す 。 だ か ら こ そ 、 胃 は それ ら の 食材 を 喜ん で 受け 入れ 、 す ぐに 
柔らか くし て 、 あ まり 遅 滞 な く 腸 に 送り 込み ます 。 そ の 一 方 で 、 今 度 は 細 
胞 が 、 角 僚 の た め に や せ 衰 えて 弱く な り 、 そ れ ら の 貴重 な 物質 を 貸 欲 に 
吸収 し より 多く の 物質 を 要求 し ます 。 も っ と 多く の 。 
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病気 の 細胞 は 治癒 し 、 衰 弱 し た 細胞 は 回 復 し 、 活 動 し て いな い 細胞 
は 活力 を 取り 戻し ます 。 一 方 、 脂 肪 細胞 は 錠 僚 に よっ て 溶け 始め 、 蓄 積 し 
た 毒 が 徐々 に 消え 、 余 分 な 水分 が 体外 に 排出 され ます 。 そ の 後 、 正 常 で 活 
動 的 な 細胞 が 、 怠 属 と 怠 情 に よっ て 肥大 化し た 鈍い 細胞 に 取っ て 代 
わり ます 。 体 重 が 急速 に 減少 する の は 、 健 康 と 活力 が 戻っ た こと の 確か な 
兆候 で す 。 


この 事実 は 人 の 心 を 喜び と 幸福 で 満た す は ず で す 。 な ぜ な ら 、 こ れ ら 
の 栄養 素 は すぐ に 彼 の 体 全体 に 広がり 、 健 康 、 強 さ 、 活 力 、 エ ネル ギー を 
与え て くれ る か ら で す 。 彼 の 人 生 で 初め て 、 彼 の すべ て の 器官 と 腺 が 
最も 豊富 な 栄養 を 摂取 し な が ら 、 快 適 か つ 楽 に 働く こと が で きる よう 
に な り ま し た 。 た と え そ の 日 に 、 生 体 が 必要 と する 量 を 超え た 量 の 生 の 食 
物 を 摂取 し た と し て も 、 あ る い は 腸 や 細胞 が 吸収 で きる 量 を 超え て いた と 
し て も 、 胃 が それ を 拒否 し た り 、 吐 き 気 を 引き 起こ し た りす る こと は あり ま 
せん 。 暴 力 と 武力 で 追い 出す 。 通 常 の 必要 量 を 超え た 食物 が 胃 の 中 に 留 ま 
っ て 腐敗 を 引き 起こ すこ と は あり ませ ん 。 毒 に な っ た り 、 消 化 器 疾 患 を 引き 
起こ し た りす る こと は あり ませ ん 。 そ の 代わ り に 、 そ れ ら は 消化 され ず 
に すぐ に 胃 か ら 腸 に 入り 、 そ の 日 の うち に 糞便 と と も に 体外 に 排出 さ 
れ 、 生 物 に ほとん ど 害 を 及ぼ すこ と は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 彼 の 胃 は 
常に 軽く 、 腸 と 血液 に は 完全 に バラ ンス の 取れ た 栄養 素 が 詰まっ て いま 
の 


そん な と き は 、 調 理 済み の 食べ 物 を 少し だ け 食 べ て みて くだ さい 。 
彼 の 表 は 、 そ れ ら の 奇妙 で 不要 な 物質 を 慎 憐 し て 拒否 し ます 。 彼 の 味 
覚 が 極度 の 喜び を 感じ て いる に も か か わら ず 、 そ れ ら の 一 口 の 食べ 物 
は 彼 の 胃 の 中 に 長い 間 横 た わり 、 食 欲 を 止め る スト ッ パ ー と し て 機能 し 、 
彼 の 消化 活動 の 通常 の 過程 を 麻痺 させ ます 。 し か し 、 料 理 を 食べ る 人 は 、 自 
分 の 情熱 を 満た し 、 お 腹 を 満た し 、 今 は 「 満 腹 」 な の で 、 そ の 状態 に 非常 に 
満足 し 、 幸 せ で す 。 生 食 の 価値 を 知っ て いる 男 は その 状態 を 恐れ る 。 彼 は 、 
体 に 栄養 を 与え る の は 生 の 野菜 の 栄養 素 で あり 、 体 に 栄養 を 与え る の は 


死ん だ 死体 で ある こと を 十分 に 理解 し て いま す 。 
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火 か ら 出 て くる も の は 単なる 燃料 で あり 、 さ ま ざ ま な 毒 や 病気 の 原因 に な り ま す 。 


人 間 の 栄養 は 生き た 細胞 で 構成 され て いる 必要 が あり ます 。 
死ん だ 細胞 の 死体 で は な い 


完全 に バラ ンス の 取れ た 食品 は 生き た 細胞 で 構成 され て いま す 。 さ て . 植 
物 の 体 は 地球 を 出 た 後 も 長い 間 生き 続け ます 。 バ ラ の つぼ み は 花 瓶 の 中 で 咲き 
続け ます が 、 穀 物 は 集め られ て か ら 何 年 も 植え られ て か ら 芽 を 出し ます 。 し か 
し 、 殺 され た 動物 の 細胞 や 体 か ら 盗 まれ た 和牛 乳 の 細胞 は すぐ に 死に 、 そ の 後 崩 壊 
し 始め て 毒 に 変わ り 、 調 理 す る と 非常 に 尋 ろ し いも の に 変わ り ま す 。 動 物性 タン 
パク 質 が 植物 性 タン パク 質 よ り も 優れ て いる と 考え る こと は 、 最 も 残念 な 判 
断 ミ ス で あり 、 肉 を 崇拝 する 生物 学者 の 近視 眼 の 明白 な 証拠 で す 。 動 物 組 
織 が 植物 信 タ ン パ ク 質 を 伝達 し 、 そ れ ら を 完全 に バラ ンス の と れ た 栄養 素 に 変え 
る こと を 認め る な ら 、 そ の よう な 「 完 全 に バラ ンス の と れ た 」 タ ン パ ク 
質 を 食べ る キツ ネ 、 オ オカ ミ 、 イ ヌ 、 ネ コ 、 ト ラ な どの 動物 の 肉 は 、 最 高 の 栄 養 
価 。 一 方 、 そ の よう な 獣 の 肉 の 有毒 な 性 質 は 非常 に 明白 で ある た め 、 最 も 熱心 な 肉 
中 毒 者 で さえ 、 そ れ を 食べ る 勇気 が あり ませ ん 。 


個人 的 な 嗜好 に 駆 ら れ て こう する 生物 学者 た ち は 、 
肉 に 特別 な 利点 を 求め て 、 い わ ゆ る か けが え の な い ア ミノ 酸 が 、 そ れ ら の 
アミ ノ 酸 が 動物 に よっ て 消費 され る 最も 一 般 的 な 草 か ら 形 成 さ れる と いう 行為 を 
考慮 し て いな いこ と を 発見 し た と き 、 ど の よう な 科学 則 に よっ て 牛 と いう 生物 に 
以下 の 能力 が ある の か 。 人 間 は 最も 卑劣 な 雑草 や 草 か ら ア ミノ 酸 を 作り ま 
す が 、 人 間 と いう 生物 は 最高 の 栄養 価 を 誇る 植物 性 食材 か ら 同 じ 化 合 物 を 調製 
する 手段 を 持っ て いな い の で し ょ うか ? 


何 白 万 も の イン ド 人 が 肉 か ら 得 ら れる アミ ノ 酸 な し で どの よう に 生活 し て いる の で し ょ うか ? 
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近視 は 医療 の 最大 の 欠陥 で す 
科学 


調理 済み 食品 中 毒 の 生物 学者 の 最大 の 間違い 
それ は 彼ら の 近視 眼 性 で す 。 彼 ら は 、 小 さく 見 える 害 に は 目 を つぶ り 、 一 
見 取る に 足ら な い 原 因 か ら 遅 か れ 早 か れ 深刻 な 結果 が 生じ る こと を 予測 し 
ませ ん 。 い くつ か の 例 で 私 た ちの ステ ー ト メン ト を 説明 し まし ょ う 。 調 
理 済み の 食事 、 特 に 肉 料 理 に は 毒 が いっ ぱい で す 。 現 在 、 気 づか れ な いう 
ち に 常に 進行 する 慢性 中 毒 に は 誰 も 注目 せ ず 、 そ の よう な 中 毒 の 結 
果 、 や が て 肝臓 心臓 、 腎 臓 が 損傷 し た 場合 で も 、 そ の 状態 は 原因 不明 で 
ある と 考え られ て いま す 。 中 毒 が さら に ひど く な り 、 下 痢 や 嘱 吐 を 伴う 場合 
は 、 胃 疾患 と みな され ます 。 彼 ら は 中 毒 に に よっ て 、 生 物 全 体 に 影響 を 
及ぼ し 、 犠 牲 者 を 即座 に 死 の 危険 に さら す 状 態 だ け を 理解 し ます 。 
この よう に し て 、 ど れ ほ ど 多 く の 罪 の な い 命 が 犠牲 に な っ た こと で 
し よう 。 


人 間 は 、 食 物 を 介し て 動脈 や 静脈 に 入り 込む 汚物 を 毎日 目 に する こ 
と は な く 、 そ れ が 血管 の 壁 に 何 層 に も 重ね て 付着 し 、 通 路 を 狭め 、 あ る 日 突 
然 血 液 の 循環 を 止め る と 、 目 の 見 える 人 は その 出来 事 を 「 予 期 せ ぬ 」 こ と 
だ と 考え て いま す 。 


人 々 は 、 数 百 万 トン の 容量 を 持つ 巨大 な ダム に 向かっ て 押 
し 寄せ る 大 洪水 が 及ぼ す 恐 ろ し い 圧 力 に 気づい て いま せん 。 し か し 、 そ 
の 洪水 の 影響 で 長い 間 ぐ ら つ き 続け た ダム が つい に 崩壊 する と 、 最 終 的 な 
崩壊 の 原因 は 幼い 子供 が 誤っ て 投げ た 石 に 起因 する と 考え られ ます 。 私 た 
ち は 、 生 食 者 が 癌 の 原因 に 関し て 抱い て いる 正しい 概念 を すでに 見 て 
きま し た 。 こ れ に 対し て 、 調 理 済み 食品 中 毒 の 研究 者 ら が 私 た ち に 提示 
し た 400 種 類 の 「 発 が ん 性 物質 」( そ の 中 に は 機械 的 刺激 や タバ コ の 
焦げ 跡 な ども 含ま れる ) は 、 子 供 が 投げ た 石 以 上 の 価値 は な い 。 
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すべ て の 器官 に は 何 百 万 も の 細胞 が あり 、 そ れ ら の 細胞 が 協調 し て 
働き 、 そ の 器 官 の 働き が 維持 され て いま す 。 こ れ ら の 細胞 に 強制 的 に 与え 
られ た 栄養 に 特定 の 必須 成分 が 不足 する と 、 細 胞 は 活力 を 失い 、 使 用 で き 
な く な り ま す 。 エ ネル ギー 埋蔵 量 は 今 で は フィ ー ル ド に 供給 され て いま 
す が 、 そ れ も す ぐに 使い 果たさ れ て し まい ます 。 器 官 が 何ら か の 形 で その 
機能 を 続け る 限り 、 近 視 の 人 に は 赤い 光 は 見 えま せん 。 し か し 、 つ い に そ 
の 活動 が 遅れ た と き 、 そ の よう な 器官 は 病気 で あり 、 楽 に 頼る 必要 が あ 
る と 彼ら は 言い ます 。 し か し 、 少 量 の 錠剤 や 一 服 の 毒物 が 、 何 年 も 火 で 燃 
や され 続け た 食材 の 栄養 成分 を 置き 換え 、 障 害 を 負っ た 細胞 に 、 失 わ 
れ た 専門 的 な 仕事 の 能力 を 取り 戻す こと が で きる だ ろう か ? 


肉 、 卵 、 バ ター、 チ ー ズ の 塊 は 、 何 日 も 消化 管内 に 放置 され る と 腐敗 し 、 
腸 の 炎症 を 引き 起こ し ます 。 そ の 最も 一 般 的 な 症状 は 下痢 で す 。 し か し 、 
子供 が 実際 に 下痢 の 兆候 を 示し た 場合 、 す べ て の 責任 は 糞便 に 含ま れる い 
くつ か の 果物 の 皮 に 置か れ ま す 。 果 物 の 皮 が 、 入 っ て か ら 数 時 間 以 内 に 、 

何 の 腐敗 も 腐敗 も せ ず に その まま 体内 に 放置 され る と 、 ど うし て 子供 の 腸 
に 炎症 を 引き 起こ す の か 誰 も 疑問 に 思わ な い 。 こ の 悲劇 全体 は 人 々 

が 卵 、 肉 、 バ ター、 蜂 蜜 を 通常 の 不可 欠 な 食料 品 と みな し て いる の に 対し 、 
果物 は 食べ て も 食べ な く て も よい 二 次 的 な も の と 考え て いる と いう 事 
実 か ら 生 じ て い ます 。 場 合 に よっ て は 、「 胃 の 調子 を 悪く し な いよ う 

に 供 に 果物 を 食べ る こと を 禁止 する 必要 が ある と さえ 考え られ ます 。 


料理 を 食べ る 人 の 体重 は 健康 の 基準 と は みな され ませ ん 。 


肥満 は 最も 危険 な 病気 で す 


人 間 と いう 組織 が 不 自然 な 現象 に 抵抗 で きる 限り 、 
食事 療法 と それ と の 闘い が 続く と 、 食 欲 不 振 、 消 化 不 良 、 胃 炎 や その 他 
の 胃 疾 患 、 大 腸炎 な どの さま ざま な 症状 が 現れ ます 。 こ れ ら すべ て は 、 
あら ゆる 手段 を 用 いて 生物 が 奮闘 する こと の 外面 的 な 表現 で す 。 
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不 自然 な 食事 の 有害 な 影響 を 中 和 し 、 そ れ に よっ て 生成 され る 有毒 物質 を 体 か 
ら 排 出す る た め の 処 分 。 上 患者 の 体重 が 減り 始め る と 、 彼 ら は 「 栄 養 価 の 高い 」 
食事 を 与え て 患者 を 強化 し よう と し ます 。 生 物 が 最終 的 に 敗北 し 、 そ の 闘争 が 
終わ っ た 日 人間 は この 世に 別れ を 告げ る か 、 あ る い は 逆 に 、 食 欲 が 増し て 、「 健 
康 を 取り 戻す た め に 」 飽 くま で 食べ 始め 、 よ く 消 化し 、 体 重 を 増やし 始め る か の ど ち 
ら か で す 。 そ し て 強 さ 。」 言 い 換え れ ば 、 そ の 日 、 人 間 の 組織 は 闘争 を 放 

棄 し て 不 自然 な 食 生活 に 「 適 応 」 し 人間 の 病気 の 中 で 最も 危険 な 病気 の 一 つ 

で ある 不 自然 な 肥満 の 基礎 が 築 か れる の で す 。 


不 自然 な 食事 の 圧力 に 屈する と 、 体 は 自ら を 適応 させ 、 そ の よう な 食事 に よ 
っ て 生成 され る さま ざま な 有害 物質 の 体内 へ の 茜 積 を 許容 せ ざ る を 得 な く な り ま 
す 。 そ の 後 、 脂 肪 尿酸 と その 誘導 体 、 コ レス テリ ン 、 食 塩 、 過 剰 な 液体 結石 、 ス キル 
ス 層 、 腫 瘍 、 不 活性 細胞 お よび 寄生 細胞 、 多 核 巨 細胞 (多核 球 ) 、 特 大 の 核 を 持つ 
細胞 (巨核 球 ) な どか ら 沈 着物 が 形成 され ます 。 場 合 に よっ て は 、 こ れ ら の 細 
胞 は 通常 の 細胞 の 数 百倍 の 大 き さ に 達し ます が 、 有 用 な 仕事 を する 能力 が あり ま 
せん 。 


それ ら す べ て の 怪物 が 体内 に 蓄積 され 人 間 の 中 に 創造 され ます 
健康 で 体力 が ある か の よう な 幻想 を 抱い て いる が 、 実 際 に は 徐々 に 衰弱 し て 
いく 。 彼 の 助 肉 は 痩せ て 弱く な り 、 特 殊 化し て 活動 する 細胞 の 数 は 減少 し 、 臓 器 は 消 
耗 し て し まい ます 。 私 た ちの 世界 に た くさ ん いる 、 膨 らん だ 腹 、 太 く て 太い 腕 、 ず ん 
ぐり し た 手 、 張 り 出し た 脂肪 の 層 を 持っ た 「 が っ し り し た 」「 屈 強 な 」 男 性 は 、 実 
際 に は 皮膚 で 徐 われ た 藤 骨 で す 。 彼 ら は それ ぞ れ 、 彼 の 弱く や つれ た 筋肉 に 太っ 
た 壮 を 積み 込み 、 無 償 で 餌 を 与え 、 ど こ に で も 持ち 歩い て いま す 。 し か し 、 奇 妙 な こ 
と に 、 そ の よう な 人 々 は 常に 自分 の 健康 、 活 力 、 強 さ を 自 慢 し ます 。 


彼ら は 自分 た ちの 丈夫 さ を 非常 に 誇り に 思っ て いる の で 、 会 話 の 中 で その 丈夫 さ に 
つい て 言及 され る た びに 、 木 に 触れ た り 東洋 で は 泣き 叫ん だ り し ます 。 彼 ら が 
大 切な 体重 を 一 粒 で も 失わ な いよ うに 。 こ の よう な 嘆かわしい 近視 眼 の 例 を 十 
数 冊 に 記載 する 人 も いる か も し れ な い 。 
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火 で 焼 か れ た 原材料 に 代わ る 楽 は な い 


一 般 に 使用 され て いる 薬 は すべ て 対症 療法 的 で す 。 言 い 換 えれ ば 、 そ れ ら 
は 患者 を 一 時 的 に 緩和 し た り 、 病 気 の 症 状 を 隠し た りす る 緩和 剤 と し て 機能 
し ます 。 い か な る 場合 で も 、 調 理 用 の 鍋 や フラ イ パ ン で 破壊 され た 生 の 栄養 
素 の 代わ り に な る こと は で きま せん 。 多 く の 偉大 な 科学 者 は 薬物 の 使用 
を 厳し く 禁 じ て い ます 。 イ ギリ ス で は 、 イ ギリ ス 国 民 の 裕福 な 層 の 大 部 分 を 対象 
と し た 4 年 半 に わた る 骨 の 折れ る 調査 の 後 、 ペ ッ カ ム 生 物 学 者 ら は 人 口 の 
わずか 9 パー セン ト だ けが 豊か な 生活 を 享受 で きる と いう 結論 に 達し 
た 。 健 康 。 残 り の 91 パ ー セ ント は 病気 で し た が 、 ほ と ん どの 人 は 自分 
の 病気 に 気づい て いま せん で し た 。 了 臨床 治療 後 の 彼 ら の 結論 は 、 治 療 対象 と し 
て 選択 され た すべ て の 疾患 は ほぼ 例外 な く 治 療 に 反応 し た が 、 そ の 後 、 上 患者 
の 全体 的 な 健康 状態 に 顕著 な 悪化 が 観察 され た と いう も の だ っ た 。 こ れ は 、 
薬 は 単に 病気 の 症状 を 隠す だ け で あり 、 す で に 弱っ て いる 生体 に 害 
を 加え て 状態 を さら に 悪化 させ る こと を 意味 し ます 。 


し た が っ て 、 病 気 に な り た く な い 人 、 あ る い は すでに 病気 に な っ て し まっ た 場 
合 に 健康 を 取り 戻し た い 人 は 、 薬 物 に 希望 を 託し て は な り ま せん 。 む し ろ 、 不 自 
然 な 食べ 物 や 薬物 の 摂取 を 控え 、 生 食 で 自然 の 法則 に 従っ て 生き な けれ ば な り 
ませ ん 。 


これ は 真実 で 安全 か つ 科 学 的 な 方 法 で す が 、 ビ ルチャ ー・ ベ ナー の 言葉 を 
閣 り れ ば 、 薬 物 療法 は 単なる 「 欺 上 と 策略 」 に 過ぎ ませ ん 。 私 の 意見 で は 、 そ れ 
は 幻想 と 自己 尼 較 と 呼ぶ 方 が 適切 か も し れ ま せん 。 ニ ー チ ェ は 薬物 を 「 鞭 の 
鞭 」 と 呼ん だ 。 医 師 た ち は 入 院 患 者 を 2 つの 等 し い グ ルー プ に 分 け 、 一 方 の 
グル ー プ を 楽 と 調理 済み 食品 で 治療 し 、 も う 一 方 の グル ー プ を 純粋 に 生 
食 の 食事 で 治療 し 、 そ の 2 つの 結果 を 比較 する こと で 、 私 の 発言 が 真実 で あ 
る こと を 簡単 に 納得 させ る こと が で きま す 。 お 互い に 。 こ れ は 基本 的 か つ 決 定 的 
な テス ト で あり 、 そ う で な けれ ば 、 生 食 に 対す る あら ゆる 議論 は 、 何 の 
価値 も 価値 も 持た な いま ま に な る で し ょ う 。 対 症 療法 的 な 薬物 療法 の 
例 を いく つか 挙げ て 、 私 た ちの 声明 を 説明 し まし ょ う 。 
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痛み は 体 が 危険 に さら され て いる こと を 示す 警告 サイ ン で あり 、 私 た ち 
の 生物 が 助け を 求め る 叫び で す 。 し か し 、 私 た ち は こ の 人 危険 を 排除 する 代わ 
り に 、 こ の 危険 の 感覚 を 脳 に 伝え る 神経 を 麻痺 させ 、 毒 物 を 投与 し て その 声 
を 沈黙 させ ます 。 そ の 間 、 病 気 は 避け られ な い 経過 を た どっ て お り 、 現 在 で は 薬 
の 有害 な 影響 に よっ て 悪化 し て いま す 。 
別 の 例 を 挙げ る と 動脈 の 通路 が 不純 物 で 満た され て 狭く な る と 、 心 臓 は 
血液 を 体内 に 儲 環 させ る た め に より 大 き な 力 を 必要 と し 、 そ の 結果 血圧 が 上 昇 
し ます 。 し か し 、 血 管 か ら こ れ ら の 不純 物 を 取り 除く 代わ り に 、 私 た ち は 単 に 毒物 
を 使っ て 、 血 管 を 伸ばし た り 広げ た り で きる 神経 を 刺激 し て いる だ け な の 
で す 。 毒 の 効果 が 続く 限り 、 血 液 は 血管 内 を より 自由 に 流れ 、 圧 力 は 一 時 的 に 
低下 し ます 。 し か し 、 そ の 効果 が な く な る と すぐ に 、 血 管 は 使用 され た 薬 の 
作用 に よっ て さら に 弱まっ て し まい 、 元 の 状態 に 戻り ます 。 


生体 に 有害 な 後遺 症 を 及ぼ さ な い 薬 は あり ませ ん 。 
し か し 、 こ の 主題 を 扱っ た 少数 の 出版 物 が 出版 され た の は 最近 に な っ て か ら で あ 
り 、 そ の うち の 1 つ は 、 ワ シン トン 大 学 医学 部 臨床 医学 名 誉 教授 ハリ ー L. アレ キ 
サン ダー 博士 に よる 「 薬 物 療法 と の 反応 」(1955 年 ) で す 。 、 た くさ ん の 有 
益 な 情報 を 提供 し ます 。 も ちろ ん 一般 的 に 薬物 は 、 被 害 者 を 即死 さす る か 、 重 篤 な 
病気 の 形 で 現れ る 合併 症 や 反応 の み に 責任 が ある と 考え られ て いま す 。 そ れ で 
も 、 実 際 に 記録 され る 合併 症 は 1,000 件 に 1 件 の み で す 。 残 り は 永遠 に 忘れ 去 
られ た まま で す 。 


350,000 の 物質 の すべ て が 
医薬 品 の 製造 に 使用 され る も の は 合併 症 を 引き 起こ す 可能 価 が あり ます 。 
し か し 、 そ の 中 で 最も 危険 な の は 、 ペ ニシ リン 、 オ ー レ オマ イシ ン 、 ス トレ プ ト マ 
イシ ン 水銀 化合 物 、 ス ル ホ ン ア ミド 系 薬物 、 ジ ギタ リス 、 ワ クチ ン 、 血 清 、 合 成 ビタ 
ミン (チア ミン 、 ナ イア シン な ど ) 、 ア ト フ ァ ン 、 コ ル チ ゾ ン 、 肝 臓 抽出 物 、 イ ン 
スリ ン 、 ア ドレ ナリ ン な ど で す 。 一 般 的 に 使用 され て いる 他 の 薬 。 
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この 質問 を 最も 慎重 に 検討 する こと が 重要 で す 。 
合成 ビタ ミン や 有機 抽出 物 は 、 キ ッ チ ン で 焼 か れ た 栄養 成分 や その 製品 
人 々 が 置き 換え る た め に 使用 する も の で す が 、 体 内 に 入っ て か ら 非 常に 多 
く の 場合 5 分 以内 に 、 電 光石 火 の 速 さ で 人 を 死に 至ら し め ま す 。 キ ッ チ ン で 
燃やさ れる 天然 の 抗生 物質 の 代わ り に 、1951 年 に は 3 億 2,400 万 グラ ム 、1952 
年 に は 3 億 5.000 万 グラ ム の ペニシリン が 人 間 の 血液 に 注射 され まし た 。 


薬物 が 人 体 に 導入 され る と 、 ア ナ フ ィ ラキ シー に より 、 時 に は 5 10 分 以 
内 に 何 千 人 も の 人 々 が 死亡 し 、 そ の 一 方 で 、 他 の 何 万 人 も の 人 々 が 、 イ ラク サ 発 
疹 、 皮 膚 炎 、 と げ の ある 病気 な どの 多数 の 病気 に さら され て いま す 。 熱 、 湿 
疹 、 紫 班 、 気 管 支 喘息 、 多 発 性 動脈 炎 、 肝 便 変 、 黄 冶 、 腎 炎 、 ネ フロ ー ゼ 、 再 生 不 良性 
貧血 血清 病 、 疫 癖 。 


人 々 は 、 こ れ ら の 死 や 病気 を 引き 起こ し た 薬物 の 責任 か ら 目 を 背け 、 身 体 が 
非常 に 敏感 で ある こと に 責任 を な すり つけ よう と し ます 。 し か し 、 こ の 極度 の 過敏 
症 の 原因 に つい て は 、 彼 ら は その 質問 を 黙っ て 無視 し ます 。 


私 の か わい そう な 子供 た ち は 、 年 に 数 回 、 そ の よう な 病気 や 皮膚 病 に 悩ま 
され て いま し た 。 私 た ち は い つも 彼ら が 食べ た 食べ 物 の 間違い を 探し よう と し まし 
た が 一 方 、 大 量 の 処方 箋 を 出し た 医師 た ち は 、 自 分 た ち が 処 方 し た 
薬 の 危険 性 に つい て は 一 言 も 言い ませ ん で し た 。 他 の 何 百 万 も の 人 々 と 同様 に 、 
私 た ち は 薬 は 人 々 を 治す た め だ け の も の で あり 、 病 気 に す る た め の も の で は な 
いと 信じ て いま し た 。 か つて 私 の 子供 二 人 が 同じ 日 に 黄 六 で 倒れ た こと が あり ま 
し た 。 私 た ち は 黄 礼 が 両方 に 影響 を 与え る 感染 症 で は な いこ と を 知 
っ て いた の で 驚き まし た 。 現 在 、 良 心 の 痛み を 和らげ る た め に 私 に で きる こと は 、 
他 の 親 た ち に その よう な 危険 に つい て 警告 する こと 以外 に あり ませ ん 。 


今日 、 最 も 危険 な 薬物 が 、 毎 日 服用 で きる 有益 な も の と し て 、 甘 い 歌 や 魅力 
的 な 写真 の 助け を 借り て どの よう に 普及 し て いる か を 観察 する の は 圧 し いこ と で 
す 。 実 際 、 特 定 の 国 で は 、 
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医学 と 薬局 は 、 商 業 主義 と 暴 利 の 大 き な 懸 念 へ と 変わ っ て きま し た 。 


生食 は あら ゆる 種類 の 薬物 の 使用 を 直ちに や め さ せ ます 。 病 気 が な けれ 
ば 当然 薬物 は 必要 な く な る か ら で す 。 
病気 は 食品 の 変性 の 産物 で す 。 し た が っ て 、 そ れ ら は 食 生活 を 正す こと に 
よっ て の み 克 服 で きま す 。 薬 物 に よっ て 病気 を 克服 し よう と する 私 た ち 
の 試み は すべ て 、 失 敗 す る 運命 に ある 非常 に 危険 で 無 意 味 な 実験 
で す 。 彼 ら の 悲惨 な 結果 は すでに 私 た ち を 直視 し て いま す 。 


新しい 種類 の 病気 が 絶え ず 出現 し て いま す 。 わ ず か な 
病気 は より 深刻 な 障害 に 取っ て 代わ られ ます 。 そ の 結果 、 人 々 は 絶 
え ず 新しい 種類 の 血清 や ワク チン を 調製 し 、 ま すま す 強 力 な 抗生 物 
質 を 発見 し 、 徐 々 に 間違い 、 合 併 症 、 災 害 の 迷路 に 巻き 込ま れる よう に な り 
ます 。 


医学 の 分 野 で は 前 例 の な い 根 本 的 な 変化 を 起こ さ な け れ ば な り ま せ 
ん 。 す べ て の 誠実 で 公共 の 精神 を 持っ た 医師 は 、 直 ち に 立ち 上 が っ て 、 人 
間 の 工場 に 必要 な 不可 欠 な 原材料 の 破壊 を 防ぐ た め に 積極 的 な 措置 を 講 
じ な けれ ば な り ま せん 。 


近視 眼 的 な 人 々 の 意見 で は 、 生 食 は 次 の よう な も の で す 。 
先史 時 代 の 人 類 の 原始 的 な 生活 へ の 回 帰 。 実 際 の と ころ 、 調 理 と 精製 の 
作業 ほど 文明 に と っ て 恥ず べき も の は な い 。 生 を 食べ る 人 は 、 い わ ゆ 
る 文明 の 病 に よっ て 引き 起こ され る 悲惨 さ を 単 に 無視 し 、 文 明 に よっ て 彼 に 与 
えら れ た 技術 的 進歩 を 人 間 の 原材料 の 純粋 さ を 破壊 する 手段 に 変え る こと 
を 拒否 し ます 。 そ れ 以 外 の 場合 、 彼 は 電話 で 話し た り 飛行 機 で 旅行 し た り 、 
冷蔵 庫 で 果物 を 新鮮 に 保つ な どの 便利 さ を 忘れ ませ ん 。 


何 世紀 に も わた っ て 、 人 間 は 非常 に 盲目 で 無知 だ っ た の で 、 調 理 さ れ た 
食事 を 食べ る こと を 自然 な 行為 で ある と 常に 考え て きま し た 。 そ し て 今 、 生 食 
に つい て 初め て 聞く と 、 彼 ら は それ を 何 か 奇 妙 で 好奇 心 が 強い も の だ と 考 
えて いま す が 、 実 際 に は 、 調 理 に よる 自然 食品 の 変質 こそ が 最も 重要 な の で 
す 。 
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不 自然 で 、 奇 妙 で 、 奇 妙 な も の で あり 、 人 類 が 犯し た 最大 の 愚行 と し て 歴 
史 に 記録 され な けれ ば な り ま せん 。 


調理 され た 食事 と 楽 物 療法 が 世界 を リー ド し て いる 
人 類 は 完全 に 滅亡 する 


多く の 種類 の 巨大 動物 が か つて この 地球 に 生息 し て いま し た が 、 そ の 
後 完全 に 絶滅 し まし た 。 今 日 、 人 類 は 自ら の 手 で 、 い つか 地球 上 か ら 人 類 
を 絶滅 させ る ほど の 悪 条 件 を 作り 出し て いま す 。 食 品 の 変性 の 過程 と 並行 し 
て 、 さ ま ざ ま な 病気 の 種類 と 頻度 が 増加 し て いま す 。 さ ら に 何 世 代 も 経つ う 
ち に 、 人 々 は 思春 期 に 達し て 生殖 能力 を 発達 させ る 機会 を 得る 前 に 、 心 血 
管 疾患 や 部 で 亡くな る で し ょ う 。 過 去 数 十 年 の 間 に こ れ ら の 病気 が 
驚く べき スピ ー ド で 増加 し た こと を 踏ま えれ ば 、 も し 人 間 が 依然 と し て 
愚か さ を 続け る な ら ば 、 そ の 運命 の 日 は そう 遠く な いか も し れ な いと 
いう こと は 容易 に 予測 で きる 。 


調理 し た 食事 と 薬物 療法 の 利点 を 指摘 する 科学 者 は 、 破 産 寸前 で 目 の 
前 に 突き つけ られ る 何 百 万 も の 損失 に 目 を 旧 り な が ら 、 喜 ん で 小銭 を 数 え 
る 商人 の よう な も の で ある 。 あ ら ゆ る ビジ ネス の 最終 的 な 成果 は 、 最 終 的 
な 貸借 対照 表 に よっ て 判断 され な けれ ば な り ま せん 。 無 数 の 異な る 動物 が 
享受 し て いる も の と 比較 し て 、 文 明 人 が 料理 と 医学 の 発見 に よっ 
て 自分 自身 に どの よう な 恩恵 と 利点 を 獲得 する こと が で きた の か を 見 て 
み ま し ょ う 。 人 間 は 他 の どの 生き 物 よ り も さま ざま な 病気 に か か りや すい も 
の で す 。 


ビタ ミン の 発見 後 、 人 間 は 調理 と いう 手段 に よっ て 天然 食材 の まさ に 
その 成分 を 破壊 し 、 そ れ が 欠如 する と 人 間 の 死 を 早め る こと に な る と いう こ 
と を 即座 に 認識 する 賢 さ を 持 っ て いた は ず で ある 。 彼 は その 無駄 遣い 
に きっ ぱり と 終止 符 を 打ち 、 天 然 食材 の 免疫 力 を 変性 か ら 守 る べき だ っ 
た 。 し か し 、 調 理 済み 食品 の 魅力 は 非常 に 大 きい た め 、 そ の よう な 改革 の 試 
み は す べ て 阻止 され ます 。 依 存 症 は 科学 を 征服 し 、 奪 い 取 っ て し まう 
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その 爪 に 。 一 方 人 人 間 は 依然 と し て 調理 済み の 食品 に し が みつ いて いる た 
め 、 食 材 の 秘密 を 探り 、 調 理 や 加工 で 破壊 され る 成分 を 認識 し 、 そ れ を 合 
成 物質 で 置き 換え よう と し ます 。 そ れ ら の 重要 な 構成 要素 を 自分 の 手 で 燃 
や し て 破壊 し 、 病 気 に な り 、 墓 の 縁 に 立ち 、 そ の 後 、 夷 眠 的 な 手段 で 自分 を 
救 お うと 絶望 的 な 試み を する の は 愚か で は な いで し ょ うか ? こ れ ら の 成分 
は 生物 学者 に よっ て 認め られ て いる ビタ ミン 40 種類 と 50 種類 に 限定 さ 
れ な いと いう 事実 を 心 に 留め て お く 必 要 が あり ます 。 


それ ら の 数 は 非常 に 多い た め 、 今 後 数 千年 に わた っ て その 定性 的 お 

よび 定量 的 特性 を 正確 に 把握 する こと は 不可 能 で す 。 少 し の 間 、 科 学 
者 た ちがい つか その すべ て の 品種 を 認識 する こと に 成功 する か も し れ な 
いと 仮定 し て み ま し ょ う 。 そ し て 、 小 麦 だ け か ら 排出 され る 成分 を 人 工 的 
な 手段 で 置き 換え る に は 、 法 外 な 費用 が か か る こと は 言う まで も な く 、 
一 人 当たり 何 千 も の 処方 箋 と 調剤 が 必要 と な る 。 


さま ざま な 種類 の 果物 、 野 菜 、 穀 物 に つい て 行わ れ た 研究 に よ 
っ て 、 食 中 毒 の 生物 学者 自身 が 、 天 然 の 食材 に は ほぼ あら ゆる 種類 の 病気 
を 治す 性 質 が ある こと を 証明 し て いま す 。 し か し 人 々 は 、 人 間 の 組織 が 幼 
少 期 か ら 自 然 信 品 だ け を 食べ て いれ ば それ ら の 病気 に 稚 ら な いと は 認め 
た く な い の で す 。 調 理 済み の 食品 を 控え る と いう 考え その も の が 、 最 
初 か ら 彼 ら の 明 断 な 思考 能力 を 奪い 、 科 学 は 依存 症 に その 地位 を 譲っ て し 
まい ます 。 


医師 は 自然 食品 を 単なる 一 時 的 な 治療 手段 と し て 利用 し て 
は な り ま せん 。 そ れ ら は 人 間 に 適 し た 唯一 の 食事 で ある と 宣 
言 さ れ な けれ ば な り ま せん 


多く の 進歩 的 な 医師 は 薬物 療法 を 非難 し て いま す 。 彼 ら の 中 に は 、 
薬物 治療 か ら 得 ら れる 効果 の な い 結 果 に 失望 し て 、 医 療 行為 を 放棄 し 、 
予防 の 根本 的 な 問題 の 研究 に 専念 する 人 も いま す 。 そ の 中 に は 有名 な スイ 
ス の 医師 ビル ヒ ャ ー・ ベ ナー も 含 まれ て お り 、 私 は 彼 の ドイ ツ 語 研究 か ら 
いく つか の 短い 翻訳 を 私 の アル メニ ア 語 の 本 の 中 で 紹介 し まし た 。 バ 
ー チ ャ ー・ ベ ナー は 医師 と し て の キャ リア を 始め た 当初 、 こ うな っ た 
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現在 の 治療 法 に 幻滅 し て いた 彼 は 、 た また ま 自 然 食品 の 栄養 価 を 知り 、 薬 を 
使わ ず に 自然 栄養 の 助け を 借り て 患者 を 治 し 始め まし た 。 す ぐに 、 世 界 中 の さま 
ざま な 医師 に よる 治療 を 受け て も 効果 が な か っ た 多数 の 患者 が 、 チ ュー リッ ヒ に 
ある 彼 の 療養 所 を 訪れ 、 非 常に 短期 間 で 生 の 菜食 主義 に よっ て 完全 な 治癒 を 得 
まり 7 


し か し 、 バ ー ヒ ャ ー テ ベ ナ ー は 、 生 の 食材 を すべ て の 生き 物 に 適し た 
唯一 の 食事 で は な く 、 「 治 療 手段 」 と みな し まし た 。 あ た か も 、 男 性 は 子供 の 頃 か 
ら 不 自然 な 食材 で 栄養 を 摂ら 5 な けれ ば な ら ず 、 そ の 後 病気 に な っ た ら 、 高 齢 に 
な っ て か ら 「 治 療 食 」 で 治す こと を 義務 付け られ て いる か の よう で す 。 し か 
し 、 こ の 明らか な 矛盾 に は 明確 な 理由 が あり まし た 。 ま ず 第 一 に 、 生 の 栄養 学 の 
第 一 人 者 で ある バー ヒ ャ ー・ ベ ナー さえ も 、 調 理 済み の 食事 が 依存 症 で あり 、 

人 々 が 調理 済み の 食品 に 対し て 感じ る 欲求 が 人 錠 僚 で も 生物 学 的 需要 
で も な いこ と を 理解 し て いる 人 は 世界 中 に 誰 も いな い 。 細 胞 。 


その 後 、 バ ー ヒ ャ ー・ ベ ナー は 医師 と し て 、 既 存 の 病気 を 治す 訓練 を 受 
け て いま し た 。 も し 彼 が 人 類 を あら ゆる 病気 か ら 守 る 栄養 体系 を 公 に 提唱 し た 
と し た ら 、 誰 も 彼 に 料金 を 払わ な か っ た し 、 真 剣 に 受け 止め る こと さえ し な か 
っ た だ ろう 。 


現時 点 で は 、 栄 養 に 関し て 2 つの 相反 する 見 解 が あり ます 。 
その うち の 1 人 は 生食 を 擁護 し 、 も う 1 人 は 調理 済み の 食品 を 支持 し ます 。 そ の 
うち の 1 人 は ビー ガニ ズム を 支持 し 、 も う 1 人 は 動物 性 の 食事 を 好む 。 今 、 
科学 は 政治 で は あり ませ ん 。 間 違っ た 見 方 を する 人 に は 、 自 分 の 誤っ た 有害 な 
意見 を 罪 の な い 子供 た ち に 押し 付け る 権利 は あり ませ ん 。 こ れ ら 2 つの 観 
点 が 国際 的 な 科学 界 お よび 文化 界 で 検討 され 、 間 違っ て いる 方 は 非難 
され る 一 方 、 正 し い 方 は 公衆 に 発表 され 、 一 般 に 実践 され る よう に な る こと が 、 
現代 の 切実 な 要求 で す 。 


一 見 する と 、 問 題 の 深層 に 侵入 し た く な い 単 純 な 考え を 持つ 人 々 は 、 
生食 の 理想 は すぐ に 実現 で きる も の で は な く 、 男 性 は 根深い 生食 の 概念 を 放 
棄 す る 準備 が で き て いな いと 考え て いま す 。 習 慣 。 し か し 、 こ れ は 、 
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科学 で は な く 依存 症 で す 。 し か し 、 科 学 は 依存 症 か ら 切り 離さ れ な けれ ば な り ま せん 私 
た ち は まず 、 生 の 食材 が 人 間 の 組織 に 適し た 真 の 完全 な 原料 で ある こと を 認め な けれ 

ば な り ま せん 。 そ の 後 、 自 分 や 自分 の 子供 た ちの 原料 を 退化 させ た い 人 は 、 思 う 存 分 そう し て くだ 
さい 。 


まず 第 一 に 、 私 た ち は 生 食 か ら 得 た 経験 を 利用 し て 、 栄 養 学 に 墓 延 し て いる 誤っ た 概 
念 、 つ まり 最も 重要 な 食品 は 有害 と みな され 、 本 当 に 有害 な も の は 推奨 され る と いう 誤っ た 概 
念 を すぐ に 正 さ な けれ ば な り ま せん .。 健 全 。 例 外 な く 、 生 の 食品 が 弱い 人 、 病 人 、 胃 疾患 
や その 他 の 病気 に 苦し む 人 に 禁止 され て いる すべ て の 場合 に お いて 、 ま さ に その 禁止 され た 食 
品 こ そ が 患者 を 癒し 、 維 持 し 、 強 化す る と いう こと を 明確 に 認識 し な けれ ば な り ま せん 。 。 


この よう な 場合 、 悪 い 習 慣 を 断つ こと は も は や 問題 で は あり ませ ん 。 
それ どこ ろか 、 患 者 は 果物 を 要求 し ます が 、 私 た ち は そ れ を 拒否 し ます 。 彼 は 調理 済み の 食べ 
物 に うん ざり し て いま す が 、 私 た ち は 彼 に も う 少 し 食べ る よう に 説得 し ます 。 私 た ち は 子 
供 の 手 か ら 果物 を 奪い 取り 、 調 理 済み の 食事 を 無理 や り 喉 に 押し 込み ます 。 言 い 換え れ ば 、 
私 た ち は 彼ら の 病気 や 無力 の 原因 と な っ て いる まさ に その 食べ 物 を 食べ る こと を 
彼ら に 強制 する こと に よっ て 、 彼 ら の 終わ り を 早め て いる の で す 。 こ の 種 の 誤解 を 正す だ け 
で も 、 不 慮 の 死 の 数 は 50 パ ー セ ント 減少 する で し ょ う 。 


これ ら の 発言 が 真実 で ある と 自分 自身 を 納得 させ る た め に 
生食 を 数 か 月 間 実践 する 以外 に 手段 は な く 、 こ の 実験 は 良識 ある すべ て の 人 が 試み る べき で 
ある 。 こ の よう に し て .、 栄 養 に 関す る 既存 の 誤っ た 矛盾 し た 見 方 に 最終 的 な 終止 待 が 打 た 
れる こと に な り ま す 。 


生食 を 考慮 する と 、 栄 養 の 基本 原則 は も は や 通用 し ませ ん 
大 学 や 研究 機関 に 限定 され た まま で ある 。 む し ろ そ れ ら は 全 人 類 に と っ て 最も 重要 な 問 
題 と な る 。 普 通 の 人 に と っ て 、 何 干 も の 食品 の 学名 、 そ の 複雑 な 配合 、 そ し て その 栄養 特 
性 や 想定 され る 効能 に つい て の 長く て うん ざり する よう な 説明 は 、 次 の 3 つ に 要 
約 で きま す 。 
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単語 の み : RAW VEGAN FOOD、 ま た は 人 体 の た め の 完 全 な 原材料 。 


し た が っ て 、 生 食 は 医学 と は 別 の 理想 と な り 、 科 学 的 な 公式 で 
は な く 論 理 に よっ て 説明 可能 な 理想 と な り 、 そ の 証明 は 反 肛 で き な い 自然 
法則 と 基本 的 な 経験 か ら 得 ら れる 基本 的 な 結果 と な る 。 


人 間 の 生 の 誠実 さ を 決 し て 傷つけ て は な り ま せん 
材料 


人 間 の 体 は 複雑 な 工場 で す 。 個 別に 取り 出さ れ た すべ て の セル が 
それ 自体 で 複雑 な 工場 で あり 、 さ ら に 多く の 他 の 工場 か ら 構 成 さ れる と い 
う 意 味 で 、 そ れ は 工場 と シス テム の 巨大 な 世界 で ある と みな す 方 が さら に 
適切 か も し れ ま せん 。 現 在 ま で に 、 研 究 科 学者 は 各 細 胞 内 で 最大 1 万 個 
の 部 品 を 発見 する こと が で きま し た 。 す べ て の 腺 や 器官 は その よう な 細 
胞 の 数 百 万 個 で 構成 され て お り 、 人 体 は これ ら の 腺 、 器 官 、 シ ステ ム 、 
骨格 、 皮 膚 の 組み 合わ せ に よっ て 形成 され ます 。 


これ ら の 非常 に 複雑 な 工場 や シス テム が その 機能 を 適切 に 実行 
する た め に は 、 何 万 も の 異な る 物質 を 含む 原材料 が 供給 され な けれ ば な 
り ま せん 。 そ れ ぞ れ の 物質 に は 、 人 間 の 有機 体 の 一 般 的 な 組織 に お いて 実 
行 す る 特別 な 義務 が あり ます 。 こ れ ら の 物質 は すべ て 太陽 光 の 助け を 借り 
て 構築 され 、 植 物 に 集中 し て いま す 。 た と えば 、 ト ウ モ ロコ シ の 種子 、 葉 、 ま 
た は 粒 に は 、 そ れ 自 体 に 動物 の 生体 に と っ て 不可 欠 な すべ て の 栄養 成分 が 
含ま れ て いま す 。 さ て 、 こ れ ら の 成分 は 、 そ の 組成 や 配置 が 植物 に よっ て 
異な り ま す が 、 生 体内 に 取り 込ま れ た 後 、 分 解 され 、 再 び 合 成 さ れ 、 そ 
の 過程 で ある 物質 が 別 の 物質 に 変化 する た め 、 こ れ は あま り 
問題 で は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 生 物 は 必要 に 応じ て さま ざま な 成分 の 量 
を 変え る こと が で きま す が 、 特 定 の 化学 元素 が 欠如 し て いる 場合 、 そ の 欠 
落し た 元素 を 生物 体内 に 存在 させ た り 、 別 の 元素 で 置き 換え た りす る こと 
は で きま せん 。 
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例え ば 、 実 験 室 で は クロ ー バ ー に 大 量 の カル シウム 、 ビ タ ミ ン 、 タ ン 
パク 質 が 含ま れ て いる こと を 発見 する こと は で きま せん で し た が 動物 
は すべ て の ビタ ミン や ミネ ラル 塩 を 摂取 し 、 巨 大 な 骨 を 構築 する の は クロ 
ー バ ー や さら に 一 般 的 な 草 か ら で す 。 、 肉 と 脂肪 。 言 い 換 えれ ば 、 近 視 の 
人 が カル シウム 、 リ ン 、 ビ タ ミ ン 、 そ し て 「 完 全 に バラ ンス の 取れ た 」 タ ン パ 
ク 質 の 供給 源 と し て 推奨 する 牛乳 、 バ ター、 チ ー ズ 、 脳 肝臓 、 内 の 代わ り 
に 、 ク ロー バー だ けが 摂取 で きる 可能 性 が ある と いう こと で す 。 こ れ 
ら す べ て の 物質 の 起源 は クロ ー バ ー に ある た め 、 推 奨 さ れ て いま す 。 し た 
が っ て 、 こ れこ れ の 食品 に は 特定 の ビタ ミン が 豊富 で 、 別 の 食品 に は 特定 
の ミネ ラル が 豊富 で ある と 主張 する こと は 、 ま っ た く 無 意味 で 無 価値 で 
あり 、 有 害 で すら あり ます 。 あ ら ゆ る 有用 な 目的 。 


生物 体内 の 栄養 成分 の 主 な 機能 は 次 の と お り で す 。 
三重 。 ま ず 第 一 に 、 そ れ ら は 細胞 の 構築 と 更新 の た め の 建 築 材 
料 と し て 機能 し ます 。 次 に 、 そ れ ら の 細胞 を 動か し 、 体 に 暖か さ を 与 え 
る た め に 必要 な エネ ルギー を 生成 し 、 最 後に 特殊 な 細胞 に 生産 活動 
に 必要 な 原材料 を 供給 し ます 。 


製造 業者 が 工場 の 世話 を する の と 同じ 注意 を 払っ て 、 私 た ち も 自 
分 の 生体 の 世話 を する こと が 不可 欠 で す 。 し た が っ て 、 前 述 の 3 つの 機 
能 が 機能 する た め に 、 私 た ち は 必要 な 栄養 成分 を すべ て 一 体 と し て 、 自 
然 が 私 た ち に 与え る の と 同じ バラ ンス の 取れ た 割合 で 私 た ちの 体 に 供給 
し な けれ ば な り ま せん 。 
そう し な いと 構成 成分 の いずれ か に 欠損 が ある と 、 こ の 事実 が 必然 的 
に 生物 の 構築 と 働き に 悪影響 を 及ぼ すこ と に な り ま す 。 


し か し 、 現 代 の 文明 人 は 自分 の 体 を どの よう に 扱っ て いる の で し ょ 
うか ? 彼 は 原料 の 完全 性 を 消失 させ 、 燃 や し 、 疫 し 、 混 乱 さ せ 、 そ の 後 、 死 ん 
だ 毒 の ある 死体 を ラン ダム に 胃 に 詰め ます 。 こ の よう に し て 、 特 定 
の 成分 の 摂取 量 は 、 そ の 生体 の 通常 の 必要 量 を 数 百倍 も 超え 、 そ れ 
に 対応 し て 他 の 成分 の 摂取 量 が 不足 する 可能 性 が あり ます 。 
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調理 され た 肉 、 白 パン 、 マ カロ ニ 米 、 お 菓子 精製 バタ ー、 マ ー ガ リン 

か ら 、 非 常に 単純 な 構造 の 無能 な 寄生 細胞 が 生成 され 、 そ の 重み で 食 中 
毒 者 は 身 を か が め ま す 。 

研究 科学 者 ら は 、50 年 、100 年 200 年 前 に は 人 間 の 体質 の ほとん ど 

が 過度 の 痩せ を 伴っ て いた こと を 簡単 に 証明 で きま す 。 当 時 、 人 間 

は より 大 き な 抵 抗力 を 持っ て お り 、 人 体 は 不 自 然 な 食品 に 机 え る こと が 

で き 、 食 欲 不 振 、 下 痢 、 昌 吐 な どの 手段 に よっ て その よう な 物質 が 過剰 に 摂 
取 さ れる の を 防ぐ こと が で きま し た 。 し か し 、 時 間 の 経過 と と も に 、 人 間 の 
生体 は 、 変 性 し た 食品 の 圧力 に 屈し 、 そ れ ら に 自ら を 「 適 応 」 し 赤ちゃん 
の ふく よ か さ と 顔 の ぼっ ちゃ り を 絶え 間 な く 許 容 し ます 。 こ れ ら の 

人 々 は 、 彼 ら 自 身 の 構造 に 対応 する 単純 で 価値 の な い 不 活性 な 細胞 を 最 
初 に 構築 し 、 そ の 後 維持 する よう に な り ま し た 。 だ か ら こ そ 、 今 日 、 痩 せ て い 
る こと は あま り 一 般 的 で は な く な り 、 世 界 は 本 く て 不 自然 に 太っ た 人 で 
満た され て いま す 。 


今日 多く の 子 供 た ち が 無 価値 と いう 恐ろし い 重 荷 を 背負 っ て 生ま れ て いま す 。 
そし て 不 活性 な 細胞 。 素 朴 な 両親 は 赤ん坊 の ふく よ か さ と ぼっ ち 
ゃ り し た 顔 が 自慢 だ 。 時 々 、 こ の ふく よ か さ は 非常 に 巨大 な 次 元 で あり 、 そ 
の 本 当 の 性 質 を 理解 する 人 を 怖がら せる こと が あり ます 。 し か し 、 愚 か な 
人 々 は 、 離 乳 食 の パッ ケー ジ に それ ら の 怪物 を 健康 の 確か な 兆候 と し 
て 表現 し ます 。 


人 間 の 生体 は 、 上 肢 や 下肢 、 あ ご の 周り 、 腹 部 の 皮下 な ど 、 体 の 自 
由 な 部 分 すべ て に 寄生 細胞 や 無用 な 細胞 を 分 布 さ せる こと で 、 過 剰 な 
寄生 細胞 の 増加 を ある 程度 制御 で きる よう 多大 な 努力 を 払っ て いま す 。 
そし て 腰 、 そ の 他 の 場所 。 し か し 、 時 折 、 そ れ ら の 細胞 の 一 部 が その 制御 
を 振り 切っ て 、 共 同 生活 か ら 切り 離し 、 独 立 し 、 個 人 と し て の 存在 を 開始 し 、 
際限 な く 増 殖 す る こと が 起こ り ま す 。 非 常に 多く の 場合 生物 は それ ら 
の 細胞 の グル ー プ を 1 つの 場所 に 包み 込み 、 拡 散 を 防ぐ こと に 成功 し 
ます 。 結 果 と し て 生じ る 増殖 は 「 良 性 新生 物 」 ま た は 「 良 性 腫瘍 」 と 
呼ば れ 、 体 の さま ざま な 部 分 に 自由 に 分 岐 する 増殖 と は 区 別 さ れ な け 
れ ば な り ま せん 。 
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タン パク 質 (特に 動物 柱 タン パク 質 ) を 栄養 源 と し て 増殖 する た め の も の で 、 
これ は 「 悪 性 新生 物 」 ま た は 単に 癌 と し て 知ら れ て いま す 。 


食材 の 栄養 価 の 損失 を 引き 起こ す 要 因 は 調理 だ け で は な いと いう 事実 を 
強調 する 必要 が あり ます 精白 小麦 粉 や 白米 は 生 で 食べ て も 有害 な 食材 で す 。 


乾燥 させ た 菓 で あっ て も 、 生 き 物 を 生か すこ と が で きる と は いえ 完璧 な 食材 で は 
あり ませ ん 。 夏 に は 緑色 の まま 、 冬 に は 乾燥 し た 状態 で 食べ られ る の で あれ ば 、 小 
麦 の 穂 と 穂 も 完璧 な 食材 と な る で し ょ う 。 和 牛 や 羊 に と っ て 、 山 に 生え て いる 草 は 完 
璧 な 食べ 物 と は 言え ませ ん 。 こ れ ら の 動物 は 、 草 、 葉 、 果 物 、 野 菜 を 同時 に 食べ な が 
ら 、 自 由 な 自然 の 中 で 進化 を 遂げ て きま し た 。 そ れ が 、 人 間 の 介入 に よっ て 細胞 の 
要求 に 適し た 食料 を 与え られ な か っ た 動物 の 間 で 、 特 定 の 病気 が 発生 する 理由 で 
ある 。 そ れ に も か か わら ず 、 最 も 一 般 的 な 草 を 食べ る 動物 の 臓器 が 人 間 の よう な 
危険 に さら され る こと は 決し て あり ませ ん 。 ま た 、 彼 ら に と っ て 微生物 は 、 私 た ち に と 
っ て の よう な 恐怖 で は あり ませ ん 。 そ の 理由 は 、 彼 ら に は 台所 が な いと いう 単純 な 
理由 か ら で す 。 果 物 を 食べ る こと に よっ て 、 正 常 細胞 が 持つ 優れ た 性 質 を 癌 細胞 に 
与え 、 そ れ ら を 社会 の 懐 に 戻す こと は で き な い だ ろう か 。 果 物 は 確か に た ん ぱく 質 は 
少な い が 、 ビ タ ミ ン や その 他 の 栄養 成分 が 豊富 で ある 。 最 高 の 栄 養 価 が あれ ば 、 地 
球 上 の どん な 薬 も その 役割 を 果たす こと は で きま せん 。 薬 や 手術 に よっ て が ん を 治 
そう と する あら ゆる 試み は 全く 無駄 で あり 、 完 全 に 失敗 する 運命 に あり ます 。 し か 
し 、 賢 明 な 人 は 、 原 材料 の 完全 性 を 乱 さ な い 限 り 、 決 し て 癌 に 稚 る は ず が な 

い 。 


し た が っ て 、 鶏 肉 と ご 飯 、 ス ー プ 、 焼 いた レバ ー、 パ ン と バタ ー、 蜂 蜜 、 ジ ャ 
ム 、 お 菓子 な どか ら 生 成 さ れる 細胞 に は 、 有 用 な 働き を する 能力 が あり ませ ん 。 人 体 
の 活動 的 で 特殊 な 完全 に 健康 な 細胞 は 、 生 の 果物 と 野菜 だ け か ら 生 まれ ま 
す 。 言 い 換え れ ば 、 自 然 な 生き た 状態 で 何 千 も の 異な る 栄養 成分 を 人 体 に 導入 し 、 食 
中 毒 者 が 一 種 の 「 非 栄養 的 な 」 贅 沢 と し て 時 々 食べ る こと を 意図 し て いる タン パク 
質 の こと で す 。 誰 も が 今 す ぐす べき で す 
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すぐ に 食事 を し な けれ ば な ら な いか ら 、 夕 食前 に 果物 で 食欲 を 損なう 

な と 言っ た 親 が 犯し た 罪 の 重大 さ を 実感 する こと が で きま す 。 こ れ は 、 

彼 の 生体 に 不可 欠 な 何 千 も の 異な る 原材料 を 自然 な 生き た 状態 で 食べ る 
の で は な く 、 彼 女 が 彼 に 与え る つも り の それ ら の うち の いく つか の 死ん だ 
死体 や 生命 の な い 死 体 を 待つ よう に 彼 に 言う の と 同じ で すす ぐに 食事 の 
形 で 。 


調理 済み の 人 は 、 自 分 が 摂取 する 食品 が カロ リー 豊富 で ある と 考え 
る と 幸せ に な り ま す 。 さ て 、 カ ロリ ー は 最大 限 に 活用 され た 場合 に の み 役 
に 立ち ます 。 筋 肉 細胞 の 数 が 少な く 、 た と え そ れ ら が 弱く 、 病 気 で 、 弾 力 性 
が な い 場 合 、 カ ロリ ー の 大 部 分 は 未 使用 の まま と な り 、 体 に 多大 な 問題 を 
引き 起こ し た 後 、 生 体 を 望ま し く な い 形 で 残し ます 。 暑 く て 何 の 役 
に も 立ち ませ ん 。 屋 外 で 火 を 殺 く と 、 そ の 火 の エ ネル ギー は 無駄 に 失わ れ 
ます が 、 工 場 の モー ター で 燃やす と 、 そ の 火 は 十分 に その 役割 を 果たし ま 
す 。 食 品 中 毒 者 は 、 調 理 済 み の 食品 に よっ て 、 生 体 の 機能 要件 の 3 て 4 
倍 を 超え る カロ リー を 体内 に 摂取 し ます 。 生 の 食材 か ら 得 られ る カロ リ 
ー は 、 そ の カロ リー を 利用 する た め に 必要 な 要素 を すべ て 備え て いる た 
め 、 そ の 目的 を 十分 に 果たし ます 。 


栄養 成分 を 別々 に 摂取 する の で は な く 、 常 に 自然 に バラ ンス の 取れ た 
割合 で 生き た 細胞 と 一 緒 に 摂取 する よう 人 々 に 奨励 する の が 生物 学者 や 
医師 の 義務 で ある は ず だ 。 彼 ら は 個々 の 栄養 成分 の 有用 性 に つい て 決し 
て 語る べき で は な く 、 そ れ ら が 不可 欠 で ある こと を 強調 すべ き で す 。 そ れ 
は 、 私 た ち が ガ ソリ ン の 純度 を 単に 飛行 機 に 役立つ も の と し て 
で は な く 不可欠 な も の で ある と 考え て いる の と 同じ で す 。 彼 ら は 特定 
の ビタ ミン の 利点 に つい て 決し て 語る べき で は あり ませ ん が 、 彼 ら の 誠実 さ 
を 揺るが し 、 ビ タ ミ ン を 破壊 する 危険 性 に つい て 強調 する 必要 が あり ま 
す 。 
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一 般 的 に 言え ば 、 栄 養 学 全体 は 2 つの 主要 な 点 に 要約 され 、 全 
人 類 の 関心 事 と な り ます 。 


1. 人 間 の 栄養 は 完全 に 生き た 細胞 で 構成 され て いる 必要 が あり ます 。 の み 
生き た 細胞 か ら な る 食品 は 人間 の 組織 の 要求 を 満た す た め に 必要 
な すべ て の 品質 を 備え て いま す 。 人 間 は 死 食 者 で は あり ませ ん 。 空 中 の ハエ を 
捕まえ て 生き た まま 飲み 込む か 、 携 物 を 野獣 の よう に 引き 銘 い て 内 臓 や 骨 
ご と むさ ぼり 食う の と 同じ くら い 肉 食 で ある は ず が な い 。 


2. 自 然 界 に は 一 般 的 な 植物 体 と 選択 され た 植物 体 が 存在 し ます 。 
最も 完璧 で 栄養 価 の 高い 植物 体 は 、 よ り 優れ た 種類 の 果物 、 緑 の 野菜 、 シ リア 
ル . 根 菜 類 で す 。 


調理 済み の 食品 を 食べ る こと に より 、 人 は 4 種類 の 変性 物質 の うち 3 
種類 で 食欲 を 失い 、 他 の 何 干 も の 必須 成分 を 生体 か ら 奪 いま す 。 こ の 主張 
の 顕著 な 証拠 は 、 何 干 も の 処方 箋 の 中 か ら ビ タ ミ ン な ど が 指定 され て 
いな い 処 方 箋 を 見 つけ る の は 難し い が 、 タ ン パ ク 質 、 脂 肪 炭水化物 の 名 前 が 
記載 され て いる 処方 箋 に は ほとん と 出会え な いと いう 事実 で す 。 


つま り 、 人 間 は 生 の ビー ガン 食品 だ け を 食べ て いる と き は 完全 な 健 
康 を 享受 で きま す が 、 調 理 済み の 食べ 物 を 食べ る ほど 病気 に な り 、 そ の よう 
な 食事 だ け で 生き て いる と 死に ます 。 


病気 は どの よう に し て 生ま れる の か 


数 十 億 の 細胞 で 構成 され る 腺 を 考え て み ま し ょ う 。 こ れ ら の 細胞 に は 数 
多く の 種類 が あり 、 そ れ ぞ れ が 特定 の 機能 や 実行 義務 を 持っ て いま す 。 こ の よ 
うに 、 筋 肉 細 胞 と 上 皮 細 胞 が あり 神経 細 胞 と 他 の 非常 に 多く の 目的 の た め の 
細胞 が 存在 し ます 。 し か し 、 ど の 腺 の 細胞 の 主 な 機能 も 体液 の 分 泌 で す 。 


調理 済み の 食品 を 食べ る 人 の 腺 に は 、 細 胞 が 完全 に 揃っ て いる か 、 お そら 
くそ れ 以 上 の 細胞 が 備わっ て いま す が 、 有 用 な 働き に 適し て いる の は その うち の 4 分 の 1 
か 5 分 の 1 だ け で あり 、 十 分 に 十分 で は あり ませ ん 。 タ ン パ ク 質 
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単独 で は 、 特 に 近視 眼 的 な 人 々 に よっ て 完璧 な 建築 材料 と みな され て 
いる 死ん だ 動物 の タン パク 質 だ け で は 、 せ い ぜ い 原始 的 な 種類 の 形 の 
な い 、 無 力 で 役に立た な い 細 胞 の 最も 単純 な 構造 し か 存在 させ る こと 
が で きま せん 。 こ れ ら の 細胞 は 、 そ の 構造 に お いて 、 進 化 の 発達 の 初期 段 
階 で 地球 上 に 初め て 出現 し 、 最 も 一 般 的 な 建築 材料 で ある タン パク 
質 、 脂 肪 、 炭 水 化物 で 構築 され た 、 最 も 基本 的 な 特徴 を 備え た 原始 

的 な 生物 に 似 て いま す 。 


し か し 、 そ の 後 何 百 万 世紀 に も わた っ て 、 そ れ ら の 原始 的 な 単細胞 生 
物 は 、 最 高 品質 の 栄養 物質 、 つ まり 私 た ち に 既知 また は 未知 の ビタ ミン 
や ミネ ラル の 助け を 借り て 、 長 い 進 化 の 過程 を 経て きま し た 。 


その 進化 の 過程 で 、 彼 ら は 発達 し 、 よ り 複 雑 な さま ざま な 生物 を 生み 出し 
まし た 。 受 精 の 瞬間 か ら 完 全 な 発達 に 至る まで 、 動 物 の 胎児 に お ける 生 
物 の 歴史 的 な 発達 を 簡単 に 再現 する こと が で きま す 。 個 々 の ヒト 細胞 

の 発生 中 に も 同じ プロ セス が 繰り 返さ れ ま す 。 


特定 の 腺 で は 、 す べ て の 特殊 な 細胞 が 特定 の 機構 を 備え て お 
り 、 特 別 な 栄養 成分 の 供給 に よっ て の み 組 織 化 され 、 活 発 な 活動 の 能 
力 を 獲得 する こと が で きま す 。 
現在 で は 、 こ れ ら の メカ ニズム の 生産 機能 に 必要 な 原材料 は 、 生 の 食材 に 
よっ て の み 提 供 で きま す 。 調 理 し た 花 の 蜜 か ら 蜂蜜 を 作る こと が で き 
る ミツ バチ は いま せん 。 


特別 な 成分 が 十分 な 量 で 細胞 に 到達 し な い 場 合 、 細 胞 の 発達 が 遅 
く な っ た り 停止 し た りす る 可能 性 が あり ます 。 こ れ に より 、 脂 肪 細胞 、 未 分 
化 細胞 、 悪 性 細胞 、 ま た は 閣 細 胞 、 マ クロ ファ ー ジ 、 巨 核 球 、 多 核 球 な どの さま 
ざま な 病気 の 細胞 が 生じ ます 。 


し た が っ て 、 問 題 の 腺 の 細胞 の ほとん ど は 機能 し な い だ け で な く 、 
特殊 化 (分 化 ) を 達成 し ます が 、 体 液 の 分 泌 に 必要 な 原材料 が ま 
だ 機能 を 保持 し て いる 少数 の 細胞 に 届か ず 、 そ の 結果 、 腺 が 適切 な レベ ル 
の 生産 を 維持 で き な く な り ま す 。 こ の よう に し て 腺 は 
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病気 に 言 さ れ て いる 。 細 胞 の 不満 足 な 発育 や 不適 切な 機能 は 、 他 の す 
べ て の 臓器 や シス テム で も 発生 する 可能 性 が あり 、 そ の 結果 、 対 応 する 疾患 が 
発生 し ます 。 


場合 に よっ て は 、 特 定 の 腺 や 臓器 が その よう な 程度 に 損傷 を 受け る こと も あり ます 
その 削除 が 不可 避 と な る こと 。 人 間 は 、 最 初 か ら そ の 器官 の 破壊 を 防ぐ た 
め の 最も 自然 な 手段 を 採用 する 代わ り に 、 そ れ を 除去 する こと に 多大 な 労 
力 を 費やし 、 そ の よう な 奇跡 が 起こ っ た こと に 誇り を 持っ て いま す 。 生 
の ビー ガン の 人 に と っ て 、 ど ん な 楽 も 変性 し た 細胞 を 正常 な 状態 に 戻し 、 
細胞 の 適切 な 働き 能力 を 取り 戻す こと は で き な い こと は 明らか で す 。 


生食 者 は 微生物 に 守ら れ て いる た め 、 微 生物 を れ ませ ん 。 
自然 の 力 に よっ て 彼ら に 対抗 し ます 。 役 生物 は 、 完 全 に 発達 し 特殊 化 
し た (分 化し た 訓 胞 を 傷つけ る こと は で きま せん 。 彼 ら は 弱く て 繊細 な 
細胞 に 被害 を 広げ ます 。 


実際 に は 、 調 理 済み の 食事 を する 人 は 、 そ の 重要 性 を 十分 に 考慮 する 
こと な く 、 単 に 楽し み の た め に 時 々 食べ る 、 そ れ ら の 数 少な い 生 の 栄養 素 の 
お か げ で 自分 の 存在 を 確立 し て いま す 。 さ て 、 人 間 と いう 有機 体 は 信じ ら 
れ な い ほ と 少 量 の 栄養 で その 存在 を 維持 で きる た め 、 そ の 少量 の 生 の 栄養 で 
し ば らく 生き 続け る の に 十分 で す 。 


今日 、 最 も 優れ た 栄養 学 の 専門 家 で さえ 、 通 常 、 食 品 の 欠陥 は 腐 
敗 と 汚染 だ け で ある と 考え て いま す 。 
彼ら は 、 新 鮮 で 清潔 で 「 よ く 調 理 さ れ た 」 食 品 を すべ て 栄養 価 が 高く 、 健 康 
的 で 正常 な も の と 考え て いま す 。 そ れ ら に 何 千 も の 必須 成分 が 含ま れ 
て いな いこ と は 、 彼 ら を まっ た く < 心配 し て いな いよ う で す 。 そ の こと を 思い 出さ れ 
る と 、 彼 ら は 果物 も 食べ る と 答え ます 。 こ れ は 非常 に 無 意 味 な 返答 で す 。 人 間 
の 器官 の 病気 は 、 私 た ち が 適切 な 計画 な し に 、 栄 養成 分 を 互い に 分 離し 、 い 
わ ば 偶然 の よう に 別々 に 摂取 する と いう 事実 その も の か ら 発 生 し ます 。 


食材 の 栄養 価 は 種類 で は な く 求め られ る べき で ある 
消費 され る 食品 の 種類 、 構 成 成分 の 多様 性 
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あの 食材 た ち 。 最 も 一 般 的 な 草 は 、 そ れ 自 体 、 栄 養成 分 の 量 が 豊富 
で 、 最 も 裏 華 な 有 会 で 提供 され る 多数 の 料理 の コレ クシ ョ ン 全 体 に 富 
ん で いま す 。 こ れ は 科学 の 判決 で す 。 


病気 の 予防 を 目 83 と し た 医学 会 議 が 多数 開催 され 、 そ こ で は 医学 
の 第 一 人 者 が 副題 に つい て 何時 間 も 議 論 し た 後 、 裏 華 に 装飾 され た テー ブ 
ル の 周り に 集まり 夕食 を と り ま す 。 そ し て 病気 を 予防 する た め に 自 
然 の 素晴らし い 実 験 室 で 形成 され 、 何 千 も の 生き た 物質 か ら な る 基本 
的 で 完全 に バラ ンス の と れ た 食材 を 無視 し て 、 彼 ら は 皿 を 通し て 変質 し 
た 死ん だ 死体 で 満た され ます 。 さ ら に 悪い こと に 、 彼 ら の 多く は 、 自 然 の 栄 
養 素 は それ ほ と 必 須 で は な いと 考え て お り 、 コ ー ヒ ー と タバ コ で 
貯 養 プロ グラ ム を 完了 し て いま す 。 医 師 の 皆さん 、 こ の 処 屈 さ に つい て 
は 勘 井 し て も らい まし ょ う が 、 少 し 考え て みれ ば 、 こ れ は 正しい 栄養 体 
系 で は な く 、 現 在 の 誤っ た 栄養 習慣 を 根本 的 に 変え る こと を 真剣 に 
検討 する 時 期 に 来 て いる と いう こと に は 、 き っ と 医師 も 同意 し て くれ る は ず 
で す 。 


か つて 、 特 定 の アジ ア 諸 国 で は 、 死 刑 を 宣告 され た 犯罪 者 は 調 
理 さ れ た 肉 だ け を 食べ て いま し た 。 通 常人 間 は 28 30 日 以内 に 死 
亡 し ます が 完全 な 負 角 の 場合 人 間 は 70 日 間 も 生 き 続け る こと が 
あり ます 。 こ れ は 、 調 理 さ れ た 肉 は 質 の 悪い 食材 で ある だ け で な く 、 生 成 
され る 毒素 に より 、 実 際 に は 比較 的 短 時 間 で 人 を 死亡 させ る 毒 で ある こと 
を 意味 し ます 。 


白米 を 過剰 に 摂取 する と 脚気 が 発生 し 、 多 大 な 苦痛 を 与え た 後 
に 死亡 する こと は 一 般 に 知ら れ て いま す 。 お そら く 脚 気 の 最も 重要 な 症 
状 は 多発 性 神経 炎 で す が 、 こ れ が この 病気 の 唯一 の 症状 で は あり ませ ん 。 
それ は 数 多く ある 症状 の うち の 1 つ に すぎ ませ ん 。 ま た 、 一 般 に 考え られ て 
いる よう に 、 ビ タ ミ ン B1 の 欠乏 が この 病気 の 唯一 の 原因 で は あり ませ 
ん 。 白 米 に は 既知 の ビタ ミン も 未知 の ビタ ミン も 含ま れ て いま せ 
ん 。 白 パン と 一 般 的 な 準備 品 
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白い 小麦 煽 か ら 作 られ た も の は 、 白 米 と まっ た く 同 じ 特 性 を 持っ て いま す 。 
同じ こと は 、 何 千 も の 栄養 成分 の うち の 1 つ だ け を 代表 する 人 工 砂糖 や 精 
製 脂肪 に も 当て は まり ます 。 


調理 済み の 人 の 主食 を 形成 する 上 記 の 食品 は 、 死 を 引き 起こ す 主 
な 要因 で す が 、 下 痢 、 感 染 症 、 リ ウマ チ 、 痛 風 、 便 化 症 、 糖 尿 病 、 脳 卒 中 、 
冶 な ど を 装っ て 人 を 死に 至ら し め る だ け で す 。 他 の 病気 。 


消費 され る 食品 の 2 つの カテ ゴリ ー (調理 済み 食品 と 生 の 栄養 素 ) の 相対 
的 な 割合 と 遺伝 性 の 程度 に 応じ て 、 わ ず か 1 歳 で 死亡 する 場合 も あれ ば 、 
5 歳 、10 歳 、50 歳 、 ま た は 70 歳 で 死亡 する 場合 も あり ます 。 抵 抗力 が 個人 に 
伝わり ます 。 


貯 養 不良 の 結果 、 今 日 で は 多く の 母親 が 赤ん坊 に 授乳 する た め の ミ 
ルク を 持た ず 、 そ の た め 、 粉 ミル ク 、 ビ スケ ッ ト 、 白 パン 、 お 茶 を 赤ん坊 に 
与え て いる 母親 も いま す 。 ご く 自 然 に 、 子 供 は 衰弱 し 、 衰 弱 し 始め ま 
す 。 世 界 中 の 小児 病院 や 孤児 補 は その よう な 患者 で いっ ぱい で す 。 


その よう な 子供 た ち に は 、 フ ルー ツジ ュー ス を タン ブラ ー2 杯 だ け 与 える だ け で 十分 で す 
2 週間 以内 に 完全 に 健康 を 回 復 で きる よう 毎日 授 取 し て くだ さい 。 
し か し 、 食 べ 物 中 毒 の 栄養 士 た ち は 、 果 物 の 必要 性 を 無視 し て 、 衰 弱 し た 
子供 の 体 に 対し て あら ゆる 種類 の 苦痛 な 実験 を 行い 、 そ こ か ら 最 後 の 
一 滴 の 血液 を 抜き 取っ た 後 、 乾 燥 ミル ク や 肉 エ キス で 彼 に 栄養 を 与え よう 
と し ます 、 人 工 ビ タ ミ ン や さま ざま な 薬物 。 言 い 換え れ ば 、 自 然 が 惜 し 
みな く 与 えて いる 栄養 成分 の 調和 を 無視 し て 、 研 究 室 で 断片 的 に 得 た いく 
つか の 成分 を 用 いて 、 そ の 子 の や つれ た 体 で 実験 を 始め る の で ある 。 も し 
その 子供 が 何ら か の 形 で 自然 の 食料 を 手 に 入れ な けれ ば 、 彼 は 間違い な 
く 死ぬ で し ょ う 、 そ し て その よう な 死 は 実際 に 何 千 人 も 発生 し ます 。 し 
か し 、 さ ら に 恐ろし い の は 、 多 く の 素 朴 な 栄養 士 が 、 弱 い 胃 で は 消化 で き な い 
と 信じ て 、 そ の よう な 子供 た ち に 生 の 果物 を 食べ る こと を 許さ な いか 、 せ 
い ぜ い 果物 の 問題 を 栄養 士 の 裁量 に 任せ て いる こと で す 。 子 供 の 両親 に つ 
いて 
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それ は 重要 性 の 低い 不 必要 な 贅沢 と し て で す 。 多 く の 病 院 で は 、 肉 、 ビ ス 
ケッ ト 、 粉 ミル ク 、 砂 糖 、 お 茶 、 マ ー ガ リン .、 米 、 白 パン 、 人 エビ タ ミ ン 、 医 薬 
品 が 好き な だ け 見 つか り ま す が 、 果 物 を 絞る た め の 器 具 は 一 つも 見 当たら 
な いと いう 事実 を 目撃 し て くだ さい 。 ジ ュー ス や 果物 の 購入 は 義務 付け ら 
れ て いま せん 。 こ の よう な 病院 か ら は 数 十 人 の 子供 の 死体 が 運び 出さ 
れる が 、 そ れ ら の 死 の 原因 が 不 自然 な 栄養 シス テム に ある と 誰 も 責め た が 
ら な い 。 


私 は すべ て の 医師 の 人 道 的 感情 を 訴え ます 。 こ の 問題 に つい て 真剣 
に 検討 し て も らい まし ょ う 。 私 は すべ て の 大 学 講師 、 世 界 各 国 の すべ て の 
責任 機関 お よび 保健 省 に 、 国 民 の 健康 と 幸福 を 心配 し て いる か どう か 尋 
ね ます 。 存 在 す る 場合 は 、 遅 滞 な く 動 作 を 開始 する 必要 が あり ます 。 私 の 
発言 は 単なる 仮説 で は な く 、 反 双 の 余地 の な い 事 実 で あり 、 モ ル モ ッ ト で 
の 実験 の 結果 と し て で は な く 、 私 の 家族 と 私 自身 の 生き た 例 に よっ て 
読者 に 提示 し て いま す 。 


病気 を 予防 し 、 治 療 し 、 同 時 に 生活 水準 を 向上 させ る 最善 の 手段 は 、 
各 保健 省 が 、 大 衆 に 知ら せる と いう 明確 な 目的 を 持っ て 、 情 報 部 門 の 設立 
の た め に わずか な 予算 を 確保 する こと で ある 。 調 理 に よる 害 、 お よび 
ビタ ミン が 不足 し て いる 食品 、 特 に 白 パン 洲 、 肉 、 精 製 脂肪 、 砂 糖 、 お 茶 、 
コー ヒー、 ア ルコ ー ル 飲料 お よび ノン アル コー ル 飲 料 に よる 害 。 そ し て 、 
調理 済み 食品 の 摂取 を 可能 な 限り 減ら し 、 栄 養 習 慣 を 徐々 に 変え る よう 
人 々 を 説得 する 必要 が ある 。 


も ちろ ん 、 す べ て の 人 間 が 分 別 を 持っ て いる わけ で は な い の で 、 す 
べ て の 人 を 一 度 に 生食 者 に する こと は 不可 能 で す が 、 幼 児 期 か ら 自 分 の 
体 の 適切 な 原材料 に 慣れ 、 悪 影響 か ら 解放 され る こと が 不可 欠 で す 。 そ 
れ は 誤っ た 危険 な 偏見 で あり 、 彼 ら と 彼ら の 子供 た ち に 健康 と 体 
力 を 与 る る の は チキ ンス ー プ 、 米 、 カ ツレ ツ 、 卵 、 ビ ー フ ステ ー キ で は な 
く 、 発 芽 小麦 、 ニ ンジ ン 、 ト マト 、 ナ ッ ツ 、 ブ ドウ な ど で あ る こと を 認識 すべ 
き で す 。 一 例 と し て 、 私 は 52 年 間 肉 や その 他 の 調理 済み 食品 を 食べ 続け 
た 結果 、 体 力 を 完全 に 失い 、 
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息切れ せ ず に 二 段 上 が っ て は いけ ませ ん 。 し か し .、8 年 間 調理 済み の 
食事 を 控え た 今 で は 、 と て も 楽に 山 を 駆け 上 が る こと が で きま す 。 


今日 、 多 く の 児 童 養護 施設 や 保育 園 で は 、 ど の よう な 科学 的 根拠 に 
基づい て 、 子 ども た ち が 好 き な と き に 自由 に 使え る よう に ビス ケッ ト の 箱 を 置 
いて いる の か わか り ま せん 。 
それ ら の 有害 物質 が 入っ た 箱 の 代わ り に 、 夏 に は 新鮮 な 果物 、 ニ ンジ ン 、 キ ュ 
ウリ 、 ト マト が 入 っ た バス ケッ ト 、 冬 に は ドラ イフ ルー ツ が 入っ た バス ケッ ト 
を 置き 、 子 供 達 が いつ で も 自由 に 好き な だ け 食 べら れる よう に すべ き で あ 
る 。 当 時 の 。 そ うす れ ば 、 ま さ に 自然 法則 に 従っ て 、 子 供 た ち が 変 質 し た 食べ 物 
の 代わ り に 自動 的 に 果物 を 摂取 し 始め 、 こ うし て 自分 た ちの 健康 を 自分 た 
ちの 手 で 確保 する 様子 を 誰 も が 見 る こと に な る で し ょ よう 。 


生食 シス テム は あら ゆる 種類 の 病院 で 採用 され る べき で す 
得 ら れ た 結果 を 患者 お よび 一 般 の 人 々 に 知ら せる べき で ある 。 
公共 の レス トラ ン で は 非常 に 有益 な 改革 が 行わ れる 可能 性 が あり ま 
す 。 食 品 中 毒 者 か ら 調理 済み の 食事 の 「 楽 し み 」 を 完全 に 奪う こと は で き 
ませ ん が 、 そ れ は その まま で は 致命 的 で す が 、 当 分 の 間 、 そ の 量 を 少な く と 
も 50 パ ー セ ント 削減 し 、 そ の 損失 を 新鮮 な サラ ダ や 生 の コン ポー ト で 補う こ 
と は 可能 で す 。 季 節 の 果物 の 数 々 。 こ の よう に し て 、 食 事 が より 多様 で 快適 
に な る だ け で な く 、 国 民 の 健康 も 強化 され 、 公 共 経 済 に お いて も 大 幅 
な 節約 が も た ら さ れる で し ょ よう 。 


調理 済み 食品 に よ に っ て も た ら さ れる 害 を 一 般 の 人 々 が 知れ ば 、 そ れ 
ら を 避け よう と する で し ょ う 。 ま た 、 中 毒 の 声 を か き 消 し て 、 私 た ちの 例 に 
條 い 、 完 全 な 生食 の 実践 に よっ て 自分 自身 と 家族 の 完全 な 健康 を 確保 する 、 
賢明 な 人 々 も 数 多く 出 て くる で し ょ う 。 回 復 の 望み を まっ た く < 失っ た 人 、 あ る い 
は 不 自然 な 肥満 に よっ て 外見 が 損なわ れ た 人 は 、 生 食 を 厳守 すれ ば 、 わ ず 
か 数 か 月 以内 に ずっ と 夢見 て いた 健康 を 手 に 入れ る こと が で きる こと に 
気 ダ ざく ぐ で し よう 。 
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人 々 は 治療 法 を 実証 する た め に 多く の 本 を 出版 し て いま す 
彼ら は 、 ブ ドウ 、 ナ ツメ ヤシ 、 リ ン ゴ 、 内 臓 、 下 ね ぎ 、 大 根 な どの 個別 の 果物 や 
野菜 の 特性 を 研究 し 、 そ れ ら を 消費 する 特別 な 方 法 を 開発 する こと で 、 科 学 的 手 
続き の よう に それ ら の 作業 を 投資 し よう と し て いま す 。 実 際 の と ころ 、 食 
用 に で きる すべ て の 種類 の 生 の 植物 は 完全 な 栄養 素 を 備え て お り 、 同 じ 品 質 を 持 
っ つて いま す 。 人 が どの よう な 病気 に か か っ て いて も 、 そ れ ら は 生体 の 要求 を 満 
た し 、 臓 器 の 機能 を 調節 し 、 患 者 の 健康 を 回 復 し ます 。 そ の よう な アド バイ ス に 対 
し て 金銭 を 受け 取る こと は 非 人 道 的 で ある た め 、 そ の よう な 真実 に 関す る 情報 は 
無料 で 公衆 に 提供 され る べき で す 。 


料理 を 食べ る 人 の 食事 学 は 致命 的 な 矛盾 に 満ち て いま す 。 非 常に 多く の 
昌 合 、 有 害 な 食品 は 有用 な も の と し て 推奨 され て いま す が 、 非 常に 重要 な 食品 は 
有害 で ある と し て 厳し く < 禁止 され て いま す 。 な ぜ な ら 調理 済 み の 食事 
を 食べ る 人 の 経験 は 、 食 材 の 直接 的 で 明白 な 矛盾 し た 影響 と 、 実 験 室 で 行わ れ 
た 誤っ た 計算 に 基づい て いる か ら で す 。 こ れ ら の 矛盾 し た 誤っ た 計算 の 結果 、 何 
百 万 も の 罪 の な い 人 々 が 命 を 落と し て いま す 。 


最も 信頼 で きる ガイ ド は 、 生 食 者 の 根本 的 か つ 完 璧 な 経験 で あり 、 そ の 結 
果 と し て 、 医 学 一 般 、 特 に 栄養 学 に 存在 する すべ て の 誤り 、 矛 盾 誤解 が 明らか 
に な り 、 修 正 さ れる こと に な り ま す 。 す べ て の た め に 。 そ の 経験 の 例 を 広範 囲 
に 増やし 、 得 られ た 結果 を 全 人 類 に 知ら せる 必要 が ある 。 


生ま れ た ば か り の 赤ちゃん に 調理 済み の も の を 食べ させ る の は 最 
悪 の 犯罪 で す 


調理 し た も の を 食べ る こと が 人 不 自 然 な 習慣 で あり 、 そ れ が 人 間 の すべ て の 
病気 の 原因 で あり 、 一 度 人 間 が その 容赦 の な い 支 配 の 餌食 に な る と 犠牲 者 は 
めった に 解放 で き な い ほど と 恐ろし い 依 存 症 で ある こと が 誰 の 目 に も 明らか に 
な る と き 、 自 分 自身 を 再び その 手 か ら 解 放し ます 。 
良識 ある 人 が それ を 人 間 の 生体 に 導入 する 権利 は 何で すか ? 
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罪 の な い 生 まれ た ば か り の 子供 を 自分 の 手 で ? 火 で 燃やさ れ 、 破 壊さ れ 、 死 ん 
だ 食べ 物 に よっ て 、 幼 い 赤 ん 坊 の 臓器 を 破壊 する 権利 が 彼女 に ある の で し 

ょ うか ? そ れ は あら ゆる 犯罪 の 中 で 最も 冷酷 で は な いで し ょ うか 、 事 実 上 殺 
人 、 残 忍 な 殺人 で は な いで し ょ うか 3? 私 自身 、 愛 する 二 人 の 子供 を 自ら の 手 

で この よう に し て 害 し て お り 、 そ の 罪 の 重 さ は 十分 承知 し て いま す 。 


現実 に は 、 食 物 中 毒 の 親 は 皆 、 親 殺し 者 で す 。 現 在 で は 
今世紀 に は 誰 も 自然 死 で 亡くな り ま せん 。 す べ て の 死 は 調理 済み の 食 
事 に よっ て 引き 起こ され る 病気 の 結果 で あり 、 子 供 た ち に 調理 済み の 食事 
を 食べ る よう に 教え る の は 両親 で す 。 料 理 を 食べ る 親 は 、 子 ども の あら ゆる 病気 
や 障害 に 対す る 責任 は 直接 自分 自身 の 肩 に か か っ て いる こと を 十分 に 認識 し な 
けれ ば な り ま せん 。 彼 ら は いつ も の 誤っ た 道 を 続け る 前 に 、 こ の 問題 を 最も 真剣 
に 検討 し な けれ ば な り ま せん 。 
すべ て の が ん や 心臓 発作 の 基礎 は 、 た と え 病気 が 最も 高齢 に な っ て か ら 
現れ た と し て も 、 赤 ちゃ ん に 与え る 最初 の 一 口 の 調理 済み 食品 に よっ て 築 か れ 
まず 


成人 に と っ て 、 調 理 済み の 食品 を 完全 に 断つ こと は 難し いと 主張 す 
る 人 も いる か も し れ ま せん 。 そ れ な ら 、 彼 ら に 心ゆく まで その 有害 な 習慣 を 
続け させ て くだ さい 。 し か し 乳児 に と っ て 不可 欠 な 原材料 を 燃やし 、 破 壊し 、 
最も 重要 な 成分 を 奪い 、 有 害 な 物質 に 変え て か ら 乳 児 に 与え る こと を 彼ら に 
強い る の は 何で し ょ うか ? 罪 の な い 子 供 た ち に 対す る この 非 人 道 的 な 行為 、 こ 
の 野 徐 さ は 必ず や め な けれ ば な り ま せん 。 


親 が 白 パン 、 白 米 、 マ カロ ニ の 代わ り に 発芽 小麦 を 子供 に 与え る こと を 妨 
げ る 科学 的 規則 は あり ませ ん 。 粉 ミル シルク の 代わ り に ニン ジン 、 オ レン ジ 、 ブ ドウ 、 
リン ゴ の フレ ッシュ ジュ ー ス 。 コ ン ポ ー ト の 代わ り に 生 の 果物 。 肉 や 脂肪 の 代わ 
り に クル ミ 、 ア ー モ ンド 、 発 芽 豆 や エン ドウ 豆 を 使用 し ます 。 生 の 食べ 物 を 
食べ る こと で 、 子 供 は 健康 で 幸せ な 長寿 を 享受 で きま す が 、 代 替 食 は 病気 
や 早 す ぎる 死に つなが り ま す 。 子 ども は 生 の 食べ 物 を 心から 望ん で いま 
す の で 、 ご 安心 くだ さい 。 彼 は 原材料 を その まま の 状態 で 受け 取る こと を 要求 し 
て お り 、 彼 に は それ ら に 対す る 議論 の 余地 の な い 権 利 が あり ます 。 
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常識 と 良心 を 欠い て いな い 医 師 や 親 は 、 少 し も た め ら うこ と な く 、 そ 
れ に 応じ て 行動 し な けれ ば な り ま せん 。 


生後 3 て 4 か 月 で 赤ちゃん の 臓器 が 形成 され 始め る 
不 規則 な 手術 を する た め に 、 近 視 眼 的 な 医師 は 、 火 で 焼 か れ た 何 千 も の 
物質 の 代わ り に 二 、 三 種類 の 人 工 ビ タ ミ ン を 処方 する か 、 せ い ぜ い 一 種 の 
薬 と し て 、 計 量 ス プー ン 数 杯 の 果物 を 勧め る 。 ジ ュー ス を 飲む こと で 、 赤 ち 
や ゃ ん 自身 の 良心 と 赤ちゃん の 両親 の 良心 が 安らぎ ます 。 母 親 が 自然 食品 
に 含ま れる ビタ ミン を 自ら の 手 で 破壊 し な い の に 、 な ぜ 子 供 が ビタ ミン 
欠乏 症 で 苦し む 必 要 が ある の で し ょ うか ? 


少し の 間 目 を 閉じ て 、 自 然 が 起こ す 奇 跡 の 全体 像 を 想像 し て み ま し 
よう 。 私 た ち が 口 か ら 人 体 の 工場 に 一 粒 の 小麦 を 導入 する と すぐ に 、 微 生 
物 は その 穀物 を 受け 取り 、 分 解 し て 体 全体 に 分 配 し ます 。 そ の 粒 の 中 に 
凝 細 され た 何 千 も の 異な る 物質 が あら ゆる 方 向 に 移動 し 、 そ れ ぞ 
れ が それ ぞ れ の 役割 を 果たし ます 。 こ の よう に 、 一 粒 の 小麦 に 含ま れる 
さま ざま な 栄養 成分 は 、 何 万 も の 異な る 役割 を 果たし 、 何 の 欠陥 も 欠陥 も 
な く 生 物 の 生物 学 的 機能 を 遂行 し ます 。 


し か し 、 一 口 分 の 食べ 物 を 胃 に 入れ る と どう な る で し ょ うか 。 
白 パン ? そ れ は 目的 も な く 胃 を 働か せま す 。 そ れ は 燃え て 無益 な 熱 に 
変わ る か 、 せ い ぜ い 、 避 情 で 無 価値 な 細胞 に いく つか の モル タル の な 
い レ ン ガ や 石 を 追加 する だ け で す 。 純 粋 な 小麦 を 食べ る 人 の 心 は トウ モ 
ロコ シン 粒 の よう に し っ か り し て いて 強い の で す が 、 白 い パ ン を 食べ る 人 の 
心 は 、 食 べ る パン と 同じ よう に 弱く て 脆い の で す 。 こ れ に 対し て 、 心 不全 の 
数 が 増え 続け て いる こと を 目撃 し て くだ さい 。 


今日 、 奇 跡 に よっ て 全 世 界 が 正気 を 取り 戻す は ず だ 
生食 の 習慣 を 採用 すれ ば 、 病 気 が か な り 進 行 し すぎ た 一 部 の 特殊 
な ケー ス を 除い て 、 高 齢 者 に な る まで 今後 30 こ 40 年 間 、 不 慮 の 死 は 起 
こら な い だ ろ う 。 
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人 々 は 極度 の 老年 期 に 達し ます 。 現 状 で は 、 加 熱 調 理 に よる 死者 数 は 、 最 大 規模 の 戦争 に よ 
る 死者 数 の 数 倍 を 上 回っ て いま す 。 


すべ て の 無力 な 子供 た ちの 名 に お いて 、 私 は 再び すべ て の 科学 者 に 訴え ます 。 
世界 中 の 学者 、 国 家 指導 者 、 保 健 省 、 保 護 者 、 そ し て 心 優し い 人 々 の 皆様 、 幼 い 子 供 た ち 
に 対す る あの 恐ろし い 犯 罪 を た だ ち に 終わ ら せ て くだ さい -。 毎 日 の 遅延 に より 、 何 千 人 も の 
罪 の な い 命 が 犠牲 に な っ て いま す 。 大 人 は 、 調 理 さ れ た 食べ 物 の 致命 的 な 快楽 に 命 を 犠牲 
に し て 自殺 する 自由 を 持っ て いま す が 、 特 に それ ら の 食べ 物 は 彼ら に 喜び を 与え る どこ 
ろか 、 た だ 単に を 満た す だ け で ある た め 、 貧 し い 子供 た ち を 虐殺 する 権利 を 誰が 彼ら に 与え 
まし た か ? 子 供 た ち は 嫌 悪 感 を 抱い て いま すか ? 子 供 が 成長 する と き 、 他 の 人 が 食べ る の 
を 見 て 、 自 分 も 食べ た いと いう 欲求 を 感じ る よう に な る だ ろう と 主張 する の は 無 意 味 で す 。 ま 
ず 第 一 に 、 加 熱 調 理 の よう な 野 行 為 は 長く は 続か ず 、 私 た ち は 生 食 の 早期 勝利 を 自信 を 持 
っ て 期待 で きる で し ょ う 。 そ し て 、 他 人 の アル コー ル 依 存 症 や 薬物 中 毒 を 目 に し な が ら も 、 そ 
の よう な 悪徳 か ら 自分 自身 を 速 ざ け て いる 人 が 何 百 万 人 も いま す 。 う ちの 子 は も 
う 6 歳 で す 


(これ は 、 こ の 本 の この セク ショ ン が 書か れ た 1963 年 を 指し ます ) そし て 彼女 は 
すべ て を 理解 で きる 。 彼 女 は 他 の 人 が 調理 し た 食べ 物 を 食べ る の を 見 て いま す が 、 彼 
女 自 身 は それ を 心から 嫌っ て いま す 。 ア ヘン 中 毒 者 は 、 幼 い 子 供 に ゆり か ご か ら す ぐに 麻薬 
の 習慣 を 身 に つけ る よう に 教え て いま すか ? 
自分 の 個人 的 な 依存 症 を 制裁 し 永続 さ せる た め に 、 自 分 の 息子 を 犠牲 に し 、 息 子 を 
自分 の 忌まわしい 習慣 の 早い 段階 か ら 仲 間 に す る の は 、 ど の よう な 常識 に 基づい て 
いる の で し ょ うか ? 親 は 、 他 の すべ て の 悪徳 の 場合 と 同じ よう に 、 ま ず 自 然 の 法則 に 従っ て 健 
康 な 子供 を 育て 、 そ の 後 、 子 供 が 成長 し た 後 は 、 将 来 の 行動 を 子供 自身 の 自由 意志 に 任せ 
まし ょ う 。 


これ ら の 文章 を 読ん だ 後 、 他 の 権威 者 が まっ た く 異 な る アド バイ ス を 与え た と いう 事実 
を 正当 化 で きる 賢明 な 親 は 誰 も いま せん 。 彼 女 が 真実 の 声 を 無視 し 続け れ ば 、 子 供 の 健康 
を 損ない 、 将 来 を 損なう 責任 を 彼女 が 負わ な けれ ば な り ま せん 。 人 間 に は 、10,000 個 の 物質 
を ゼロ の 物質 に 、 生 き て いる 細胞 を 死ん だ 細胞 に 、 完 全 に バラ ンス の と れ た 原材料 を 変 
性 し た 物質 に 置き 換え る と いう 最も 基本 的 な 判断 力 が 欠け て いな けれ ば な り ま せん 。 
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不 自然 な 栄養 素 に よる 栄養 、 白 パン に よる 発芽 小麦 、 稚 に よる グリ ー ン ピー 
ス 、 そ し て ジャ ム に よる 新鮮 な 果物 。 


胃腸 の 生物 学者 は 、 自 然 が そう で ある こと を 証明 し な けれ ば な り ま せん 
食品 を 私 た ち に 提示 し な か っ た の は 間違い で し た 
調理 済み の 状態 


私 は すべ て の 科学 者 に 、 私 の 見 解 を 確認 する よう 公 に 訴え ます 。 
それ を 全 世 界 に 宣言 する か 、 天 然 の 食材 を 火 に か け て も 栄養 成分 や エ 
ネル ギー 量 が 失わ れ な いこ と を 証明 する 。 生 き て いる 野菜 細胞 の 死 は 起こ ら 
ず 、 原 子 の 構成 に 変化 は 起こ り ま せん 。 彼 ら 5 は さら に 、 人 間 の 有機 体 の た め の 栄 養 
素 を 作り 出す 際 に 、 成 熟し た 食品 を 「 精 製 さ れ た 」、 調 理 ま た は 燃焼 し た 状態 
で 私 た ち に 提供 し な か っ た と いう 間違い を 犯し た こと 、 そ の 作業 が 工場 や 
厨房 で 行わ れ た こと を 証明 し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ は 自然 界 の 誤り を 正す こ 
と を 目的 と し た 科学 的 措置 で あり 、 人 工 の 人 工 ビ タ ミ ン は 自然 界 に 存 
在 す る ビタ ミン より も 優れ た 栄養 価 を 持っ て いる と いう こと で す 。 そ れ 
が で き な い 場合 、 彼 ら は これ まで 犯し て きた 悲劇 的 な 間違い を 認め な けれ 
ば な ら ず 、 調 理 済み の 食事 を きっ ぱり と 廃止 し 、 宇 宙 の 敬 因 に 避難 し 、 地 球 の 
自然 が 作り 出し た 天然 食材 の 組成 に 干渉 する の を や め な けれ ば な り ま せ 
ん 。 自 分 を 肉食 だ と 思っ て いる 人 は 、 で きれ ば 肉食 獣 と 同じ よう に 、 細 胞 を 殺し 
た り 変 性 させ た りす る こと な く 、 新 鮮 な 肉 を 丸ごと 食べ て も らい まし よう 。 


私 た ち に は 、 あ ら ゆ る 科学 的 手段 を 駆使 し て も 最小 の 単細胞 生物 を 作り 出す 
こと が で き な い の に 、 人 間 の 生物 の た め に 自然 が 作り 出し た 原材料 の 完全 性 を 損 
な う 2 権利 は あり ませ ん 。 私 た ち が 知 っ て いる すべ て の 栄養 成分 の 助け 
を 借り て も 、 生 物 に 人 工 的 に 栄養 を 与え て 長く 生き 続け る こと が で き な い と き 。 そ 
し て 、 ト ウ モ ロコ シ 粒 に 含ま れる 物質 の 千 分 の 一 を 認識 する こと に か ろう じ て 
成功 し た と き 。 確 か に 、 多 く の 研究 が 行わ れ 、 さ ま ざ ま な 栄養 素 の 認識 に 関し て か 
な り の 進歩 が あり 、 そ の 結果 、 多 く の 重 要 な 栄養 素 が 認識 され て いま す 。 
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構成 要素 は 発見 され て いま す が 、 そ れ ら の 発見 すべ て が 人 工 衛星 の 発明 より も 重 
要 で ある こと は あり ませ ん 。 人 エエ ビタ ミン と トウ モロ コシ ー 粒 を 構成 する 栄養 成分 の 
違い は 、 人 工 衛星 と 銀河 系 全体 を 構成 する 天体 の 違い と 同じ 程度 で す 。 し か し 、 

人 工 衛星 を 作る 科学 者 た ち は 、 既 存 の 銀河 を 消滅 させ て 、 自 分 た ち が 新しく 

作っ た 星 間 天体 に 置き 換え よう と は 決し て 思い ませ ん 。 


私 た ちの 最善 の 策 は 、 自 然 の 法則 を 注意 深く 研究 する こと で す 
動植物 の 進化 。 し か し 、 い か な る 状況 で あっ て も 、 私 た ち は 自 然 の 働き 
を 元 に 戻し 、 悲 惨 な 腺 抽出 物 や 人 エビ タ ミ ン の 助け を 借り て それ を 再 構 
築 し よう と し て は な り ま せん 。 


ジャ ガイ モ や 骨 秋 の 一 部 を バタ ー に 入れ て 揚げ 始め る と 、 最 初 の 瞬間 か ら 破 
壊 の プロ セス が 始ま り ま す 。 
それ は すぐ に ジュ ー ジ ュー と 音 を 立て 始め 、 し な び 、 茶 色 に な り 、 そ し て 乾燥 し 始め ま 
す 。 そ し て 、 も う 少 し 操作 を 続け る と 、 そ れ は 焦げ て 四 劣 な 灰 に 変わ り ます 。 私 た ち 
の 鼻孔 を くす ぐる あの 食欲 を そそ る 香り は 、 私 た ちの 感覚 を 順 笑 し 、 空 中 に 消え て し 
まう 、 天 然 食材 の 最も 貴重 な 成分 の 香り で す 。 


「 料 理 」 と 「 ベ ー キ ング 」 と いう 用 語 は 、 次 の よう な 意味 で 使用 し て は な り ま せん 。 
これ まで の 用 途 と 同様 に 、 準 備 、 構 築 、 改 善 。 む し ろ 、 こ れ ら の 操作 は 、 破 減 、 破 壊 、 
焼き 討ち 、 殺 害 、 ま た は 砥 減 の 感覚 を 伝え る た め に 使用 され な けれ ば な り ま せ 
ん 。 な ぜ な ら 、 こ れ ら の 操作 に よっ て 、 私 た ち は 私 た ちの 生物 に と っ て 極め て 重要 な 最 
も 貴重 な 物質 を 破壊 し 、 し た が っ て 人 道 に 対す る 最も 凶悪 な 犯罪 を 犯す こと に な る 
か ら で す 。 。 


赤ちゃん は 調理 済み の 食べ 物 の 味 を 嫌い ます 。 
食欲 を そ を そる の は 、 グ ル メ 中 毒 者 だ け で す 。 
アヘ ン は 麻薬 中 毒 者 に と っ て 喜ば し いよ うだ 


単純 な 考え の 人 は 、 そ れ を 奪う の は 残酷 だ と 思う か も し れ ま せん 
調理 され た 食べ 物 の 味 か ら 得 られ る 喜び の 子供 た ち 。 そ の よう な 
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実際 の と ころ 、 調 理 済み の 食べ 物 は まっ た く 美 味 し く な いこ と を 人 々 は 認識 すべ き で す 。 ア ヘン 
が 麻薬 中 毒 者 に と っ て お いし いよ うに 見 える の と 同じ よう に 、 そ れ ら は 食物 中 毒 者 に と 

っ て の みお いし いよ うに 見 えま す 。 こ れ ま で 、 こ の 単純 な 真実 教え て くれ る 人 は 誰 も いま せん 
で し た 。 太 古 の 昔 か ら 、 食 中 毒 か ら 自由 に な っ た 人 は 誰 も いな か っ た か ら で す 。 


生ま れ た ば か り の 子供 の 臓器 は 、 生 の 食材 の 組成 の み に 適 応 し て いま す 。 
赤ちゃん は 生 の 果物 や 野菜 を と て も 楽し み ま す 。 
彼 は 、 生 の 穀物 、 ジ ャ ガイ モ 、 豆 、 ナ ス 、 グ リー ン ピ ー ス 、 レ ンズ 豆 を と て も 満足 し て 食べ ま 
す が 、 そ れ ら は 彼 に と っ て は 非常 に お いし いで す が 、 調 理 さ れ た も の を 食べ る 人 に と っ て は 不 味 
いも の で す 。 


小さ な 子供 は 、 調 理 され た 食事 の 味 か ら 何 の 喜び も 得 ま せん 。 彼 は それ ら 
を 心から 嫌悪 し 、 避 け て お り 、 そ れ ら の 不 自然 な 食べ 物 を 飲み 込む の は 非常 に 苦痛 
で す 。 し か し 、 哀 れ で 単純 な 親 に は それ が 分 か り ま せん 。 彼 女 は 自分 自身 の 依存 症 
だ け に 導 か れ て お り 子供 に 十分 な 食事 を 与え る こと へ の 不安 か ら 、 子 供 を 完全 
な 依存 症 に 変え て し まう ほど 下劣 な 食べ 物 を 喉 に 押し 込み 続け 、 そ の 結果 、 子 供 
の 健康 と 幸福 を 台無し に し ます 。 


生ま れ て か ら 最 初 の 数 年 間 、 赤 ちゃ ん は 恐ろし い 病気 を 経験 し ます 。 
不 自然 な 食材 と の 閣 い 。 こ の こと は 、 多 く の 子供 の 病気 や 頻繁 な 胃 疾 患 、 
さら に は 乳児 死亡 率 の 高 さ か ら も 明らか で す 。 赤 ちゃ ん は 新しく 建て られ た た 完璧 
な 工場 で す 。 臓 器 の 正常 な 栄養 活動 の た め に 自然 の 栄養 素 を 供給 すれ ば 、 彼 が 
病気 に な る こと は あり ませ ん 。 


ロー ビー ガニ ズム を 広く 採用 する こと が 、 す べ て の 人 を 解放 する 唯一 の 方 法 で す 
人 類 を 病気 の 呪い か ら 完全 に 解放 し ます 。 生 食 の 普及 は 、 病 人 、 生 まれ た ば か 
り の 子供 、 必 要 な 意志 力 と 知恵 に 恵まれ た 人 々 、 そ し て 生食 の 子供 の 良識 あ 
る 親 か ら 始 め な けれ ば な ら な い 。 彼 ら は 、 粗 末 な 食物 の 痕跡 を すべ て 家 か ら 排 
除 する 義務 を 負う だ ろう 。 子 ども た ちの 邪魔 を し な いよ うに 。 調 理 済み 食品 を 
自発 的 に 控え る この 最初 の 期間 は 、 当 局 が 調査 に 来る 日 まで 続く 。 
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彼ら の 感覚 を 刺激 し 、 生 食 の 義務 化 を 宣言 する こと を 決意 し 、 そ れ に よっ て 無知 

で 教育 を 受け て いな い 大 衆 に 自然 の 賢明 な 意志 を 強制 する で し ょ う 。 生 食 が 全 
世界 に 普及 する 時 代 が 来る で し ょ う 。 祝 福 さ れ た 未来 で は 、 料 理 は 犯罪 と し て 知ら 
れる よう に な る で し ょ う 。 


調理 し て 食べ る 習慣 を すぐ に 廃止 する の は 難し いと 考え られ て いま す が 、 
それ が も た ら す 害 を 否定 する 言い 訳 に な っ て は な り ま せん 。 
人 間 社 会 か ら こ れ ら の 忌まわしい 疫病 を 根絶 する こと は で き て いな い に も か か 
わら ず 、 共 盗 、 強 盗 、 負 人 を 正当 化し よう と する 人 は 誰 も いま せん 。 
重要 な 点 は 、 科 学者 が 食材 の 調理 操作 が 間違っ て お り 、 不 自然 で 危険 で あり 、 そ れ 
が 病気 の 直接 の 原因 で ある こと を 原則 と し て 認め 、 国 民 に 宣言 する こと で 
ある 。 生 食 を 実際 に 実践 する と いう 二 次 的 な 問題 は 、 そ の 後 の 経過 に 委ね られ る か も 
し れ な い 。 


調理 し て 食べ る こと は 、 食 中 毒 、 病 気 、 医 学 、 薬 学 を 次 々 と 生み 出し て きま 
し た 。 医 学 の 究極 の 目的 は 、 変 性 し て バラ バラ に な っ た 人 間 の 臓器 を 修復 し 、 修 復 
する こと で す 。 生 食 者 は 医学 の 代わ り に 科学 や 健康 を 持ち 、 そ の 目 有 3 は 上 記 の 変性 
を 防ぎ 、 現 在 お よび 将来 の 世代 に 健康 で 幸せ で 長く 平和 な 生活 を 保証 する こと 
で す 。 す べ て の 病気 は 自然 法則 の 違反 に よっ て 引き 起こ され ます 。 生 食 は 人 々 
に それ ら の 法律 を 尊重 する こと を 強い ます 。 


我が家 の 生食 習慣 
60 歳 の 私 が この よう な セリ フ を 書け る の は 、 

生食 。 7、8 年 前 、 私 の 心臓 の 状態 は 非常 に 悪く 、 心 臓 発作 は 避け られ な い 

と 思わ れ ま し た 。 私 は 数 段 の 階段 を 上 る の に 息 が 切れ て し まう こと が あり まし た 私 
に は 水 の 入 っ た バケ ツ を 持ち 上 げ る ほど の 力 が あり ませ ん で し た 。 便 秘 、 消 化 
不良 有 胸 や け 、 不 眠 症 、 頭 痛 ,. む くみ 、 痛 風 、 硬 化 症 、 高 血圧 、 頻 脈 、 慢 性 気管 支 炎 、 半 、 そ 
し て 頻繁 な 風邪 は 、 長 い 間 私 の 人 生 に 付き まとっ て いま し た 。 生 食 の お か げ で 、 私 
は それ ら の 障害 を すべ て 取り 除く こと が で きま し た 。 私 は 血圧 を 18 て 20 か ら 13 
に 、 脈 拍 数 を 80 て 90 か ら 58 60 に 永久 に 下げ まし た 。 疲 れ も 見 せ ず に 、 
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タ ジ リ ッシュ まで 往復 (24 キ ロ の 距離 ) を 4 時 間 で 歩い て 帰り 、 ヤ ギ の よう に 
山 を 登り 、 重 い ス ー ツ ケー ス を 階段 で 持ち 上 げ て 、 時 間 が あれ ば 12 キ ロ の 
散歩 を する の が 普通 の 日 課 で す 。 一 時 期 は 慢性 気管 支 炎 を 患い 、 年 に 数 回 は 
当然 の よう に イン フル エン ザ に 稚 っ て いた 私 も 、 こ こ 数 年 は 風邪 も ひか 

ず 一 年 中 屋外 で 寝 て いま す 。 冬 も 夏 も 、 寒 さや 微生物 の 心配 は ほとん ど あ 
り ま せん 。 


何 年 か 前 、 私 は 痛風 の 発作 が ひど く て 、 触 れる こと も で きま せん で し た 。 
私 の 足 の 親指 の 関節 。 今 日 は 、 ま っ た く 痛 み を 感じ る こと な く 、 全 力 で ね じ 
る こと が で きま す 。 ア ト フ ァ ン 、ACTH、 ジ ギタ リス 、 化 物 、 ヨ ウ 素 、 ア スピ リン 、 
抗生 物質 、 そ の 他 何 千 も の 薬剤 を 使っ て 同様 の 結果 が 得 ら れ た 場所 が 世界 中 の 
どこ に ある で し ょ うか ? 


毎 分 58 回 の 拍 動 で 機能 する 心臓 は 脳卒中 の 危険 に さら され る こ 
と な く 、 何 年 も 働き 続け る こと が 自信 を 持っ て 期待 で きま す 。 加 熱 調理 な 
ど で 脈 拍 が 下がる の は 心臓 が 弱っ て いる と き に 限っ て 起こ り ま す が 、 私 の 場 
合 は 消化 器官 の 働き が 規則 正しい た め 自 然 な 結果 で す 。 


非常 に 重要 な こと は 、 通 常 の 数 倍 の 量 の 自然 食品 を 胃 に 詰め 込み す 
きよ うと し て も 、 そ れ ら は 胃 の 中 に 長く 留まら ず 、 す ぐに 腸 に 入り 、 数 時 間 以 内 
に 体 か ら 排出 され る と いう こと で す 。 腐 敗 は 一 切な く 、 わ ず か な 消化 器 疾患 や 
不快 感 も き 起こ すこ と は あり ませ ん で し た 。 こ の 状態 で は 、 私 の 脈拍 数 
は 毎 分 4 て 5 拍 し か 増加 し ませ ん が 、 「 普 通 の 人 間 」 の よう に 調理 され た 食べ 
物 で 自分 を 「 満 足 . さ せよ うと する と 、 心 拍 数 は すぐ に 85 ^ 90 拍 に 跳ね 上 
が り ま す 。 そ し て 、 胃 が 通常 の 軽やか な 感覚 を 取り 戻す に は 数 日 か か り ま す 。 


私 自身 3 人目 の 子 供 を 生食 派 と し て 育て て いま す 。 
彼女 は すでに 7 歳 の 小さ な 娘 で す が 、 劣 化し た 食べ 物 を 一 口 も に 入れ た こと が 
あり ませ ん 。 彼 女 の 健康 状態 は 、 
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完璧 の 体現 。 生 で 食べ る 子ども と 調理 し て 食べ る 子ども の 間 に は 大 き な 違 い が 
ある こと が 今 で は わか り ま す 。 生 食 の 子ども を 100 人 育て る ほう が 、 調 理 し て 食 
べ る 子ども を 1 人 育て る より も 簡単 で す 。 悪 塞 や 風邪 、 下 痢 や 便秘 な どの 子 

供 の 病気 や 、 子 供 の 食べ 過ぎ や 少な さ の 悩み に つい て 心配 する 機会 は あり ませ ん 。 
彼女 は ヒバ リ の よう に 陽気 で 、 食 べた いと き は いつ で も テー ブル に 行き 、 好 き な も 
の を 何で も 自分 で 食べ ます 。 彼 女 は 、 気 まぐ れ や 気まぐれ も な く 、 泣 か ず に 、 周 

り に 迷惑 を か けず に 一 日 中 弾き 、 歌 い 、 踊 り ま す 。 


彼女 は 夜 の 8 時 ちょ うど に 就寝 し 、 数 分 間 独り 言 を 歌っ た 後 、 目 を 閉じ て 朝 の 6 時 ま 
で ぐっ すり 眠り ます 。 さ ら に 、 最 も 注目 すべ き 事実 は 、 最 初 の 数 か 月 を 経た 後 、 彼 女 
が 夜中 に 目 を 覚まし た の は 3、4 回 し か 思い 出せ な いと いう こと で す 。 彼 女 の 眠り 
は 非常 に 深く 健全 で ある た め 、 騒 音 や 動き に よっ て 彼女 は 目 を 覚まし ま 

す 。 


幼稚 園 の 他 の 子供 た ち が 朝 食 の テー ブル に 座っ て パン と チー ズ 、 パ ン と バ 
ター、 ペ スト リー な ど を 食べ る と 、 彼 女 は 家 か ら 持 っ て きた 果物 の 入っ た 袋 を 取り 
出し て 静か に 食べ ます 。 

私 た ち が 友 人 を 訪問 し て いる と き 、 彼 女 は 、 人 々 が 座っ て あら ゆる 種類 の ペスト リ 
ー や スイ ー ツ を 「 楽 し ん で 」 い る 過密 な ティ ー テ ー ブ ル を 全く 無関心 で 眺め ます 。 
彼女 は 、 た と え 好 奇 心 か ら で あ っ て も 、 そ れ ら を 味わい た いと いう 願望 を 表明 
する こと は あり ませ ん 。 す べ て の 生食 の 子供 た ち は こ の よう に し て 育て られ る ベ 
さき で す 。 


私 が 決し て 自分 の 意見 を 押し 付け た こと の な い 妻 は 、 徐 々 に 
子ども と 自分 の 健康 の た め に 栄養 体系 を 変え た 彼女 は 、 今 で は 完全 に 生食 
を する よう に な り 、 自 分 の 状態 に と て も 満足 し て いま す 。 ま ず 、 彼 女 は 肉 を 完全 に や 
め 、 そ の 後 、 肉 を 含ま な い 調理 済み 料理 を 週 に 1 ン 2 回 に 減ら し まし た 。 子 供 が も う 
少し 成長 する と 、 こ れ ら は 時 々 茹で た ジャ ガイ モ や 数 個 に 置き 換え られ まし た 。 
ある 日 、 子 供 が 「 マ マ 、 あ の 嫌 な 匂い は 何 か ら の 匂い ? 」 と 尋ね た と き 、 こ れ ら 
も つい に は 完全 に 諦め て し まい まし た 。 そ の 後 、 彼 女 は 子供 に 見 られ な いよ うに 、 
時 々 クル ミ と 一 緒 に 食べ た 全 食 用 パン の 薄い スラ イス だ け を 取り 出し まし た 。 
* 今日 彼女 は 生食 が 自分 の 生体 に 素晴らし い 影 響 を 与え て いる こと 
を 目の当たり に し て お り 、 そ れ は 驚く べき こと で は あり ませ ん 。 
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し た が っ て 、 彼 女 は すべ て の 調理 済み 食品 を 控え て いま す 。 そ し て 一 度 真 剣 
に 決定 する と 、 こ れ ら すべ て は それ ほど 困難 な く 達 成 さ れ ま し た 。 家 の 中 に 
調理 済み の 食べ 物 の 匂い が な く な る と 、 生 食 が 非常 に 簡単 に な り ま す 。 こ れ 
は 、 自 分 の 健康 を 大 切 に し 、 子 供 を 愛す る すべ て の 親 が 従う べき 道 で す 。 


人 間 の 悪い 習慣 は すべ て 調理 され た 結果 で ある 
食べ る 


て の 悪徳 を 競技 場 か ら 追 い 出 す で し ょ う 。 こ れ ら の 依存 症 は 生食 に 
付随 する も の で は な く な り ま す 。 こ れ ら の 悪徳 は 食中毒 の 衛星 で す 。 


生食 の 勝利 に よっ て 、 よ う や く 世 界 と 国家 間 に 恒 久 的 な 平和 
が 確立 され る で し ょ う 。 す べ て の 犯罪 憎しみ 、 敵 意 、 徴 慢 、 始 、 そ し 
て 一 般 に 人 間 の すべ て の 悪い 習慣 は 、 調 理 さ れ た 食事 の 産物 で す 。 調 理 さ 
れ た 食事 を 廃止 する こと に よっ て 、 男 価 の 情熱 は 静 ま り 、 彼 ら の 心 は 高貴 
に な り 、 人 生 は と て も 楽に な り 、 男 性 は も は や お 互い の 肉体 を 引き 裂 い た り 、 
めちゃ くち ゃ な ポタ ー ジ ュ の た め に 良心 を 売っ た りす る 必要 が な く な る で し 
よう 。 


ダイ エッ ト の 概念 は 以下 に 限定 され る べき で す 。 
不 自然 な 栄養 を 自然 な も の に 置き 換え る 
給餌 方 法 


人 類 を 病気 か ら 解放 する 唯一 の 方 法 は 、 完 全 な 生食 で す 。 中 途 
半端 な 対策 で は 決し て 結果 は 得 ら れ ま せん し 、 決 し て 結果 は 得 ら れ ま 
せん 。 調 理 さ れ た 食事 の 現状 で は 、 特 定 の 食事 の 栄養 価 に つい て 認め られ 
て いる 計算 は すべ て 無視 され な けれ ば な り ま せん .。 病 気 が 何 で あれ 、 食 事 
の 問題 が 議論 され る と き 、 私 た ち は 生 の も の と 調理 され た も の 、 自 然 な も の 
と 不 自然 な も の 、 純 粋 な も の と 退化 し た も の と いう 観点 か ら の み 考 え 
な けれ ば な り ま せん 。 特 定 の ビタ ミン 、 ミ ネ ラ ル 、 タ ン パ ク 質 の 使用 に つ 
いて 、 ラ ジオ 、 新 聞 、 そ の 他 さ ま ざ ま な 手段 で 毎日 行わ れ て いる 推奨 事項 、 お 
よび それ ら の カロ リー 値 に 関す る 情報 は 、 完 全 に 完全 に 正しい も の で す 。 
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特に 薬物 や 動物 性 食品 の 使用 に 基づい て いる 場合 、 実 行 不可 能 で 、 無 価値 で 、 危 険 で 
す 。 


個々 の 栄養 物質 の 特性 を 考慮 する 際 、 特 定 の 栄養 素 に どの よう な ビタ ミン や 他 
の 成分 が 存在 する か に つい て まっ た く 心 配 する 必要 は あり ませ ん 。 必 須 の も の は 、 
ー ロ ご と に さま ざま な 成分 が 常に 存在 する こと で す 。 し た が っ て 、 私 た ち は 、 摂 取 す る 
食品 に どの 成分 も 欠け て いな いよ うに 注意 する 必要 が あり ます 。 こ れ は 、 私 た ち が 
生 の 野菜 食品 を 食べ る 場合 に 当て は まり ます が 、 調 理 さ れ た 食品 に は それ ら が 何 千 
も 存在 し ませ ん 。 


何 世紀 に も わた っ て 、 何 干 人 も の 専門 家 が 栄養 学 を 作成 し て きま し た 。 
彼ら の 特別 な 研究 。 し か し 、 彼 ら は 二 次 的 な 問題 の み に 注目 し 、 台 所 の 火災 に よ 
る 被害 を 考慮 し て いな か っ た た め に 、 彼 ら の 研究 は 望ま し い 結 果 を 生み 出す こと が 
で きず 、 さ ら に 悪い こと に 、 そ の 多く の 矛盾 の た め に 、 人 類 に と っ て 素 惨 な 結果 と な 
っ た 。 。 彼 ら の 中 で 最も 進歩 的 で ある と 考え られ る 菜食 主義 者 で さえ 、 火 事 に よる 
被害 を 容認 し た だ け で な く 、 貴 重 な 成 分 が すべ て 含ま れ て いな い 白 パン や 精製 砂 
糖 の 使用 に も 仙 え て きま し た 。 そ れ に も か か わら ず 、 人 間 の 依存 症 を 克服 する 上 で 、 
ベジ タリ アン は 最も 険しい 道 を 通過 し た こと を 告白 し な けれ ば な り ま せん 。 最 も 困 
難 な 行 動 は 肉 を 控え る こと で あり 、 そ の 後 、 肉 を 含ま な い 食 事 を 生 の 食材 に 
置き 換え る こと は 小さ な 一 歩 に すぎ ませ ん が 、 こ の 小さ な 一 歩 に よっ て 最終 目標 に 到 
達し な けれ ば な り ま せん 。 し た が っ て 、 あ ら ゆ る 立場 の 菜食 主義 者 が 生食 の 原則 を 受 
け 入 れ 、 人 類 の 夢 で あっ た 幸福 な 生活 の 基礎 を 築く た め に 、 同 じ 旗 の 下 に 集まる こと 
が 期待 され る 。 


栄養 学 の 専門 家 と し て 、G. ハウ ザー は アメ リカ で 高い 評価 を 得 て い ます 。 し か 
し 、 他 の 貯 養 士 と 比べ れ ば 進歩 的 で ある ハウ ザー で さえ 、 調 理 に よっ て も た ら さ れる 
害 を 考慮 し て お ら ず 、 し た が っ て 処方 箋 に よっ て 台所 で 生じ た 損害 を 回 復 し よ 
うと し て いる 。 彼 の アド バイ ス が 次 の よう に な っ た と 少し 考え て み ま し よう 。 


49 


Machine Translated by Google 


何ら か の 有用 な 目的 に 役立つ か も し れ ま せん 。 し か し .、 労 働 者 、 農 場 労働 者 ある い 

は 路上 の 一 般 人 は 、 朝 に どれ だ け の 黒糖 蜜 を 摂取 し な けれ ば な ら な いか 、 ま た 夕方 に 
どれ だ け の 酵母 を 摂取 し な けれ ば な ら な いか に つい て の 情報 を 得る た め に 支払 わ 
な けれ ば な ら な い 千 ドル の 手数 料 を どこ で 見 つけ る の で し ょ うか ? 、 ま た は 特定 の 
ビタ ミン を 毎日 何 千 単 位 摂 取 す る 必要 が あり ます か ? 


これ は 正しい アプ ロー チ で は あり ませ ん 。 全 体 を 知る 必要 が ある 
現在 の 栄養 習慣 を 根本 的 に 変え 、 特 定 の 食事 や 個別 の ビタ ミン の 推奨 を や め る た 
め 、 人 体 に 不可 欠 な 原材料 を 可能 な 限り 徹底 的 に 世界 に 提供 する こと で す 。 


科学 者 は 、 パ ン 、 白 米 、 内 だけ を 食べ て いる 人 は 長生 き で き な い こと を 知っ て い 
ます 。 し か し 普通 の 人 は それ を 知り ませ ん 。 彼 の 意見 で は 、 そ れ ら の 食材 は 優れ た 
栄養 を 提供 し ます 。 状 況 や 貧困 の 圧力 に よっ て 、 個 人 が 愚か に も 自分 や 子供 た 
ち に それ ら の 食材 だ け を 食べ させ た り 、 そ の 結果 と し て 身 を 滅ぼし た り し な いこ と 
を どう や っ て 保証 で きる の で し ょ うか ? こ の 主題 全体 に 精通 し て いる 最も 著名 な 科学 
者 で さえ 、 欲 望 の 衝動 に 抵抗 する こと が で きず 、 そ れ ら の 呪 わ れ た 物質 を 食べ すぎ 
て 、 ゆ っ くり と 、 し か し 確実 に 自殺 し 、 い つの 間 に か 自殺 し て し まい ます 。 癌 や 心臓 発 
作 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 考え を 書籍 で 広め る だ け で は 十分 で は あり ませ ん 。 国 民 の 
栄養 習 慣 に 基本 的 で 計画 的 な 変化 を 導入 する に は 、 国 家 の 適 切な 機関 を 動員 する 必要 
が ある 。 栄 養成 分 の 大 量 浪費 を 徐々 に 制限 し 、 生 の 汚れ の な い 食 品 の 摂取 を 奨励 す 
る た め に 、 積 極 的 な 措置 を 講じ な けれ ば な り ま せん 。 あ ら ゆ る 種類 の 食事 の 最 
終 目的 は 生食 で あり 、 そ の と き 「 食 事 」 と いう 言葉 は その 意味 を 失い 、 自 然 の 栄養 、 
また は 人 間 の 工場 に と っ て 不可 欠 な 原材料 と いう 表現 に 取っ て 代わ られ ます 。 


人 エエ ビタ ミン や ミネ ラル の 使用 は 次 の と お り で す 。 
停止 
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天然 食品 中 の 栄養 成分 の 相対 量 は 、 あ る 成分 1 ミリ グラ ム に 対し て 、 
2 番目 の 成分 が 1.000 分 の 1 ミリ グラ ム 、3 番目 の 成分 が 100 万 分 の 1 ミリ グ 
ラム 存在 する と いう 意味 で 、 大 きく 異な り の ます 。 し か し 、1 ミ リグ ラム の 100 万 分 
の 1 の 重 さ の 成分 は 、1 ミ リグ ラム の 重 さ の 成分 と 同じ くら い 人 間 の 工場 
に と っ て 不可 欠 で す 。 さ て 、 調 理 中 に 最初 に 破壊 され る の は 、 ま さ に 微量 に の み 存 在 
する 成分 で す 。 


な ぜ こ の よう な 欠陥 の ある 原材料 を 使用 し て も 、 人 間 の 工場 は 通常 の 工場 の 
よう に すぐ に 稼働 を 停止 せ ず 、 か な し り 長 時 間 稼 働 し 、 食 欲 を 満た す も の は すべ て 栄 
養 で ある と いう 誤っ た 結論 に 人 々 を 導く の か と 疑問 に 思う 人 も いる か も し れ ま せ 
ん 。 。 


実 の と ころ 、 人 間 の 体 は 普通 の も の で は あり ませ ん 
工場 。 そ れ は 何 百 万 も の 住民 、 無 数 の 工場 さま ざま な 組織 、 シ ステ ム 、 
店 舗 、 埋 蔵 量 な ど が 存在 する 巨大 な 世界 で す 。 た と え 栄 養 を まっ た く 摂取 で き な 
く て も 、 蓄 えた 蓄え を 利用 する こと で 最長 70 日 ある い は それ 以上 生き 続け る こ 
と が で きま す 。 


生物 体 に 入る と 栄養素 は 血液 を 介し て 人 体 全体 に 分 配 さ れ 、 各 
細胞 は その 構造 や 特性 に 応じ た 物質 を 受け 取り ます 。 し か し 、 腺 や 器官 の 細胞 
は 、 指 で 数 えら れる ほど と 小さ な 種類 の 調理 済み 食品 に 含ま れる 少数 の 変性 成 
分 か ら 何 も 摂取 し ませ ん 。 彼 ら は 、 主 人 が タマ ネギ 、 緑 の 野菜 、 果 物 を 一 
切れ 食べ よう と 指 を 伸ばす まで 、 角 えと 欠乏 の 中 で 待ち 続け ます 。 


人 間 は 、 腺 細胞 や 有機 細胞 が 極度 に 飼え て いる に も か か わら 
ず 、 胃 が 満た され 、 中 毒 が 満た され 、 彼 自身 が 満足 し て いる た め 、 個 々 の 細胞 の 錠 
僚 を 感じ ませ ん 。 し か し 、 さ ら に 多く の 内 容 物 は 、 価 値 の な い 、 喜 属 で 不 活性 な 細 
胞 で あり 、 対 応 す る 「 完 全 に バラ ンス の と れ た 建築 材料 」 を 條 欲 に 食い 荒らし ま 
す 。 


51 


Machine Translated by Google 


身体 の 構造 を 強化 し 、 体 積 を 増やす こと で 身体 を 「 強 化し 、 強 化 」 し ます 。 


これ が 、50 て 60 キ ログ ラム の 余分 で 役に立た な い 細 胞 を 持っ て いる 、 
いわ ゆる 健康 で が っ し り と し た 元気 な 人 が 、 い ずれ か の 腺 が 定期 的 に 機能 する 
た め の 活 性 化 され た 特殊 な 細胞 を 数 百 グ ラム も 持っ て いな い 理 由 で ある 。 そ し て 
完璧 な 製品 を 製造 し ます 。 腺 や 器官 か ら 活 動 細胞 の 最後 の 残骸 が 奪わ れ て いな 
い 限 り 、 人 は 何ら か の 形 で 自分 の 存在 を 続け る こと が で きま す 。 し か し 、 そ れ ら 
が つい に 使い 果たさ れる と 、 死 は 避け られ な く な り ま す 。 


そし て 、 「 満 腹 」 で 「 太 っ て 」 「 元 気 な 」 人 は 、 腺 や 臓器 が 飼え て 死ぬ の で す 。 た と 
えば 、 心 臓 細胞 は 、 正 常 な 収縮 を 行う た め に 必要 な 力 と 弾力 本 を 失い ます 。 そ 

の 後 、 心 臓 は 細胞 の 数 を 増やす こと で 状況 を 救 お うと し 、 そ の 結果 、 動 物 信 タン パ 
ク 質 や 白 パ ン か ら 形 成 され た 細胞 で 肥大 化し ます 。 - し か し 、 こ れ は 役 に 立 

ち ま せ ん 。 こ れ ら の 細胞 に は 有用 な 仕事 を 実行 する 能力 が 欠け て お り 、 臓 器 が 
完全 に 鼓動 を 停止 する まで に それ ほど 時 間 は か か り ま せん 。 


どれ だ け 多 く の 異 な る 構成 要素 が 
小麦 欄 ま た は その 他 の 植物 体 の 製造 。 仮 定 の お お よそ の 数 、 た と えば 10,000 を 
考え て み ま し ょ う 。 最 も 基本 的 な 自然 法則 に 従っ て 、 人 間 の 工場 に 必要 な 原 
材料 は 10,000 種類 の 異な る 物質 で 構成 され て いる と 推論 する 必要 が あり 、 そ 
れ ら の 材料 を 供給 する 際 に は 、 構 成 成分 の いずれ か が 不純 物 を 含ま な いよ 
うに 特に 注意 する こと が 重要 で す 。 不 在 。 


これ は 、 人 間 の 工場 の 正常 な 稼働 を 確保 する た め の 最 も 自然 な シス テム で す 。 


さて 、 こ の 調理 済み の 食事 の 栄養 学 が どれ ほど 混乱 し て いる か を 見 て み ま し ょ う 
年 齢 は 。 人 間 は これ ら の 必須 物質 を 大 量 に 破壊 し 、 ほ ん の 数 種類 の 構成 成分 
だ け で 体 に 栄養 を 与え ます 。 


生物 学者 は 、 長 年 に わた る 骨 の 折れ る 研究 の 結果 、 チ ー ズ 、 バ ター、 肝 臓 脳 
な ど に 含ま れる 物質 は わずか 1015 種類 で ある こと を 発見 し まし た 。 彼 ら は 、 長 
い 労 働 の 結果 、 こ れこ れ の 食料 品 が わずか 10 ^ 15 種類 の 成分 で 構成 され て いる こ 
と が わか っ た と 告白 する と 予想 され る で し ょ う 。 
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劣化 し た 、 バ ラン ス が 崩れ た 、 毒 を 含む 、 変 性 し た 、 死 ん だ 物質 の 種類 、 そ し て 原材料 を 構 
成す る 成分 の うち 、9990 種 類 が 欠如 し て お り 、 し た が っ て 、 こ れ ら の 食品 は 非常 に 欠乏 し て お 
り 、 有 害 で 危険 で ある た め 、 栄 養 素 と し て 使用 する こと は で きま せん 。 誰 か に 勧め られ た 。 し 

か し 、 そ の 代わ り に 、 彼 ら 5 は それ ら の 食品 か ら 発見 で きた すべ て の 物質 の 名 前 を 一 つ 

ー つ 特定 し 、 栄 養 に お ける それ ら の 機能 を 詳細 に 説明 し 、 そ れ ら の 特性 を 列挙 し た 後 、 そ れ 
ら を 「 有 益 な 」 貯 養 素 と し て 推奨 し て いま す 。 彼 ら は 何 干 も の 栄養 成分 が 欠如 し て いる こ 

と に つい て は 一 言 も 言及 し て お ら ず 、 栄 養 に お ける それ ら の 役割 や 、 欠 如 の 後に 必ず 起こ る 悲 
惨 な 結果 に つい て も 語っ て いま せん 。 


し か し 、 こ れ ら の 考慮 事項 は 、 こ の 問題 の 非常 に 重要 な 側面 で す 。 


生 の 機能 は 非常 に 多様 で ある こと に 留意 する 必要 が あり ます 。 
た と ええ 奇跡 に よっ て 人 間 が それ ら す べ て を 知る よう に な っ た と し て も 、 そ れ ら を 上 単に 説明 す 
る に は 一 生か か っ て も 十分 で は な いで し ょ う 。 私 た ち は 、 栄 養 の 基本 的 な 法則 の 1 つと し て 、 
栄養 成分 は 全体 か ら 離れ て 単独 で 摂取 し た 場合 、 そ の 真 の 目的 を 果たす こと が で き な い と い 
う 事実 を 考慮 する 必要 が あり ます 。 


最も 有名 な 科学 者 で あっ て も 、 あ る こと を 指摘 する と 、 
自分 が 食べ て いる 白 パ ン に は ビタ ミン が まっ た く 含 まれ て いな い の に 、 彼 は 少し の 路 路 も 
な く 、 ビ タ ミ ン を 含む 食品 も 食べ て いる と 言い 返し た 。 同 様 の 正当 栖 が あれ ば 、 レ ン ガ 職 
人 は 一 日 中 レン ガ を 積み 、 モ ル タ ル を 使わ ず に 壁 を 上 げ て も よい 。 モ ル タ ル を 使用 する 場合 も あ 
る と 主張 する 。 こ れ が 食中毒 に よる 失明 で す 。 


で ん ぷん 砂糖 脂肪 、 タ ン パ ク 質 、 数 種類 の 死ん だ 塩 、 言 い 換え れ ば 、 私 た ちの 原料 を 
構成 する 10.000 の 成分 の うち の いく つか の 生命 の な い 灰 だ け で は な いと し た ら 、 白 い パ ン と は 
何で し ょ うか ? 上 記 10.000 の いずれ で も な い 場 合 、 精 製 砂糖 と は 何で すか ? 毒 を 含む 
タン パク 質 や 微量 の 変性 成分 が 含ま れ て いな いと し た ら 、 肉 と は 何で し ょ うか ? し か 
し 、 人 は これ ら の わずか な 物質 で 胃 を 限界 まで 満た し 、 何 和 干 も の 本 当 に 必須 の 栄養 素 を 臓器 
か ら 奪 いま す 。 そ の 結果 と し て 彼 の 臓器 に 起こ る 障害 に 関し て は 、 次 の よう な こと が 考 
えら れ ま す 。 
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病院 を 訪問 し た り 、 医 学 教科 書 の イラ スト を 調べ た りす る こと で アイ デア が 得 ら れ ま す 。 優 れ 
た 栄養 素 の 欠如 が 原因 で な い 場 合 こ の よう な ひど い 変 形 、 た だ れ 、 潰 瘍 が どの よう に し て 
引き 起こ され る の で し ょ うか が か? 


科学 者 た ち は こ れ ま で の と ころ 、 数 千 の 栄養 成分 の うち 40 て 50 種 類 し か 発見 し て いな 
い が 、 医 学 文 献 の 大 部 分 は それ ら の 物質 の 効果 の 説明 に 費やさ れ て お り 、 こ れ ら の 物質 は 他 
の 多く の 医療 活動 の 基礎 も 形成 し て いる 。 さ ら に 、 こ れ ら の 物質 の 製造 と 流通 の た め に 、 商 
業 施設 の 広大 な 網 が 世界 中 に 広がっ て いま す 。 


研究 科学 者 た ち が 、 あ る 日 、 そ の 40 50 種類 の 成分 で は な く 、4,000 種類 や 5,.000 
種類 の 物質 どこ ろか 、400 種類 や 500 種類 の 物質 を 発見 する こと に 成功 し た ら 、 ど の よう 
な 状況 に な る か 、 私 た ち は よ く 想 像 で きる で し ょ う 。 現 代 人 は 、 自 分 の 体 に 必要 な 本 当 の 原 材 
料 の 完全 性 を 見 失っ て いる よう で す 。 そ れ ら は すぐ に は 手 に 入ら な いか 、 入 手 す る の が 不可 
能 で ある か の どちら か で す 。 し た が っ て 、 生 物 の ニー ズ を 満た す た め に 、 隅 々 まで 調べ て そ 
れ ら を 1 つ ず つ 見 つけ な けれ ば な り ま せん 。 研 究 科学 者 は 、 そ の 化学 式 が 既知 で あり 、 本 に 掲 
載 さ れ て いる 物質 の み を 科学 的 で ある と みな し ます 。 彼 ら は 小麦 一 粒 の 成分 の 完全 な 配合 
に つい て の 知識 を 持っ て いな い の で 、 そ こ に 科学 的 な も の は 何 も 見 当たり ませ ん 。 そ れ は 簡単 
に 入手 で き 、 ど こ に で も 溢れ て いて 、 誰 も が 知っ て いる 「 あ り ふ れ た 上 販 質 で す 。 し か し 、 新 し 
い 栄 養成 分 の 発見 と その 配合 の 発見 に 成功 する と 、 話 は 全く 別に な り ま す 。 そ うな る と 、 そ れ は 
科学 的 に な り ま す 。 そ の 発見 は 医学 分 野 に お ける 偉大 な 勝利 と し て 称賛 され 、 さ ら 
に 工場 薬局 、 診 療 所 に 新た な 熱意 と 熱意 を も た らし まし た 。 そ し て これ は すべ て 、 人 間 が 白い 
パン を 手放し た く な いか ら で す 。 


何 が あろ うと も 、 人 々 は つい に 、 病 気 を 取り 除く 唯一 の 方 法 は 、 ま ず 厳 し く 制 限 し 、 次 に 
栄養 成分 の 大 量 破壊 を 完全 に 禁止 する こと で ある こと を 認め な けれ ば な り ま せん 。 


この 目的 の た め に 、 責 任 あ る 機関 は 集中 的 な 広報 を 実施 する 必要 が あり ます 。 
そし て 、 大 量 破壊 を 防ぐ た め に 積極 的 な 措置 を 講じ な けれ ば な り ま せん 。 
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栄養 成分 。 彼 ら は 生 の 食材 の 混合 物 か ら 新しい 種類 の 料理 を 入手 し 、 そ れ を 公衆 に 推奨 

し な けれ ば な ら ず 、 そ の 後 、 国 民 の 栄養 習慣 は 徐々 に 変化 し て いき ます 。 そ の 結果 、 現 在 人 
類 を 苦し め て いる 病気 は 徐々 に 撲滅 され 、 巨 大 な 経済 が 私 た ちの 生活 費 に 影響 を 与え る 

こと に な る で し ょ う 。 


私 た ち が 生 食す る よう に な る 前 、 私 た ちの 家族 は 毎日 1] キロ グラ ム の パン を 
消費 し て いま し た が 、 今 で は 1 キロ グラ ム の 小麦 で 8 ^ 10 日 間 保存 で きま す 。 白 い パ ン を 
食べ て いた ら 、 と っ く の 昔 に 死ん で いた は ず で す が 、 命 を 与え て くれ る 小麦 の お か げ で 今 も 
生き て お り 、 少 な く と も あと 4050 年 は 生き られ る と 確信 し て いま す 。 


生食 と 生食 の 健康 の 比較 
調理 済み 食品 を 食べ る 子供 た ち は 、 調 理 済み 食品 を 食べ る こと に よ 
っ て 被る 害 を 確認 する 最良 の 手段 で ある 


この 原則 は 、 ま ず 保 育 園 、 児 童 養護 施設 、 病 院 、 レ スト ラン で 採用 され 、 そ の 
後 、 広 報 手 段 に よっ て 広く 一 般 に 普及 され る 必要 が あり ます 。 私 が 提示 し た よう な 明白 
で 反 肛 の 余地 の な い 事 実 が ある の で 、 明 敏 な 科学 者 た ち が す ぐに 研究 に 着手 する こと が 期待 
され ます 。 し か し 、 さ ら に 具体 的 な 証明 が 必要 な 場合 は 、 次 の テス ト を 提案 し ます 。 い ず 
れ か の 児童 養護 施設 の 乳児 を 2 つの 均等 な グル ー プ に 分 け 、 一 方 の グル ー プ に は 現在 の 医 
療 方 法 で 栄養 を 与え 、 も う 一 方 の グル ー プ に は 生食 の 原則 に 従っ て 育て ます 。 次 に 、2 つ 
の グル ー プ の 健康 状態 を 相互 に 比較 し て み ま し ょ う 。 私 は 、 栄 養 > 学 の 2 つの シス テム の 
どちら が 真 に 科学 的 で 人 道 的 で ある か が 、 最 初 か ら 全 世界 に 明らか に な る だ ろう と 何 の 疑 
いも あり ませ ん 。 こ の 方 法 を 入院 患者 の 治療 に 応用 し て も 同じ 結果 が 得 ら れる 可能 性 が ある 。 


多く の 単純 な 考え を 持つ 人 々 は 、 子 供 た ち に その よう な 「 実 験 」 を 行う の は 罪深い 、 
ある い は 有害 で ある と いう 理由 で 、 こ の 実験 に 反対 する か も し れ ま せん 。 
し か し 、 そ の よう な 人 々 が も う 少 し 深く 考え れ ば 、 目 的 の 純粋 な 栄養 成分 の 完全 な コレ クシ 
ョ ン を 子供 に 与え る こと に よっ て 子供 の 命 と 健康 を 守る た め の 実 験 で は な いこ と が わか る で 
し よう 。 
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本 来 、 人 間 と いう 生物 に と っ て 。 本 当 の 実験 と は 、 科 学 を 装っ て 、 ま だ 実験 室 で 
ほとん と 認識 され て いな い 数 種類 の 合成 物質 を 使っ て 行わ れる 非 人 道 的 な 実験 の 
こと で あり 、 そ の 結果 、 何 百 万 も の 子供 た ち が 幼 児 期 に 人 生か ら 去 り 、 両 親 は 苦い 思 
い を する こと に な る 。 悲 し み 。 実 験 と は 、1,001 種類 の 変質 し た 食材 や 毒物 に よっ 

て 人 々 の 健康 を 弄 び 、 新 た な 病気 を 生み 出す 実験 の こと で す 。 こ れ ら の 病気 は 、 
その よう な 「 文 明 」 を 少し も 恥じ る こと な く 、 ま た その よう な 病気 を 生み 出し た 状況 
は 無知 、 野 仕 、 野 答 と 名 付け られ る か も し れ な い が 、 決 し て 文明 と は 呼ば れ な い 

と いう こと を 反映 する こと な く 、 滑 稽 に も 文明 の 病気 と 名 付け られ て いる 。 


科学 機関 と 責任 ある 国家 機関 は 、 次 の こと を 行う 必要 が あり ます 。 
生食 の 問題 を さら に 詳し く 調べ る 
遅れ 
私 は 、 人 類 を 地球 上 の あら ゆる 病気 か ら 解放 する 、 根 本 的 で ある と 同時 に 非 

常に 単純 で 自然 な 方 法 を 提案 し まし た 。 こ れ は 、 す べ て の 科学 者 、 医 師 、 知 識 人 、 責 
任 あ る 国家 機関 が 直ちに 注意 を 払わ な けれ ば な ら な い 非 常に 重要 な 問題 で す 。 

彼ら は 、 私 の 見 解 が 間違っ て いる こと を 公 に 証明 し 、 基 礎 的 な 実験 に よっ 

て 反論 する か 、 そ の 真実 を 確認 し 、 そ れ を 実践 する た め に 必要 な 措置 を 講じ な けれ ば 
な り ま せん 。 特 に 、 医 師 が 無関心 また は 沈黙 を 志 し た 場合 、 そ れ は 医師 の 分 野 や 手 
術 が 縮小 され な いよ うに 、 病 気 を 防ぐ こと に 彼ら が 意欲 を 示さ な い 明 ら か な ケ 

ー ス で ある と 一 般 の 人 々 に 解釈 され る 可能 性 が あり ます 。 個 人 的 に は 、 こ れ が 一 

般 的 に 真実 で ある と は 信じ て いま せん 。 な ぜ な ら 、 こ れ ほ と 冷酷 な 人 間 は ほとん どい 
な いか ら で す 。 し か し 医師 は 、 自 分 た ち が 金 儲け より も 崇高 で 宗 高 な 目的 を 持っ て 

お り 、 そ の 目的 が 実際 に は 科学 へ の 奉仕 、 人 類 へ の 奉仕 で ある と いう 明確 な 
拠 を 示さ な けれ ば な ら な い 。 


高 四 で 公共 の 精神 が あり 、 利 他 的 な 医師 は 生食 を 受け 入れ る こと に よっ て 
自ら の 切望 し た 目的 を 達成 し ます が 、 非 人 間 的 で 利己 的 で 強欲 な 医師 は それ に よ 
つっ て 自分 の 個人 的 な 損失 を 見 出す の で す . 根 深い 慣習 を 変え る の は 難し いと 言わ れ 
て いる が 、 そ れ は 薄っぺら な 言い 訳 に し か な ら な い 。 
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邪悪 な 人 々 の 卑劣 な 私 利 私 谷 を 覆い 隠し ます 。 生 食 の 発見 は 、 高 買 な 
人 と 低俗 な 人 、 療 人 と 悪人 、 貢 い 人 と 賢く な い 人 を 区 別 する 最高 の 機 
会 で す 。 


生食 の 普及 ほど 人 道 的 価値 の ある 活動 は あり ませ ん 。 全 人 
類 を 何 世紀 に も わた る 眠り か ら 目 覚め させ 、 目 を 開き 、 無 気力 か ら 振 り 払 
い 、 現 在 の 悪夢 か ら 解 放す る こと が 必要 で ある 。 富 裕 層 は この 目的 の た め に 
自分 の お 金 を 寄付 し な けれ ば な り ま せん 知識 人 の 頭脳 。 協 会 を 結成 
し 、 ク ラブ を 設立 し 、 新 聞 を 発行 し 、 書 籍 を 印刷 する こと が 不可 欠 で す 。 


さら に 、 休 息 、 娯 楽 、 ス ポー ツ の た め の す べ て の 設備 を 備え た 広々 と し た 
療養 所 を 建設 し 、 数 か 月 の 「 投 獄 J に よっ て 癒し 、 若 返り 、 破 壊 的 な 
偏見 か ら 解 放さ れ 、 そ れ ら の 人 々 を 助け 啓発 する こと が 必要 で ある 。 必 要 
な 情報 と 意志 が 不足 し て いる 人 。 教 会 や 学校 、 病 院 な ど 、 必 要 の な 

い 無 駄 な 建物 を 建設 する より も 、 こ の 月 H9 に お 金 と エネ ルギー を 費 

や す 方 が は る か に 有益 で あり 、 望 まし いこ と で す 。 生 食 は 、 ど の 知識 人 が 本 
当 に 自由 で 東 縛 の な い 判 断 力 を 持っ て いる か 、 ま た は どの 人 が 本 当 に 公 
衆 の 健康 と 福祉 に 関心 を 持っ て いる か を 検証 する た め の 試 金石 と な る 。 
歴史 が その よう な 人 々 の 名 前 を 記録 する の は 金 文字 で す 。 


真実 を 話す こと は 罪 で は な い 


私 の こと を 毒舌 だ と 非難 する 人 も いま す -。 私 が 料理 を 食べ る 人 た ち を 殺人 者 、 
殺人 者 犯罪 者 と 呼ぶ と き 、 私 は 非難 し て いる の で は あり ませ ん .。 私 は た だ 真実 を 語っ 
て いる だ け で す 、 そ の 真実 は 苦 々 し いも の か も し れ ま せん 。 
母親 が 自分 の 注意 深い 手 で 愛す る 我 が 子 の 口 に 熱い 食べ 物 を 詰め 込む 
と 、 赤 ん 坊 の 臓器 に ダメ ー ジ を 与え 、 病 気 や 死に 至る こと に な り ま す 。 
医師 が 小さ な 子供 た ち に 「 栄 養 価 が 高く 」「 消 化し や すい 」 食 
事 を 用 意 す る と き 、 
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野菜 や 果物 を 犠牲 に し て 人 エビ タ ミ ン の 錠剤 を 処方 する と 、 彼 は さら に 
重大 な 犯罪 を 犯し ます 。 


私 は 毎日 運命 の 奇妙 な 皮肉 に よっ て 、 絆 者 や 病人 が 病気 の 原因 と な 
っ た 物質 その も の を 治療 薬 と みな し て 偵 欲 に 食 り 食う 一 方 で 、 逆 に 唯一 の 
物質 を 恐怖 の あま り 避 け て いる 様子 を 観察 し て いま す 。 彼 ら は 、 そ 
れ ら が 病気 の 原因 で ある と 考え て いる と いう だ け の 理由 で 、 彼 ら を 健康 に 
戻す こと が で きる 物質 ( 生 の 野菜 や 果物 ) を 摂取 し ます 。 こ の 致命 的 な 誤 
解 の た め だ け に 、 何 百 万 も の 命 が 犠 牲 に な っ て いま す 。 悲 劇 の 深層 を 
員 く 人 間 は 、 決 し て 冷静 で 無関心 で いら れる は ず が な い 。 


破壊 に 対す る 法 的 障壁 は 存在 し な い 
人 間 の 工場 向け の 原材料 


適切 な バラ ンス で わずか な 欠陥 が 明らか に な っ た と き 
ある 郡 の 産業 に 供給 され る 原材料 に 関し て 、 責 任 者 は 過失 で 告発 
され 、 告 放さ れる が 、 人 間 工 場 の 適切 な 作業 に 必要 な 原材料 に 最も ひど 
い 異物 混入 を 犯し た 者 は 、 し ば し ば 無罪 と な る 。 科 学 が 進歩 し た 今世紀 
に お いて .、 最 も 無知 で 思 か な 人 間 に は 、 天 然 食材 を 劣化 させ る 新しい 方 
法 を 模索 し 、 最 も ば か ば か し い 食 べ 物 を で っ ち 上 げ て 売り に 出す 絶対 的 な 
権利 が ある 。 し か し 、 特 に 奇妙 な の は 、 生 きた 細胞 の 生物 学 的 機能 
の 研究 に 人 生 を 捧げ て きた 偉大 な 科学 者 偉大 な 細胞 学者 ある い は 人 
生 の 主 な 目的 が 栄養 士 で ある と いう 事実 で ある 。 人 間 に と っ て 理想 的 な 食 
事 は 、 そ の よう な 変性 物質 を 山盛り 購入 し 、 自 分 の 味覚 の 命令 だ け に 従っ 
て 、 最 大 限 の 無関心 と 不 注意 で 細胞 に 提供 する の で す 。 


一 見 する と 、 私 た ち が 自 分 自身 を 解放 で きる な ん て 信じ られ な いよ うに 思え ます が 、 
生食 に よる あら ゆる 病気 。 し か し 、 こ の 命題 の 偉大 さ は 、「 信 じ ら 
れ な いこ と 」 が 容易 に 実現 され る と いう 事実 その も の に ある 。 食 物 依存 症 
を 断ち 切る こと の 難し さ を 、 理 想 の 実現 へ の 障害 と みな し て は な り ま せん 。 
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生食 。 そ れ ど ころ か 、 そ れ は 人 類 に 対す る 敵 の 強 さ を 測 る 尺度 と し て 機 

能 し 、 そ の よう な 恐ろし い 怪 物 が 生ま れ た ば か り の 子供 の 体内 に 侵入 
する の を 防ぐ た め に あら ゆる 努力 を 払わ な けれ ば な り ま せん 。 調 理 済 

み の 食事 を 自分 で や め る の が 難し く 、 依 然 と し て 有害 な 習慣 を 続け て いる 
人 々 で あっ て も 、 上 真理 を 青 定 し 、 次 の 世代 と 人 類 の 未来 の た め に 、 説 教 す 
る こと に よっ て 真理 の 勝利 の た め に 戦わ な けれ ば な り ま せん 。 そ し て 、 生 
食 の 原則 と 他 の あら ゆる 利用 可能 な 手段 を 説明 し ます 。 


も ちろ ん 、 心 の 狭い 人 や 後ろ 向き な 人 に は 
調理 済み 食品 や 薬品 を 好む 人 々 は 取り 返し の つか な い ほ と 偏 見 を 持っ て 
お り 、 生 食 の 原則 は あま り に も 先進 的 すず る が 、 今 日 私 た ち が 生 き て いる の は 、 
あら ゆる 進歩 的 な アイ デア や 偉大 な 発明 が 何 年 に も わた っ て 迫害 され て いた 
中 世 で は な く 、 宇 宙 時 代 で ある 。 無 知 な 暴徒 。 
今日 私 た ちの 前 に は 人 類 の 存続 か 滅亡 の 問題 が 課せ られ て いま す 。 た め ら 
うこ と は 非 人 間 的 で す 。 


生食 は 公衆 の 面前 で 多大 な 利益 を も た ら す 
経済 性 と 生活 水準 の 向上 


信じ られ な い ほ どの 量 の 栄養 素 が 火 で 破壊 され 、 
さま ざま な 形 の 剥 離 、 精 製 、 加 工 に よっ て 。 一 例 と し て 、100 グ ラム の 
発芽 小麦 は キログラム の 小麦 か ら 得 ら れる 白 パ ン よ り も 栄養 価 が 高い 
と 言え ます 。 
他 の すべ て の 品種 の トウ モロ コン シン 、 豆 類 、 野 菜 、 果 物 に も 同じ こと が 当て 
は まり ます 。 も し 私 た ち が 今 日 すべ て の 動物 性 食品 を 排除 すれ ば 、 世 界 
で 生産 され る 野菜 は 、 生 の 状態 で 食べ る 限り 、 現 在 の 世界 人 口 の 数 倍 を 単 
独 で 養う こと が で きる で し ょ う 。 生 食 の 本 当 の 意味 は 人 々 が これ ら の 栄 
養 素 を 破壊 する た め に 浪費 する 労力 、 時 間 、 お 金 を 考え 、 す べ て を 考慮 
する と 、 よ り 理 解 で きる で し ょ よう 。 
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これ ら の 同じ 栄養 素 の 破壊 に よっ て 私 た ちの 臓器 に 引き 起こ され る 破壊 
を な くす こと を 期待 し て 、 さ ま ざ ま な 保健 省 と 一 般 大 衆 の 両方 が 負 

担 する 医療 費 。 こ の 件 に つい て さら に 詳し く 知り た い 人 に は 、 具 体 的 

な 証拠 に よっ て 私 の 発言 が 真実 で ある こと を 証明 する 用 意 が あり ま 

す 。 こ の 問題 に 無関心 を 示し 、 個 人 的 な 依存 症 を 正当 比 す る た め に これ ら 
の 悲痛 な 真実 に 耳 を 閉ざし た 責任 ある 権力 者 た ち を 、 歴 史 は 決し て 

赦 す こと は な い だ ろ う 。 


彼ら が 生食 の 原則 を 受け 入れ る こと を 拒否 する 理由 は 2 つ し 
か 考え られ ませ ん 。 彼 ら は 人 類 か ら 調 理 済み の 食事 の 「 楽 し み 」 を 「 春 
う 」 の で は な く 、 病 気 の 存在 を 容認 する こと を 好む と 宣言 し 、 そ の 結果 得 
られ た 一 連 の 「 科 学 的 成果 」 全 体 を 実用 化す る 可能 性 を 放棄 する 
か 、 ど ちら か で な けれ ば な ら な い 。 多 大 な 労力 を 費やし て 、 あ る い は 
私 が 提案 し た 基本 的 な テス ト の 実施 に よっ て 、 生 食 は 人 々 を 病気 か ら 
解放 する どこ ろか 、 む し ろ 害 を 及ぼ すこ と を 証明 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 
彼ら は これ を 実行 する の は まっ た く 不 可能 で ある と 判断 する で し ょ う 。 し た が っ て 、 彼 ら に は 最初 の 
推論 に 頼る 以外 に 選択 肢 は な いと いう こと に な り ま す が 、 そ の 極め て 非 人 道 的 な こと は 誰 の 目 に も 
明らか で す 。 


し た が っ て 、 す べ て の 罪 の な い 子 供 た ち を 代表 し て 、 私 は 、 生 食 に 
反対 する 人 々 が 適切 な 回 答 を 得 て 、 世 論 が 必要 な 結論 を 引き 出し 、 そ の 意 
見 を 表明 する 機会 を 得る こと が で きる よう に 報道 機関 に 異議 を 提出 する よ 
う 要 求 し ます 。 最 終 的 か つ 公正 な 判決 。 


誰 も が 現実 的 か つ 統 合 的 な 生 の も の を 認識 し な けれ ば な り ま せん 
彼 の 体 の 材質 
すべ て の 人 は 、. 複 雑 な 問題 の 1 つ を 誇り に 思っ て いま す 。 
世界 中 に 工場 が あり 、 そ の 工場 の 円 滑 な 運営 に 責任 を 負っ て いる の 
は 彼 だ け で す 。 し た が っ て 、 そ の 素晴らし い 工 場 の 本 物 の 、 完 璧 で 不可 欠 な 
原材料 を 徹底 的 に 知る 必要 が あり ます 。 
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これ ら の 原材料 の 完全 性 は 、 現 在 の 生物 学者 が 栄養 学 の 教科 
書 で 指定 し て いる タン パク 次 、 脂 肪 炭水化物 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 、 
カロ リー の 量 に よっ て 決ま る わけ で は あり ませ ん 。 ま た 、 調 理 済み 
の 食品 の レン ピ の 長い リス ト を 並べ て 判断 する こと も で きま せん 。 


何 百 万 年 も の 間 、 そ し て 最も 正確 な 計算 に よっ て 、 私 た ちの 素 晴 ら 
し い 自然 は 人間 の 有機 体 に 必要 な 不可 欠 な 原材料 を 集め 、 そ れ ら を 完全 
に 調和 し て 必要 な 量 で 組み 合わ せ 、 そ れ ら に 命 を 与え 、 植 物 に 濃縮 し 
て きま し た 。 生 きた 細胞 の 形 を し た 体 。 


貯 養 の 秘密 は 、 細 胞 が 死ん で いる か 生き て いる か に あり ます 。 
いか な る 場合 で も 、 死 ん だ 細胞 か ら な る 物質 は 人 間 の 工場 の 原料 と し 
て 使用 で きま せん 。 


人 間 は バラ ンス の 感覚 を 失い 、 理 性 の 限界 を 超え て 自分 の 発明 
を ほ く そ 笑 む べき で は あり ませ ん 。 確 か に 、 個 々 の 栄養 成分 の 研究 に お 
いて 生物 学者 は 多大 な 労力 を 費やし 、 非 常に 多く の 重要 な 発見 を し て 
お り 、 そ れ ら は 十分 に 評価 に 値 し ます 。 し か し 、 こ れ ら すべ て の 成果 は 、 
人 類 の 現在 の 技術 的 お よび 精神 的 発達 と の 関連 に お いて の み 偉 大 で ある 
と みな され る 可能 性 が あり ます 。 自 然 の 最高 の 知恵 に 対し て は 、 最 も 
著名 な 科学 者 で あっ て も 、 あ ら ゆ る 学習 と 無数 の 発見 を 行っ て も 、5 歳 
の 子供 以上 の 洞察 力 は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 彼 ら に は 、 自 然 に よ 
っ て 構築 され た 原材料 の 調和 と 完全 性 を 乱 し 、 子 供 じ みた 断片 的 な 知識 

を 完璧 な 科学 と し て 公衆 に 押し 付け る 権利 は あり ませ ん 。 


食材 の 秘密 に 人 迫 ろう と し て いる の は 間違い あり ませ ん 。 
科学 者 の 最終 的 な 目的 は 、 人 間 の 生体 に と っ て 不可 欠 な 栄養 成分 
を すべ て 認識 し 、 そ れ ら の 相対 量 を 決定 し 、 そ れ ら を 統合 する こと で す 。 言 
い 換 えれ ば 、 小 麦 や レン ズ 豆 を 人 工 的 に 調製 し 、 そ れ に 命 を 吹き 込み た 
いと 考え て いる の で す 。 し か し 、 人 間 が 何 千 年 も の 絶え 間 な い 労 働 の 未 に 
得る こと が で き な か っ た も の を 、 自 然 は 今日 無償 で 私 た ち に 与え て くれ ま 
す 。 こ れ 以 上 何 を 望む で し ょ うか ? 私 た ち は 、 人 類 の 知恵 を 信じ て 、 疑 問 を 
抱き ます か ? 
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それ と も 肉 へ の 依存 症 が 人 間 を 信じ られ な い ほ どの 愚行 に 駆り 立て る の で し ょ うか ? 


も っ と 必要 だ と 考え る の は 最も 無 意 味 で 危険 で す 
植物 体 に 含ま れる タン パク 質 や その 他 の 栄養 成分 。 後 者 に 少量 の タン パク 質 し か 含ま れ 
て いな い 場 合 、 私 た ちの 体 は それ 以上 の タン パク 質 を 必要 と し な いこ と に な り ま す 。 な ぜ な ら 、 
まさ に その 量 に よっ て 私 た ちの 生物 は 何 百 万 世紀 に も わた っ て 構築 され 、 発 展 し 
て きた か ら で す 。 


体 の こと に つい て 話し 続け る の が 大 好き な 人 も いま す 。 
建材 。 「 完 全 に バラ ンス の 取れ た 動物 性 タン パク 質 と 「 栄 養 価 の 高い 食事 」 に 
よっ て 、 ど の 世代 の 身長 も わずか 1 ミリ メー トル で も 伸び る こと が で きれ ば よ 、 今 日 人 類 の 身 
長 は すでに 数 メー トル 伸び て いる で し ょ う 。 


大 量 生産 され た 人 エエ ビタ ミン は 、 人 体 に 入っ て か ら 5 分 以内 に し ば し ば 私 た ちの 生 
体 の 機能 を 完全 に 停止 し て し まう と いう 非常 に 明白 な 理由 か ら 、 決 し て 栄養 成分 と し て 
機能 する こと は で きま せん 。 言 い 換え れ ば 、 そ れ ら は 私 た ち を 死に 追い や る の で す 。 


特定 の 食品 を 特定 の ビタ ミン や その 他 の 栄養 成分 の 供給 源 と みな す の は 嘆かわしい 近 
視 眼 で す 。 
すべ て の 有機 化合 物 は ほぼ 同じ 成分 で 構成 され て いま す が 、 そ の 組成 や 分 子 構造 の 違い に よ 
り 、 物 理 的 お よび 化学 的 性 質 が 異な り ま す 。 し た が っ て 、 ア ルコ ー ル と 糖類 は 同じ 化 
学 元素 (炭素 、 水 素 、 酸 素 ) で 構成 され て いま す が 、 色 、 味 、 外 観 が 大 きく 異な る こと 
は 誰 も が 知っ て いま す 。 鳥 は 一 種類 の 種子 や 穀物 を 入れ た 棋 の 中 で 飼育 され 、 家 畜 は 一 種 
類 の 草 だ け を 与え られ る こと が よく あり ます 。 し か し 、 こ れ ら の 生物 は 、 与 えら れ た 1 種 
類 の 食料 か ら タ ン パ ク 質 、 脂 肪 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル を 十分 に 摂取 し て いま す 。 


偽 の ビタ ミン 破壊 的 な 抗生 物質 、 さ ま ざ ま な 毒物 に よる 病気 の 治療 は 、 病 因 論 的 か つ 
基本 的 な 推論 で は な く 症状 的 で 見 か け 上 の 矛盾 し た デー タ に 基づい た 絶望 的 な 実験 で す 。 
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人 エエ ビタ ミン は 、 火 で 燃やさ れ た 天然 ビタ ミン の 素晴らし い バ 
ラン ス を 復元 する こと は で きま せん 。 変 性 し た 器官 や 腺 の 正常 な 生物 学 
的 機能 を 調節 で きる 毒 は あり ませ ん 。 キ ッ チ ン で 破壊 され る 天然 の 抗生 物 
質 に 代わ る 抗生 物質 は あり ませ ん 。 


動物 は 傷口 を 大 め る こと で 治し ます 。 そ れ ら の 分 泌 物 と 貴 液 に は 
殺 画 作用 が あり ます 。 し か し 、 調 理 さ れ た も の を 食べ る 人 の 分 泌 物 に は 
その よう な 特性 が あり ませ ん 。 生 食 者 は 気道 の 組織 か ら 放出 され る 分 泌 
物 の 作用 に よっ て 重度 の 風邪 の 危険 を 回 避 し ます が 、 調 理 済み 食 者 
は 評 や 嘩 液 を 出し ます が 、 そ れ で も 同じ 危険 に 抵抗 する こと は で きま 
せん 。 


調理 し て 食べ る 時 代 は 依存 症 の 時 代 で す 。 
迷信 と 微生物 が 君臨 する 


現代 医学 は 、 無 駄 な 迷信 の 絡み 合っ た 網 に 囲ま れ て いま 
す 。 医 療 活動 全体 は 、 対 症 療法 的 で 見 か け 上 の 歌 暗 的 で 矛盾 し た デー 
タ に 基づい て いる 一 方 、 最 も 本 質 的 か つ 基 本 的 な 原則 は 忘却 の 中 に 埋もれ 
て いま す 。 こ れ は 、 す べ て の 工場 の 効率 的 な 操業 に は 、 エ ンジ ニア が 指定 し 
大 完全 な 原材料 の 均一 な 供給 が 必要 で ある と いう 事実 で す 。 こ の 場合 、 人 
間 工 場 の 不可 欠 な 原料 は 生き た 植物 細胞 で あり 、 そ れ 以 外 の 
何 も の で も あり ませ ん 。 


現代 人 は いく つか の 技術 的 成功 に 酔い し れ 、 自 分 が 文明 の 頂 
点 に いる と 想像 し な が ら も 、 実 際 に は 最も 原始 的 で 不 自然 で 陰惨 な 悪夢 
の よう な 生活 を 引き ずっ て いる 。 
一 般 的 に 言え ば 、 政 治 、 経 済 、 道 徳 、 健 康 の 分 野 で は 、 人 間 の 心 と 感情 は 
忌まわしい 依存 症 と 空虚 な 迷信 に よ され 、 行 動 が 左右 され 
ます 。 人 生 の 最も 本 質 的 で 基本 的 な 問題 忘れ 人 は 二の次 で 重要 な 非常 
に 砦 細 な 事柄 を 誇張 し て 重要 な 質 問 に 変え 膨大 な 時 間 と 資源 を 浪費 し 、 
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8 き 起 こし 、 血 の 海 を 流し て 、 普 遍 的 な 破滅 と 破壊 を 広げ 


Oo 


過去 の 歴史 家 た ち は 、 外 国 の 征服 者 に よっ て 課せ られ た 押し 付け や 頁 物 
を 最も 忌まわしい 色 で 描い て きた 。 一 方 、 今 日 で は 、 文 明 的 で 啓蒙 され て い 
る と みな され る 人 々 が 、 国 家 の 実権 を 握る や いな や 、 さ ま ざ ま な 合法 化 
され た 口実 を 使い 、 個 人 的 な 依存 症 や 野心 を 満た す た め に 自国 民 の 総 収 
入 の 90 パ ー セ ント 以上 を 没収 し て いる 。 彼 ら は 、 人 々 の 健康 を 損なう タバ コ 、 
アル コー ル 飲 料 と ノン アル コー ル 飲 料 、 お 茶 、 コ コア 、 コ ー ヒ ー の 生産 を 奨励 
し 、 そ れ ら か ら 得 られ る 政府 収入 の 増加 を 誇り に 思っ て いま す 。 同 様 に 、 
家族 の 愚か な 父親 も 、 子 供 た ち が 浪 費 し た 1 ポン ド を 犠牲 に し て 、 そ し て さら 
に 悪い こと に 、 子 供 た ちの 健康 を 損なう と いう 大 き な 代 償 を 払っ て 得 た わ ず 
か な ペニー を 見 て ほ く そ 笑 む か も し れ ま せん 。 


人 類 の 栄養 習慣 は 、 全 能 の 中 毒 の 衝動 に 刺激 され て 、 徐 々 に 、 食 
欲 を そそ る 恐ろし い パ ター ン に 沿っ て 発展 し て いる と いう 事実 か ら 明 ら 
か な よう に 、 個 々 の ビタ ミン や ミネ ラル に 関す る 現在 の 提案 や 推奨 は 、 何 の 
有用 な 結果 も 得 て い な いと いう こと 。 ビ タ ミ ン や ミネ ラル が 不足 し た 危 
険 な 食品 の 生産 。 わ ず か な 休息 も 休息 も な く 、 タ バ コ 、 ア ルコ ー ル 飲料 お よび 
ノン アル コー ル 飲 料 、 ビ スケ ッ ト 、 お 菓子 、 ア イス クリ ー ム 、 ソ ー セ ー ジ 缶詰 食 
品 、 白 パン 、 マ ー ガ リン 、 そ の 他 の さま ざま な 危険 物質 を 製造 する 工場 が 絶え 
間 な く 発 生 し て いま す 。 


これ ら す べ て は 、 彼 ら の 日 常 生 活 の 行動 に お いて 次 の こと を 証明 する こと に な り ま す 。 
人 々 は 常識 で は な く 、 調 理 し て 食べ る 人 類 に 特有 の 破壊 的 な 中 毒 と 
無駄 な 迷信 に よっ て 導 か れ て いま す 。 
この 世界 に は 、 興 味 が 厳密 に 限定 され た 上 細 で 二 次 的 な 質問 に 関係 する グ 
ルー プ が 多数 存在 し ます 。 
今後 、 文 明信 の 主 な 義務 は 、 あ ら ゆ る 種類 の 依存 症 や 迷信 に 対し て 緊急 
か つ 断 固 と し た キャ ン ペ ー ン を 実施 する こと で ある べき で す 。 こ れ が 人 間 
が 行う 唯一 の 基本 的 な 手段 で す 。 


64 


Machine Translated by Google 


彼 は 常に 望ん で いた 、 豊 か で 、 平 和 で 、 快 適 で 、 健 康 で 、 長 く 幸 せな 生活 を 手 に 入 
れる こと に 成功 し まし た 。 


具体 的 な 証拠 が 目 の 前 に あり ます 。 生 食 で は な いと いう こと で 
私 は 自分 の 命 を 救っ た だ け で な く 、 絶 え ず 私 を 苦し め て いた すべ て の 病気 か 
ら 自分 自身 を 解放 し 、 早 期 の 死 の あの 忘れ られ な い 幽 霊 を 私 か ら 完全 に 追 
い 払い まし た 。 料 理 を 食べ る 人 た ち が 仕 事 を や め て 紀生 活 に 入る 61 歳 の 今 、 私 
は 25 歳 の 若者 の よう な 健康 、 体 力 、 活 力 、 エ ネル ギー を 取り 戻し まし た 。 


私 は 何 ヶ 月 も の 間 、1 日 16 時 間 働 いて いま す が 、 ま っ た く 疲 労 感 を 感じ ませ ん 。 
私 は 、 料 理 を 食べ る 人 の 一 生 を 再び 生き られ る と 確信 し て いま す 。 


人 間 は 生き る た め に 食べ る べき で あり 、 食 べ る た め に 生き る べき で は な い 、 と よく 言わ れ ま す 。 
食べ る こと 自体 が 目的 で は な く 、 目 的 を 達成 する た め の 手 段 と 考え て いる 人 が 
誰 で ある か を 証明 する 時 が 来 ま し た 。 そ の よう な 人 々 が 私 の 例 に 條 い 、 ア リ 
ー ナ に 足 を 踏み 入れ 、 共 通 の 目的 の た め に 手 を 携え 人 類 の あら ゆる 依存 
症 と 導い 、 全 人 類 に 新しく 幸せ な 生活 へ の 道 を 開い て も らい まし ょ う 。 


本 書 で 議論 され て いる 主題 は 、 密 室 で 議論 され る べき 専門 的 な 問題 で は 
あり ませ ん 。 こ れ ら は 人 類 全体 に 関わ る 問題 で あり 、 誰 も が 自分 の 体 の 本 当 の 
素材 を 認識 で きる よう に 公 的 に 検討 され な けれ ば な り ま せん 。 


自分 自身 と 自分 の 子供 た ちの 健康 に 関心 を 持つ すべ て の 人 々 の 義務 は 、 生 
食 の 原則 に 反対 する 人 々 が 声 を 上 げ 、 報 道 機関 に 批判 を 提出 する よう 要求 する こ 


と で す 。 彼 ら に 適切 な 返答 を 与え 、 生 食 の 原則 に 対す る 一 般 大 衆 の 懐疑 を 払拭 
する 機会 を 与え る 。 


付録 


生食 に 関す る 私 の 本 の 読者 は 、 直 接 ま た は 書面 で 私 に 申し 込み を し 、 
特別 な 生食 食 の 詳細 を 尋ね て くる こと が よく あり ます 。 さ て 、 生 食 者 に は 朝 の 
特別 な が プロ グラ ム は あり ませ ん が 、 
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昼 ま た は 夜 の 食事 。 彼 は 、 い つ で も 好き な と き に 、 好 き な も の を 、 食 欲 の 
赴く まま に 食べ ます 。 し か し 、 調 理 済み の 食事 を する 人 々 は 、 特 別 な 時 
間 と 給餌 法 に 慣れ て いる た め 、 生 食 の シス テム も 一 定 の 規則 に 基づい て 規 
制 さ れる こと を 望ん で いる か ら 、 そ の まま に し て お く 。 特 に 害 は あり ませ ん 。 


も ちろ ん 、 詳 細 な レシ ピ を 考案 し 、 多 数 の 新しい 料理 を 含む さま ざま 
な メニ ュー を 計画 する の は 、 一 人 の 能力 で は あり ませ ん 。 今 日 私 た ち が 目 に 
する 無数 の 多様 な 調理 料理 や 変質 食材 は 、 何 生年 も の 歳 月 と 何 生 人 も の 
人 々 の 勢力 に よっ て 徐々 に 発展 し て きま し た 。 


最も 牛 明 な 摂 食 方 法 は 生食 で ある と 人 々 が つい に 確信 する と 、 い わ ば 
一 夜 に し て さま ざま な 種類 の お いし い 料 理 が 登場 する で し ょ う 。 


普段 料理 に 費やす 時 間 の うち 数 週間 を 費 や せ ば 、 主 婦 は 誰 で も 、 目 分 
の 好み に 応じ て 、 私 た ち が 入 手 で きる 多数 の 生 の 食材 を 混ぜ 合わ せ て 、 多 
種 多様 な 素晴らし い 新 し い 料 理 を 生み 出す こと が で きる で し ょ よう 。 そ うす る 
こと で 、 彼 女 は 同時 に 一 般 的 な メニ ュー を 充実 させ る で し ょ う 。 私 た ち 自身 
の 家族 を 例 に 考え て み ま し ょ う 。 


何 度 も 試し た 結果 、 私 は 、 穀 物 、 豆 類 、 ジ ャ ガイ モ 、 ナ ス 、 骨 蘭 な ど 、 食 物 
中 毒 者 に と っ て 生食 は 不可 能 と 考え られ て いる 食品 を 、 さ ま ざ ま な 量 で 混 
ぜ 合 わせ て 、 お いし い サ ラダ を 作る こと が で きる と いう 結論 に 達し まし 
た 。 最 も 確信 し て いる 肉 中 毒 者 で さえ 。 


小麦 、 レ ンズ 豆 、 ひ よこ 豆 、 豆 な ど を た っ ぷり の 水 に 浸し て も ど し ま す 。 
12 日 し て 発芽 し 始め た ら 、 真 水 で すす ぎ ます 。 次 に 、 こ の 水 を 排出 し 、 
鍋 に 蓋 を し て 、 涼 し い 場 所 に 置き ます 。 こ の 状態 で あれ ば 3 て 4 日 は 食べ ら 
れ ま す 。 ま た 、 レ ー ズ ン 、 ク ルミ 、 ナ ツメ ヤシ 、 そ の 他 多 く の 食 べ 物 と 一 緒 
に 摂取 し た り 、 さ ま ざ ま な サラ ダ と 混ぜ た りす る こと も で きま す 。 


サラ ダ を 作る と き は 、 小 麦 や 1 レン ズ 豆 な ど を ミン チ 機 に か け 、 
ジャ ガイ モ や ニン ジン を すり お ろ し ます 。 
66 


Machine Translated by Google 


お ろ し 金 : キ ュ ウ リ 、 ト マト 、 タ マネ ギ を ナイ フ で 薄く 切り 、 ピ ー マ ン と 数 種類 
の 緑 の 野菜 を 千切り に し ます 。 


これ ら を すべ て 混ぜ 合わ せ 、 生 の オリ ー ブ オ イル .、 新 鮮 な レモ ン 汁 、 そ し て 少 
量 の 新鮮 な 湧き 水 を 加え ます 。 ク ルミ 、 レ ー ズ ン 、 ナ ツメ ヤシ な ど を 加え る こと も で 
きま す 。 成 分 の 相対 量 は 個人 の 好み に よっ て 異な り ま す 。 夏 に は 、 こ の よう な サラ 
ダ を 冷や し て 食べ る の が 楽し いで す 。 


この サラ ダ の 作り 方 を 基本 に 、 あ ら ゆ る 種類 の 野菜 や ほう れん 草 、 レ タス 、 茹 
子 ビー ツ 、 一 般 的 に は ビー ツ な どの さま ざま な 野菜 を 使用 し て 、 さ ま ざ ま な 味 と 
見 た 目 の 多種 多様 な サラ ダ を 準備 する こと が で きま す 。 、 私 た ちの 菜園 が 
提供 する も の は 何で も 、 し か し サラ ダ の 重要 な 成分 は 穀物 、 豆 類 、 ジ ャ ガイ 
モ で す 。 


この サラ ダ は 全 人 類 の 基本 的 な 食べ 物 に な ら な けれ ば な り ま せん 。 
この 栄養 素 は 、 冨 裕 層 と 貧困 層 の 両方 に と っ て 最も 完全 な 栄養 で あり 健康 を 
与え 、 強 化し 、 満 足 感 を 与え 、 栄 養 価 が 高く 、 安 価 で ある と いう 利点 が あり ます 。 健 
康 長寿 に 欠か せな い 有 要素 が すべ て 詰まっ た 一 品 で す 。 あ ら ゆる 病気 に 対 
する 処方 箋 で す 。 こ の 食事 に 少量 の 追加 の 果物 を 加え れ ば 、 男 性 の 毎日 の 必要 量 
を 満た す と 同時 に 、 あ ら ゆ る 種類 の 病気 に 対す る 最善 の 保護 を 与え る の に 十 
分 で す 。 


特定 の 品種 の 相対 的 な 高級 性 を 考慮 し て 

冬 に は 果物 が 不足 する た め 、 生 で 食べ る と か な り 高価 に な る と 考え る 人 も いま 

す 。 彼 ら は 、 生 食 者 は 一 年 中 新鮮 な 果物 だ け を 食べ な けれ ば な ら な いと 想像 し て 
いま す 。 も ちろ ん 、 こ れ は 真実 で は あり ませ ん 。 ボ リュ ー ム た っ ぷり の 食事 を 、 フ 
ルー ツ を た っ ぷり 食べ て 完 食 する 人 も いま す 。 そ の よう な 人 た ち が 、 そ の 上 果物 を 普 
段 食 べ て いる パン の 一 部 だ け (も ちろ ん 生 の 小麦 で ) と 一 緒 に 食べ れ ば 、 十 分 に 
満足 で きる で し ょ う 。 こ の よう に し て 、 調 理 済み の 食事 、 お 茶 、 ペ スト リー、 そ の 
他 あ ら ゆ る 種類 の 劣化 し た 食べ 物 を 準備 する 費用 と 手間 の 両方 が 節約 され ます 。 
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小麦 、 ク ルミ 、 根 藤 な ど 、 一 年 を 通じ て どの 季節 で も 入手 で き 、 
価格 の 変動 が わずか な 食材 も あり ます 。 さ ら に 、 旬 の 新鮮 な 果物 を 活用 する 
こと も で きま す 。 し た が っ て 、 桑 が 豊富 に ある と き は 、 私 た ち は 主 に 桑 を 食べ 、 
ブドウ や 他 の 果物 も 食べ ます 。 


冬 に は 、 さ ま ざ ま な 種類 の 自然 乾燥 フル ー ツ を 冷水 に 浸し 、 生 の コ 
ン ポ ー ト に し て 美味 し く お 召し 上 が り い た だ け ま す 。 こ の コン ポー ト に 、 ナ 
ッ ツ 、 ピ スタ チオ 発芽 小麦 、 カ ル ダ モ ン 、 バ ニラ パウ ダー な ど を 加え て も よ 
いで し ょ う 。 生 の コン ポー ト は 最も 経済 的 で ある と 同時 に 、 冬 に 最も 楽 
し い 食 べ 物 で す 。 


クル ミ 、 ア ー モ ンド 、 ピ スタ チオ 、 ヘ ー ゼ ルナ ッ ツ を 他 の ドラ イフ ルー ツ 
と 混ぜ て 自然 の 状態 で 食べ る ほか 、 粉 砕 し て さま ざま な 形 で 使用 し た り 、 生 
野菜 の ホッ チ ポ ッ チ や さま ざま な コン ポー ト と 混ぜ た りす る こと も 
あり ます 。 生 食 者 に と っ て 最も お いし い 菓 子 は 、 ク ルミ 、 ア ー モ ンド 、 
ピス タチ オ の 甘い 肉 「 ハ ル ヴ ァ 」 で す 。 こ れ ら を 砕き 、 カ ル ダ モ ン 、 バ 
ニラ 、 ま た は サフ ラン で 味 を 調え 、 小 さ な 正 方 形 に 切り ます 。 こ の ハ 
ル ヴ ァ は 、 さ ま ざ ま な 緑 の 野 菜 と 一 緒 に 美味 し く 食べ られ ます 。 レ タス の 葉 
に 挟ん で サン ドイ ッ チ の よう な 形 で 食べ る こと も あり ます 。 新 鮮 な レモ ン 
汁 を 混ぜ た 水 は 、 子 供 に 与え る の に 最適 な 飲み 物 で す 。 


結論 と し て 、 読 者 に 非常 に 重要 な こと を も う 一 度 思 い 出し て も ら う 必要 が あり ます 。 
常に 念頭 に 置い て お か な けれ ば な ら な い 重 要 な 状況 。 生 食中毒 の 初期 
段階 で は 上 食 中 幸 者 ! まな 形 の 不快 感 を 経験 する 可能 性 が あり 、 
いう HI 象 が 残る こ と が の り ます 。 栄 養 学 に お け る 既存 の 誤 っ た 悲惨 な 概念 は 
すべ て 、 そ の よう な 明白 で 矛盾 し た 印象 に 由来 し て いる こと を 忘れ て は な り 
ませ ん 。 し た が っ て 、 表 面 的 な 症状 が 仕事 を 中 途 半 端 に 終わ ら せ る 
言い 訳 に な っ て は な り ま せん 。 最 終結 果 が 出る まで 待つ 必要 が あり 、 結 
果 が 出る まで に 数 週間 か ら 数 か 月 か か る 場合 が あり ます 。 し か し 、 調 理 
済み の 食品 に 生 の 栄養 素 が 混合 され る 場合 、 そ の 結果 は 大 幅 に 遅れ て 効 
果 が な か っ た り 、 ま っ た く 現 れ な か っ た りす る 可能 性 が あり ます 。 
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彼ら の 不快 感 は 治癒 反応 に 他 な ら ず 、 彼 ら に 示さ れる 抵抗 に よっ 
て 、 彼 ら は あら ゆる 既知 お よび 未知 の 病気 か ら 解放 され る で し ょ う 。 


も ちろ ん 、 そ れ ら の 不快 感 の 中 で 最も 長引く の は 、 次 の よう な も の へ の 望 で す 。 

調理 し た 食品 。 し か し 、 そ の よう な 状況 下 で 感じ る 「 飼 え 」 の 衝動 は 、 
正常 な 細胞 や 健康 な 細胞 に よっ て で は な く 、 変 性 し た 役に立た な い 不 活 
性 な 細胞 や 体内 に 蓄積 され た 毒 に よっ て 刺激 され る と いう こと を 常に 心 

こ 留 め て お か な けれ ば な り ま せん 。 言 い 換 えれ ば 、 ま さ に 病気 に よっ て 
生体 が 消耗 され て し まう の で す 。 し た が っ て 、 ま さ に その 「 餅 え 」 の 感 
情 に 耐え 抵抗 する こと に よっ て 、 私 た ち は そ れ ら の 毒 を 排除 し 、 価 値 の 
な い 細 胞 の 存在 を 取り 除き 、 活 性 な 細胞 の 必要 な 補 体 を 構築 し 、 そ し 
て 一 度 限り の 恵み を 確保 する こと が で きる で し ょ う 。 健 康 。 そ の 「 人 錠 え 」 に 
一 時 間 庫 え る こと が 、 病 気 と の 闘い に お ける 勝利 な の で す 。 


テヘラン 、1963 年 


の SI 


人 間 の 組織 の 構造 


この 本 で 私 が 論じ て いる 主題 は 専門 的 な 問題 で は あり ませ 
ん 。 そ れ ら は 人 類 全体 に 関わ る 質問 で す 。 そ れ ら は 肉体 を 持っ て 生き て いる 
すべ て の 人 に 影響 を 与え ます 。 そ れ ら は 口 を 持っ て 食べ る すべ て の 人 に 
関係 し ます 。 だ か ら こ そ 私 は 、 大 多数 の 読者 の 理解 を 超え て いる よう な 科 
学 的 な 詳細 や 消化 し に くい 専門 用 語 で 文章 を 詰まら せる こと な く 一 般 的 な 
デー タ と 議論 に 基づい て 結論 を 導き 出し 、 可 能 な 限り 単純 な 言語 で 書く よう 
常に 最善 を 尽く し て いま す 。 私 の 議論 に お いて 、 私 は 実験 室 で 不 完全 な 手 
段 に よっ て 得 ら れ た 多数 の 一 見 矛盾 し た デー タ や 、 さ ら に 悪い こと 
に その よう な デー タ に 基づく 誤っ た 仮定 に 依存 し て いま せん 。 私 が 提示 する 
証拠 は 、 反 須 の 余地 の な い 自 然 法則 と 、 基 本 的 な 実験 に よっ て 得 ら れる 
一 般 的 な 結論 で す 。 
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それ は 世界 の 隅 々 に 住む すべ て の 人 々 が 、 自 分 自身 で 簡単 に テス ト し て 検証 で きる 経験 
で す 。 


実際 、 生 食 の 概念 は 非常 に 単純 で 2 つの 平易 な 文 に 要約 で きま す 。 人 間 の 体 の 創造 
者 は 、 そ れ に 対応 する 原材料 も 創造 し まし た 。 そ れ ら の 原材料 を 改ざん する こと な く 、 そ の 
まま 体 に 届け る こと が で きれ ば 、 人 間 の 生体 は いか な る 病気 に も 稚 る こと な く < 寿命 を 全う する 
こと が で きま す 。 


これ ら 2 つの 文 の 本 当 の 意味 を 理解 し 、 そ れ に 必要 な 思考 と 考察 を 加え る こと が 
で きる 明 敏 な 人 で あれ ば 、 現 代 人 の 栄養 シス テム が どれ ほど 嘆かわしい 状態 に ある の か 
を 簡単 に 見 分 ける こと が で きま す 。 彼 は また 、 過 去 何 世紀 に も わた っ て 人 間 の 病気 
と 闘う 分 野 で 人 々 は 間違い で 危険 な 手段 に 頼っ て きた こと 、 さ ら に それ ら の 手段 は すべ て 病 
気 の 根本 的 な 原因 と 実際 に は ほとん と 関係 が な いこ と も 同様 に 容易 に 理解 で きる 。 。 


何 年 に も わた る 慎重 な 研究 と 基本 的 な 個人 的 経験 を 経て 、 今 日 私 は 
自然 の 栄養 シス テム が 人 類 を あら ゆる 種類 の 病気 か ら 解放 する だ け で な く 、 す べ て の 人 
間 に 平 和 、 幸 福 、 快 適さ に 満ち た 驚く ほど 長生 き を も た ら す こと に は 何 の 疑 いも あり ませ ん 。 


現代 人 の 人 生 は 恐ろし い 悪 夢 で あり 、 無 数 の 罪 、 中 毒 、 悪 徳 に 悩ま され て いま す 。 実 
際 、 人 間 の すべ て の 悪徳 を 完全 に 説明 し 、 人 間 の 間違っ た 食事 習慣 を 詳細 に 列挙 し 人間 
の マナ ー の 悪質 な 腐敗 を 詳細 に 指摘 し 、 最 後に その 一 つ を 示す た め に は 、 何 干 民 も の 本 を 
埋め る 必要 が ある だ ろう 。 1 つ は 、 そ れ ら の 悪 と 戦う た め の さ ま ざ ま な 誤っ た 手段 で す 。 し か 
し 、 私 た ちの 目 の 前 の 最大 の 問題 は 、 病 気 が ど の よう に し て 生ま れる の か 、 そ し て それ ら の 病 
気 を 完全 に 根絶 する 抜本 的 な 方 法 は 何 な の か を すべ て の 人 が 明確 に 知る こと で す 。 


まず 、 私 た ちの 生体 が どの よう な 状態 に ある の か を 知る 必要 が あり ます 。 
構造 と 栄養 と は 何 か 。 
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私 た ち が 知っ て いる よう に 、 地 球 上 の 生命 は 単細胞 生物 の 形 で 初 
め て 出現 し まし た 。 そ の 後 、 そ れ ら の 個々 の 単細胞 体 が 協力 し て さま ざま 
な グル ー プ を 形成 し 、 多 細胞 生物 が 誕生 し まし た 。 少 数 の 細胞 の 初期 協力 
は 、 時 間 の 経過 と と も に 、 何 百 万 も の 細胞 か ら な る 生命 体 を 誕生 させ る ほど 
に 発達 し ます 。 


個々 の 細胞 は それ 自体 が 複雑 な 有機 体 で す が 、 
生物 に は さま ざま な 発達 段階 が あり ます 。 最 も 原始 的 な 単細胞 生 
物 は 、 最 も 基本 的 な 構造 を も つ ア メー バ で あり 、 何 の 明確 な 目的 も な く 水 
中 を 動き 回 っ て いま し た 。 彼 ら の 唯一 の 機能 は 、 食 べ 物 を 探し 、 食 
べ 、 消 化し 、 自 分 自身 を 2 つ に 分 ける 単純 な プロ セス に よっ て 増殖 する こと 
で し た 。 
彼ら に は 原始 的 な 消化 器官 が あり 、 時 間 の 経過 と と も に 徐々 に 発 
達し まし た 。 発 生 の 後期 段階 で は 、 こ れ ら の 細胞 が 集合 し て 多 細胞 生物 を 
形成 し ます 。 言 い 換 えれ ば 、 彼 ら は 孤立 し た 個人 主義 の 目的 の な い 生 活 を 
放棄 し 、 集 団 活動 の 集合 的 な パタ ー ン の 中 で 各 細 胞 が 特定 の 機能 を 実 
行 す る 協力 的 な 生活 に 移り ます 。 


原始 人 の 個人 主義 的 な 生活 を 比較 し て くだ さい 。 
別々 の 人 々 が 一 緒 に 働く 今日 の 大 国 の 協同 組合 生活 と 、 さ きち ん と 会 話 
する こと さえ で きる だ ろう 。 し か し 、 今 日 の 先進 社会 で も 、 原 始 時 代 
の 怠 必 な 祖先 を 思い 出さ せる 、 役 に 立た ず 、 愚 か で 、 寄 生 的 で 、 犯 罪 的 な 
人 物 を 見 つけ る か も し れ ま せん 。 し か し 、 そ の よう な 生き 物 は 、 並 外れ た 
才能 と 天才 を 持つ 人 々 と 共存 し て いま す 。 


同様 の こと が 人 体 に も 当て は まり 、 発 生 の 最も 進ん だ 段階 に ある 非常 
に 有用 な 細胞 と 並ん で 、 役 に 立た な い 寄 生 細 胞 が ゆっ くり と 存在 し 続け て 
いま す 。 人 間 の 体 に は 、 腺 、 器 官 、 シ ステ ム な ど と 呼ば れる さま ざま な 組織 
や 施設 が あり ます 。 こ れ ら の 器官 や システム は 、 特 殊 化 さ れ た 細胞 の 特 
定 の グル ー プ の 同時 努力 に よっ て その 機能 を 実行 し ます 。 興 味 深 
いこ と に 、 こ れ ら の 特殊 化 さ れ た 細胞 は 、 特 別 な 器具 や 器具 の 助け に よっ て 
特定 の 機能 を 実行 する わけ で は あり ませ ん 。 
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屋外 に 設置 され た 設備 。 む し ろ 、 そ れ ら の それ ぞ れ は 、 そ の 構造 全体 を 通じ 
て 、 非 常に 複雑 な 工場 に 変換 され ます 。 


し た が っ て 、 腎 臓 を 形成 する 細胞 に は 、 血 液 か ら 分 離し 、 生 体 に 有 
害 な 不純 物 や 毒 を 尿 と と も に 排出 する 特別 な 排水 お よび 渡 過 装置 が 備 わ 
っ て いま す 。 腺 の 細胞 は 細胞 間 液 か ら 必 要 な 原料 を 取り 出し (その 原料 
は 調理 済み の 食品 に は 微量 も 含ま れ て いま せん ) 、 そ れ ら を ホル モン に 変 
換 し て 体 に 送り ます 。 筋 内 の 細胞 は 特別 な 収縮 力 を 持っ て お り 、 そ れ に よっ 
て 身体 を 動か し た り 、 重 い 機 械 的 作業 を 実行 し た りす る こと が で きま す 。 
最後 に 、 神 経 細胞 は 数 ヤー ド の 繊維 に よっ て 電力 を 供給 され 、 そ れ に よ 
っ て 脳 の 命令 が 全身 に 伝達 され ます 。 し た が っ て 、 人 体 を 形成 
する 各 細 胞 は 、 爪 、 髪 、 骨 、 筋 肉 、 腺 の 細胞 か ら 脳 の 細胞 に 至る まで 、 隣 接 
する 細胞 と は 機能 が 異な る 特定 の 構造 の 複雑 な 工場 で す 。 


間違い な く 完 成 し て いた ら と て も 面白 か っ た で し ょ う 
細胞 の 構造 と 細胞 内 で 起こ る すべ て の 活動 と プロ セス の 性 質 に つ 
いて の 知識 。 し か し 、 た と え 何ら か の 奇跡 に よっ て 人 間 が 細胞 と その 多 
様 な 機能 の すべ て の 隠さ れ た 秘密 に 侵入 で きた と し て も 、 そ れ ら を 説明 す 
る に は 単に 数 千 冊 だ け で は な く 、 何 百 万 冊 も の 本 を 埋め る 必要 が あり 、 
その た め に 私 た ち 一 人 一 人 が 十 数 人 の 命 を 必要 と する で し ょ う 。 書 か れ 
た すべ て の 機 要 を 取得 する だ け で す 。 


一 部 の 高慢 な 強がり た ちの 見 栄 っ 張り な 主張 に 反し て 、 人 間 は 
実際 、 こ れ ら すべ て の 問題 に つい て の 情報 は ほとん ど あ り ま せん 。 研 究 が 
進む た びに 、 彼 は 自分 が 獲得 する こと が で きた 知識 は 、 ま だ 自分 か ら 隠さ 
れ て いる も の の ご くわ ず か な 部 分 で ある と ます ます 確信 する は 
ず で し た 。 し か し 現代 人 は 、 い くつ か の 技術 的 成功 に 酔い し れ 、 自 分 が 科 
学 の 完成 の 頂点 に 達し て いる と 想像 し 、 何 の 妨げ も 与え ず に 、 そ の 奇跡 
の 中 の 奇跡 で ある 人 間 と いう 有機 体 を 意 の まま に いじ っ て いま す . 実 
際 、 彼 は と て も 素朴 で 僚 慢 な の で 、 最 も 恐ろし い 手 段 に よっ て 、 
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彼 は 、 そ の 生物 に 現れ た 障害 を 修復 する た め に 、 仕 掛け と さら に 

恐ろし い 毒 に よっ て 絶望 的 な 狂気 の 実験 に 着手 し ます 。 実 際 、 実 験 、 実 
験 、 そ し て さら に 多く の 実験 に に っ て 、 こ れ ま で 何 も 達 成 さ れ て いな 
いか ら で す 。 さ ら に 、 彼 は その よう な 実験 を 、 無 防備 な か わい そう な 動物 
だ け で な く 、 自 分 自身 の 体 、 愛 する 子供 た ち 、 そ し て 全 人 類 に 対し て も 
行っ て いま す 。 彼 は 目標 を 達成 する た め の 他 の 手段 を 考え て いま せん 。 


し か し 、 私 た ち は 常 に 反 肛 で き な い 事実 を 念頭 に 置い て お か な け 
れ ば な り ま せん 。 普 通 の 時 計 の 仕組 み に つ いて 適切 な 知識 を 持た な い 人 
は 、 単 純 に 針 を 間違っ て 動か す だ け で 機構 全体 が 混乱 し て し まう こと を 恐 
れ て 、 時 計 の 修理 を 決 し て 行う うべ き で は あり ませ ん 。 今 日 の 科 
学者 た ち が 人 体 に 対し て 行っ た 実験 は 、 工 場 で 数 日 間 働 いた 後 、 機 械 を 
解体 し て 再び 組み 立て よう と する 労働 者 の 無 分 別 な 行動 に た と えら れる 
か も し れ ま せん 。 


急性 疾患 の 場合 治癒 者 は 常に 自然 で す が 、 
治療 は 薬 の 効果 に よる も の と 考え られ て いま す が 、 薬 の 投与 の 直 
接 の 結果 と し て 病気 が 致命 的 な 経過 を た どる 多く の 場合 、 死 は 常に 病気 
の 自然 な 経過 に よる も の と 考え られ て いま す 。 慢 性 疾患 で は 、 薬 物 は 原則 と 
し て 状態 を 悪化 させ 、 生 体 に 損傷 を 与え る こと を 強調 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 


それ で は 、 臓 器 が 不 規則 に 働き 始め た ら 、 人 は 何 を し な けれ 

ば な ら な い の で し ょ うか ? エ ンジ ニア が 工場 の さま ざま な コン ポー ネン 
ト の すべ て を 最後 の ネジ まで 詳細 に 知っ て いる の と 同じ よう に 、 人 

間 の 生体 の 詳細 を すべ て 知っ て いる 人 が 世界 中 に いま すか ? も ちろ 

ん 違い ます 。 上 で 述べ た よう に 、 あ ら ゆ る 機構 の 修理 は 、 そ の 機械 の すべ 
て の 部 品 を 分 解 し 、 そ れ ら を 元 に 戻す 技術 と 能力 を 持つ 専門 家 に の み 
委託 で きま す 。 し か し 、 人 間 が 自分 自身 の 体 の 場合 、 こ の 目的 を 達成 する 
= と まぐれ ほど 速い ご と で し よう 。 


で は 、 こ の よう な 状況 の 中 で 人 は 何 を し な けれ ば な ら な い の で し ょ うか ? 彼 は 腕 
を 組み 、 気 まぐ れ な 運命 に 身 を 要 ね な けれ ば な ら な い の か 、 そ れ と も 
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新しい 毒物 の 絶え 間 な い 発 明 と それ を 使っ た 狂気 の 実験 に よっ て 災難 
が 頂点 に 達する の か ? ど ちら か 一 方 で は あり ませ ん 。 幸 いな こと に 、 人 間 
が あら ゆる 病気 か ら 解放 され る 即時 か つ 超 簡単 な 方 法 が あり ます 。 


エン ジニ ア が 工場 を 建設 する と き 、 数 学 的 な 手法 を 使っ て 、 
彼 は 計算 に 基づい て 、 そ の 工場 に 必要 な すべ て の 原材料 の 品質 と 
量 、 お よび 機械 の 操作 と メン テ ナ ン ス に 注意 を 払う 必要 が ある か を 決 
定 し ます 。 そ し て 、 指 示 が 注意 深く 実行 され る 限り 、 指 定 され た 工場 
の 稼働 期間 を 保証 し ます 。 


栄養 と は 何で すか ? 


すべ て の エン ジニ ア が 詳細 な 計算 を 行っ て 仕様 を 指定 する の と 同じ よう に 、 
彼 が 設計 し た 工場 に 必要 な 原材料 は 、 最 も 正確 な 計算 に よっ て 、 素 
青 ら し い 自然 が 人 間 を 含む すべ て の 動物 に 必要 な 原材料 を 開発 し ま 
し た 。 


私 た ち が 普 通 の 工場 を 建設 し た い 場合 、 ま ず 適 切な 建物 を 建て 、 次 に 
その 中 に 必要 な 機械 や 発電 機 を すべ て 配置 し 、 最 後に 工場 が 生産 を 開始 
する た め に 必要 な 燃料 を 供給 し ます 。 そ し て 原材料 。 さ て 、 人 間 の 生体 は 非 
常に 複雑 な 構造 を し て いる た め 、 そ の 原材料 も それ に 応じ て 複雑 な 性 
質 を 持ち 、 多 数 の 物質 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 


自然 は その 方 向 に 向け て 膨大 な 量 の 働き を 行っ て きま し た 。 そ 
も そ も 細 胞 の 構造 が 単純 な た め 、 細 胞 の 種類 に 応じ て 異な る 単純 な 建 
築 材 料 が 用 意 さ れ て いる 。 し た が っ て 、 髪 の 細胞 は 特定 の 種類 の 建築 材料 
を 必要 と し 、 爪 の 細胞 は 別 の 種類 の 建築 材料 を 必要 と し ます 。 筋 
肉 、 腺 神経 な どの 細胞 に も 同じ こと が 当て は まり ます 。 し か し 、 こ の よう 
な 単純 な 構造 の 細胞 は まだ 役に立ち ませ ん 。 そ れ ぞ れ の 建物 に は 、 そ 
の 特定 の 機能 に 対応 する 適切 な 設備 が 提供 され な けれ ば な ら ず 、 
その た め に は さら な る 建築 資材 が 必要 と な り ま す 。 つ い に 、 
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これ ら の 細胞 に エネ ルギー を 供給 し 、 腺 の 生産 活動 に 必要 な 原料 を 提供 
する 必要 が あり ます 。 


自然 は その 変わ ら ぬ 摂理 に より 、 そ れ ら を 集め て きま し た 。 
その 数 は 数 万 点 に も 及ぶ 資料 。 こ れ ら の 材料 に は それ ぞ れ 正確 な 量 が あり ま 
す 。 し た が っ て 、 あ る 種類 の 物質 で は 1.000 グラ ム が 必要 で す が 、 別 の 種類 で は 
わずか 1 グラ ム 、3 分 の 1 は 1,000 分 の 1 グラ ム 必 要 に な る 場合 も あり ま 
す 。 こ れ は すべ て の 工場 で の 運用 ルー ル で す 。 こ れ ら の 材料 が 常に 所 定 の 量 で 細 
胞 に 自由 に 使え る よう に する こと が 重要 で す 。 特 に 、 集 約 コ レク ショ ン に それ ら の 
どれ も 欠如 し て いな いこ と を 確認 する た め に 特別 な 注意 を 払う 必要 が あり 
ます 。 


すべ て の 人 は 、 学 識 の ある 者 も 素朴 な 者 も 、 裕 福 な 者 も 貧し い 者 も 同様 に 、 自 
分 自身 の 身体 の 唯一 の 所 有 者 で あり 、 内 な る 銀河 の 奇跡 の 世界 に 対し て 責任 を 
負う 唯一 の 監督 者 で す 。 


興味 深い の は 、 こ の 地球 上 の すべ て の 生き 物 が 、 
アリ や スズ メ か ら ゾ ウ ま で 、 そ の 集合 体 コ レク ショ ン を 認識 し 、 栄 養 ニ 
ー ズ の た め に それ を 最大 限 に 活用 し ます 。 


逆説 的 で す が 、 文 明 の 表 明 以来 人 間 だ けが 、 全 世界 の 中 で 唯一 の 例外 
と し て 、 感 覚 を 失い 、 自 分 自身 の 幸福 に 不可 欠 な まさ に 物質 の 完全 性 を 完全 に 見 
失っ て いま す 。 だ か ら こ そ 、 彼 は 研究 室 や 研究 作業 場 で 昼夜 を 問わ ず 働 き 、 あ ら 
ゆる 種類 の テス ト や 実験 を 行い 、 似 た よう な 素材 を 一 つ 一 つ 発見 し 、 工 場 で 迅速 
に 製造 し 、 奇 妙 な 名 前 を で っ ち 上 げ 、 箱 や 瓶 に 詰め る の で す 。 そ し て 、 人 々 が それ を 
飲み 込ん で 空腹 を 感じ な いよ うに する た め に 、 そ れ ら を 世界 中 に 分 散 さ せま す 。 
そし て これ ら す べ て を 彼ら は 科学 と 呼ん を で いま す 。 


科学 者 た ち は 自 分 た ち が 何 を し て いる の か も 知ら ず に 、 
自然 に 抗う アリ ー ナ 。 依 存 症 で 目 が 見 えな く な っ た 彼ら に は 、 何 百 万 年 も の 間 、 
そし て 私 た ちの 母 な る 地球 が その 摂理 に お いて 結集 し 、 植 物 に 集中 し 、 地 球 
全体 を 満た し て きた と いう こと を 最も 正確 な 計算 に よっ て 見 る こと が で き な 
い 。 
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彼ら が 認識 し 始め た ば か り の 非常 に 栄養 価 の 高い 成分 を ひと つ ひ と 
つ 世 界 に 届け ます 。 


世界 中 の すべ て の 生物 は その 子孫 で す 。 
同じ 祖先 で す が 、 時 間 の 経過 と と も に 異な る 進化 の 方 向 を と り ま 
し た 。 人 間 と 他 の 動物 と の 解剖 学 的 お よび 生理 学 的 差異 は 、 基 本 的 に 非 
常に 小さ いで す 。 


人 間 と 同じ よう に 、 こ れ ら の 動物 に も 心臓 肺 肝 臓 、 腎 臓 m 液 、 骨 、 
脳 な ど が 備わっ て いま す 。 彼 ら の 臓器 は 、 人 間 の 臓器 と まっ た く 同 じ 栄 養 
成分 を 必要 と し ます 。 研 究 生物 学者 が 犯し た 最大 の 間違い は 、 そ の よ 
うな 一 般 的 な 事実 や デー タ に 頼ら ず 、 全 く 二 次 的 で 革 細 で 矛盾 し た 問 
題 の 研究 に 多大 な 時 間 と 労力 を 浪費 し 、 そ の せい で 頭 が 詰 
り 、 思 考 が 混乱 し て し まっ た こと で ある 。 自 由 に 使え る も の で あり 、 

本 質 的 に 基礎 的 な 実験 に よっ て 得 ら れ た 結果 に 基づい た 知識 で す 。 


私 た ち は 、 動 物 が 森 の 木 か ら 「 素 朴 な 」 葉 を 摘む と き 、 そ の 「 単 
純 な 」 葉 を 消費 する こと に よっ て その 生物 の ニー ズ を すべ て 満た し て 
いる と いう 事実 に 注目 する 必要 が あり ます 。 そ の 一 枚 の 葉 の 中 に 、 自 然 は 
その 動物 の 体内 で 新しい 細胞 を 構築 する た め に 必要 な すべ て の 物質 
を 濃縮 し まし た 。 そ れ ら の 細胞 を 分 化 さ せ 、 栄 養 を 与え 、、 エ ネル ギー を 
与え 、 最 後に 腺 に 必須 の 原料 を 提供 し ます 。 


つま り 、 そ の 葉 に は 、 
動物 の 有機 体 。 そ の 葉 は 動物 に と っ て 適切 な 栄養 で す 。 


あら ゆる 種類 の 生野 菜 は 本 質 的 に 次 の も の か ら 構成 され て いま す 。 
同じ 構成 成分 


た と え そ の 葉 以外 に 食べ る も の が 見 つか ら な い 上 記 の 動物 が 、 何 
か 月 か 何 年 も その 種類 の 食べ 物 だ け で 生き て いか な けれ ば な ら な いと 
し て も 、 そ の 生物 は ビタ ミン や その 他 の 栄養 成分 の 欠乏 を まっ た く 感 じ 
な い だ ろ う 。 場 合 で も 違い は あり ませ ん 
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木の葉 の 代わ り に 、 他 の 植物 を 自由 に 使え ます 。 


彼ら は 、 馬 や ロバ の 前 に 少量 の 飼料 を 与え る と き 、 そ の 動物 に と っ て タ 
ン パ ク 質 や ビタ ミン の 量 が 不足 し て いる か も し れ な いと いう 考え を 決し 
て 心配 し ませ ん 。 と は いえ 動物 も 人 間 と 同じ よう に タン パク 質 や ビタ ミン が 
必要 で ある こと は 十分 に 知っ て いま す 。 あ ら ゆ る 種類 の ビタ ミン 、 ミ ネ ラ ル 、 そ の 
他 の 栄養 成分 。 


何 干 も の 異な る 種類 の 動物 が 自由 に 使え る 食材 の 選択 肢 は 非常 に 
限ら れ て いる た め 、 自 分 が 食べ た いも の を 選ぶ 機会 が な いこ と は 誰 で も は っ きり 
と わか り ま す 。 彼 ら は 、 近 所 で 入手 で きる 数 種類 の 一 般 的 な 食料 品 を 食べ て 
生き て いか な けれ ば な り ま せん 。 


それ に も か か わら ず 、 ビ タ ミ ン 欠乏 症 や その 他 の 栄養 欠乏 症 の 患者 は 一 例 も 
見 つか り ま せん で し た 。 


その 動物 た ち が 食べ た 食材 を 体内 に 持ち 込む と 、 
生物 学者 の 研究 室 で は 、 そ れ ぞ れ の 研究 室 で さま ざま な 品質 と 量 の い 
くつ か の 物質 が 見 つか り ま す 。 す る と 彼ら は 、 特 定 の 植物 に は 非常 に 多く の タ 
ン パ ク 質 、 非 常に 多く の 脂肪 、 そ し て ある 種 の ビタ ミン が 非常 に 多く 含ま れ て 
いる こと を 教え て くれ ます 。 し た が っ て 、 各 プラ ント で 、 な ん と か 見 つけ 出し た 
約 10 て 15 の 成分 を 列挙 し 、 そ の 量 を 1 つ ず つ 注 意 深く 決定 し ます 。 
最も 豊か な 果物 で あっ て も 、 発 見 に 成功 し た 成分 の 数 は 厳し く 制 限 さ れ て 
いま す 。 実 際 に は 、 こ れ は 、 こ れ ら の 食品 の それ ぞ れ が 、 彼 ら が 発見 し 
た 十 数 種類 の 成分 の み で 構成 され て いる と いう こと を 証明 する も の で は あり ま 
せん 。 む し ろ 、 そ れ は 、 特 定 の 植物 体 を 生み 出す た め に 自然 の 実験 宝 で 集まっ 
た すべ て の 成分 を 完全 に 分 析 し 、 定 性 的 お よび 定量 的 に 決定 する に は 、 彼 ら 
の 技術 的 スキ ル と リソー ス が まっ た く 不 十分 で ある こと を 示し て いま 
す 。 


これ は 、 特 定 の 食品 の 中 で 、 そ の 数 種類 の 成分 の み を 発見 で きた こと を 意味 し ま 
す 。 残 り は 彼ら か ら 隠さ れ た まま で す 。 
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その 主 な 理由 は 、 発 見 され た 物質 が 
生物 学者 に よる と 、 そ れ ら は それ ら の 野菜 の 主 成分 で は あり ませ ん が 、 さ ま ざ ま な 野菜 に さ 
ま ざ ま な 形 で 現れ る 化合 物 で す 。 動 物 の 体内 に 入る と 、 こ れ ら の 化合 物 は 分 解 さ 
れ 、 再 び 合成 され 、 そ の 過程 で 生物 の 必要 に 応じ て 新しい 化合 物 が 形成 され ます 。 


動物 が 消費 する すべ て の 野菜 
同じ 基本 構成 要素 で 構成 され て いま す 


基本 的 に 、 す べ て の 野菜 は 3 つの 主要 な クラ ス の 物質 で 構成 さ 
れ て いま す 。 そ の 一 つが 私 た ち に と っ て 身近 な 「 水 」 で す 。 私 た ち は 水 な 
し で は 生き て いけ な いこ と を 知っ て いま すし 、 私 た ち が 知 っ て いる 中 で 最 
も 純粋 で 安全 な 水源 は 果物 や 野菜 に 含ま れる 水 で ある こと を 覚え て いる 
か も し れ ま せん 。 次 に 粗 飼 科 で す 。 こ れ は 植物 の 体 の 骨格 を 構 
成 し 、 形 や 硬 さ を 与え る 物質 で す 。 粗 飼料 は 分 解 さ れず 、 動 物 の 臓器 に 
吸収 され ませ ん 。 そ れ は 便 の 形 で 体 か ら 排 出さ れ ま す 。 し か し 、 そ れ 
は 動物 の 食事 の 必須 成分 で す 。 粗 飼料 が な く 、 動 物 が 摂取 し た 
食物 が 完全 に 分 解 さ れ 同 化 さ れ て いた 場合 、 腸 は 排出 する も の が 
な く な り 、 時 間 が 経つ と 腸 は し ぼん で 乾燥 し て し まい ます 。 し か し 、 奇 妙 な 
こと に 、 多 く の 人 は 非常 に 近視 眼 的 で 、 粗 飼 科 を 「 消 化 で き な い も の 」 と 
みな し て 意図 的 に 食品 か ら 取 り 除 き 、 そ の 結果 、 ほ ぼ す べ て の 人 類 が 便秘 
に 苦し ん で いま す 。 言 い 換え れ ば 、 便 秘 の 主 な 原因 は 、 食 事 に 粗飼料 が 
含ま れ て いな いこ と で す 。 し か し 、 議 論 中 の 主題 に 戻る と 、 果 物 と 野菜 に 
含ま れる 3 つの クラ ス の 物質 の うち の 最後 の 物質 は 栄養 素 そ の も の で 
あり 、 生 物 に よっ て 完全 に 消化 お よび 同化 され ます 。 


多様 な 野菜 間 の 本 質 的 な 違い は 、 こ れ ら 3 種類 の 物質 の 相対 量 の 違い か ら 生じ ま 
す 。 
し た が っ て 、 一 般 的 な 草 と 果物 の 主 な 違い は 、 前 者 で は 粗飼料 が 優勢 で ある の に 対し 、 果 物 は 
適度 な 量 の 粗飼料 の み で 構成 され 、 豊 富 な 濃縮 栄養 素 と 十分 な 量 の 水分 が 含ま れ て い 
る こと で す 。 特 殊 な 構造 の た め 、 
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消化 器官 と 反 支 能力 を 備え た 四 足 動物 は 、 草 を 粉砕 し て 粉砕 し 、 そ の 中 に ま 
ば ら に 分 散 し て いる 栄養 素 を 抽出 し 、 残 り を 体 か ら 排出 する こと が で きま 
す 。 特 定 の 動物 は この よう に し て 乾い た 干し 草 や わら か ら 栄 養 を 得る こ 

と が で きま す 。 ラ クダ は 砂漠 の アザ ミ の 上 で 生命 を 維持 する こと が で き 、 品 
バ は 最も 荒れ た 草 の 上 で 生命 を 維持 する こと が で きま す 。 


この こと か ら 、 す べ て の 野菜 に は 動物 の 生命 体 を 維持 する た 

め に 必要 な 栄養 素 が 含ま れ て お り 、 一 部 の 野菜 に の みそ れ ら が 分 散 

し た 形 で 現れ 、 他 の 野菜 に は 高度 に 濃縮 され て いる と いう 重要 な 結論 を 引き 
出す こと が で きま す 。 自 然 食 品 の 中 で 最も 栄養 価 が 高い の は クル ミ 、 ア ー モ ン 
ド 、 穀 物 豆 類 、 ジ ャ ガイ モ 、 ニ ンジ ン 、 バ ナナ 、 ブ ドウ 、 そ の 他 す べ て の 
果物 で あり 、 そ の 後に 他 の 根菜 、 ハ ー ブ 、 野 菜 が 続き ます 。 言 い 換 えれ ば 、 

人 間 が 他 の 動物 の 口 か ら 奪 い 取 っ て 自分 の も の に し た まさ に その 食材 で す 。 
し か し 、 生 食 の 問題 が 議論 に な る た びに 、 そ の 同じ 男性 は 恥 知 ら 

ず に も こう 言い 返す 。「 調 理 済み の 食 べ 物 な し で どう や っ て 栄養 を と れ 

ば いい の ? 」 こ れ 以 上 に 恥ず べき 発言 は 世界 中 で 見 つけ る こと が で き な い 

が 、 残 念 な が ら 死体 を 食べ る 中 毒 は 人 類 の 目 を 盲目 に し て お り 実際 、 そ れ 

が 大 多数 の 人 々 の 通常 の 反応 で ある 。 必 要 な 経験 が 不足 し て いる 人 は 、 こ れ 
ら の 物質 が どれ ほど 豊富 で 栄養 価 が 高く 、 私 た ちの 日 常 の ニー ズ を 満 

た す の に 必要 な 量 が どれ ほど 少な いか を 理解 する 立場 に あり ませ ん 私 自身 
の 場合 、 真 実に 到 半 する まで に 何 年 も か か り ま し た 。 し か し 、 こ れ に つい て は 後 
ほど だ 詳しく お 話 じ ます 。 


木 の 果 実に 集中 し て 含ま れる 栄養 成分 は 、 葉 、 樹 皮 、 枝 に も まばら に 分 
散 し て いま す 。 キ リン の よう な 巨大 な 動物 は 、 木 の 葉 を 食べ て 栄養 を 補給 し ま 
す 。 木 の 小さ な 芽 が 別 の 木 に 接ぎ 木 さ れる と 、 枝 が 芽生 え 、 最 終 的 に は 対応 す 
る 果実 が 得 ら れ ま す 。 


これ は 、 特 定 の 果実 の 形成 に 不可 欠 な すべ て の 基本 成分 が つぼ み に 
含ま れ て いる こと を 明確 に 示し て いま す 。 


さて 、 そ の ラ 基本 構成 要素 と は 何で し ょ うか ? そ れ ら は 、 化 学 的 に 分 割 で き 
な い 最 小 の 粒子 と みな され る 原子 で す 。 
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化学 変化 に 関与 する 可能 性 の ある 元素 と 、 通 常 は 別個 に 存在 で き 

る 元素 また は 化合 物 の 最小 粒子 で ある 分 子 の こと で す 。 す べ て の 食用 植物 は 、 
ほぼ 同じ 元素 で 構成 され て いま す が 、 そ の 比率 や 配置 の 違い に よっ て さま ざ 
まな 化合 物 が 形成 され 、 形 、 色 、 味 が 異な り ま す 。 さ ら に 、 ク ロー 

ブ と 羊 は まっ た く 同 じ で す 。 ク ロー ブ は 壮 の 胃 に 入る と 分 子 構造 が 変化 し 、 
羊 に な り ま す 。 


果物 と 人 間 の 間 に も 同様 の 対応 関係 が あり ます 。 


すべ て の 植物 と 動物 の 命 は 永遠 の 交流 に ほか な り ま せん 
そし て 原子 の 循環 。 こ こ に 偉大 な 驚異 と 自然 が 存在 し ます 。 私 た ち は ピ ン 
の 頭 ほ どの 大 き さ の 小さ な 粒 を 地面 に 投げ ます 。 し ば らく する と ゆっ くり と 
芽 が 出 て 、 枝 や 葉 が 出 て き て 、 や が て 実 が な り ま す 。 そ の 後 、 牛 や 馬 や 人 間 
に 姿 を 変え 、 し ば らく この 世界 を 歩き 回 っ た 後 、 原 子 を 地球 に 返し ます 。 そ こ で 
は 、 太 陽 の 光 の 影響 を 受け て 、 そ の 原子 その も の が 新た に 魅 り 新た な 生命 
が 吹き 込ま れ 、 再 び 同 じ 動 植物 と な り 、 無 限 の 創 告 サイ クル を 繰り 返し 
続け ます 。 


し か し 、 植 物 が 生き た 有機 体 を 生み 出す た め に は 、 植 物 の 体 が 
完全 で 生き て いな けれ ば な り ま せん 。 さ ら に 、 食 材 は た だ 生き て いる だ け で 
は 決し て 十分 で は あり ませ ん 完璧 な 野菜 栄養 は 、 休 眠 状 態 で は な く 、 
活性 状態 に ある 必要 が あり ます 。 


長年 の 経験 か ら 、 鳥 か ご の 鳥 は 満足 で き な い こと が 分 か り ま し た 。 
種子 だ け を 乾燥 させ ます 。 乾 燥 し た 種子 を 持っ て いる の で 、 新 鮮 な 食べ 物 も 
必要 と し ます 。 種 子 や 生鮮 食品 の 特定 の 品種 は あま り 重 要 で は あり ませ ん 。 
特定 の 種類 の 種子 や 穀物 を 選び 、 そ れ を あら ゆる 種類 の 新鮮 な 果物 や 野菜 
で 補う こと に よっ て 完全 な 栄養 を 得る こと が で きま す 。 


この 事実 は 、 最 も 完璧 な 食材 も 、 少 し 乾燥 する と 完璧 で は な く な 
る と いう 重要 な 結論 を も た らし ます 。 そ れ か ら 
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オー ブン や キッ チン 、 載 音 を 立て る 機械 の 吾 か ら 出 て くる 物質 を 、 ど うし て 栄 
養 と みな すこ と が で きる の で し ょ うか ? 


それ に も か か わら ず 、 冬 の 数 か 月 間 、 新 鮮 な 食料 が 与え られ な く な っ て 
も 動物 は 深刻 な 被害 を 受け ませ ん 。 
な ぜ な ら 、 す べ て の 自然 が 再び 活気 を 取り 戻す 春 と 夏 の 間 に 、 そ れ ら は 不足 
分 を 補う か ら で す 。 自 然 は 彼ら に その よう な 生活 様式 を 教え 込ん だ の で す 。 
乾燥 種子 シリ アル 、 豆 類 は 確か に 生き た 食材 で す が 、 不 活性 で 休眠 状態 に 
あり ます 。 幸 いな こと に 、 水 に 浸し て 冷気 の 中 に 1 て 2 日 置く こと で 、 簡 単に 覚 
醒 し 、 活 性 化し 、 完 璧 な 栄養 素 に 変え る こと が で きま す 。 し た が っ て 、 人 類 は 、 
発芽 し た (活性 化 さ れ た ) 穀 物 の み を 摂取 する こと に よっ て 一 年 
中 、 地 球 の 隅 々 まで 完璧 な 栄養 を 確保 する 機会 を 得る こと が で きま す 。 そ の 
後 残 っ た 何 干 も の 新鮮 で 食欲 を そそ る 食材 を 使っ て 、 食 生活 に 多様 性 を も た 
らし 、 生 活 を さら に 快適 に する こと が で きま す 。 


生命 は エネ ルギー と 物質 の 組織 で す 。 機 械 を 組み 立て る と き は 、 設 
計 図 に 従っ て 必要 な 部 品 を すべ て 組み 合わ せ 、 最 後 の 部 分 が 完成 する と すぐ に 
機械 が 動き 始め ます 。 人 間 の 工場 を 動か すそ の 要素 は 魂 と 呼ば れ 、 他 の すべ て 
の 粒子 と 結合 し て 有機 体 の 構造 を 完成 させ 、 そ れ を 動か し ます 。 


特定 の タン パク 質 、 ビ タ ミ ン 、 お よび 
ミネ ラル と すべ て の 個別 の 栄養 成分 
も は や 議論 の 基礎 を 形成 すべ き で は な い 


前 の セク ショ ン で は 、 す べ て の 食用 の 野菜 本 体 が 次 の も の で 構成 さて いる こと を 見 まし た 。 
同じ 元素 で あり 、 そ れ ら の 化学 的 お よび 物理 的 特性 の 違い は 、 そ れ ら の 組成 
と 分 子 構造 の 違い に よる も の で す 。 残 念 な が ら 、 生 物 学 者 は この 反論 の 余 
地 の な い 事 実 を 無視 し 、 食 品 中 に 発見 され た さま ざま な 複雑 な 化合 物 に 科 
学 全体 を 基づい て いま す 。 彼 ら は 自分 た ちの 研究 室 で な され た 発見 に 酔い し 
れ 、 私 た ち が 一 粒 の 種子 を 届け る この 素晴らし い 自 然 の 実験 室 に は 目 を つ 
むっ て いま す 。 
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肉 限 で は ほとん ど 見 え ず 、 そ の 代わ り に 、 あ ら ゆ る 点 で 私 た ちの 生物 の ニー ズ 
を すべ て 満た す 最 も 完璧 な 食材 が 数 週間 以内 に 提供 され ます 。 し か し 、 彼 

ら は その 寛大 な 自然 の 恵み を 放り 出す か 、 あ る い は 上 自然 を 燃やし て 破壊 

し 、 そ の 後 、 惨 め な 実験 室 で それ に 似 て も 似つか な い 特 定 の 死ん だ 物質 を 準 
備 す る の で す 。 彼 ら は 現在 、 こ れ ら の 調合 物 を さま ざま な 名 前 と 番号 で 威厳 
を 高め 、 第 一 に 、 自 分 た ちと 罪 の な い 子 供 た ちの 臓器 を 損傷 する た め に 使 

用 し て いま す 。 


し た が っ て 、 ブ ドウ の 中 に いく つか の 異な る 物質 が 見 つか っ た の で 、 彼 ら は 言う 
ブドウ に は 、 他 に 何 も 含 まれ て いな いか の よう に 、 こ れこ れ の 成分 が 含ま 
れ て いる と いう こと で す 。 彼 ら は すべ て の 天然 食材 と 非 天然 食材 の 場合 に 同 
じ こ と を 行い 、 そ れ ら の 成分 の いずれ か を 見 つけ る こと が で きた 食材 が 、 そ の 
栄養 素 の 供給 源 と し て 私 た ち に 推奨 され ます 。 こ の よう な 近視 眼 的 な 考 
え の 結 果 、 最 も 有害 な 食品 が 完全 に バラ ンス の と れ た 栄養 素 と し て 
表 さ れ た り 、 そ の 逆 も 同様 で す 。 


鉛筆 を 使っ て 、 牛 肉 肝 臓 脳 心臓 牛乳 、 蜂 蜜 、 チ ー ズ な ど 、 牛 
か ら 得 られ る 食材 の 中 に 生物 学者 が 発見 し た 物質 の リス ト を 作成 し て くだ 
さい 。 次 に 、 ク ロー バー、 ワ ラ 、 ま た は 一 般 的 な 山 の ハ ー ブ に 含 0 
すべ て の 物質 を 同じ 形 で 検出 で きる か どう か を 見 て み ま し ょ う 。 も ち 
ん 違い ます 。 し か し 、 牛 の 体 を 作る 原料 が まさ に 植物 で ある と いう 事実 は 誰 も 
否定 で きま せん 。 つ まり 、 牛 全体 が すべ て それ ら の 草 か ら 形 成 さ れ て いま す 。 
動物 性 食品 が 肉食 獣 に と っ て 完全 に 十分 な 栄養 で ある と 考え る な ら 、 
それ は 、 獲 物 の 皮 、 骨 、 血 、 肉 を 含む 死骸 全体 、 さ ら に 生き た 細胞 が すべ て 無 
昌 で ある た め 、 同 等 の 栄養 価 が ある か ら で す 。 草 の あれ に 。 し か し 、 和 牛乳 、 バ タ 
ー、 肉 を 別々 に 摂取 する こと に どの よう な 価値 が ある で し ょ うか ? そ れ ぞ れ 
の 草 の 価 値 は 、 そ れ が 生 の 状態 で ある 限り 、 一 般 的 な 草 の 価値 の ご くわ ず か 
で す 。 調 理 後に これ ら の 物質 の 栄養 成分 が どの よう に 残る か に つい て 
は 、 詳 し く 説 明 す る 必要 は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 何 世紀 に も わた っ て 素朴 
な 人 々 に よっ て 美化 され て きた 牛乳 や 肉 の 真 の 栄養 価 を 私 た ち が 理 解 で 
さま す よ うに 。 


し た が っ て 、 無 数 の 種類 の 乾燥 牛乳 や 劣化 牛乳 の 缶 や 缶 を 飾る すべ て の 
広告 の 真 の 価値 を 判断 で きま すか 。 
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司法 は 、 何 百 万 も の 子ども た ちの 死に 対す る 責任 は 彼ら の 双 肩 に 直接 か 
か っ て いる の で 、 今 後 そ の よう な 広告 を 広め た 者 た ち を 告発 し 、 厳 罰 に 処す る こと を 
要求 し て いる 。 


人 間 は 新しい こと を 学び た い 、 自 然 の 秘密 に 入り 込み た い 、 知 識 の 幅 を 
広げ た いと 常に 切 畔 し て いる こと を 私 は 認め ます 。 工 場 の 所 有 者 全員 が 、 自 分 
の 工場 に 必要 な 原材料 の 秘密 を よく 知っ て お く こと が 特に 重要 で す 。 


研究 科学 者 は 、 作 業 場 で 作ら れ た 完全 に 合成 成分 か ら な る 種子 か ら 植物 を 育て 
る こと に 成功 する その 日 まで 、 研 究 を 研究 室 の 四方 の 壁 の 中 に 閉じ 込め まし ょ う 。 そ う 
すれ ば 、 彼 ら の 知恵 は 自然 の 知恵 と 同等 に な り ま す 。 し か し 、 私 た ちの 世界 は すでに その 
よう な 種子 で 満ち て お り 、 私 た ち は そ の 種子 を 通じ て 、 生 物 の 必須 の ニー ズ を すべ て 満 
た す 最 も 適切 な 栄養 素 を 入手 し て いま す 。 そ の 栄養 素 に は 、 ほ ん の 少し の 欠陥 も あり 
ませ ん 。 


それ に は 何 の 本 質 も 欠け て いま せん 。 余 分 な 物質 は あり ませ ん 。 各 成分 の 
質 、 量 、 機 能 は 最も 正確 な 計算 に よっ て 決定 され ます 。 


プロ テイ ン は 健康 に 良い の で プロ テイ ン を 摂取 する よう に と 言わ れ ま す 。 
し か し 、 ど れ く らい の 量 を 摂取 し な けれ ば な ら な い の で し ょ うか ? 私 た ちの 毎日 の 
必要 量 に つい て 、 一 般 的 に 合意 され た 数 値 は あり ます か 2 建物 を 建て る に は 
レン ガ が 必要 で す が 、 む や みや た ら に レン ガ を 積み 上 げた り 、 モ ル タ ル を 使 
わ ず に 積み 上 げた りす る こと は で きま せん 。 


新しい 技術 者 が アリ ー ナ に 足 を 踏み 入れ まし た 。 彼 ら は 避難 し まし た 
多く の 複雑 な 工場 の 経験 豊富 な エン ジニ ア で あり 、 今 で は それ ら の 工場 を 自分 た ち 
で 保守 お よび 運営 し た いと 考え て いま す 。 
いた る と ころ に 原材料 の 破片 が ラン ダム に 積み 上 げ ら れ て いま す 。 
彼ら は それ ぞ れ 、 簡 単に 手 に 入れ る こと が で きる も の を 何気なく 手 に 取り 、 工 場 に 供給 
し ます 。 あ る 者 は 石 を 持ち 、 ま た ある 者 は 鉄 を 持っ て くる 。 3 番目 の も の は 粘土 を 運 
び 、4 番目 の も の は 水 を 運び ます 。 こ れ ら すべ て を 、 決 まっ た 計画 や 設計 も な く ひ と ま と 
め に し て 、 さ ら に どん どん 取り 出し て いき ます 。 
数 多く の 有機 お よび 無機 物質 が 継続 的 に 生成 され ます 。 
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外観 。 あ る 人 は 、 そ れ が 役に立つ と 主張 し て 、 一 握り の 特定 の 物質 を 
機械 に 供給 し ます 。 別 の 人 は 、 そ れ を バケ ツー 杯 の 第 二 の 物 質 で 満た し 、 
それ が さら に 有用 で ある と 主張 し ます 。 こ うし て 誰 も が 、 適 切な 原 
材料 の 成分 の よう な も の を 思い つい た も の で 工場 を 窒息 させ ます 。 実 験 は 
行わ れ 、 終 わり の な い 実 験 が 行わ れ ま す 。 一 方 で 、 多 く の 愚 か な 人 々 が 原 材 
料 に 火 を 放ち まし た 。 そ の 一 方 で 、 く す ぶ っ て いる 灰 の 中 か ら 残 骸 を で き 

る だ け 拾 い 上 げ て 工場 の ノズル に 送り 込 も うと 、 誰 も が 急い で いま す 。 


当然 の こと な が ら 、 工 場 は 不 規則 な 稼働 を 開始 する 。 も っ と 
工場 が 不定 期 に 稼働 する ほど 、 新 進 気鋭 の スペ シャ リス ト た ち は 人 努力 
を 倍増 させ ます 。 彼 ら は 新しい 手段 や 新しい 素材 を 求め て 、 あ ちら こち ら 
に 走り ます 。 そ の 喧騒 の 中 で 、 彼 ら は 原材料 の 最も 重要 な 化学 成 
分 、 時 に は 小さ すぎ て 気付 か な い 成 分 を 踏み つけ 、 破 壊し 、 燃 や し ま 
す 。 彼 ら の 努力 も むなしく 工場 の 状態 が 徐々 に 悪く な っ て いく の を 見 て 、 
さら に 荒野 に 足 を 踏み 入れ た 彼ら は 、 工 場 の 原料 と は 全く 関 係 の な い 全 く 
新しい 物質 を 発見 し 、 彼 ら の 助け を 借り て 工場 の 操業 を 規制 し よう と し 
ます 。 し ば らく の 間 、 こ れ ら の 新しい 物質 の 1 つ は 工場 の 金 切り 声 を 止 
め 、 別 の 物質 は その 鋭い きしみ 音 を 消し 、3 番目 の 物質 は 特定 の 機 
構 の 動作 速度 を 低下 させ 、4 番目 の 物質 は 対照 的 に それ ら を さら に 加速 し 
ます 。 こ うし た 変化 は 彼ら に と っ て 良い 兆候 の よう に 見 えま す 。 彼 ら は 小さ 
な 子供 の よう に 飛び 跳ね て 手 を た た き 、 そ し て 「 よ り 強 力 で より 効果 
的 な 上 物 質 を 探し 始め ます 。 場 合 に よっ て は 、 工 場 の 特定 の セク ショ 
ン が 完全 に 機能 を 停止 し た り 、 非 常に 不 規 則 に 機能 する た め 近 隣 の 人 々 の 
安全 が 危険 に さら され る こと が あり ます 。 こ の と き 、 男 性 は 最大 の 器用 さ を 
発揮 し ます 。 そ の 「 無 駄 」 な 部 分 を 上 手 に 取り 除い て 捨て て いく の で す 。 


こう し た 努力 が すべ て 失敗 に 終わ り 、 い つの 間 に か 工場 が 次 々 と 稼 
働 を 停止 する の は 当然 の こと だ 。 し か し 、 失 敗 し た エン ジニ ア た ち は 希 望 


を 失い ませ ん 。 
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彼ら は 絶望 的 な 実験 を 続け 、 工 場 の 本 当 の 技術 者 や 彼ら が 否定 し て きた その 本 質 
を 思い 出す こと を 拒否 し て いる (】 


人 間 の 体 を 工場 に 例え 続け る の は 、 比 只 的 な 意味 で 行わ れ た も の で は あり ませ 
ん 。 な ぜ な ら 、 人 体 は 他 の すべ て の 工場 と 同様 に 確か に 工場 で ある か ら で す 。 た だ し 通常 
の 工場 より も は る か に 複雑 で あり 、 そ の 構成 要素 が 非常 に 小さ いた め 、 そ の ほとん ど が 人 間 
に は 目 に 見 え ず 理解 で き な い と いう 違い が あり ます 。 


上 記 の エン ジニ ア と 同じ よう に 、 生 物 学者 も 実験 を 実施 し ます 
手持 ちの 最も 恐ろし い 器 具 、 可 能 な 限り 最も 卑劣 な 食料 品 、 さ ま ざ ま な 合成 製剤 、 そ 
し て 人 類 に 知ら れ て いる すべ て の 猛毒 に よっ て 、 人 間 が 人 間 に 襲 われ ます 。 彼 ら は 、 無 限 の 
物質 名 を 記載 し た 無限 の リス ト を 公開 し 、 誤 解 を 招く 推奨 事項 で 人 々 を 惑わ し ます 。 そ れ 
ぞ れ が 自分 の 空想 を 示唆 し 、 そ れ ぞ れ が 心 に 浮か ん だ こと を 口 に し 経験 則 に 従っ て 
ラン ダム に 行動 し ます 。 


それ ら は 何 千 國 も の 本 を 満た し 、 世 界 中 に 溢れ か えり 、 ラ ジオ に 載 音 を 響かせ 、 新 聞 に 
広告 を 掲載 し ます 。 

し か し 、 彼 ら の する こと は すべ て 嘘 で あり 、 彼 ら の 言う こと は すべ て 矛盾 し て いま す 。 

これ ら は 、 最 も 有害 な 物質 を 非常 に 有益 で ある と 表現 し ます が 、 必 須 の 物質 の 使用 を 禁 
止 し ます 。 こ の ウェ ルター と 混乱 の メド レー で は 、 作 者 自身 が 疑い と 優柔 不断 の 迷路 

を 手探り し て いる 一 方 で 、 観 客 は 当惑 し 当惑 し て 立っ て いま す 。 


その 間 に 、 悲 し いこ と に 、 私 た ち に 最も 近い 人 々 が 、 ト 2 必要 に 適切 な 時 期 よ り 早く この 世 
を 去っ て いき ます 。 


私 は 世界 中 の すべ て の 高潔 な 精神 を 持つ 男 価 た ち に 、 出 て くる よう 訴え ます 。 
自分 た ちと 自分 た ちの 親族 の 健康 の た め だ け な ら と も か く 、 彼 ら の 無気力 な 無関心 を 。 
彼ら が 私 と 手 を 携え て 、 私 た ちの 団結 の 力 で 人 類 の 目 を 開き 、 現 在 の 誤っ た 栄養 習慣 を 修 
正 し 、 あ の 恐ろし い 虐 殺 を 止め させ まし ょ う 。 


私 た ち 一 人 一 人 が 目 を 開い て 、 現 代 文明 を 辱め る 衝撃 的 な スキ ャ ンダ ル を 注意 
深く 観察 し まし ょ う 。 我 が 国 の 科学 者 が と っ た 間違っ た 態度 に より 、 暴 利 者 や 投機 
家 が MS し て きま し た 。 最 も 有害 で 著しく 異物 が 混入 され て いる 食品 は 、 
ビタ ミン が 豊富 な 供給 源 と し て 自由 に 宣伝 され て お り 、 
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公然 と 一 般 販 売 さ れ て いま す 。 こ れ ら に は 、 ビ スケ ッ ト 、 お 菓子 、 コ カ ・ コ 

ー ラ や レモ ネー ド な どの ソフ トド リン ク 、 腐 敗 し た 肉 、 粉 ミル ク 、 そ の 

他 何 千 も の 多様 な 食品 が 含ま れ ま す が 、 こ れ ら は 最も 重要 な 栄養 成分 が 
完全 に 奪わ れ て お り 、 特 に 病気 を 引き 起こ し 、 人 を 死に 至ら し め る 傾 
向 が あり ます 。 最 も 奇妙 な 物質 が あちこち か ら 集 め ら れ 、 一 緒 に 混 

合 され 、 缶 や 紙 パ ッ ク に 詰め られ 、 一 見 科学 的 な 愛称 が 長く ラベ ル 

付け され 、 だ まさ れ や すい 大 衆 に 「 栄 養 補助 食品 」 と し て 法 外 な 価格 で 販 


売 さ れ ま す 。 

現代 医学 は 商業 化 さ れ て お り 、 民 間 の 検査 機関 は 送り込ま れ た 患 

者 に 対す る 料金 の 50 パ ー セ ント の 手数 料 を 医師 に 支払 っ て いる 。 今 日 の 
世界 の すべ て の 腐敗 の 詳細 な 全体 像 を 提示 し よう と する と 、 何 百 冊 

も の 本 を 埋め る 必要 が ある で し ょ う 。 現 在 、 私 に は その 仕事 を 引き 受け る 
暇 が あり ませ ん 。 


一 方 、 生 物 学 者 は 研究 中 に ある ビタ ミン を 発見 し ます 。 少 し 
後 彼 ら 5 は それ が 単純 な 化合 物 で は な く 、 そ れ ぞ れ に 名 前 を 選ん だ 数 十 の 
物質 の 精巧 な 複合 体 で ある こと を 発見 し まし た 。 彼 ら は 、 特 定 の ビタ ミン 
が 他 の ビタ ミン が 存在 し な いと その 効力 を 発揮 し な いこ と に 徐々 に 気 
づき 、 あ る い は 、 生 物 に 導入 され る と 、 あ る 物質 が 別 の 物質 に 変化 する こと 
な ど を 観察 し ます 。 


人 エビ タ ミ ン が 人 体 に 及ぼ す 影 響 は 明らか で す が 、 矛 盾 し て 
いま す 。 人 々 は モル タル を 使わ ず に 家 の レ ン ガ を 何 列 に も 積み 上 げ 、 そ 
の 間違い を 正す た め に 、 樽 一 杯 分 の 粗悪 な モル タル を 用 意 し 、 そ れ を 一 
度 に 建物 に 注ぎ ます 。 そ の モル タル は レン ガ の 外面 に 付着 し 、 し ば らく 
は 風雨 か ら 建 物 を 守っ て くれ ます が 、 レ ン ガ の 目地 に は 浸透 せ すず 、 も ち 
ろ ん 建 物 の 内 層 ビ ま で は 届き ませ ん 。 場 合 に よっ て は 、 過 剰 な 量 の 偽 モル 
タル が 使用 され る こと が あり ます 。 そ うす れ ば 、 基 礎 が 多少 不安 定 な 建物 
は 簡単 に 倒壊 し ます 。 こ れ は まさ に 、 ビ タ ミ ン の 注射 中 に 患者 が 注射 直 
後に 死亡 する 場合 に 時 々 起こ る こと で す 。 ほ ん の 微量 で も 人 間 を 
死に 至ら し め る 物質 を 、 ど の よう に し て 栄養 素 と し て 表す こと が で きる 
の で し よう か が 。 
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人 体 に 入っ て か ら 5 分 くら いで し ょ うか ? い つ に な っ た ら 人 間 は 正気 を 取り 戻し 、 
その よう な 愚か さ を 放 棄 す る の で し ょ うか ? 数 多く の 失敗 、 失 望 、 不 幸 に も 関 
わら ず 、 人 間 は 一 歩も 退く こと を 拒み 、 誤 っ た 悲惨 な 道 を 歩み 続け ます 。 


新しい 本 が 続々 と 登場 し ます 。 新 し い リ スト や 推奨 事項 が 古い リス ト に 
常に 追加 され 、 無 限 の 毒 の 洪水 が 工場 か ら 着 実に 人 間 の 臓器 に 流れ 込ん で いま 
す 。 現 状 で は 、 栄 養 学 と その 関連 主題 に つい て 何 千 冊 も の 本 が 書か れ て お り 、 
その すべ て が 異な る 見 解 や 立場 異な る 詳細 や 詳細 、 異 な る リス ト や 表 を 伴っ て い 
ます 。 


少し の 間 、 個 人 に つい て 書か れ た 本 が あっ た と 仮定 し て み ま し ょ う 。 
ビタ ミン や その 他 の 栄養 成分 栄養 素 の 推奨 事項 、 お よび 特定 の 食事 の リス ト 
は すべ て 真実 で す 。 そ の と き 、 私 た ち は 、 こ れ が 本 当 に 人 間 の 栄養 の 実際 的 
な シス テム な の か 、 そ し て この 世界 で 生き た いと 願う 入 は 、 こ れ ら の 本 を すべ て 暗 
記し な けれ ば な ら な いと いう 悲し い 義 務 に さら され て いる の で は な いか と 疑 
間 に 思 うか も し れ ま せん 。 そ れ で は 、 山 や 谷 、 遠 く 離れ た 村 や 集落 に 住ん で お り 、 そ 
の よう な 食事 リス ト や 表 に 慣れ る 機会 の な い 何 百 万 人 も の 人 々 は どう な る で 
し ょ うか ? 彼 ら は 鍼 死 し な けれ ば な ら な い の で し ょ うか ? 


いい え 、 良 き 友 人 た ち 、 無 関心 の 無気力 か ら 目覚 め て くだ さい 。 そ れ は 人 間 
が 運命 づけ られ た 生き 方 で は な いか ら で す 。 そ の よう な 人 生 は まっ た く 人 生 で は 
あり ませ ん 。 そ れ は 悪夢 で す 。 私 た ち は 栄 養 問題 に 対す る 態度 を 完全 か つ 即 時 に 
転換 する 必要 が あり ます 。 
個々 の 栄養 成分 や 食事 に 関す る 出版 物 は 中 止 さ れる べき で あり 、 人 エエ ビタ ミン や 


毒薬 の 処方 も すべ て 直ちに 中 止 さ れる べき で ある 。 


人 類 を その 悪夢 か ら 完全 に 解放 する 唯一 の 方 法 は 、 私 た ちの 生活 様式 と 栄 
養 習 慣 に 根本 的 な 変化 を 導入 する こと で す 。 こ れ ら の 習慣 は 、 正 し い 栄養 体系 を 人 
間 の 生活 に 融合 させ 、 調 和 さ せる よう な 方 法 で 変え られ な けれ ば な り ま せん 。 そ う 
な る と 、 個 々 の 栄養 成分 の 選択 は も は や 何 の 役 に も 立た な く な り 、 人 々 は 特定 の 
食事 に つい て これ 以上 考え な く な り ま す 。 完 全 に バラ ンス が 取れ て い 
る の は この よう な も の だ け で す 
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食料 品 は 栄養 価 が 同じ で ある た め 、 自 宅 に 保管 する 必要 が あり ます 。 言 い 換え れ ば 、 人 
間 が 摂取 する あら ゆる 食品 は 、 そ れ 自 体 で 完全 な 栄養 素 で ある 必要 が あり ます 。 


読者 は 全 人 類 を 導く こと が 非常 に 難し いと 考え て は な り ま せん 
その 素晴らし い 道 に 沿っ て 。 そ う 見 える の は 表面 上 だ け で す .。 私 自身 、 そ の すべ て 
の 段階 を 経験 し て きま し た が 、 そ れ は 難し い ど ころ か 、 非 常に 簡単 な 仕事 で あ 
る こと を 知っ て お り 、 す べ て の 時 間 と エネ ルギー を 捧げ る 用 意 が あり ます 。 


私 た ち は 、 金 持ち も 貧乏 人 も 、 偉 い 人 も 小さ な 人 も 、 学 識 の ある 人 も 素朴 な 人 
も 、 消 費 する 食料 品 を 強制 的 に 選択 する と いう 絶え 間 な い 義 務 に さら され る こと な く 健 
康 的 な 生活 を 送る こと を 可能 に する よう な 条件 を 創り 出さ な けれ ば な り ま せん 。 そ 
うす れ ば 、 食 べ 物 の 選択 は 私 た ちの 味覚 に よっ て 決ま り 、 味 覚 の 要求 や 願望 が 自然 食 
品 を 選択 する 際 の 間違い の な い 指 針 と な る で し ょ う 。 


結局 の と ころ 、 生 物 学者 が 何 を 求め で てい る の か 、 そ し て 何 を 求め て いる の か 、 私 た ち は 疑 問 に 思う か も し れ ま せん 。 
彼ら の 最終 的 な 目的 は 。 お そら く 彼 ら 自 身 も 最終 的 な 目的 に つい て 明確 な 概 
念 を 持っ て いな いか も し れ ま せん が 、 私 は 彼ら に 伝え ます 。 役 ら は 、 私 た ちの 体 が 健康 
的 な 生活 を 送る た め に どの よう な 物質 を 必要 と する か を 調べ よう と し て いま す 。 彼 
ら は 、 私 た ちの 体内 の 各 ビ タ ミ ン と 各 ミ ネ ラ ル の 適切 な 機能 を 確認 し た いと 考え て いま 
す 。 彼 ら は 、 あ る ビタ ミン が 私 た ちの 成長 を 刺激 し 、 別 の ビタ ミン が 感染 症 か ら 私 た ち を 
守り 、3 番 目 の ビ タ ミ ン が 歯 を 強化 する こと な ど を 発見 し まし た 。 し か し 、 そ ん な 苦 
労 を する より も 一度 アフ リカ の ジャ ング ル を 訪れ 、 そ こ に いる ゾウ た ち に 、 
丈夫 な 象 路 を 育て る た め に どの よう な カル シウム 剤 を 服用 し て いる の か 、 あ る い は どの 
よう な 種類 の タン パク 質 を 摂取 し て いる の か を 聞い て みた ほう が よい の で は な い だ ろ う 
か 。 彼 ら は 巨大 な 質量 を 蓄積 する た め に 消費 し た の で し ょ うか ? 


何 千 年 も の 間 絶 え 間 な く 努 力 し た 後 、 つ い に 彼 ら が 望ま し い 目 標 を 達成 し た 
と 仮定 し まし ょ う 。 そ うす れ ば 、 彼 ら は 小麦 一 粒 や その 他 の 植物 体 の すべ て の 成分 
を 認識 し 、 私 た ちの 生体 に お ける それ ぞ れ の 機能 の 詳細 を 理解 で きる よう に な り 
ます 。 し か し 、 彼 ら が 熱心 に 求め て いる も の は 、 す で に 手元 に あり 、 豊 か に 存在 し て 
いま す 。 こ うし て 彼ら は 頂点 に 達し た 


88 


Machine Translated by Google 


それ は 、 彼 ら が 何 年 も か け て 研究 室 で 達成 する こと が ほとん と 期待 で き な か っ た まさ 
に その 目標 で す 。 そ れ で は 彼ら は これ 以上 何 を 求め て いる の で し ょ うか ? 


し か し 読者 は 、 生 物 学 者 が まっ た く 無 分 別 な 人 間 で ある と 考え て は な り ま 
せん 。 彼 ら 5 に は その よう に 行動 する 理由 が あり 、 彼 ら 自 身 の 観 点 か ら 見 る と 、 そ れ 
ら は 非常 に 強力 で 説得 力 の ある 理由 で す 。 な ぜ な ら 、 科 学者 は 「 文 明 化 さ 
れ 、 文 化 化 さ れ た 」 人 だ か ら で あ る 。 彼 ら は 暗い 森 に 住ん で いる 原始 人 で も 、 避 や 馬 
小屋 に 住ん を で いる わけ で も あり ませ ん 。 で は 、 ど うし て 彼ら は 、 原 始 的 な 野 徐 人 の よ 
うに 、 白 パン 、 お いし い ケ ー キ 、 お いし い ペ スト リー を や め て 、 生 の 小麦 を 口 い 
っ ぱい に で きる の で し ょ うか ? も ちろ ん 、 汚 れ の な い 全 粒 小 麦 を 白い パン 
や ペスト リー に 加工 する 際 、 死 ん だ で ん ぷん と 砂糖 を 除い て 、 そ の 何 万 も の 栄養 成 
分 が すべ て 破壊 され て し まう の は 事実 で す が 、 彼 ら は その こと を 心配 し て い 
な いよ う で す 。 生 命 の な い デ ンプ ン や 砂糖 に も 「 利 点 J が ある こと を 決し て 忘れ 
る こと は で きま せん 。 そ れ ら は 私 た ちの 体 に 暖か さ を 供給 する た め に 必要 な カロ 
リー を 提供 し 、 一 方 で 私 た ちの 器官 、 腺 神経 の 需要 は 、 人 人工 ビタ ミン 、 ミ ネ ラ ル 製 
剤 、 偽 ホル モン 、 そ し て 何より も 優れ た 多数 の 毒 な どの 素晴らし い 「 科 学 
的 」 資 源 に よっ て 満た され ます 。 強 さと 効力 に お いて も う 一 つ 。 


最後 に 、 産 業 、 病 院 、 医 師 、 看 護 師 、 薬 局 、 手 術 器 具 、 そ の 他 同様 の 機器 は どう 

な る で し ょ うか ? 
それ ら を 調達 する の に どれ ほど の 努力 が 払わ れず 、 そ れ ら を 建設 する の に どれ 
ほど の 労力 が 費やさ れ な か っ た こと で し ょ う 。 ど うし て 彼ら は 、 そ の 取る に 足ら な い 
小麦 の た め に 、 そ れ ら すべ て の 「 成 果 」 を 放棄 する こと が で きま すか ? そ の よう 
な 措置 は 検討 する こと さえ 不可 能 で あり 、 ま し て や 実際 に 実行 する こと は 不可 能 

す 。 何 千 人 、 い や 何 百 万 人 が 心臓 発作 や 癌 、 そ の 他 の 病気 で 亡くな っ た と し て も 、 
それ は ほとん ど 問 題 で は あり ませ ん 。 人 間 は 遅かれ 早かれ 必ず 死ぬ の で すか ら 、 
少し で も 早く 死ん で この 世 の 苦 し みや 苦し みか ら 解 放さ れ た 方 が 良い の で 
は な いか ? こ の よう に 骨 密 化 が 進む 世界 で 200 歳 まで 生き る こと に 何 の 意味 が 
ある の で し ょ うか ? こ の よう な 考え 方 を 持つ 人 々 が いる こと を 知っ て も 驚か な いで 
くだ さい 。 確 か に 、 人 類 の 大 多数 は 今日 、 死 体 を 食べ る 中 毒 で 盲目 に な っ て お り 、 そ の 
よう に 考え て いる と 断言 で きる か も し れ な い 。 し か し 私 は 全 世 界 に 厳粛 に 宣言 
し ます 、 全 人 類 は こう し な けれ ば な り ま せん 
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植物 を 生 の 状態 で 摂取 し て くだ さい 。 こ れ は 自然 の 命令 で す 。 


それ に も か か わら ず 、 私 は 、 生 物 学者 が 常に 人 類 に 奉仕 し た いと いう 願望 を 導く 動機 
を 持つ て いる こと を 否定 し ませ ん 。 し か し 、 彼 ら の 努力 が 失敗 し た と わか っ た ら 、 彼 ら は 直ちに そ 
の 危険 な 手順 を 変更 し 、 直 ち に それ ら の 主題 を 扱っ た すべ て の 本 の 出版 を 中 止 す べき で あ 
る 。 そ う で な けれ ば 、 彼 ら は 間違い な く 次 の 世代 の 呪い に 値する で し ょ う 。 栄 養 に 関す る 本 に 記 
載 さ れ て いる 矛盾 し た 事実 や 数 字 を すべ て まとめ 、 入 手 可 能 な 証拠 を 慎重 に 選別 し 、 比 較 検 討 
し た 結果 、 栄 養 に 関す る 限り 、 今 後 は 全 人 類 が 同様 に 考え る べき で ある と いう 基本 
的 な 結論 を 導き 出し まし た 。 同 様 に 餌 を 与え ます 。 


この 結論 に 関し て は 、 懐 疑 や 反対 が あっ て は な り ま せん 。 


し た が っ て 、 個 々 の 栄養 成分 や さま ざま な 具体 的 な 食事 を 扱っ た これ まで に 発行 され た 
書籍 は その 役目 を 終え た の で 、 不 健全 で 矛盾 し た 理論 に よっ て 国民 の 心 が 混乱 する こと が な い 
よう 、 そ れ ら は すべ て 流通 か ら 回 収 さ れ な けれ ば な ら な い 。 。 言 い 換え れ ば 、 タ ン パ ク 質 、 炭 
水 化物 脂肪 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル の 機能 と 「 利 点 」 を 扱っ た 書籍 は すべ て 禁止 され る べき で す 。 特 
定 の 食品 の 価値 が それ ら に 含ま れる 特定 の 栄養 素 に ある こと を 証明 し よう と する 危険 な 出版 
物 も すべ て 同様 で ある べき で す 。 


作家 が 特定 の 種類 の 果物 が 他 の 果物 と 比較 し て 優れ て いる こと を 主張 し よう と し て いる 本 で さ 
え 、 余 分 な も の と 見 な され な けれ ば な り ま せん 。 将 来 の 研究 は 、 せ い ぜ い 、 あ る クラ ス の 食 

品 の 開発 の 程度 と 他 の クラ ス と 比較 し た 利点 を 判断 する た め に 必要 な デー タ を 提供 する た め の 
一 般 的 な 実験 の 実施 に 向け られ る か も し れ ま せん 。 た と えば .、 果 物 、 穀 物 、 豆 類 、 ナ ッ ツ 、 

緑色 野菜 、 根 菜 類 の 間 に 大 き な 違 い が あ る 場合 、 そ の よう な 違い が 実際 に 存在 する 場合 その 違い 
を 確認 する 研究 が 行わ れる 可能 性 が あり ます 。 
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今後 は 、 天 然 栄養 素 の 劣化 に よっ て も た ら さ れる 甚大 な 被害 の あら 
ゆる 側面 を 一 般 大 衆 に 実証 し 、 人 々 に 無 条件 に 戒律 に 従う よう 奨励 する 
こと が 、 す べ て の 進歩 的 な 作家 、 科 学者 、 医 師 、 ジ ャ ー ナ リス ト 、 人 道 主義 
者 の 主 な 義務 と な る べき で ある 。 自 然 の 。 


本 物 の 身体 と 偽り の 身体 


調理 済み 食品 を 習慣 的 に 消費 する 人 は 、 実 際 に は 2 人 が 1 人 に な っ 
た も の で す 。 彼 に は 二 つ の 体 が ある 。 最 初 の 体 で ある 本 物 の 人 間 は 、 自 然 の 
貯 養 に よっ て 生ま れ 、 今 も 自然 の 栄養 に よっ て 維持 され て いる 真 の 人 間 
その も の で す 。 2 番目 の 体 で ある 偽 の 男 は 、 不 自然 な 調理 され た 人 
工 食品 に よっ て 存在 し 、 不 自然 な 栄養 だ け で 生き 続け ます 。 


健康 で 特殊 化 さ れ 活動 し 、 生 命 を 維持 し 、 人 を 立ち 上 が ら せ る 人 体 
の 細胞 は すべ て 、 天 然 の 食物 に よっ て 構築 され 、 栄 養 を 与え られ 、 機 能 し 、 
完全 に 置き 換え られ て いま す 。 こ れ ら は 、 筋 肉 に 力 を 与え 、 心 臓 の 収縮 を 
調節 し 、 脳 の 衝動 を 体 に 伝え 、 分 泌 物 を 生成 する 細胞 で す 。 こ れ ら の 高度 
に 発達 し た 細胞 の 他 に 、 表 面 的 に は 正常 な 細胞 に 似 て いる が 、 実 際 に は 最 
も 基本 的 な 構造 を 持ち 、 特 殊 な 機能 に 必要 な 機構 や 機構 が 欠如 し て お り 、 
一 般 に 変性 し て 病気 に な っ て いる 細胞 も あり ます 。 こ れ ら の 細胞 は 、 完 全 に 
不 自然 で 質 の 悪い 食物 を 犠牲 に し て 生ま れ 、 繁 殖 し 、 増 殖 し ま 
す 。 


調理 済み 食品 中 毒 者 の 体内 で は 、 本 物 の 人 間 は ほん の わずか し か 占め て いな い 
確か に 部 屋 。 最 も 痩せ て いる 人 の 場合 で も 、 体 の か な り の 部 分 は 
不 活性 な 細胞 で 構成 され て いま す 。 


各 腺 や 器官 に は 、 一 定数 の 活動 的 で 特殊 な 細胞 が 必要 で す 
が 、 そ の よう な 細胞 に 必要 な 補 体 が 形成 され る と すぐ に 、 特 定 の 器官 で の 
追加 の 細胞 の 構築 が 停止 し ます 。 
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そう し な いと 、 法 外 な サイ ズ に 成長 し て し まい ます 。 さ て 活動 的 な 細 
胞 は 自然 の 栄養 に よっ て の み 呼 び 出さ れ ま す が 、 食 物 中 毒 者 は 体 に 必要 
な 量 の 天然 の 食材 を 提供 し な いた め 、 臓 器 は 、 結 果 と し て 生じ る 欠乏 を 
補い 、 そ の サイ ズ を 妥当 な 制限 内 に 維持 する 義務 が あり ます 。 調 理 
され た 食品 か ら 生 成 さ れる 一 定数 の 不 活性 細胞 。 こ の よう な 役に立た 

な い 寄 生 細胞 は 、 骨 、 爪 髪の毛 を 除い て 、 食 物 中 毒 者 の すべ て の 臓器 

や 組織 に た くさ ん 存在 し ます 。 


それ に も か か わら ず 、 一 部 の 人 々 の 生体 は 依然 と し て 不 自然 な 食事 
に 一 定期 間 抵抗 する こと が で きま す 。 実 際 、 食 欲 減退 、 胃 障害 吐き 気 、 
吐 、 不 眠 症 、 頭 痛 、 そ の 他 同 様 の 手段 に よっ て 偽 人 間 の 形成 を 防ぐ の に 最 
大 限 の 努力 を 要 し ます 。 近 視 眼 的 な 人 々 は 、 そ の よう な 予防 的 症状 を 生 
体 の 何ら か の 衰弱 の 兆候 で ある と 考え 、 不 自然 な 食品 の 摂取 を や 
め る 代わ り に 、 患 者 に 「 栄 養 を 与え て 強化 する 」 た め に その 使用 を ま 
すま す 奨 励 し ます 。 そ し て 、 「 栄 養 価 の 高い 」 食 物 の 継続 的 な 攻撃 に さら さ 
れ 、 長 く 続 いた 闘争 が 本 物 の 人 間 の 敗北 に よっ て 悲劇 的 な 結末 を 迎え る 
と 、 生 物 は その 粘り 強い 抵抗 を 放棄 し 、 そ れ ら の 不 自 然 な 食物 に 自ら を 「 適 
応 」 せ ざる を 得 な く な る 。 こ れ は 偽り の 男 の 誕生 の 合図 で あり 、 偽 り の 男 は 
すぐ に オオ カミ の よう に 貧 り 食い 、 抗 い が た い ほ ど と 成長 し 始め る 。 し か し .、 近 
視 眼 的 な 人 々 は 、 こ の 成長 を 確実 な 回 復 の 兆し だ と 考え て いま す 。 


時 間 が 経つ に つれ 、 そ の 抵抗 力 は 弱まり 、 今 日 で は 非常 に 多く の 子 
供 た ち が 二 つの 体 を 持っ て 生ま れる 段階 に 達し まし た 。 そ の よう な 子供 
た ち は 、 こ の 世に 生ま れる 前 か ら 偽り の 人 間 を 形成 し 始め ます 。 女 性 の お 
尻 や 脚 、 子 供 の 脂肪 の 多い 類 、 男 性 の 膨らん だ お 尻 や 首 な ど 、 あ ら ゆ る 
場所 で 偽 の 男 を 見 る こと が で きま す 。 偽 り の 男 は 、 盛 り の 乙女 た ちの 
可憐 な 姿 を 変形 させ 、 成 人 し た 人 間 の 労働 能力 を 奪う 。 人 間 の 心臓 、 臣 
臓 、 血 管 、 腺 、 組 織 に 侵入 し 、 そ の 活動 を 麻痺 させ ます 。 一 般 的 に 言え 
ば 、 そ れ は 本 物 の 男 を 手中 に 取り 込み 、 徐 々 に 締め 付け 、 首 を 絞め ます 。 
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調理 済み 食品 の 中 毒 者 が 果物 を 食べ て 空腹 を 満た す と き 、 そ れ は その 
瞬間 に 本 物 の 人 間 が 満腹 し 、 そ れ 以上 食べ 物 を 欲し が ら な いこ と を 意味 し ます 。 
し か し 、 偽 り の 男 は 自然 の 栄養 を まっ た く < 受け 取っ て いな いた め 、 今 は 自 
分 だ け の 特別 な 食べ 物 を 要求 し て いま す 。 問 題 を 特に 残念 に し て いる の は 、 彼 が 
現実 の 男性 の 口 を 通 し て 自分 の 否定 的 な 欲望 を 表現 し て いる と いう 事実 で す 。 
調理 済み の 食べ 物 に 対す る 偵 欲 な 欲求 は その 怪物 の 衝動 で あり 、 本 物 の 人 間 の 
要求 と は 何 の 関 係 も あり ませ ん 。 依 存 症 と ネガ ティ ブ な 欲望 と いう 二 つ の 野 誰 な 
情熱 が 力 を 合わ せ た 瞬 間 、 そ の 渦 望 は 暴食 に 変わ る 。 


ここ で 、 本 物 の 人 間 は 、 何 の 考え も 反省 も な し に 、 最 も 卑劣 な 任務 を 実 
行 し ます 。 彼 は 来る 日 も 来る 日 も 絶え 間 な く 働き 大変 な 苦労 と 苦労 を し て お 
金 を 稼ぎ ざ 、 さ ら に 大 き な 苦 労 と 苦労 を し て 、 苦 労 し て 稼い だ お 金 で 買っ た 天然 の 食 
材 を 有害 物質 に 変え 、 そ れ を 身体 の 中 に 取り 込ん で し まう の で す 。 そ れ を 自分 の 
口 か ら 消化 し 、 消 化 管 で 消化 し 、 血 流 に 吸収 し て 、 そ の 最も 凶悪 な 敵 で ある 怪物 
に 送り 届け る 。 彼 は 怪物 を 自分 の 胸 で 育て 、 そ の 忌まわしい 体 を 里 い 筋肉 で 
常に 持ち 歩い て いる 。 


ここ で 私 は 、 タ ン パ ク 質 を 称賛 し 人 工 ビ タ ミ ン の 潜在 的 な 効能 に 誤っ 
た 期待 を 抱い て いる 生物 学者 た ち に 、 彼 ら が 、 巨 大 な 体重 を か ろう じ て 引 きず り 
な が ら 、 よ ろ よ ろ と よろ めき な が ら 道 を 歩く 男女 を 憐 れ ま な い の か 、 と 問わ な け 
れ ば な ら な い 。 偽 り の 男 が 弱 々 し い 足 で 立っ て いる 。 あ の 人 た ちの 良心 や 理性 
は どこ に ある の で し ょ うか ? 役 に 立た な い 脂 肪 と 肉 の 塊 は 、 彼 ら に 考え る 材料 
を 与え な い の で し ょ うか ? 結 局 の と ころ 、 肥 満 は 「 完 全 に バラ ンス の 取れ た 」 
動物 村 タ ン パ ク 質 と 「 消 化 の 良い 」 白 パン の 成果 な の で す 。 そ れ ら の 太っ た 
人 々 か ら パ ン と 肉 を 奪い 、 自 然 の 最も 基本 的 な 法則 に 従っ て し ば らく の 間 
彼ら に 餌 を 与え て みて くだ さい 。 そ し て 、 そ れ ら の 悪魔 の よう な 塊 が 数 か 月 以 
内 に どの よう に 溶け て 消え る か に 注目 し て くだ さい 。 


それ ら の 余分 な も の を どれ だ け 簡 単に 取り 除く こと が で きる か を 考え る と 、 
肉 の 山 と 効果 は 最も 簡単 で 完全 な 回 復 に よっ て 
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自然 な 方 法 で ある に も か か わら ず 、 な ぜ 高 い 学業 で 優れ た 成績 を 収め た 人 々 
が 、 成 功 の 見 込み も な く 、 さ ま ざ ま な 危険 で 無 意 味 な 手段 に 頼る の か 不 
思 議 に 思う か も し れ ま せん 。 


偽り の 人 間 は 、 変 性 し た 細胞 だ け で 構成 され て いる の で は な く 、 
余分 な 体液 脂肪 、 凝 固 物 、 塩 分 、 毒 物 、 そ の 他 の 有害 物質 が 、 本 物 の 人 間 
の すべ て の 体腔 や 組織 に 浸透 し て 広がり ます 。 あ ら ゆ る 病気 は 、 例 外 な く 、 
偽り の 人 間 の 細胞 の 中 に 呼び 出さ れる 。 ガ ン が 生ま れる の も 偽者 の 細胞 
の 中 で で す 。 


病気 は 法律 の 違反 に よっ て 引き 起こ され ます 
自然 


工場 が 故障 する 原因 は 2 つ だ け で す 。 不 足 で す 。 
原材料 の バラ ンス と 外部 か ら 来 る 偶発 的 な 損傷 。 他 に 原因 は 考え られ 
ませ ん 。 外 部 要因 に よっ て 人 体 が 受け る 偶発 的 な 損傷 (火傷 、 怪 我 中 毒 な 
ど ) は 容易 に 理解 され 、 そ の 治療 に 採用 され る 方 法 に つい て は 異 
論 は あり ませ ん 。 


これ ら の 外部 損傷 に は 、 自 己 投与 され る 治療 薬 . 人 工 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 、 
アル コー ル 、 ニ コチ ン 、 お 茶 、 コ ー ヒ ー、 さ ら に は 調理 済み の 食品 と と 

も に 体内 に 導入 され る 数 多く の 毒物 に よっ て 生体 に 与え られ る 害 

が 含ま れる 場合 が あり ます 。 そ し て あら ゆる 臓器 に 蓄え られ ます 。 


人 間 に と っ て 唯一 調和 の 取れ た 完璧 な 原材料 
生物 と は 、 自 然 に よっ て 決定 され た 生 の 植物 で す 。 そ れ ら の 体 に 加 
えら れ た ほん の わずか な 変更 は 、 そ の 工場 の 原材料 の 調和 を 月 す こと を 意 
味 し ます 。 こ れ は 、 そ の 工場 の 適切 な 運営 を 混乱 させ る こと を 意味 し 
ます 。 つ まり 病気 を 意味 し ます 。 自 然 法則 に 従っ て 、 こ れ は 公理 と みな さ 
れる べき で あり 、 そ れ に 関し て いか な る 疑念 や 意見 の 多様 性 が あっ て は な 
り ま せん 。 
人 間 の 工場 の 原材料 は 栄養 と 呼ば れ て いま す 。 
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自然 は 人 間 に 必 要 な 原材料 を 級 密 な 計算 で 作り 上 げ て きた の で 、 私 
た ち が ブ ドウ の 実 を 一 粒 口 に 入れ る と 、 そ の 小さ な 実 が 砕け て 生体 全体 に 
広がり 、 必 要 な も の を すべ て 例外 な く 供給 し ます 。 そ の 果実 は 、 最 初 に 単 
純 な 細胞 の 基本 的 な 構造 を 構築 し 、 次 に 分 化し た 細胞 の すべ て の 内 部 機 
構 を 構築 し 、 生 産 に 必要 な 原材料 を 提供 し 、 す べ て の 構成 部 品 を 
洗浄 し て 潤滑 し 、 損 傷 し た 部 品 を 再生 し 、 古 く な っ た 部 品 を 置き 換 
えま す 。 疲 れ た 細胞 を 若い 細胞 で 補い 、 モ ー タ ー に 燃料 を 供給 し て 
モー ター を 動か し 、 体 に 必要 な 暖か さと エネ ルギー を 与え 、 体 に 求め られ 
る その 他 の あら ゆる 仕事 を 行い ます 。 


読者 は 、 時 々 何 週間 も 何 ヶ月 も 果物 を 食べ な い 人 が いる の に 、 

それ で も な ん と か 生き て いる の は な ぜ だ ろう か と 疑問 に 思う か も し れ ま せ 

。 答 え は 、 一 般 的 に 言え ば 、 調 理 済み の 食事 中 毒 が 最も 確認 され て いる 人 
で も 、 時 々 生 の 栄養 を 摂取 する と いう こと で す .。 実 際 、 正 常 な 細胞 が 数 週間 、 
数 か 月 に わた っ て 錠 鱗 状態 に 陥る こと も あり ます が 、 果 物 は 非常 に 
凝 細 され た 栄養 価 の 高い 食材 で ある た め 、 ご く 少 量 の 果物 で 人 は 何 
と か 立ち 上 が る こと が で きま す 。 し か し 、 そ の 錠 角 が 不当 に 長引く と (被験 
者 自身 が この 錠 え を 感じ て いな いた め ) 、 生 体 に さま ざま な 障害 、 た だ れ 、 
病 的 状態 が 現れ 、 そ の 中 で 最も 深刻 な も の は 壊 血 病 で ある 。 


壊 血 病 の 間 、 優 れ た 栄養 成分 の 欠如 に より 、 細 胞 が 徐々 に 消耗 し ます 。 
その 後 、 毛 細 血 管 の 壁 が 破 像 し 始め 、 血 液 の 血管 外 漏出 が 生じ ます 。 歯 茎 は 
青く な り 海 綿 状 に な り 、 歯 は 抜け 落ち 、 患 者 の 全身 は 潰瘍 で 覆 わ れ ま す 。 
近視 の 人 々 の 見 解 で は 、 こ の 病気 は も っ ぱら ビタ ミン C の 欠乏 に よる も の 
で す 。 世 界 中 の あら ゆる 調理 済み 食品 、 薬 品 人 工 ビ タ ミ ン に は 、 そ の よう な 
患者 の 命 を 救う 力 は あり ませ ん 。 新 鮮 な 果物 や 野菜 を 摂取 し な けれ ば 、 役 
の 死 は 避け られ ませ ん 。 


自然 は 人 間 に 対し て 非常 に 寛容 で し た が 、 人 間 は その 寛容 さ を 
利用 し ます 。 ア メリ カ の 細胞 学者 EV い y カ ウド リー 
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「 悪 性 化し た 細胞 に よる 訓練 され た 奉仕 に よる 身体 経済 へ の 損失 は 深刻 な も の で は な い 。 
な ぜ な ら 、 あ ら ゆ る 種類 の 特殊 な 細胞 に は 、 生 理学 的 予備 と し て 知ら れる 、 必 要 な と き に 呼 
び 出 すこ と が で きる 余剰 が ある か ら で あ る 。 」 副 腎 皮 質 肺 の 1/2、 肝 臓 の 3/4、 甲 状 腺 と 騰 
臓 の 4/5、 肌 臓 の すべ て を 安全 に 切除 する こと が で きま す 。 」 11)。 世 界 で 最も 有名 な 細胞 学者 
で さえ 非常 に 近視 眼 的 で ある た め 、 腺 の 10 分 の 9 の 喪失 が 生物 に と っ て 深刻 で ある と は 考え 
て いま せん 。 喪 失 が 彼 に 現れ る の は 、 そ の 生物 が 完全 に 機能 し な く な っ た と きだ け で ある 。 し 
か し 、 カ ウド リー の 研究 は 、 生 の 栄養 摂取 量 が 減少 する と 、 そ れ に 比例 し て 活動 する 細胞 
の 数 が 減少 し 、 し た が っ て 特定 の 腺 や 器官 の 活動 能力 も 減少 する と いう 、 生 食 者 が 抱い て いる 
信念 を 裏付け る も の と な っ た 。 非 常に 多く の 場合 、 調 理 済み 中 毒 者 の 臓器 は 、 正 常 な 細胞 の 10 分 
の 1 また は 5 分 の 1 だ け の 労働 に よっ て その 存在 を 維持 し て いま す 。 


法 に 基づい て 正当 な 責任 が 取ら れる 場合 
自然 病気 の 原因 は 隠さ れ た まま で は あり ませ ん 。 す べ て が 日 光 の よう に 鮮明 に な り ま す 。 
消費 され る 天然 食材 の 量 の 減少 に より 、 正 常 で 活動 的 な 細胞 の 数 が 減少 する と すぐ に ^ 腺 
や 器官 は 機能 不全 に 陥り 、 原 材料 の 不足 に より 収量 が 低下 し 、 不 十分 で 、 欠 陥 が 生じ ます 。 
その 結果 、 特 定 の 腺 や 臓器 が 病気 に な り ま す 。 繰 り 返 し ます が 、 残 っ て いる 活性 細胞 は 
比較 的 少な く 、 残 っ て いる 細胞 は 角 え て 疲 敵 し て いる た め 、 心 臓 の 壁 が 膨張 し 、 弁 が 損傷 し ます 。 
皮膚 腸 、 胃 、 お よび 継続 的 な 圧力 に さら され る 体 の 他 の 部 分 の 敏感 な 部 分 が 損なわ れ ま す 。 
毛細 血管 が 拡張 し て 破裂 し 、 胃 や 腸 の 潰瘍 、 相 膜 か ら の 分 泌 物 、 歯 槽 騰 漏 、 導 湿疹 な ど 
を 引き 起こ し ます 。 適 切な 栄養 が 不足 する と 歯 が 虫 歯 に な り ま す 。 髪 が 白髪 に な っ た り 、 抜 けた り 
し ます 。 同 時 に 、 調 理 さ れ た 食品 に よっ て 体内 に 取り 込ま れ た 有毒 物質 の 蓄積 に より 、 関 節 が 機 
能 し な く な り ま す 。 血 管 の 壁 は 硬い 堆積 物 で 覆 わ れ て いま す 。 結 石 (また は 結石 ) が 形成 され る 
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勝 有 : 宣 化 症 、 高 血圧 、 学 骨 神 経 痛 、 リ ウマ チ 、 痛 風 、 そ の 他 多 く の 病 気 が 出現 し ます 。 
最後 に 、 脳 卒 中 発作 の 原因 を 説明 する の は 非常 に 簡単 な 作業 に な り ま し た 。 


癌 。 


調理 済み の 食事 を する 人 は 、 自 分 が 健康 で ある と 考え る べき で は あり ませ 
ん 。 彼 の 病気 の 基礎 は 、 彼 が 生ま れる 前 か ら 、 中 毒 者 の 母親 に よっ て 作ら れ て い 
まし た 。 役 の 臓器 は 変人 性 し て お り 、 あ ら ゆ る 瞬間 に 危険 に さら され て いる か 、 最 後 
の エネ ルギー を 使い 果たし て いま す 。 こ れ ら の 行 を 読ん だ 後 、 自 分 の 健康 を 
大 切 に し 、 自 分 の 人 生 を 気遣う 入 は 、 そ の 危険 を 回 避 す る た め の 確 固 た る 決断 を 下 
し 、 自 分 の 生体 に すでに 与え られ た 損傷 を 徹底 的 に 修復 し な けれ ば な り ま せん 。 
特に 肥満 や 高血圧 に 悩ま され て いる 人 は 、 命 が か か っ て いる の で 、 一 刻 も 中 路 
し て は な り ま せん 。 明 日 の 計 報 に 「 思 い が け な い 」 と いう 不吉 な 言葉 が 載る の を 許 
し て は いけ な い 。 そ の 言葉 は 、「 文 明 化 され た 」 人 間 の ひど し い 無 知 の 最も 顕著 な 
証拠 で ある 。 


小さ な 赤ちゃん は 理由 も な く 泣い て は いけ ませ ん 。 決 し て 眠れ な い 夜 を 過 
ご し た り 、 胃 の 病気 に 昔 し ん だ り 、 ま し て や 発熱 し た り し て は な り ま せん 。 ま た 、 
ビタ ミン や カル シウム の 欠乏 を 経験 し て は な り ま せん 。 
これ ら は すべ て 、 調 理 済み の 食品 、 牛 乳 、 そ し て 調理 し て 食べ る 彼 の 母乳 の 劣悪 さ 
の 結果 で す 。 私 は 何 度 も 宣言 し ます が 、 生 まれ た ば か り の 子供 に 調理 済み の 食べ 
物 を 食べ させ る の は 最も 残酷 な 犯罪 で す 。 こ れ ま で の と ころ 、 こ の 犯罪 は すべ て 
の 親 に よっ て 意図 せ すず に 犯さ れ て きま し た 。 今 後 は 計画 的 犯罪 と みな さ 
れ ま す 。 明 日 に は 、 罪 を 交 量 で きる 親 は 誰 も いな い だ ろ う 。 


外科 手術 を 受け る 決定 を 下す 前 に 、 患 者 は 完全 な 生食 に 頼る べき で す 。 
損傷 し た 臓器 が 活性 細胞 の 補 体 を 完全 に 失っ て いな い 場 合 、 健 康 な 細胞 を 生 
み 出 し 、 病 気 の 細 胞 を 除去 する こと に よっ て 、 そ の 機能 を 完全 に 回 復 する 可 
能 性 が あり ます 。 


人 間 の 体内 に 病気 の 細胞 が 存在 する 限り 、 調 理 さ れ た 食べ 物 に 対す る 
強い 潟 望 が 存在 し ます 。 し か し 、 体 か ら 病気 の 細胞 が 取り 除 か れる と 、 調 理 
され た 食事 の 光景 が 現実 の 世界 を 満た し ます 。 
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男 は 喜び の 代わ り に 嫌悪 感 を 抱く 。 「 人 負え 」 の 感情 が 強けれ ば 強い ほど 、 病 気 は よ 
り 深く 、 よ り 深刻 に な り ま す 。 つ まり 、 調 理 済み の 食べ 物 へ の 欲求 は 病気 へ の 欲求 で あり 、 
その 欲求 が 持続 する こと は 病気 の 持続 を 意味 し ます 。 し た が っ て 病気 を 鎮圧 し 、 絶 滅 さ 
せる た め に は 、 偽 人 間 を 伴 死 させ る 必要 が ある 。 


が ん 患 者 は 直ちに 、1 日 あたり リン ゴ や ブドウ 1 ポン ド な ど 、 生 の 食品 を 非常 に 制限 
し た 食事 を と ら な けれ ば な り ま せん 。 
この 量 は 本 物 の 人 間 を 生き 続け る の に 十分 な 量 で す が 、 が ん 細胞 は その 分 け 前 を 得る こと 
が で きず 、 徐 々 に 死 減 し ます 。 確 実 な 死刑 を 宣告 され た 人 に は 、 最 期 を 早め る と いう 代償 
を 払っ て 自分 の 味覚 を 満足 させ る 権利 は も は や あり ませ ん 。 


で は 、 彼 ら が 薬物 と 名 付け た 35 万 種類 の 有毒 物質 が 、 私 た ち に どの よう な 有益 な 役 
割 を 果たし て くれ る の か を 見 て み ま し ょ う 。 
分 化し た 細胞 の 数 を 増やし た り 、 弱 い 細 胞 を 強化 し た り 、 あ る い は 障害 の ある 細胞 に 
新た な 働く 能力 を 与え た りす る こと は で きる の で し ょ うか ? 錠 えた 腺 に 原料 を 供給 し た り 、 
火災 で 破壊 され た 栄養 成分 を 代替 し た り で きる だ ろう か ? 心 臓 の 筋肉 を 強化 し た り 、 血 管 
の 不純 物 を きれ い に し た り で きる で し ょ うか ? 調 理 済み の 食品 に よっ て 私 た ちの 体内 に 持ち 
込ま れる 汚物 や 毒 が 臓器 に 流れ 続け る の を 止め る こと は で きる の で し ょ うか ? 最 後に . が ん 
細胞 を 一 つ ー つ 分 離し て 消滅 させ る こと が で きる の か 、 あ る い は 体内 に 戻す こと が で きる 
の か 。 お そら く 、 そ れ ら の 毒 は 私 た ちの 栄養 の 不可 欠 な 部 分 を 形成 し て お り 、 自 然 が それ ら を 
天然 食品 に 含め る こと を 忘れ た の は 見 落と し に よる も の で す 。 


実際 の と ころ 、 そ れ ら の 物質 の 影響 は 次 の と お り で す 。 
夢想 的 で 、 欺 暗 的 で 、 見 か け 上 、 矛 盾 し て お り 、 常 に 有害 で す 。 
薬物 の 有益 な 特性 に 関す る 膨大 な 文献 は 私 た ちの 時 代 の 神話 で す 。 巨 大 な 迷信 の 世界 が 
この 地球 上 の すべ て の 人 々 を 絶対 的 な 支配 下 に 置き 有害 な 薬 が お 守り の 役割 を 果たし 
て いま す 。 


私 た ち は 空 想 の 高み か ら 降 り て 、 こ れ ら の 問題 に 対し て 現実 的 な 態度 を と ら な けれ 
ば な り ま せん 。 無 限 に 小さ い 細胞 自体 は 、 す べ て の 人 工 工場 より も 複雑 な 構造 を 持っ て いま 
す 。 こ れ は 
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それ は 、. 世 界 中 の 専門 家 が 協力 し て 努力 し た に も か か わら ず 、 一 度 も 生 
きた 細胞 を 存在 させ る こと が で き な か っ た と いう 非常 に 単純 な 事実 か ら 
明らか で す 。 し か し 、 あ ら ゆ る 臓器 は 何 百 万 も の その よう な 細胞 で 構成 
され て いま す 。 そ れ に も か か わら ず 、 普 通 の 医師 は 自分 が それ ら の 広 

大 な 世界 の 専門 家 で ある と 想像 し て いま す 。 そ の 医師 は 、 紙 切れ に 何ら か 
の 有毒 な 「 薬 」 の 名 前 を 走り 書き する と き 、 た っ た 一 種類 の 毒 の 処方 で 
何 百 万 も の 工場 の 混乱 し た 機能 を 回 復 で きる と 素朴 に 考え ます 。 幼 い 子 
供 た ちの 手 を 握り 、 私 は 何 年 も の 間 、 命 を 与え る 素晴らし い 万 能 薬 を 見 つ 
ける こと を 期待 し て 、 あ る 国 か ら 別 の 国 へ と さま よい まし た 。 今 日 、 す べ て の 
患者 が 、 そ の 状態 が 何で あれ 、 医 師 の ドア を ノッ ク す る か 、 病 院 の 列 に 並 
ぶ の と 同じ 空想 的 な 希望 を 持っ つて いま す 。 


一 方 、 あ ら ゆ る 病気 の 唯一 の 冶 療法 は 完全 に 患者 自身 の 手 の 中 に あ 
り ま す 。 す べ て の 病気 の 原因 は キッ チン の 火災 に あり ます 。 そ の 火 が 消え る 
と 、 人 間 の 苦し み は す べ て 消え る で し ょ う 。 完 全 な 生食 
は 、 あ ら ゆ る 種類 の 病気 の 予防 策 と な る だ け で な く 、 影 響 を 受け た 臓 
器 に まだ 生命 の 兆候 が 残っ て いる 限り 、 最 も 軽い も の か ら 最 も 重 篤 で 複雑 
な も の まで 、 す で に 栓 患 し て いる すべ て の 病気 を 完全 に 治癒 し ます 。 


この 小さ な 本 で は 、 こ の 主題 を 詳し く 扱 うこ と は で きま せん 。 1 
つの 例 を 提示 する だ け で 十分 で す 。 心 血管 疾患 は 今日 人 類 の 悩み の 種 と 
な っ て いま す 。 特 定 の 国 で は 、 さ ま ざ ま な 心臓 導 患 に よる 死亡 率 が 総 
死亡 率 の 半分 を 超え て お り 、 そ の 割合 は 増加 し 続け て いま す 。 こ れ ら の 
病気 に 対す る 既存 の 楽 は すべ て 、 純 粋 に 効果 的 な 手段 に 過ぎ ませ ん 。 体 
を 毒 し た り 刺激 し た り 、 逆 に 神経 を 麻痺 させ た り 、 心 臓 の 働き を 刺激 し 
た りす る こと で 、 生 体 か ら 残 存する 力 を 奪い ます 。 心 臓 発作 の 主 な 犠牲 者 
は 医師 で ある と いう 事実 を 目の当たり に し て くだ さい 。 し か し 、 す べ 
て の 病気 の 中 で 心血 管 障害 は 最も 治療 を 受け や すい も の で す 。 ロ ー・ ビ ー 
ガニ ズム は 、 こ れ ら すべ て の 無 意 味 な 虐殺 に 終止 符 を 打つ で し ょ う 。 
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数 週間 か 数 か 月 以内 に 心臓 発作 で 死ぬ 運命 に ある 患者 が 、 自 然 の 法 
則 に 避難 し 、 今 日 か ら 生 食 に 切り 替え れ ば 、 ほ ぼ 一 夜 に し て 症状 が 急速 に 
改善 する の を 感じ る だ ろう 。 初 日 か ら 彼 の 血管 は 急速 に 不純 物 を 失い 始 
め 、 彼 の 静脈 の 壁 と 心臓 と その 弁 の 壁 は 、 徐 々 に 活性 細胞 の 新鮮 な 補充 に 
よっ て 新た な 命 を 獲得 し ます 。 適 度 な 弾力 と ハリ を 取り 戻し ます 。 そ の 
結果 、 生 食 を 始め た ば か り の 新入 社員 は 数 週間 で 死ぬ の で は な く 、 自 信 
を 持っ て あと 50 年 以上 健康 に 生き る こと が で きる よう に な る 。 数 週間 
の 病弱 な 生活 を 半 世 紀 の 健康 な 生活 に 置き 換え る か どう か が 問題 で ある 
と き 、 私 た ち は 心 に 忍び 寄る 中 踏 を 許し て は な り ま せん 。 死 を 突然 の 予期 
せ ぬ も の と 考え る の は 賢明 で は あり ませ ん 。 何 の 疑い も 持た な い 犠 牲 者 の 
口 に ー ロ の 肉 や パン が 入っ て くる の を 見 る と 、 間 も な く 彼 の 心臓 の 壁 
と 血管 に 変性 が 起こ る こと を 想像 し 、 彼 が 心臓 発作 を 起こ す の で は な い 
か と 常に 予想 し ます 。 


一 般 に 、 病 気 の 基 本 的 な 原因 は 4 つ あ り ま す 。 1. 
分 化し た 細胞 の 数 の 欠如 。 2. 腺 の 機能 に 必要 な 原料 の 不足 。 3. 生体 
内 の 異物 お よび 寄生 細胞 の 存在 。 4. 細菌 感染 に 対す る 細胞 の 抵抗 力 の 
低下 。 生 食 は これ ら 4 つの 原因 すべ て に 最初 か ら 取 り 組み 、 病 気 の 問題 に 
対す る 本 当 の 解決 策 を 提供 し ます 。 


し か し 、 生 食 や 調理 食 の 中 毒 者 は 初期 に さま ざま な 不快 感 を 経験 す 
る こと が あり 、 そ れ が 無 分 別 な 人 々 に 自然 食品 は 体 を 疲れ させ 、 健 康 を 損 な 
うと いう 誤っ た 印象 を 与え る 可能 性 が あり ます 。 こ の 誤解 は 、 現 代 人 の 近視 
眼 性 を 示す 最も 顕著 な 証拠 で す 。 自 然 な 栄養 の 後に 不 自然 で 有害 な 結果 
が 生じ る 可能 性 が ある と いう 単なる 考え は 、 最 も ば か げた 概念 で あり 私 
た ちの 思考 か らき っ ぱり 追放 され な けれ ば な り ま せん 。 
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男性 の 体重 は 40 て 50 キ ロ 以 上 で ある こと に 留意 する 必要 が あり ます 。 
重 さ 100 キ ロ の この 偽 人 間 は すぐ に 溶け 始め 、 病 ん だ 細胞 、 脂 

肪 、 凝 固 物 、 毒 物 を 伴っ て 血 流 に 流れ 込み 、 さ ま ざ ま な 排 溢 物 を 通じ て 体外 へ 
排出 され る 。 便 、 尿 、 汗 。 尿 や 血液 中 の 異物 を 観察 する と 、 近 視 眼 的 な 人 間 は 、 
それ ら が 自然 の 栄養 素 か ら 形 成 さ れ て いる と 考え る で し ょ う が 、 実 際 に 
は 、 そ れ ら は 偽 男 の 不快 な 体 か ら 来 て お り 、 徐 々 に 消耗 し 、 生 物体 か ら 永久 に 
離れ て いま す 。 。 だ か ら こ そ 、 生 食 へ の 移行 は 医学 の 通常 の 基準 に よっ 

て 管理 され て は な ら な い の で す 。 む し ろ 、 私 た ち は 自 信 を 持っ て 自然 法則 

に 従い 、 忍 耐 と 忍耐 を も っ て 最終 結果 を 期待 し な けれ ば な り ま せん 。 


その 期間 中 に 鼓 腸 の 症状 が 現れ る 可能 性 が あり ます 。 
腸 の 痛み 、 頭 痛め まい 、 全 身 衰弱 な ど 。 場 合 に よっ て は 、 尿 が 濁っ た り 、 
足 が 腫 れ た り 、 体 に 発疹 が 現れ た り 、 皮 膚 の 特定 の 部 分 に 乾燥 や か ゆみ 
が 現れ た りす る こと が あり ます 。 こ れ ら すべ て は 浄化 と 癒し の プロ セ 
ス で ある た め 、 人 は 決し て 「 空 腹 」 の 感情 に 負け て は な ら ず 、 創 造 主 の 知 
恵 に 疑問 を 持ち な が ら も 、 「 栄 養 価 の 高い 」 夕 食 、「 完 全 に バラ ンス 
の と れ た 」 タ ン パ ク 質 や 食物 に 頼る べき で は あり ませ ん 。 「 か けが え 
の な い 」 ア ミノ 酸 を 助け ます 。 愚 か に も そう すれ ば 、 こ れ ら の 症状 は すぐ に 
消え ます が 、 健 康 を 害する こと に な り ま す 。 偽 り の 男 は 安 増 の た め 息 を つき 、 
本 物 の 男 の 愚 か さ を 笑い な が ら 、 新 た な 命 を 吹き 込ん で 再び 成長 し 始め 
る だ ろう 。 


この よう な 症状 の 発生 や 重症 度 は 人 に よっ て 異な り 場合 に 
よっ て は まっ た く 現 れ な いこ と も あり ます 。 
一 般 に 、 高 齢 者 や 肥満 の 人 で は 重症 に な る 傾向 が あり 、 若 者 で は 軽度 で 
す が 、 正 常に 成長 し 始め る 新生 児 に は まっ た く 見 られ ませ ん 。 一 般 的 に 言え 
ば 、 過 度 に 太っ た 人 間 の 体 の 中 で 、 偽 の 男 は その 重い 体重 の 圧力 で 本 物 の 
人 間 を 圧迫 し 、 衰 弱 さ せ て し まっ て いる の で 、 そ の 人 間 に は 「 皮 膚 と 骨 」 し 
か 残っ て いな い 。 生 食 初期 
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その よう な 人 の 体重 は 非常 に 減少 する た め 、 変 化 の 本 質 を 理解 し て いな い 
人 々 は 彼 を 憐れみ 始め る で し ょ う 。 

し か し 、 こ れ は 実際 に 起こ っ て いる こと の 見 か け 上 の 描写 に すぎ ませ ん 。 

実際 、 生 食 者 の 体内 で は 、 本 物 の 男 は 初日 か ら 体重 が 増え 始め て お り 、 偽 
の 男 を 追い 出し た 後 も 、 通 常 の 体重 に 達する まで 規則 的 に 成長 し 続け ま 
す 。 。 非 常に 痩せ て いる 人 の 場合 、 本 物 の 男性 の 体重 の 増加 が 偽 の 男性 
の 損失 を 相殺 する た め 、 最 初 か ら 純 体重 が 増加 し ます 。 


本 物 の 人 間 の この 成長 は 、 痩 せ て いて 青白 く 、 虚 弱 な 子供 た ち に 特に 
急速 に 現れ ます 。 生 食 の 子供 た ち が 、 調 理 済 み の 遊び 友達 と 同じ よう に ぽ っ 
ちゃ り し た 顔 と ずん ぐり し た 足 を 期待 し て は な り ま せん 。 ふ く よ か さ は 偽り 
の 人 間 の 兆候 だ か ら で す 。 生 食 の 子供 た ち は 確か に スリ ム で 、 引 き 締まり 、 
筋肉 質 に な り ま す 。 単 純 な 親 が 子供 の ふく よ か さ を 喜ぶ の は 、 ま っ た く の 無 知 
に よる も の で す 。 


私 が 初め て 生食 に 切り 替え た と き 、 私 の 体内 で 広範 な 浄化 プロ セス が 
始ま り ま し た 。 衰 弱 の 症状 は あり ませ ん で し た が 、 腸 に 痛み が 生じ 、 指 と 足 
の 指 の 間 が 乾燥 し 始め 、 鱗 層 が で き て か ゆみ が 続き 、 体 に は 発疹 が 発生 
し 、 足 の 特定 の 部 分 で は 皮膚 が 荒れ 始め まし た 。 乾 燥 し て フレ ー ク 状 に 和 
が れ ま す 。 そ れ ま で 多少 の むく み が 多 か っ た 足 が 、 突 然 ひ どく むく み 、 腫 れ 
が 引く まで に 何 か 月 も か か り ま し た 。 そ れ か らし ば らく する と 、 尿 が か な 
り 濁り まし た 。 そ の 期間 中 、 私 は これ まで の 人 生 で これ まで に 経験 し た こ 
と の な い 長 い 散 歩 を し て 、 自 分 自身 を 運動 させ まし た 。 自 然 な 栄養 と 運動 の 
継続 的 な プレ ッ シ ャ ー の 下 で 、50 年 間 の 調理 され た 食事 の 間 に 私 
の 血管 や 関節 に 蓄積 し た 凝結 物 が 溶け て 消え 始め て いる こと は 私 に と っ 
て 非常 に 明白 で し た 。 自 分 の 信念 を より 確か な も の に する た め に 、 私 は 突然 
生食 を 一 切 や め 、3 日 間 肉 料 理 だ け を 食べ まし た 。 初 日 は 尿 の 濁り が 薄く 
な り .、2 日 目 に は ほん の 少し 残る 程度 に な り 、3 日 目 に は 全く 濁り な く な り ま し 
Pe 


生食 を 再開 し た ら ま た 尿 が 濁り まし た が 、 
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以前 の 重症 度 で は な く 、 数 週間 で 徐々 に 治まり まし た 。 

3 日 間 の 調理 され た 食事 の せい で 、 私 の 生体 の 浄化 速度 が 明らか に 遅く 

な り ま し た 。 ち な み に 、 同 時 に も う 一 つの 発見 も あり まし た 。 塩 辛い 食べ 物 と 
一 緒 に 摂 取 し た 水分 に より 、 私 の 体重 は 1 日 で 3 キロ も 増加 し まし た 。 


幸い な こと に 、 生 食 再開 後 4 日 目 に は 元 の 体重 に 戻り まし た 。 


生食 の 新入 社員 は ガッ ツリ 食べ る の が いい か も ね 
数 か 月 間 調理 済み の も の を 控え た 後 の 食事 。 2 つの 栄養 体系 を 比較 
する こと で 、 彼 は 自分 が 選択 し た 道 が 確か に 正しい も の で ある と ます ま 
す 確信 し 、 そ の 後 、 実 験 を 繰り 返す こと を 夢 に も 思わ な く な り ま し た 。 


足 の 強い むく み は 数 ヶ月 で 徐々 に 引い て いき まし た 。 同 時 に 、 私 は 長 
年 続い て いる 軽い 腫れ に も 悩ま され て いま し た 。 こ れ ら も 次 の 数 年 間 で 沈静 
化し 、 最 終 的 に は 完全 に 消滅 し まし た 。 多 か れ 少 な か れ 、 同 様 の 症状 が 、 世 
界 中 か ら 生 食 者 に つい て 私 に 手紙 を 送っ て くる 非常 に 多く の 生食 者 に 現れ て 
いま す 。 


さら に 重要 だ っ た の は 、 毛 玉 が 消え た こと で す 。 慢 性 導 核 の せい で 、15 年 

か 20 年 ほど の 間 、 私 に 休息 も 休息 も 与え られ ませ ん で し た 。 
毎日 、 時 に は 1 日 に 2 回 、 下 着 を 交換 する 必要 が あり まし た 。 炎 症 は 決し 

治まり ませ ん で し た 。 肛 、 粘 液 血 液 が 継続 的 に 排出 され まし た 。 生 食 に 切 
り 替 えた 後 も 、 消 化 器 官 の 働き に 規則 性 が 導入 され て いる に も か か わら ず 、 
お 腹 の 状 態 は ほとん ど 変 わり ませ ん で し た 。 あ ら ゆ る 身体 的 努力 の 後 、 あ る い 
は 単純 な 散歩 の 後 で さえ 、 炎 症 が 非常 に ひど く な っ た の で 、 私 は 時 々 、 起 こ 
っ た 形態 的 変化 の せい で 、 お そら く 杭 は 生食 に 屈し た く な か っ た の で は な い 
か と 考え て いま し た 。 結 局 の と ころ 、 私 は 外科 手術 を 受け な けれ ば な り ま せ 
ん 。 し か し 同時 に 、 私 は 自然 の 力 に 対す る 希望 を た 失う こと は あり ませ ん で し 
た 。 そ し て 実際 、 数 か 月 後 、 症 状 は 明らか な 改善 を 示し 始め まし た 。 毎 日 の イラ 
イラ が 週 に 2 回 、 そ の 後 週 に 1 回 月 に 1 回 に 変更 され まし た 
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その 後 も 2、3 か 月 に 1 回 の ペー ス で 治療 を 続け 、 最 終 的 に は 治療 が うま くい 

き 、 今 で は 疹 に 苦し ん で いる と は まっ た く 感 じ な く な り ま し た 。 発 芽 小 麦 の サラ 

ダ を 毎日 授 取 する よう に な っ て か ら 、 特 に 治り が 早く な り ま し た 。 今 、 こ うし た 状況 
は 私 た ち を 最も 重要 な 真実 に 直面 させ て いま す 。 


毛 玉 は 、 直 腸 壁 の 弾力 性 の 低下 と 腸 下端 の 静脈 の 膨張 に よっ て 引き 起こ さ 
れる こと は よく 知ら れ て いま す 。 生 食 に よる むく み の 冶 癒 は 、 生 体内 の 変性 し た 
細胞 が 活性 な 細胞 に 置き 換わる こと に より 、 時 間 が 経つ に つれ て 腸 壁 と 血管 が 
徐々 に 再生 され .、 必 要 な 弾力 作 と 硬 さ を 獲 得 し て いる こと の 証拠 で す 。 。 さ ら に 
重要 な こと は 、 こ の プロ セス が 腸 、 胃 、 静 脈 、 毛 細 血 管 、 神 経 、 そ し て 例外 な く あ 
ら ゆ る 臓器 や 腺 で 同時 に 行わ れる と いう 事実 で す 。 言 い 換え れ ば 、 調 理 さ れ た 食べ 
物 を 食べ る 人 の 無秩序 で 病気 の 生物 は 、 若 く て 専門 的 で 健康 な 細胞 の 新た な 補 
完 に よっ て 完全 に 回 復 し ます 。 生 食 に よる 性 力 の 増大 は 誰 に と っ て も 驚く べき こと 
で す が 、 性 行為 に お いて は 厳格 な 節制 が 私 た ちの 確固 た る 原則 で ある べき で す 。 
スポ ー ツ で は 、 生 食 者 は 前 例 の な い 新 記録 を 樹立 する で し ょ う 。 こ こ は 、 錬 金 術 
師 た ちの 長年 の 夢 で ある 不老 不死 の 万 能 薬 が 見 つか る 場所 で す 。 そ れ ら は 薬物 に 
よっ て 数 時 間 で 得 ら れる 効果 を も た ら す も の で は な く 、 生 物 全体 の 再 構築 を 通じ 
て 病気 を 治す た め の 基 本 的 な プロ セス で す 。 


臓器 や 腺 の 細胞 が 完全 に 使い 果たさ れ て いな い 限 り 、 自 然 の 栄養 に よっ て 、 
新しい 細胞 を 生み 出す こと で 必要 な 細胞 の 補 体 を 回 復 し 、 同 時 に 病気 の 細胞 や 役 
に 立た な い 細 胞 の 存在 を 取り 除く こと が で きま す 。 し か し 、 虫 歯 な どの 無駄 に な っ 
た 臓器 を 元 に 戻す 手段 は 全く あり ませ ん 。 


だ か ら こ そ 、 健 康 に 関し て 先 延ばし は 危険 な の で す 。 


調理 され た 食事 を する 人 は 、 内 臓 と 腺 の 5 分 の 1 か ら 10 分 の 1 を 使っ て 生 


き て いま す が 、 そ れ で も 、 自 分 の 足 で 立つ こと が で きる 限り 、 自 分 は 健康 で ある と 考 
えて いま す 。 さ ら に 悪い こと に 、 到 礁 され る 危険 性 も ある 
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その 10 分 の 1 で さえ 、 ダ モク レス の 剣 の よう に 絶え ず 彼 に ぶら 下がっ て お り 、 
特に 「 お いし い 」 夕 食 を 数 回 食べ た と き は そう で ある 。 


細胞 学者 の 調査 に よる と 、 人 体 に は 低 進 行 細胞 に 加え て 、 さ ま ざ ま な 多核 巨 
細胞 (多核 球 ) 、 無 核 の 特大 細胞 (巨核 球 ) 、 お よび その 他 の タイ プ の 変性 細 
胞 が 存在 する こと が 示さ れ て いま す 。 こ の よう な 細胞 は 「 通 
常 」、 す べ て の 臓 器 や 腺 に 存在 し 、 調 理 さ れ た 食事 を する 人 の 血 流 に も 存在 し ま 
す 。 す べ て の 食物 中 毒 者 の 臓器 に お ける これ ら の 異常 や 他 の 多数 の 異常 を 観察 し 
た 研究 科学 者 は 、 そ れ ら を 「 正 常 」 ま た は 「 自 然 な 」 出 来 事 と 見 な す 義 務 が あり 
ます 。 


自然 の 食材 は 消化 器官 内 に 数 時 間 以 上 残ら ず 、 消 化 さ れ た か どう か に か か 
わら ず 、 通 常 の 経路 を 通っ て 体 か ら 排出 され ます が 、 調 理 済み の 食品 、 特 に 動物 
由来 の 食品 は 消化 管内 に 3 時 間 以 上 残り ます 。 あ る い は 4 日 間 、 場 合 に よっ 
て は 数 週間 も か か る こと も あり ます 。 さ て 動物 細胞 は 死 の 直後 か ら 分 解 を 始め 、 そ 
の 過程 で 多種 多様 な 有毒 物質 を 放出 する こと は 周知 の 事実 で す 。 し た が っ て 、 
調理 済み の 人 の 食卓 に は 、 毒 の な い 動 物性 食材 は あり ませ ん 。 し た が っ て 、38*C 
の 温度 で 4 日 間 の うち 3 日 間 人 間 の 腹部 に 留まっ た 後 で も 不思議 で は あり ませ 
ん 。 動 物性 食品 は 完全 に 毒 に 変わ り ます 。 場 合 に よっ て は 、 こ の プロ セス が 非常 に 
進行 し 、 腸 壁 を 破壊 し 、 か な り の 量 の 臓 、 粘 液 、 血 液 が 混じっ た 状態 に な っ て 初め 
て 、 微 生物 が 体 か ら 出 る こと が で きる こと が あり ます 。 2 日 目 、 患 者 は 胃 に 軽い 不調 
を 訴え まし た 。 医 師 た ち は 、 あ た か も 人 間 の 腹部 を 塩漬け の 肉 の 樽 に 変え る か の 
よう に 、 そ の よう な 腐敗 の 発生 を 防ぐ た め に 食卓 塩 の 使用 を 推奨 し て いま す 。 信 じ 
や すい 人 は 、 胃 が すぐ に 受け 入れ る も の は 何で も 有害 で は な いと 素朴 に 信じ て 
いま す 。 一 方 、 す べ て の 食品 の 中 で 最も 有害 な 白米 、 白 パン 、 砂 糖 は 、 胃 で 直ちに 反応 
を 引き 起こ し ませ ん 。 あ た か も 原材料 な し で 体 の どの 部 分 で も その 機能 を 維 
持 で きる か の よう に 、 栄 養 が 目 、 皮 膚 、 神 経 と どの よう な 関係 を 持っ て いる の か と さ 
え 疑 問 に 思う 人 も いま す 。 さ て 、 ど の よう な 物質 が 見 つか る 可能 性 が あり ます か 
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目 に 光 を 与え た り 、 神 経 の 素晴らし い 働き を 整え た りす る 白 パ ン 、 砂 糖 、 清 澄 
バタ ー で し ょ うか ? 人 々 は 神経 疾患 の 原因 を 説明 する た め に あら ゆる 種 

類 の 仮説 を 立て ます が 、 最 も 本 質 的 な 要素 、 つ まり 神経 に 供給 され る 
原材料 の 特性 に は まっ た く 注 意 を 払っ て いま せん 。 


感染 症 に 対す る 人 間 の 抵抗 力 が 弱まる 
世代 か ら 世 代 へ 


感染 症 の 危険 が 着実 に 迫っ て いる と いう 主張 
衰退 は 誤り で す 。 調 理 さ れ た 食事 の せい で 、 人 間 の 細胞 は 微生物 に 対 
する 抵抗 力 を 徐々 に 失い 、 さ ら に 悪い こと に は 、 世 代 を 超え て その 力 を 失い 
続け て いま す 。 


これ に 関連 し て 、1956 年 に 出版 され た ソ連 の 著名 な 科学 者 IV 
ダヴ ィ ド フス キー に よる 『 病 理学 的 解剖 学 と ヒト 疾患 の 病因 』 か らい くつ 
か の 一 節 を 引用 し た いと 思い ます 。 
同氏 に よれ ば 、「 ホ モ サ ピエ ンス (人 類 感 染 症 ) に 特有 の 感染 症 は 、 
最も 発達 し た 類人猿 を 含む 動物 で は 実際 に は 起こ ら な いも の が 数 多く 
ある 。 科 学者 ら も 、 そ れ ら の 感染 症 の 実験 例 を 誘導 する こと に 成功 し て い 
な い 」 あ る い は 、 そ れ ら の うち の ご く 一 部 の 疾患 (腸チフス 、 コ レラ 、 マ ラリ 
ア 、 般 膜 炎 菌 性 髄 膜 炎 、 イ ン フ ル エ ン ザ 、 麻 疹 、 黄 坦 、 ジ フ テ リ ア 手 紅 
熱 肺 炎 、 リ ウマ チ 、 敗 血 症 、 光 病 、 フ ルン キュ ウ 症 、 虫 垂 炎 な ど ) と 非 
常に 似通っ た 類似 性 を な ん と か 取得 する こと も ある 。 の 上 ) 。 


「 人 獣 共通 感染 症 と 鳥類 感染 症 (動物 お よび 家 高 の 病気 ) は 、 
男 価 に 発生 する 水 恐 怖 症 、 脳 炎 、 ブ ル セ ラ 症 (マル タ 熱 ) 、 オ ウム 病 、 天 
然 意 、 ペ スト 野兎 病 、 炭 痢 病 、 旋 毛虫 症 な ど は 、 原 則 と し て 人 間 に 特 有 の 特 
別 な 症状 を 示し ます が 、 動 物 で は 時 折 、 そ れ ら の 症状 の 非常 に 遠い 再現 の 
み を 示し て いま す 。」 


し た が っ て 、 人 類 の 祖先 で ある 類人猿 を 含む すべ て の 動物 は 、 特 
定 の ヒト の 感染 症 に 稚 ら な い だ け で な く 実験 肌 人 で それ ら の 病気 に 感染 
させ よう と する 研究 科学 者 の 意図 的 な 試み に も 反応 し な いと 考え られ ま 
す 。 対 照 的 に 、 
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動物 や 鳥類 の 臓器 に 常に 存在 し て いて も 通常 は 影響 を 及ぼ さ な い 動 
物 や 鳥類 に 特有 の 細菌 が 存在 し ます 。 し か し 、 そ れ ら の 細菌 が 人 間 に 伝 
染 す る と 、 最 も 恐ろし く < 悲惨 な 方 法 で 人 間 に 感 染 し ます 。 こ れ に 動物 は 
あら ゆる 慢性 疾患 か ら 免 疫 が ある と いう 事実 を 付け 加え な けれ ば な り ま 
せん 。 


この 驚く べき コン トラ スト の 理由 は 何で し ょ うか ? こ こ で 人 間 
と 動物 と を 区 別 す る も の は 、「 文 明 」 の 法則 に 従っ て 栄養 を 補給 し 、 足 を 
組ん で ゆっ くり と 机 に 座る と いう 習慣 で は な い に し て も 、 何 で し ょ うか ? 
この 晴れ た 日 に 、 牛 が 人 間 の よう に 「 文 明 化 」 さ れ 、 飼 料 を 大 釜 で 煮 て か ら 
食べ 、 病 気 に な っ た ら 、 そ の ふり を する こと を 頭 に 入れ た ら ど うな る か 、 想 
像 し て みて くだ さい 。 理 由 は 不明 で し た 。 そ し て 、 も し 誰か が 生 の 草 で 
栄養 を 摂る よう に と 勧め た ら 、 自 分 の 体 が 調理 済み の 食べ 物 や 生 
の 草 に 慣れ て いる こと で 害 を 及ぼ す の で は な いか と いう 2 恐怖 を 表現 すべ 
さき で す 。 あ な た も 、 自 分 の や っ て いる こと を 不 自 然 な 行為 だ と 一 瞬 も 反省 
せ ず に 、 何 千年 も の 間 、 調 理 し た 草 を 食べ 続け て いた ら 、 そ の 牛 が 今 ど う 
な っ て いる だ ろう か と 想像 し て みて くだ さい 。 し か し 、 こ れ が 今日 の 介 
屈 な 肉 崇拝 者 た ち が 自 ら を 陥っ て いる 立場 な の で す 。 


感染 症 と の 戦い は 完全 に ゼロ か ら 始 まり ます 。 
間違っ た 立場 。 感 染 症 に よる 死亡 率 の 低下 は 、 体 の 抵抗 力 を 強化 する 
こと に よっ て で は な く 、 感 染 を 広げ る 外部 条件 を 緩和 する こと に よっ て 
達成 され て いま す 。 
時 が 経つ に つれ て 、 人 間 の 抵抗 力 は 非常 に 弱まり 、 現 代 の 住宅 、 集 中 給水 シ 
ステ ム 都市 の 衛生 設備 患者 の 隔離 な ど に よっ て 提供 され る 快適 さ を 取 
り 除き 、200 年 前 の 一 般 的 な 状況 に 戻し た と し た ら 、 人 間 は 数 年 以内 に 
さま ざま な 伝染 病 に よっ て 絶滅 する だ ろう 。 


いずれ に せよ 、 今 日 で も 、 自 己 感染 症 な どの 自己 感染 症 は 、 
カタ ル 性 の 状態 は 急速 に 進行 し 、 調 理 済み の 食事 を する すべ て の 
人 類 に と っ て 避け られ な い 災 害 と な り ま す 。 偽 人 間 の 細胞 の 弱 さ を 
利用 し て 、 無 害 な 微生物 が 
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か な り 有 害 で す 。 ダ ヴィド フ スキ ー は 次 の よう に 書い て いる :「 細 菌 の 変 
化し や すさ に 関す る 現代 の デー タ に 照ら し て 、 病 原 性 細菌 が いわ ゆ 

る 非 病原 性 細菌 か ら 生成 され る 可能 性 が ある と いう 仮説 は 、 か な り 現 
実に 近い も の と 見 な す 必 要 が ある 。 し た が っ て 、 腸 チ フ ス 、 パ ラ 

チ フ ス 、 赤 腸 の 様 菌 は その 起源 と な る 可能 性 が ある 」 こ の よう な 変態 は 、 あ 
ら ゆ る 種類 の 球菌 、 嫌 気性 菌 、 ペ スト 菌 や 結核 菌 、 そ の 他 の 微 生 

物 で 起こ る 可能 性 が あり ます 。 


自己 感染 は 人体 の 通常 の 住人 、 皮 膚 、 粘 膜 を 犠牲 に し て 特に 現実 的 で 
す 。」 


非常 に 多く の 感染 症 で は 、 感 染 の 証拠 が あり ませ ん 。 一 般 に 、 あ ら ゆ 
る 感染 症 は 、 あ る 弱い 人 の 繊細 な 生体 に 初め て 現れ 、 そ の 後 他 の 人 に 
伝染 し ます 。 実 際 に は 、 そ の よう な 微生物 は すべ て 、 病 原 性 細菌 の 繁殖 と 墓 
延 の 危険 な 工場 で す 。 こ の よう な 工場 は 生食 者 に は 見 当たり ませ 
ん 。 し た が っ て 、 生 食 者 の 世界 に は あら ゆる 感染 症 が 永遠 に 存在 し ませ ん 。 


自己 感染 に 関す る ダビ ド フ スキ ー の 見 解 は 次 の よう に 要約 で きま 
す 。「 自 己 感染 の プロ セス が 進行 する 私 た ちの 体 の 主 な 領域 は 、 喉 、 局 
桃 腺 、 虫 垂 、 大 腸 、 結 膜 気管 支 自 己 感染 症 に は 、 鼻 カタ ル 、 咽 頭 炎 、 大 腸 


炎 、 赤 腸 、 気 管 支 炎 、 肺 炎 、 勝 有 炎 、 菅 古 炎 、 堅 炎 、 結 膜 炎 、 炎 症 性 皮膚 疾患 、 


フル ン ケ ル .、 閣 、 中 耳 炎 、 腸 裏 炎 、 骨 般 炎 、 産 後 
子宮 内 膜 炎 な ど 。 FG 提 供 デ ー タ に よる と 
Barinski (1949) に よる と 、 直 接 接触 が 確立 で きる の は 所 紅 熱 の 全 症 例 の 50 パー 
セン ト と ジフ テリ ア の 15 パー セン ト の み で す 。 言 い 換 えれ ば 、 ジ フ テ リ ア の すべ て 
の 症例 の 大 部 分 で は 、 感 染 が 外部 源 に よる も の で ある こと を 示す 証拠 は あり ませ 
ん 。 繰 り 返 し ます が 、TE Boldyrev (1949) に よっ て 提供 され た 証拠 は 腸チフス の 症 
例 の 53 パー セン ト が 原因 不明 で ある こと を 示し まし た 。 外 因 性 感染 の 役割 は 徐々 に 
減少 し 、 内 因 性 感染 が その 役割 を 果たし ます 。 何 も な し で 


108 


Machine Translated by Google 


将来 的 に は 疑い は あり ませ ん が 、 特 に 生理 学 的 メカ ニズム と 変化 す 

る 状態 の 本 質 を 説明 で きる よう に する た め に 必要 な 知識 を 私 た 

ち が ま だ 完全 に 持っ て いな いた め 、 主 な 役割 は 確か に 自己 感染 に よ 

DSC いのら 0 され る だ し ピ う DC の な 共 
生 が 感染 状態 に 至る こと 。 


「 感 染 症 の 病因 に 関し て 、 我 々 は 放棄 し な けれ ば な ら な い 」 

コッ ホ 、 エ ー ル リッ ヒ 、 パ スツール の 時 代 に 、 外 部 お AM 
微生物 の 「 病 原 性 」 の 性 質 に つい て 考え られ た 概念 。 言 葉 の 
意味 で は 、 病 原 性 が ある の は 細菌 その も の で は な く 半 の 関 剛 に 特定 の 
生物 に 存在 し 、 そ の 調節 シス テム や 神経 機構 の 障害 と 有機 的 に 結び つい 
て いる 生理 学 的 相関 関係 で す 。 自 然 界 に は 特別 な 「 病 原 性 條 生 物 
は 存在 し ませ ん 。 し か し 通常 は 抵抗 力 の ある 被験 者 の 感受 性 を 促進 す 
る 要因 は 無限 に あり 、 ま た その 逆 も 同様 で す 。」 


これ ら す べ て か ら 導 き 出 せる 結論 は 1 つ だ け で す 。 感 染 症 の 本 当 の 
原因 は 微生物 で は な く 、 生 物 の 正常 な 生物 学 的 プロ セス の 障害 され た 状 
態 で す 。 微 生物 は 昔 か ら 存 在 し 、 今 も 存在 し 、 そ し て 永遠 に 存在 し 続け 
る で し ょ う 。 彼 ら を 破壊 し 監 滅 する 作戦 は 全く の 狂気 で ある 。 病 気 の 
本 当 の 原因 に 目 を つぶ っ た 結果 、 人 間 の 器質 的 な 抵抗 力 は 徐々 に 低下 
し 、 も は や 外部 か ら の 感染 を 待つ こと な く 、 体 内 に 群がる 細菌 に 屈 
する まで に な っ て いま す 。 。 な ぜ な ら 、 人 間 の 体内 で は 、 最 も 卑劣 な 
3 害 を 及ぼ すこ と の で き な い 細菌 その も の が 、 肉 、 パ ン 、 バ タ 

砂糖 か ら 形 成 さ れる 弱く 、 価 値 の な い 、 不 活性 な 細胞 と 対 財 する こと に 
な る か ら で す 。 し た が っ て 、 彼 ら が 単に それ ら の 細胞 に 襲い か か り 、 
貸 欲 に 條 り 食 う の も 不思議 で は あり ませ ん 。 賢 明 な 人 は 、 自 分 の 体 か ら 
それ ら の 役に立た な い 細 胞 を 一 つ ー つ 取り 除く べき で す 。 そ うす れ ば 、 高 
貴 な 果物 、 ナ ッ ツ 、 シ リア ル か ら 生 まれ る 若 々 し く 、 丈 夫 で 強い 細胞 
に 微生物 は あえ て 近づか な く な り ま す 。 確 か に 、 こ こ に 「 正 常 な 状態 を 
変化 させ る 生理 学 的 メカ ニズム と 状態 の 本 質 」 が あり ます 。 
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細胞 と 細菌 が 共生 し て 感染 状態 に な る 」 と ダヴ イィ ド フ スキ ー は 説明 で き な 
い 。 


治療 薬 と し て の 抗生 物質 の 役割 は 一 時 的 で あり 、 歌 瞳 的 で す 。 
人 々 は 徐々 に 彼 ら に 失望 し 始め て いま す 。 
細 画 の 活動 の 影響 を 短期 間 中 和 す る こと で 細胞 を 弱め 、 そ の 後 の より 強 
力 な 感染 症 へ の 道 を 切り 開き ます 。 


私 は 抗生 物質 に つい て 最も 親密 な 経験 を 持っ て いま す 。 自 然 の 栄養 
が 不足 し て いる た め 、 私 の 子供 た ち は 常 に 自己 感染 や 自家 中 毒 に よる 不 規 
SR 通常 体温 は 37.8?C の 間 

変動 し て いま す 。 そ し て 38*C。 私 は 息子 を パリ に 連れ て 行き 、 そ こ で 最も 

区 な 「 専 門 家 」 の 世話 を 任せ まし た 。 残 念 な こと に 、 抗 生物 質 を 用 いた 無 
差別 な 実験 に より 、 体 温 が 40 ^ 41?C ま で 上 昇 し て し まい まし た 。 彼 
の 心臓 と 腎臓 は 変性 し て お り 、 最 終 的 に は 病気 を 診断 で き な い まま 絡 害 
され た 。 


まっ た く 同 じ こ と が 私 の 娘 に も 起こ り ま し た が 、 そ れ で も 

2 年 後 、 さ ら な る 暴力 が 起こ る 。 私 は 彼女 を ハン ブル ク の アン シャ ル 

ホー エ 小 児 病 院 (キン ダー クラ ン ケ ン ハ ウス ・ ア ン シ ャ ル ホ ー エ ) に 入 
宛 さ せま し た が 、 そ こ で ヴォ ルフ ガン グ 。 タ イリ ング 博士 が 私 の 

可哀そう な 我 が 子 に 対し て 最も 非 人 道 的 な 実験 を 行い まし た 。 彼 は 毎 
日 膨大 な 量 の 血液 を 採取 し 、 そ れ を さま ざ まな 臨床 検査 に か けた り 数 
十 匹 の か わい そう な ネズ ミ や ウサ ギ に 注射 し た り し て 、 細 菌 を 増殖 

させ る こと で 病気 の 原因 と な る 実際 の 微生物 を 特定 し た いと 見 せ か 

け ま し た が 、 彼 は 異例 の 臨床 検査 で は 判断 で き な か っ た 。 子 供 の 
体温 が 高く な る ほど 、 投 与 さ れる 抗生 物質 の 量 は 多く な り 3 
類 も 多様 に な り ま し た 。 抗 生物 質 の 投与 量 が 増え る と 体温 

ん どん 上 昇 し 、 つ い に は 39*C の 間 で 変動 し 続け まし た 。 そ MG し の 6 
腎炎 の 兆候 が 強く 現れ まし た 。 彼 の 「 科 学 的 」 手 段 に より 、 彼 は 病気 

の 進行 を 加速 し 、「 通 常 」 の 4 年 間 の 期間 を わずか 1 か 月 に 短縮 し まし た 。 
彼 は その 子供 を ダミ ー と みな し 、 私 た ち を 怖がら せ て 誤っ た 考え を 抱 

か せ た 
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も し 彼女 が コル チ ゾ ン を 投与 され な か っ た り 、 内 部 生 検 を 受け な か っ た ら 、 彼 女 は 一 週間 
も 生き られ な い だ ろ うと いう 。 


そん な 時 に 出会っ た の が ビル ヒ ャ ー テ ベ ナ ー の ドイ ツ 語 で し た 。 

「 栄 養 疾 患 」 と 題 さ れ た 論文 (「Ernahrungskrankheiten」、Erster Teil、1933 
年 ) 。 私 は すぐ に 娘 を その 病院 か ら 連 れ 出し 、 自 然 栄 養 の 世話 を 任せ まし た 。 魔 法 の 杖 を 突 
然 振る と 、 子 供 の 体温 は 37*C^ 37.5*C の 範囲 まで 下がり まし た 。 そ し て 庶 の 量 は 1 日 あ た 
り 200 立 方 メー トル か ら 2 リ ッ ト ル に 増加 し まし た 。 一 週間 も 経た な いう ち に 、 彼 女 は 立ち 上 
が っ て 部 屋 を 横切っ て 、 そ の 冷酷 な 医師 の た め に ドア を 開け よう と し た 。 医 師 は 渦 然 と し て 呆 
然 と し 、 恥 辱 を 妨 れ る あま り 根拠 の な い 口実 で 私 に 病院 の コピ ー を 渡す こと を 拒否 し 
た 。 記 録 と 臨床 検査 。 


も し 私 が 純粋 に 生食 の み で 子供 に 栄養 を 与え 続け て いた ら 、 彼 女 は 今 も 確実 に 生き 
て いた だ ろう 。 し か し 当時 、 私 は 生 の 食べ 物 を 治療 手段 と 考え て お り 、 ま だ 人 エエ ビタ ミン を 
信じ て いま し た 。 ビ ル ヒ ヤー・ ベ ナー 医師 の プラ イベ ー ト クリニック の 迷 養 シス テ 
ム を 詳し く 知る た め に 、 私 は その 子供 を ハン ブル ク か ら チ ュー リッ ヒ に 連れ て 行き 、 そ の 
療養 所 に 23 日 間 預 け ま し た 。 と ころ で 、 残 念 な が ら バ ー ヒ ャ ー・ ベ ナー 博士 の 死後 、 調 理 
済み 食品 乳 製品 、 ビ タ ミ ン 、 そ の 他 の 薬物 の 導入 に より 、 彼 の 栄養 体系 が 大 きく 変わ っ て 
し まっ た こと を ここ で 述べ て お きた いと 思い ます 。 


と に か く 、 彼 女 の 状態 が 急速 に 改善 し た こと に 励ま され て 、 部 分 的 に は 生 の 栄養 素 、 沼 
分 的 に は 調理 済み の 食品 や 人 エビ タ ミ ン に よっ て 彼女 の 健康 を 回 復 す る こと が 可能 で あ 
る と 考え まし た 。 と に か く 、 彼 女 の 寿命 を た っ た 4 年 だ け 延 びす こと が で きま し た 。 


私 自身 、 自 己 感染 症 に 対す る 人 類 の 勝利 の 顕著 な 例 で す 。 私 は 20 年 以上 慢 
性 気管 支 炎 に 悩ま され て お ら り 年 に 数 回 は 必ず ひど い 風 邪 の 発作 に 見 舞 わ れ て 
ベッ ド に 横たわっ て いま し た 。 し か し 、 生 食 は すべ て を 変え 、 過 去 10 年 間 、 私 は 一 年 中 、 時 に 
は 15 度 か 16 度 の 寒い 冬 の 可 の 中 で 、 微 生物 が まだ その 場所 に いた まま 、 青 空 の 下 で 絆 
て いま し た が 、 
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咳 を し た こと も 、 風 邪 の 兆候 を 少し も 感じ た こと も あり ませ ん で し た 。 ち 

な み に 、 冬 に 戸外 で 寝 る の に 特別 な 勇気 は 必要 あり ませ ん 。 必 要 な の は 、 
体 を し っ か り 覆 い 、 顔 を 新鮮 な 空気 に はら し て お く こ と だ け で す 。 さ ら に |} 眠 
れ な い 夜 を 過ごし た り 、 頻 繁 に 短 返り を し た りす る 原因 を 取り 除く た め 

に 、 調 理 済み の 食べ 物 を 控え る こと も 重要 で す 。 


が ん は 細胞 の 極度 の 変性 の 結果 で す 


他 の すべ て の 病気 の 場合 と 同様 、 が ん の 原因 も 次 の と お り で す 。 
自然 法則 に 照ら し て 非常 に 簡単 に 説明 で きま す 。 


細胞 学者 は 、 正 常 細胞 の 構造 と が ん 細胞 の 構造 の 違い を 発見 する た 
め に 膨大 な 量 の 研究 を 行っ て きま し た 。 一 般 的 に 言え ば 、 光 細 胞 は 、 有 用 な 働き 
を 行う た め に 必要 な 構造 や 能力 を 欠い て いる 、 非 常に 一 般 的 な 種類 の 細胞 で 
ある こと が わか っ て いま す 。 彼 ら の 唯一 の 目的 は 、 タ ン パ ク 質 (建築 材料 ) を 
食べ て 増殖 する こと で す 。 


私 た ち が 知 っ て いる よう に 、 偽 人 間 の 細胞 は まっ た く 同 じ も の を 持っ て いま す 。 
資質 。 徐 人 間 の 細胞 が 受け る 変性 と 癌 の 細胞 が 受け る 変性 と の 間 
に は 、 わ ず か 1 度 の 違い し か あり ませ ん 。 特 定 の 状況 に お ける 位置 に 関し 
て 、 本 物 の 男 は 偽 男 の 細胞 を 自分 の 制御 下 に 置く こと に 成功 する 。 彼 は それ 
ら を 有機 体 の 自由 空間 に 広げ 、 空 洞 を それ ら で 満 た し 、 そ れ ら を 皮膚 の 下 
に 配置 し 、 正 常 な 細胞 と 混合 し 、 こ うし て 少な く と も し ば らく の 間 は 敏感 な 
器官 や シン ステ ム を 維持 し ます 。 彼 の 体 は 彼ら の 圧力 の 危険 か ら 解放 され 
まし た だ 。 


体重 が 60 て 70 キ ログ ラム に 達する こと も ある 偽 男 の 巨大 な 塊 は 、 誰 で も 肉眼 
で 見 る こと が で きま す 。 そ の 質量 の 数 キロ が 腺 や 器官 に 置か れ た 場合 、 そ の 腺 
や 器官 の 活動 は 、 結 果 と し て 生じ る 圧力 に よっ て 確実 に 麻痺 する で し ょ う 。 
まさ に この よう に し て 、 癌 は 人 の 人 生 に 終止 符 を 打つ の で す 。 


偽者 の 細胞 は 、 癌 の 細胞 と 同様 に 、 
キッ チン で 調理 され た 食べ 物 に よっ て 存在 し ます 。 
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その よう な 食品 の 熱心 な 消費 者 と し て 行動 する 主 な 目的 。 本 物 の 人 間 

の 防御 努力 に よっ て 、 偽 人 間 の 細胞 は 、 中 毒 経路 を 通じ て 体内 に 導入 され 
る 膨大 な 量 の 不 自然 な 物質 を 完全 に 同化 する こと が で きず 、 そ の 結 
果 、 そ れ ら の 物質 の 大 部 分 が 目的 も な く 失 われ ます 。 燃 えて 余分 な 熱 に 
変わ る こと に よっ て 。 そ れ ら の 過剰 な 食物 を 自由 に 消費 する た め に 、 偽 人 
間 の 細胞 は 独立 を 獲得 し 、 希 望 する 場所 に 定住 し お 腹いっぱい 食べ よう 
と 努め ます 。 彼 ら の うち の 1 人 また は 数 人 が 努力 に 成功 する と 、 彼 ら は 貸 欲 
な 主人 に よっ て 提供 され た 食材 を 信じ られ な い ほ どの 速度 で 食べ 始め 
ます 。 こ の よう に し て 、1 つま た は 2 つの 取る に 足ら な い 細 胞 か ら 始 まり 、 
全 人 類 を 致命 的 な 恐怖 に 陥れ る 怪物 が 誕生 し ます 。 


数 多く の 病理 学 的 過程 の どれ に お いて も 、 数 百 万 の 細胞 の うち た っ た 1 つま 
た は 2 つの 細胞 が 病気 で 死亡 する と いう 同様 の ケー ス に 遭遇 する こと は あり 
ませ ん 。 


頭脳 明 断 で 、 心 を 占有 する 洞察 力 を 持つ 男 

根本 的 な 問題 を 抱え た 研究 者 は 、 研 究 者 が 時 間 、 お 金 、 エ ネル ギー 

を 浪費 する 愚か な 質問 に 疑問 を 抱か ず に は いら れ ま せん 。 が ん の 発生 

を 説明 する た め に 、 彼 ら は 約 400 種類 の さま ざま な 発がん 物質 を リス ト 
アッ プ し まし た が 、 こ れ ら は 食事 要因 を 除け ば 、 発 が ん の 基本 的 な 原因 
と 少な か ら ず 関係 が あり ます 。 す べ て の 人 は 、 次 の 質問 を 自問 し な けれ ば 
な り ま せん 。「 す べ て の 毒物 、 光 線 、 慢 性 的 な 炎症 、 怪 我 、 火 傷 、 ツ イ 
ルス 、 ニ コチ ン 、 タ ー ル 、 そ の 他 の 多く の 物質 が 、 有 害 な 因子 と し て 細胞 の 
複合 体 を 奪う 可能 性 が ある こと は 確か で す 。 し か し 、 そ れ ら を 可能 に 

する ほど の 巨大 な 増殖 力 を 、 ど の よう な 手段 に よっ て 1 つま た は 2 つの 細胞 
に 、 非 常に 短い 空間 で 誘発 する こと が で きる で し ょ うか 。 今 度 は 、 人 体 の 素 
青 ら し い 建 造物 全体 を ひっ くり 返し 、 完 全 に 破壊 する の で し ょ うか ?」 


その 恐ろし い 力 は 、 生 物 の 所 有 者 自身 に よっ て 、 熱 心 に 調理 され 、 
焼 か れ 、 準 備 さ れ 、 怪 物 に 与え られ ます 。 
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自分 自身 の 究極 の 破壊 。 ガ ン は 細胞 の 極度 の 変性 と 不 自然 な 栄養 摂取 の 避け ら 
れ な い 結 果 の 生き た 証拠 で す 。 


研究 の 過程 で 、 科 学者 は ガン の 本 当 の 原因 に 何 度 も 直面 し ます 。 彼 ら は 反 須 で 
き な い 証拠 を 手 に 持ち 、 し ば らく それ を 眺め 、 さ ら に は それ を 確認 する が 、 一 般 的 な 
食事 制度 を 変え る と いう 問題 が 審議 の 対象 に な る と 、 雷 に 打 た れ た よう に 驚い て 目 
を 閉じ て し まう 。 彼 ら は 、 自 分 た ちの 栄養 習慣 に 何 か 不 自然 な も の を 見 た く な 
い の で 、 少 し も 休ま ず に 立ち 上 が り ま す 。 特 に 、 彼 ら は 、 食 卓 に 並ぶ まで に 、 何 度 も 
何 度 も 粉砕 に よっ て 汚さ れ て いる と いう こと を 少し も 反省 する こと な く 、 自 分 た 
ち が 食 べ て いる 、 そ し て 長年 神聖 視 し て きた パン を 批判 し た く な い の で す 。 、 ふ る 
い に か け 、 こ ね て 、 焼 きま す 。 


細胞 学者 は 、 が ん が 特殊 な 構造 や 機能 を 持た な い 細 胞 に よっ て 発生 する 
こと を 明らか に し て いま す が 、 彼 ら の 見 解 で は 、 い わ ゆ る 健康 な 人 間 の すべ て の 細胞 
は (た と え そ れ が 不 自然 な 栄養 の 産物 で あっ て も ) 主 に 完全 に 発達 し た 完璧 な 細 
胞 で す が 、 後 に 特定 の 発がん 性 物質 の 影響 に よっ て 通常 の 特性 を 奪わ れ ま す 。 言 い 
換え れ ば 、 製 造 に お ける 欠陥 を 発生 させ る 工場 の 適切 な メカ ニズム の 欠如 は あら ゆ 
る 偶然 の 要因 と 関係 し て いま す が 、 そ れ ら は その 工場 に 供給 され る 建築 資材 や 原 材 
料 の 性 質 や 品質 と は まっ た く 関 係 が あり ませ ん 。 製 作 に 必要 な 材料 。 彼 ら は 、 調 
理 さ れ た も の を 食べ る すべ て の 人 の 臓器 が 、 適 切な 構造 と 機能 を 失っ た 数 百 万 
の 細胞 で 恒久 的 に 浸水 し て いる こと を 望ん で いま せん 。 こ こ で 、 カ ウド リー の 『 が ん 
細胞 』 か らい くつ か の 一 節 を 引用 し ます 。 そ こ か ら 読 者 は 、 が ん の 本 当 の 原因 が 
いか に 単純 明白 で ある か が は っ きり と わか る で し ょ う 。 


癌 は 。 


カウ ドリ ー は 次 の よう に 書い て いま す (p.11): 「 前 駆 体 の 特殊 な サー 
ビス 機能 の 全体 また は 一 部 が 失わ れる と 、 が ん 細胞 は その 特定 の 機能 を 実現 する 構 
造 的 特徴 も 同様 に 失い ます 。 
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可能 。 対 応 する 構造 が 存在 し な いと 機能 が 維持 で き な い の と 同じ よう に 、 機 能 が 存在 
し な いと 構造 は 維持 で き な い 。」 カウ ドリ ー は 、 そ れ に よっ て 閣 の 秘密 が 完全 に 解 
決 さ れる で あろ う 最 も 明白 な 真実 を 付け 加え る こと を 忘れ て いた 。 


つま り 構造 と 機能 を 維持 する に は 原材料 が 必須 条件 で あり 、 そ の 原材料 が 調理 材 
料 に 変換 され る と 構造 も 機能 も 維持 され な く な り ま す 。 


細胞 の 正常 な 成長 に つい て 、 カ ウド リー は ラッ シュ の 言葉 を 次 の よう に 引用 し 
て いま す 。「 正 常 な 始原 細胞 に は 、 最 終 的 に 分 化 を 決定 する 多く の 潜在 的 な 機構 
が 含ま れ て いま す 。 こ れ ら の 機構 は 、 構 成 成分 が 特定 の 量 的 レベ ル に 達する と 
機能 的 に 活性 化し ます 。」(p. 15)。 が ん へ の 変化 の 過程 で 、「 発 が ん 性 物質 は 、 
細胞 の 1 つま た は 複数 の 特殊 な 機能 に 変化 を 引き 起こ し ます 。 そ の 結果 生じ る 
変化 は 遺伝 性 で す 。」 し か し 、「 そ の よう な 遺伝 的 変化 を 経験 し た 細胞 は 、 完 全 に 自 
律 的 な 新生 物 に な る 前 に 、 付 属 因 子 の さら な る 喪失 を 必要 と する 可能 性 が ある 」 
(p.17)。 


が ん は 完全 に 発達 し て 特殊 化し た 細胞 か ら は 生成 され ませ ん 。 

「 卵 子 と 精子 は 高度 に 分 化し た 細胞 で あり 、 悪 性 化す る こと は な く 通常 の 制限 
な し に 増殖 し 、 通 常 の 行儀 の 良い 細胞 が 属す る 領域 に 侵入 する 精子 また は 卵子 細胞 
か ら な る 癌 を 発生 させ ます 。」(p.333) 。 


が ん 細胞 の 主 な 活動 は 、 窒 素 含有 物質 の 探索 、 動 物 信 タン パク 質 の 偵 食 、 
アミ ノ 酸 の 強奪 、 異 常 な タン パク 質 の 合成 、 お よび 同様 の 性 質 の 他 の さま ざま な 利 
用 を 実行 する こと で す 。 癌 は 、「 体 内 プー ル か ら ア ミノ 酸 を 除去 し 、 体 内 に ほとん ど 戻 
ら な いよ うに する 『 窒 素 トラ ッ プ 』 の よう に 機能 する 」 と 見 な され て きま し た (Dp. 39)。 
さら に その 下 に は 、「 悪 性 細胞 の 窒素 代謝 は 、 行 儀 の 良い 細胞 か ら 摂取 する こと に よ 
っ て 行わ れ 、 身 体 に 適切 に 機能 し 、 そ れ ら が 切実 に 必要 と し て いる 物質 が 供 
給 さ れる よう で ある 。」 と 述べ られ て いる 。 も し 「 切 実に 必要 と され て いる 」 と い 
う 言 葉 が 「 極 め て 無益 で 有害 で ある 」 と いっ 言葉 に 置き 換え られ て いれ ば 、 こ の 謎 
は 容易 に 解決 され た だ ろう 。 Christensen と Henderson (1952) は アミ ノ 酸 の 優 
位 性 を 考え た 
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癌 細胞 に よる 鞭 積 は 、「 衰 詳 す る 動物 に お ける 新生 物 細胞 の 成長 お よび 増殖 に お け 
る 重要 な 因子 」 で ある (同上 )。 彼 ら の 見 解 で は 、 動 物 が 衰弱 し た の は 天然 の 食料 が な 
か っ た か ら で は な く 、 ア ミノ 酸 の 量 が 不足 し た か ら で あ る 。 


が ん 細胞 は タン パク 質 を 継続 的 に 合成 し ます 。 カ ウド リー は こう 書い て いる (D. 
152): 「 悪 性 腫瘍 は 、 タ ン パ ク 質 合成 の 異常 や 、 異 常 な タン パク 質 の 形成 の 可能 性 
に 関連 し て いる と 考え られ て きま し た 。 成 長 する 腫瘍 で は 、 新 し い 細胞 物質 
を 与え る た め に タン パク 質 と 核 タ ン パク 質 の 正味 の 合成 が 継続 的 に 行わ れ ま す が 、 
これ ら の 合成 は 正常 な 非 成長 組織 の 物質 は 、 同 等 の 分 解 に よ に っ て バラ ンス が 保 た れ 
て いま す 。 」 別 の 場所 で 、 彼 は Caspersson (1950) の 言葉 を 引用 し て いま す 。「 悪 
性 腫瘍 細胞 と 正常 に 増殖 する 細胞 と の 間 に は 、 タ ン パ ク 質 形成 シス テム の 発達 に 
関し て 根本 的 な 違い が 存在 する よう で す 。 悪 性 腫瘍 細胞 で は 、 細 胞 内 抑制 機構 が 、 こ 
れ は 通常 、 タ ン パ ク 質 形成 シス テム の 活性 を 制限 し 、 多 か れ 少 な か れ 機 能 
停止 し 、 細 胞 化学 的 像 に 特定 の 変化 を も た らし ます 。」 (pp. 10-102)。 問 題 の 
タン パク 質 は ブドウ や リン ゴ か ら 得 られ る タン パク 質 で は な く 、 台 所 で 調理 ま 
た は 焼 か れ 、 正 常 な 細胞 に よっ て 拒絶 され る タン パク 質 で ある こと を 強調 する 
必要 が ある で し ょ うか ? 


さら な る 科学 的 調査 に より 、 
が ん 細胞 の 脂肪 は 正常 値 を 上 回 っ て いま す が 、 ビ タ ミ ン や ミネ ラル の 脂肪 
は 正常 値 を 下回っ て いま す 。 


カウ ドリ ー 氏 は 、「 細 胞 は 、 悪 性 の も の で あろ うと そう で な く て も 、 ほ と ん 
ど 考 えら れ な い ほ ど 複 雑 な 小さ な 個体 で す 。 お そら くそ れ ぞ れ の 細胞 に は 、 無 
機 イ オン か ら 最 も 複雑 な タン パク 質 や 核 タ ン パク 質 に 至る まで 、10,000 
も の 異な る 生化 学 成分 が 含ま れ て いる 可能 性 が あり 、 そ れ ら は 直接 的 また は 間接 
的 に 相互 作用 し ます 。」 .. 生 きた 細胞 の 活動 の バラ ンス 、 つ まり 細胞 の 生命 の 全 
体 的 な 明白 な 表現 は 、 常 に これ ら の 物質 問 の 非常 に 複雑 な 運動 学 的 相互 作用 の 関 
数 で な けれ ば な り ま せん 任意 の 細胞 の 状態 を 完全 に 定義 むす る に は 、 次 の こ 
と が 必要 で す 。 含 まれ る 複数 の 関係 を 動力 学 的 用 語 で 説明 する 必要 が ある が 、 こ 
れ 以 上 の こと を 定量 的 に 決定 する こと は 現実 的 で は な いた め 、 
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一 度 に いく つか の 変数 を 取得 する と 、 複 雑 な 状況 全体 に つい て 非常 に 限ら れ た ビ 
ュー し か 得 ら れ ま せん 。 4 つま た は 5 つの 要素 系 を 扱う 数 学 的 定式 化 は 、 数 千 の 
変数 を 扱う こと は も ちろ ん の こと 、 多 大 な 困難 を 伴い ます 。」 (pp. 151-152) し 
た が っ て 、 全 人 類 の 運命 が その 手 に か か っ て いる 私 た ちの 科学 者 は 、 し か し 、 彼 

ら の 知識 が 不足 し て いる に も か か わら ず 、 彼 ら は それ ら の 複雑 な 細胞 を 構築 

し た 性 質 を 無視 し 、 彼 ら 自 身 の 正確 な 計算 に よっ て それ ら の 正確 な 定性 的 お よ 

び 量 的 要件 を 決定 で きる と 人 々 に 信じ 込ま せま す 。 タ ン パ ク 質 、 脂 肪 炭水化物 、 ビ タ 
ミン 、 ミ ネ ラ ル な ど に 関す る 細胞 。 


彼ら は 、 ま ず 技 師長 の 命令 を 承認 せ ず 、 技 師長 の 知恵 を 軽 開 し 、 そ の 後 、 工 
場 で さま ざま な 物質 を 調合 し て 私 た ち に 提供 する こと さえ あり ます 。 彼 ら の 行動 が 笑 
える か 嘆かわしい か は 、 読 者 自身 が 判断 し て くだ さい 。 


研究 科学 者 ら に よっ て 、 侯 約 や 食事 制限 が が ん の 発生 や 増殖 を 防ぐ 、 あ る い は 
少な く と も 制限 する こと を 示す か な り の 証拠 が 収集 され て いる 。 第 一 次 世界 大 戦 
中 、 当 時 デン マー ク 、 ロ シア 、 ド イツ 、 オ ー ス トリ ア で 実施 され て いた 厳し い 食 糧 配給 
の も と で は 、 戦 争 終結 に より 配給 が 廃止 され た 後 よ り も 癌 に よる 死亡 者 数 が 減少 し 
た 。 Hindhede (1925) の 意見 で は 、 過 剰 授 取 が その 後 の 死亡 率 の 増加 に 寄与 し た 
と 考え られ て いま す 。 


カウ ドリ ー は 動物 で 行わ れ た 実験 の 例 を 引用 し 、「 食 事 制限 が 動物 の 腫瘍 の 
成長 を 防ぐ 、 ま た は 遅らせ る こと を 示す 傾向 に あっ た 初期 の 英国 の 研究 者 の 研究 を 拡 
張 し た マッ ケイ (1947) に よる モレ スキ (1909) の 功績 が 認め られ る 。」 


モレ スキ に よっ て マウ ス に 移植 され た 肉腫 は 、 与 えら れ た 餌 の 量 に ほぼ 比例 し まし 
た 。 食 事 を 制限 され た マウ ス は より 長生 き し 、 完 全 に 給餌 され た マウ ス よ り も 腫瘍 
の 移植 が 困難 で し た 。 


「 マ ッ ケ イ と 彼 の 仲間 た ち は 、 以 下 に つい て 非常 に 注目 に 値する 研究 を 行っ た 。 
食事 の エネ ルギー を 維持 に は 十分 だ が 成長 に は 不 十分 な エネ ルギー に 減ら すこ と 
で 、 ラ ッ ト の 成長 が 遅れ た 。 こ うし て 一 つの グル ー プ が 開催 され まし た 
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この 種 の ラッ ト の 通常 の 条件 下 で の 平均 寿命 は 約 600 日 で ある に も か か わ 

ら ず 、 成 吾 す る まで 成長 させ られ ず に 700 日 以上 幼体 を 維持 し 、 別 の ラッ ト は 
900 日 以上 生存 し ます 。 十 分 な カロ リー を 与え る と 、 遅 滞 ネ ズミ は 成熟 し 、 合 計 
1,400 日 以上 生き る 可能 性 が あり 通常 の 寿命 の 2 倍 を 超え ます 。 」(394-395 
ペー ジ ) 再び 、 マ ッ ケ イ 、 ス パー リン グ 、 バ ー ン ズ (1943) に よれ ば 、 「 腫 瘍 の 発 
生 」 「 成 詩 す る まで 成長 が 遅れ た ラッ ト で は 、 こ の 変化 は 無視 で きる ほど で し 
た 。」』(p. 396) これ ら の ラッ ト に 生 の 食材 だ け を 制限 し た 餌 を 与え た 場合 、 ど れ ほ 
と 素晴らし い 結 果 は 得 ら れ な か っ た で し ょ う 。 


さら な る 実験 で は 、「 普 通 の 」 食 事 を 与え られ た 198 匹 の ラッ ト で は 150 例 の 
腫瘍 が 発生 し た の に 対し 、200 匹 の 遅 発 ラッ ト 、 い わ ゆ る 通常 の 食事 を 部 分 的 に 与え 
られ な か っ た 動物 で は 腫瘍 が 38 件 し か 発生 し な か っ た こと が 示さ れ た 。 こ の よう な 
無慈悲 な 虐殺 を 墓 延 させ 、 寿 命 を 数 倍 短縮 する 食 生 活 よ は ある の で し ょ うか ? 


生命 保険 統計 を 参考 に し て 、 体 重 と が ん 死亡 率 の 関係 を 解明 する 


取り 組み が 何 度 も 行わ れ て きた 。 1913 年 生命 保 険 メ ディ カル ディ レク ター 協会 と 
アメ リカ 保険 数 理 協会 の 合同 委員 会 は 20 歳 か ら 62 歳 まで の 男性 が 購入 し た 774,672 
件 の 保険 契約 を 扱い まし た 。 そ の 結果 、30 て 44 歳 で 保険 に 加入 し て いる 男性 の が ん 

に よる 死亡 率 は 、10 万 人 当たり で 計算 する と 体重 超過 の 場合 は 37.、 標 準 体重 の 場合 
は 32、 低 体重 の 場合 は 24 で ある こと が わか っ た 。 45 歳 以上 の 高齢 者 グル ー プ の 


1 三 ジア 
= は 3 


対応 する レー ト は それ ぞ れ 156、144、120 で し た 。 
1932 年 に 分 析 さ れ た ユニ オン セン トラ ル 生 命 保険 会 社 の 記録 に よる 
と 、25 パー セン ト 以 上 の 過 体 重 か ら 50 パー セン ト の 低 体重 まで の が ん 死亡 率 
は 、143、138、121、111、114、 お よび 95 で し た 。 111 と いう 数 字 は 「 通 常 の 」 
体 衝 を 拓 し ます 。 さ ら に 最近 で は 、 メ トロ ポリ タン 生命 保険 会 社 の 統計 報 

書 (1951 年 ) に よる と 、 心 血管 疾患 と 腎臓 疾患 に よる 太り すぎ の 男性 の 死 
率 は 、 
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糖尿 病 に よる も の は 再び 基準 の 半分 で あり 、 糖 尿 病 に よる も の は 基準 の 約 4 倍 
で し た 。 こ れ ら は 、 偽 り の 男 が 人 類 に 与え る 恩恵 で す 。 


1900 年 か ら 1950 年 に か け て 、 ア メリ カ 合 衆 国 に お ける 心血 管 疾患 と 癌 
に よる 死亡 率 の 増加 は 次 の と お り で し た 。 50 年 以内 に 、 が ん の 死亡 率 は 人 口 
10 万 人 あたり 64 人 か ら 139.6 人 に 増加 し 、 心 血管 疾患 の 死亡 率 は 244 人 
か ら 478.1 人 に 増加 し まし た 。 全 体 と し て 、1950 年 に は 人 口 10 万 人 当たり の 
死亡 者 数 803.9 人 の うち 、10 の 主 な 原因 に よる 死亡 者 は 心血 管 疾 患 と 部 で 617.7 人 を 
占め た 。 さ ら に 重要 な の は 、1964 年 に 関す る 入手 可能 な 最新 の 数 字 で す 。 現 在 、 癌 
に よる 死亡 率 は 151.3 人 に 上 昇 し 、 心 血管 疾患 に よる 死亡 率 は 508.6 人 に 上 昇 
し て お り 、 合 計 939.7 人 中 659.9 人 と な っ て いま す 。 原 因 。 こ れ ら は 医学 の 「 進 
歩 」 の 驚く べき 結果 で す 。 多 数 の 医師 、 病 院 、 薬 物 に よる 衝撃 的 な 結果 。 食 品 の 「 精 製 
と 精製 」 に よっ て 避け られ な い 産 物 。 現 在 の 「 進 歩 」 が さら に 50 年 間 続 いた 場合 の 状 
況 は 容易 に 想像 で きま す 。 


1964 年 の アメ リカ 合衆国 の 公式 統計 に よる と 、 「 症 状 、 老 衰 、 明 確 な 症状 」 が 原 
因 で 死亡 し た の は 総 死亡 者 数 の わずか 1.4 パ ー セ ント だ っ た 。 も ちろ ん 、 こ の カテ ゴリ 
ー で は 、 老 衰 は 単なる 推測 に すぎ な い 。 な ぜ な ら 、 調 理 済み 食品 を 摂取 する 人 の 
中 に は 老年 に 達する 人 は いな いか ら で あ る 。 そ れ な の に 、 本 当 に 文明 的 な 状況 
下 で は 事故 や 事故 が な けれ ば 、 人 類 は すべ て 高齢 に な っ て 死ぬ で し ょ う 。 


自然 環境 に 生息 する 野生 動物 で は 、 が ん の 発生 は 知ら れ て いま せん 。 し か 
し 、 捕 獲 し た サル に 変性 し た 餌 を 長期 間 与 えた 後 、 癌 に 似 た 腫瘍 を 1 つま た は 2 ご つ 観 
察する こと が で きた 。 「 癌 が 時 折 発生 する と いう 証拠 が まっ た く 存 在 し な い 唯 
ー の 大 き な 生 物 群 は 、 深 海 に 生息 し て いる 」 と カウ ドリ ー は 宣言 する (D. 


196) 。 そ れ は 、 人 類 の 破壊 的 な 手 が ま だ 残っ て いな いか ら で す 。 
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彼ら に 届き まし た 。 彼 ら の 世界 が 面積 と 人 口 の 両方 に お いて 私 た ちの 世界 より も は る か 
に 大 きい と いう 事実 を 考慮 する と 、 彼 ら の 免疫 力 は さら に 注目 に 値 し ます 。 


すでに 述べ た よう に 、 科 学者 は 研究 中 に 癌 の 基本 的 な 原因 に 直面 し 、 そ れ を 観察 
し て 確認 し ます が 、 ま る で 自分 た ちの 探求 が 別 の も の で ある か の よう に 、 完 全 な 無関心 
で 通り 過ぎ ます 。 「 一 部 の 食物 成分 が 過剰 に 摂取 され た り 、 欠 乏 し た りす る と 人 
間 に が ん を 引き 起こ す 可 能 性 が ある と いう 考え は 、 別 の 情報 源 か ら 広 まり つつ あり 
ます 。 


動物 の 食事 を 実験 的 に 変更 する と 、 す べ て の こと が 可能 に な る 可能 性 が あり ます 。 
その 後 の が ん の 有無 の 違い 」(p.220) 。 


彼ら は 自然 食品 の 効果 を 直接 感じ 取る こと さえ あり ます 。 
カウ ドリ ー は この 点 に つい て 非常 に 明確 に 述べ て いま す :「 つ い に 、 一 部 の 動物 で は 、 
高度 に 精製 され た 食物 を 与え られ た 場合 より も 、 自 然 の 食物 を 与え られ た 場合 の 方 
が 、 腫 瘍 発生 の 素因 が 少な いと いう 事実 が 明らか に な り 始 め て いま す 。 シ ル バ ー ス トー 
ン 、 ソ ロモ ン 、 タ ネン バウ ム (1952 年 ) 」 主 に カビ イン 、 コ ー ン スタ ー チ 部 分 水素 化 綿 実 
油 、 合 成 ビ タ ミ ン 、 合 成 ビ タ ミ ン な どの 半 和 精製 成分 か ら な る 餌 を 与え た 他 の マウ ス よ り 
も 、 主 に 自然 食品 で 構成 され た ピュ リナ ラボ ラ ト リ ー チ ャ ウ の 餌 を 与え た 雄 の DBA マ ウ 
ス で は 良性 肝 腫 瘍 の 発生 が 少な いこ と が 観察 され まし た 。 さ ら に 、C3H 雄 マウ 
ス に 半 精 製 飼料 を 与え た と ころ 、 良 性 肝癌 の 発生 が 促進 され た 。 腫 瘍 発生 の 違い は 、 
カロ リー 摂取 量 、 体 重 、 タ ン パ ク 質 、 脂 肪 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル の 割合 の 顕著 な 違い と 相関 
し て いる 。 著 者 ら は 、 他 の 種類 の 腫瘍 の 反応 が 異な る と 想定 すべ き で は な いこ と を 注 
意 深く 指摘 し て いま す 。」(pp. 403-404)。 


「Engel と Copeland (1952) は 、 自 然 食 品 (スト ッ ク 食 ) を 与え た 離乳 期 の 
AES ラッ ト と Sprague Dawley ラッ ト は 、 半 精製 食 を 与え た ラッ ト よ り も 発がん 性 物 
質 2- ア セチル アミ ノ フ ルレ ン に よっ て 誘発 され る 乳腺 腫瘍 の 発生 が 少な いこ と を 
発見 し まし た 。 そ の 差 は か な り 大 きか っ た 。」(p. 404) ) 。 
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読者 は 間違い な く 、 カ ゼイ ン 、 デ ンプ ン 、 費 実 油 、 合 成 ビ タ ミ ン 、 塩 な どの 高度 に 精 
製 さ れ た 材料 な ど 、 実 験 用 マウ ス に どの よう な 種類 の 餌 を 与え る か を 観察 し まし た 。 こ 
れ ら の 物質 の 混合 物 は 、 研 究 科学 者 に よっ て 誤っ て 「 通 常 の 食事 」 と 名 付け られ て 
いま す 。 彼 ら は 、 野 原 か ら 100 パ ー セ ント 癌 の な い マ ウス を 集め て 槍 に 閉じ 込め 、 か わ 
いそ うお 動物 を 「 繊 細 な 子供 の よう に 扱い 、 互 い に 近親 交配 させ 、 「 通 常 の 食事 」 を 与え 、 
数 世代 後に それ ら を 何 に 変え る の で すか ? 彼 ら は 「 純 粋 な 近 交 系 マウ ス 」 と 呼ん で いま 
す 。 


彼ら に よる と 、 こ れ ら の 「 近 交 系 マウ ス 」 は 特別 な 病理 学 的 状態 に あり 、 一 部 の 系 
統 の 最大 80 パ ー セ ント が 「 原 因 不 明 」 の 「 自 然 発生 」 腫 瘍 に 稚 患 し や すい と いう 。 調 
理 さ れ た も の を 食べ る 人 は 皆 、 ま っ た く 同 じ よ うな 病 的 状態 に あり ます 。 


さて 、 科 学者 た ち が 何 か 有益 な 情報 を 描け る か どう か 見 て み ま し ょ う 。 
上 記 の 顕著 な 証拠 か ら の 結論 。 答 え は 残念 な が ら 否 定 的 で す 。 実 際 、 カ ウド リ 
ー は 、 文 明 の 産物 と 一 般 に みな され て いる 無数 の 種類 の 食べ 物 や 飲み 物 の いずれ か を 放 
棄 す る こと を 考え る 読者 が 愚か に な ら な いよ うに 、 最 も 貴重 な デー タ を 拒否 する の に 非常 
に 苦労 し て いま す 。 こ れ は 彼 が 言う こと で す : 「 特 に 食事 に 関連 し て 、 動 物 に 関す る 人 間 の 
が ん デー タ を 作成 する 際 に は 注意 が 必要 で す 。 人 間 は 、 錠 人 に 近い レベ ル を 除い て 、 多 種 
多様 な 食物 を 摂取 する こと に 慣れ て いる 雑食 性 で す 。 動物 は 世界 の さま ざま な 地域 
か ら 集 め ら れ て いま す が 、 動 物 は 地元 の 均一 で 単純 な 食事 に 適応 し て いま す 。」 
(p. 220) 著 者 が どれ ほど 大 き な 誤 解 を 抱い て いる か は 読者 自身 が 判断 し て くだ さい 。 


「 人 里 離れ て 、 甘 や か され 、 保 護 され た 近 交 系 マウ ス の ガン に 対す る 遺伝 的 
感受 性 が 人 為 的 に 高め られ た と する と 、 で に は 実際 に その マウ ス の 中 で ガン は どの よう に し て 
発生 する の で し ょ うか ? 」 カ ウド リー は 質問 に 対す る 答え を 見 つけ る こと が で きず に 
尋ね ます (p.350) 。 


「 特 定 の 系 統 の マウ ス に お ける 強い 臓器 特異 的 遺伝 的 感受 人 性 の 認識 は 、 細 胞 が 感 
受 性 の ある 発がん 物質 の 性 質 に つい て の 我々 の 無知 を 浮き 彫り に し て いる 。 こ れ ら の マ 
ウス は ケー ジ の 中 で 非常 に 安全 な 生活 を 送っ て いる 。 通 常 、 て エア コン の 効い た 室内 で 飼育 
され て いる 。 
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部 屋 も 食事 も 驚く ほど 一 定 で す 。 彼 ら は 既知 の 物理 的 、 化 学 的 、 ま た は 生物 学 的 な 
発がん 物質 に さら され て いま せん 。」 (pp. 349-) 

350) 。 カ ウド リー は 、 実 際 の 物理 的 、 化 学 的 、 生 物 学 的 発がん 物質 は 、 ま さ に 

彼 自身 が これ ら の 可哀想 な マウ ス の た め に 作り 出し た 条件 で ある と いう 事実 に 意図 
的 に 目 を 閉じ て いま す 。 こ れ ら に は 、 動 物 を 自然 環境 と 栄養 か ら 奪 うこ と 、 
動物 を 隔離 し て 人 里 離 れ た 橋 に 閉じ 込め る こと 、 動 物 を 保護 し 、 了 甘やかし て 保護 する 
こと 、 人 工 的 に 近親 交配 する こと 、 エ アコ ン の 効い た 部 屋 で 静か に 保つ こと 、 カ 

ゼイ ン 、 コ ー ン スタ ー チ 、 費 実 油 な ど を 与え る こと な ど が 含ま れ ま す 。 合 成 ビ タ ミ ン と 
呈 


他 の 箇所 で は 、Cowdry は 、(a) 食事 性 タン パク 質 と 必須 アミ ノ 酸 、 お よび (b) 食 
事 性 ビタ ミン B の 変化 に よる 閣 の 発生 の 変化 を 示す 実験 デー タ の 2 つの 表 を 提示 し 
て いま す 。 そ し て 彼 は 次 の よう な コメ ント を し て いる :「 ビ タ ミ ン や 必須 アミ ノ 酸 
は 閣 の 発生 を 変化 させ る 可能 性 が ある … こ れ ら の 発見 や その 他 の 発見 を 説明 
する の は 難し い 。 欠 乏 ま た は 過剰 に ある 特定 の 食事 物質 が 組織 に 直接 作用 する 
と 考え る べき で は な い .」 腫 瘍 性 の 変化 が 起こ る 」(p. 401)。 こ れ は 明らか に 利用 可能 な 
デー タ の 拒否 で す 。 こ れ は 、 工 場 の 稼働 が 満足 で きる か 不満 足 で ある か は 、 
そこ に 供給 され る 原材料 の 調和 また は 不調 和 と は 何 の 関係 も な いと 考え る べき で ある 
と 言っ て いる の と 同じ で す 。 


「 グ リー ンス タイ ン (1947) が 正しく 警告 し た よう に 、 こ れ ら の 発見 
に 基づい て 人 間 の た め の ガ ン 予 防食 を で っ ち 上 げ る の は まっ た く 時 期 尚早 だ ろ 
う 」 と カウ ドリ ー は 書い て お り 、 さ ら に 次 の よう に 付け 加え て いる 。 実 験 動物 が 
その よう な 仮説 上 の 食事 を 遵守 する こと は 、 発 が ん の 潜伏 期間 の 長い 年 月 場 
合 に よっ て は ほぼ 四半 世紀 に 及ぶ 場合 に は 実現 不可 能 で あろ う 。」(p. 401)。 


それ に も 関わ ら ず 、 「 動 物 に お いて 長期 間 に わ た っ て 提 食 不足 が 続く と 、 数 種 
類 の 自然 発生 腫瘍 の 発生 率 が 確実 に 減少 する 」(p. 429)。 


「 入 手 可 能 な デー タ は 主 に 腫瘍 の 発生 率 に 関す る も の で あり 腫瘍 の 発生 率 に 関す る も の で は あり ませ ん 。 
開始 後 の 成 長 率 。 い くつ か の 例 で は 、 
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どの 成長 が 食事 因子 に よっ て 変化 する か と いう こと は 、 我 々 の 現在 の 知識 で は 治療 
手段 の 基礎 と な る 十分 な 証拠 で は な い 。 」 (p. 402). カウ ドリ ー は 腫瘍 の 発生 率 
を 減ら すこ と に 興味 が ある の で は な く 、 興 味 が ある よう に 思え ます 。 そ れ は 癌 を 治 
す た め の 治療 法 を 見 つけ る と いう 間 題 に お いて の み で あり 、 そ れ は 私 た ちの 栄養 習 
慣 の 修正 を 通し て で は な く 、 何 ら か の 空想 的 な 錠剤 な どの 作用 を 通し て で ある 。 


科学 者 た ちがい つ 、 ど こ で 最終 的 に 癌 の 本 当 の 原因 を 認識 する の か を 知る 
の は 興味 深い こと で す 。 こ れ ま で に 彼ら は 約 400 種 類 の 「 発 が ん 性 物質 」 を 発見 し 
て お り 、 そ れ に つい て カウ ドリ ー は 次 の よう に 述べ て いる 。「 医 師 が 直面 する が ん の う 
ち 、 実 際 に 検出 可能 な 発がん 性 物質 、 ま た は 発がん 性 物質 の 組み 合わ せ は お そ 
らく 1 パー セン ト に も 満た な い 」(p.390)。 
これ に 対し て 、 我 々 は 、 「 通 常 の 」( 不 自然 な ) 食 事 が 、 あ る ケー ス で は 癌 の な 
い マ ウス 100 匹 中 80 匹 串 の ケー ス で は 198 匹 中 150 匹 の 腫瘍 を 促進 し た こと を す 
で に 見 て きま し た 。 そ の 食事 を 部 分 的 に 制限 する と 、 こ れ ら 150 匹 の 腫瘍 が 38 
個 に 減り まし た 。 そ の 配給 に よっ て 国民 全体 の が ん の 発生 率 が 大 幅 に 抑制 され 、 自 然 栄 
養 に 置き 換え る こと で が ん の 発症 を 完全 に 防ぐ 傾向 に あっ た の で す が 、 カ ウド 
リー が 自然 栄養 を が ん と 闘う 問題 へ の 答え と みな し て 浪費 を や め る だ ろう 
と 期待 する 人 も いる か も し れ ま せん 。 彼 は 、 他 の すべ て の 発がん 物質 に つい て の 無 
駄 な 調査 に 時 間 を 費やし て お り 、 そ の 代わ り に 、 ガ ン の 唯一 の 原因 で ある 栄養 不良 を 、 
他 の 発がん 要因 の 中 に 位置 づけ る 準備 さえ で き て お ら ず 、 そ れ を 単なる 「 変 
更 」 要 因 と 呼び 、 根 拠 の な い 議 論 に よっ て 過小 評価 し て いる 。 


悪性 細胞 の 挙動 に 未だ に 困惑 し て いる 彼 は 、 次 の よう に 書い て いる (Dp. 43)。 


「 言 うま で も な く 、 も し 彼 が アリ スト テレ ス や ダー ウィ ン で あれ ば 、 
今日 維 た ちと 一 緒 に いた 彼ら は 、 洛 細胞 に つい て 私 た ち が 知 っ て いる すべ て の 事 
実 を まとめ て 、 そ の 悪性 挙動 の 説明 を 提供 で きる か も し れ ま せん 。 お そら く < 今 
後 数 年 の うち に これ が 実現 し 、 私 た ち は な ぜ こ れ ほ ど 長 い 間 盲目 の まま だ っ た の か 疑 
問 に 思う こと に な る で し ょ う 。 そ の 間 に 、 私 た ち は あ ちこ ち で 少し ずつ 学習 の 進歩 を 止 
め て いま す 。」 し か し 、 こ こ で は アリ スト テレ ス も ダー ウィ ン も 必要 な いこ と を 断っ 
て お きま す 。 カ ウド リー が 研究 室 の 枠 か ら 出 て くる だ け で 十分 で す 。 一 瞬 そ の 存在 
を 忘れ て 、 目 を そちら に 向け る 。 
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星 、 太 陽 月 、 木 々 花々 、 そ れ ら の 謎 に 精神 的 に 没入 し 、 全 世界 が どれ ほど 正確 な 
規則 性 で 回 転 し て いる か を 認識 し ます 。 科 学者 が その 世界 を 破壊 し 、 そ の 代わ り 

に 自分 の 世界 を 構築 で きる で し ょ うか 2? 科学 者 た ち は 、 そ の 生き 生き と し た 
世界 を 破壊 し パン 、 ア ミノ 酸 、 人 工 ビ タ ミ ン 、 合 成 塩 に よっ て 、 人 類 に 独自 に 構築 し 
た 世界 を 提示 し ます 。 こ れ ら の 文章 を 読ん だ 後 で も 、 科 学者 た ち が 地 球 の 
自然 の 知恵 より も 自分 た ちの 知識 を 優先 する か どう か は 興味 深い と ころ で 

す 。 


さら に カウ ドリ ー は 、 悪 性 腫瘍 の 自然 消失 の 非常 に 多く の 症例 を 列 
挙 し 、 最 終 的 に 次 の 結論 を 導き 出し て いま す (p. 545)。 


「1. 非常 に 小さ な 原発 が ん が 時 々 、 大 き な が ん で も 発生 し ます 。 
乳房 前 立 腺 、 子 宮 の 数 値 。 こ れ ら の 多く は 発症 せ ず 、 何 年 も 潜伏 する か 、 自 然 
に 完全 に 退 縮 し ます 。 
「2. 発達 し た 癌 で は 、 通 常 は 一 時 的 な サイ ズ の 変化 が まれ に 見 られ ます 。 こ 


れ ら は 、 悪 性 細胞 と 間 質 の 体積 に 影響 を 与え る 多く の 要因 の 作用 に よっ て 引き 起こ 
され る 可能 性 が あり ます 。 


「3. 悪性 腫瘍 の 種類 の 説明 で き な い 変化 が 、 明 ら か な 理由 も な く 発 生 
する こと が あり ます 。 

「4. 失 忠 の 記録 に は いく つか の 例 が ある 。 
子供 の 神経 芽 腫 。 そ れ ら の いく つか で は 、 こ れ は 理由 は 不明 で す が 、 悪 性 細胞 の 
進行 性 分 化 と 相関 し て いま す 。 

「5. 癌 が 完全 に 退 縮 し た こと が 確認 され た 少数 の 症例 で は 、 
与え られ た 治療 に 起因 する も の で は な いこ と が 記載 され て いま す 。 
明らか に 、 あ る 種 の 悪性 細胞 は 生理 学 的 メカ ニズム に よっ て 制御 され る こと は 極 
め て まれ で す 。」 


患者 の 栄養 習 慣 に お ける 偶然 の 知覚 で き な い 変化 で は な いと し た ら 腫瘍 の 
自然 退 縮 の 原因 は 何で し ょ うか が? 成功 する た め の 方 法 は 一 つ し か あり ませ ん 
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が ん の 治療 。 ま ず 腫 瘍 か ら 変性 し た 食品 を 絶た な けれ ば な ら ず 、 そ の 後 、 自 然 の 栄養 素 
の 摂取 さえ も 最小 限 に 抑え て 、 文 字 通り 飼え て 死な な けれ ば な り ま せん 。 必 要 に 応じ て 、 
正常 細胞 も 一 定期 間 、 半 錠 僚 状態 に に し て お く こ と も ある 。 腫 瘍 が 消失 し た 後 は 、 
簡単 に 元 の 強度 に 戻す こと が で きま す 。 


調理 済み の 食品 を 準備 する 手間 と 費用 は 、 
純粋 な 廃棄 物 以外 の 何 も の で も な い 


すでに 見 た よう に 、 本 物 の 人 間 は 生 の 食べ 物 だ け で 生き て いま す 。 世 界 中 で 消費 され 
て いる 調理 済み の 食べ 物 や 飲み 物 は すべ て 目的 も な く < 失わ れ て いま す 。 
彼ら に 費やし た お 金 は 無駄 に な り ま す 。 一 見 、 こ の 発言 は 信じ られ な いよ うに 見 える か も し 
れ ま せん が 、 こ れ は 単純 な 真実 で あり 、 私 自身 の 個人 的 な 経験 に よっ て その 証拠 が 得 ら 
れ て いま す 。 


当初 は 、 増 加 す る 必要 が ある と 考え て いま し た 。 
調理 済み 食品 の 摂取 量 を 減ら す の と 同じ 割合 で 生 の 栄養 素 を 摂取 する こと を 目標 
と し て いま し た が 、 す ぐに それ が 間違い で あっ た こと に 気づき まし た 。 初 期 に は 、 
身体 が 受け た 永続 的 な 損失 を 回 復 し 、 活 性 細胞 の 新鮮 な 補 体 で 臓器 を 強化 する こと で 臓 
器 を 再 構築 する た め に 、 天 然 食材 に 対す る 非常 に 大 き な 需 要 が あり まし た が 、 後 に その 
需要 は 着実 に 減少 し まし た 。 


私 た ち も 、 娘 の アナ ヒト が 摂取 する 食事 の 量 が 少な いこ と に 驚き まし た 。 母 
親 は 栄養 失調 に 対す る 先入観 か ら 、 も っ と 食べ る よう に 強要 し て いま し た が 、 子 供 は 頑固 
に それ を 拒否 し まし た 。 徐 々 に 、 生 の 状態 の 果物 や 穀物 は 最高 品質 の 非常 に 濃縮 され た 
栄養 素 で あり 、 し た が っ て 、 そ れ ら の ご く 少 量 で 私 た ちの 生物 の ニー ズ を 完全 に 満た すこ と 
が で きる こと が 明らか に な り ま し た 。 だ か ら こ そ 、 生 食 の 子供 は 、 自 分 が 望む 以上 に 食 
べ る こと を 決し て 強制 され る べき で は あり ませ ん 。 デ ー ト や 1 日 1 個 の クル ミ だ け で 何 
ヶ月 も 生き 延び た 人 の 話 を 聞く の は お と ぎ 話 で は あり ませ ん 。 


調理 済み の 食事 を 食べ る 人 は 、 皿 一 杯 の 調理 済み の 食事 を 喜ん で 食べ る こと が で きま す 。 な ぜ な 
ら 、 調 理 済み の 食事 に は 言葉 の 完全 な 意味 で 栄養 が 含ま れ て いな いか ら で す 。 
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草食 動物 は 、 革 の 大 部 分 が 粗飼料 で 構成 され て いる た め 、 大 量 
の 草 を 消費 し ます 。 そ こ に 含ま れる 本 当 の 栄養 素 は 分 散 し た 状態 で あり 、 
その 量 は 非常 に まばら で す 。 


これ ら の 動物 は 、1 日 に 数 回 粗飼料 の 塊 を 腸 か ら 排出 し ます が 、 通 
常 の 生食 動物 は 1 日 に 1 回 の 動作 し か 必要 な いと 感じ ませ ん 。 過 度 の 
鼓 腸 、 糞 便 中 の 未 消化 の 果物 の 残骸 の 存在 、 お よび 1 日 に 複数 回 便 に 行き 
た が る の は 過食 の 兆候 で あり 、 温 帯 生食 者 は これ を 確実 に 避け な けれ 
ば な り ま せん 。 私 が 普段 食べ る 果物 の 量 は 、 果 物 を 好む 調理 済み の 
人 が 消費 する 量 と 同じ で す 。 こ れ に 、 私 は 毎日 一 杯 の コー ン サ ラダ を 加 
えて いま す 。 こ れ は 、 自 然 食 品 の 不足 に より 、 調 理 済み の 食事 を する すべ て 
の 人 に 存在 する 栄養 格差 を 埋め る の に 役立ち ます 。 も ちろ ん 、 こ の シン 
プル な 食事 に は 、 以 前 私 が 摂取 し て いた 変質 し た 食べ 物 を すべ て 
入れ る 余地 は あり ませ ん 。 


全 世 界 が 突然 我 に 返り 、 自 然 の 栄養 法則 を 採用 し た ら ど うな る 
で し ょ うか ? た と え 果 物 の 生産 量 が 現在 の レベ ル に と ど まっ た と し て も 、 
一 人 当たり 一 日 一 皿 分 の 野菜 サラ ダ や トウ モロ コン シン サ ラダ を 食べ させ て 全 
世界 の 栄養 需要 を 十分 に 満た し た 後 で は 、 あ ら ゆ る 動物 性 食品 が 
望ま し く な い 余 剰 と し て 残る こと に な る 。 砂 糖 、 紅 茶 、 コ ー ヒ ー、 コ コア 、 ア 
ルコ ー ル 飲料 お よび ノン アル コー ル 飲 料 、 タ バ コ 、 マ ー ガ リン 、 そ し て 今日 
消費 され て いる 豆類 や シリ アル の 大 部 分 。 


結局 の と ころ 、 こ の 変質 し た 食品 に 何 が 起こ る の か 見 て み ま し ょ う 
現在 世界 で 消費 され て いる も の 。 実 際 に は 3 つの 方 法 で 処分 され ます 。 


1. 特 殊 な 細胞 の 補 体 の 欠損 に より 、 
本 物 の 人 間 は 、 器 互 や シス テム の 体積 を 最小 眼 に 維持 する た め に 、 
調理 され た 食品 か ら 形成 され る 一 定数 の 寄生 細胞 の 存在 を 許容 す 
る 義務 が あり ます 。 


2. 偽 り の 男 に よっ て 、 大 量 の 変性 食品 が 消費 され る 。 
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3. その 人 が 1 つの 身体 だ け で 構成 され て いる か 、2 つの 身体 の 組み 合わ せ 
で ある か に 関係 な く (相対 的 に 痩せ て いる か が っ し り し て いる こと か ら わ か る よう 
に )、 中 毒 や 中 毒 に よっ て 生体 に 取り 込ま れる 食物 の 余剰 部 分 は 、 こ れ は 細胞 
の 同化 能力 を 超え て お り 、 単 純 に 燃え 尽き て 、 さ ま ざ ま な 経路 を 通っ て 体外 に 排出 
され ます 。 こ の よう に し て 廃棄 され る 食料 の 量 は 、 食 料 の 総 摂取 量 の 大 き な 部 分 
を 占め ます 。 


この 問題 の 最も 嘆かわしい 側面 は 、 特 殊 化 され た 細胞 が 、 偽 人 間 の 食物 
を 分 解 し 、 血 流 に 吸収 し 、 ス ムー ズ な 働き を 確保 する た め に 、 自 然 の 栄養 素 か ら 得 
た 多大 な エネ ルギー を 費やし て いる と いう 事実 で ある 。 排 浴 器 官 の 機能 を 強化 
し 、 調 理 さ れ た 食品 の 有害 な 影響 を 体外 に 追い 出し ます 。 た と えば 、 一 日 中 休み な く 
働き 続け た 活動 的 な 細胞 に は 、 少 し 休む 権利 が あり ます 。 そ の 代わ り に 、 彼 ら は 
偽 人 間 に よ っ て 條 欲 に 体内 に 導入 され た 余分 な カロ リー を 生体 か ら 排出 する た め 
に 、 夜 が 明け る まで ベッ ド で 寝 て いな けれ ば な り ま せん 。 


音 、 私 は 異常 な まで に 大 食い と 肉 中 毒 に 陥り まし た 。 そ の 結果 、 私 は 生 
涯 不眠 症 に 悩ま され まし た 。 上 真夜 中 前 に 眠っ た こと も 、 日 の 出 を 見 る ほど 早く < 起き 
た こと も 一 度 も 覚え て いな い 。 私 は 朝 の 3 時 か 4 時 まで 起き て いて 、8 時 か 9 時 に 頭 が 
重く て 起き て いま し た 。 幸 いな こと に 、 生 食 を 取り 入れ て か ら 不 眠 症 は 完全 に 解 
消さ れ ま し た が 、 夜 に た くさ ん の 夕食 を 食べ よう と する と 、 夜 明け まで 起き て いな け 
れ ば な り ま せん 。 ア ナ ヒ ト は 2 歳 の と きか ら 夜 中 に 一 度 も 起き た こと は あり ま 
せん 。 


調理 済み 食品 に 含ま れる ビタ ミン や 塩分 は 、 偽 り 、 死 ん で お り 、 バ ラン 
ス が 月 れ て お り 、 有 害 で す 。 調 理 済み の 食品 は 壊れ た 建築 資材 と 間違っ た 燃料 に す 
きま せん 。 こ の よう な 建築 材料 か ら 形成 され る 無駄 な 細胞 は 、 正 常 な 細胞 に と っ て 
望ま し く な い 負 担 と な が り ま す 。 こ の よう な 燃料 か ら 得 ら れる 熱 は 過剰 で 有害 で あ 
り 、 燃 料 か ら 発 生 す る エネ ルギー ( 動 カ エネ ルギー) は 余分 で 無 価値 で す 。 こ 
の エネ ルギー は 勤務 時 間 外 に 工場 の モー ター を 目的 も な く 動か し ます 。 心 臓 に 
通常 の 2 倍 の 速度 で 働か せる こと に な り ま す 。 そ れ 
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工場 全体 の 重要 な 機構 が 切実 に 必要 と し て いる 休息 を 妨げ 、 逆 に 彼ら を 疲れ させ .、 無 
駄 に 消耗 させ ます 。 不 眠 症 は その 悪影響 の 一 例 で す 。 


軽率 な 医師 が 肥満 を 軽減 する 方 法 を 開発 する と どう な る で し ょ うか ? 彼 
ら は 毎日 の 食物 摂取 を 全面 的 に 制限 する 計画 を 立て て お り 、 そ の 結果 、 禁 止 さ れ て い 
る 食材 の リス ト に は 、 ク ルミ 、 ア ー モ ンド 、 レ ー ズ ン 、 ナ ツメ ヤシ 、 イ チ ジ ク 、 バ ナナ な 
どの 必須 か つ 栄 養 価 の 高い 食品 が 含ま れ て いる 。 言 い 換 えれ ば 、 治 療 中 の 患者 の 体 
重 は 減り 、 そ の 代償 と し て 患者 は ます ます 衰弱 し 衰弱 し 、 そ の 結果 、 健 康 が 著しく 損 
な われ る こと に な る 。 こ の よう な 場合 、 変 性 食品 の 削減 に よっ て 偽 人 間 は 余分 な 燃 
料 の 一 部 を 失う だ け で す が 、 天 然 食 品 の 制限 に よっ て 正常 な 細胞 は いく つか の 極め て 
重要 な 栄養 素 を 奪わ れ ま す 。 し た が っ て 、 偽 の 男 は その 場 に し っ か り と 留まる が 、 本 
物 の 男 は ます ます や つれ て し まう と いう こと に な る 。 


制限 の 効果 を 示す 非常 に 面白 い 例 を 紹介 し ます 。 
が ん の 研究 中 の 食事 。 こ の 疑問 に つい て カウ ドリ ー は 、 「 食 事 制 限 に よっ て も た 
ら さ れる 乳がん 発生 率 の 減少 が 、 マ ウス の 卵 巣 活動 の 低下 と 関係 し て いる こと は 明 
ら か で ある 」 前 掲 書 、p. 398) と 述べ て いる 。 こ れ 以 上 何 を 望む で し ょ うか ? こ 
うし て 乳がん の 原因 が 解明 され まし た 。 女 性 を 乳腺 が ん か ら 完全 に 救う た め に は 、 女 
性 の 卵巣 の 活動 を 完全 に 停止 さす る こと が 医師 に 残さ れ て いる 。 


し か し 実際 に 何 が 起こ っ て いる か に つい て は 、 確 か に 非常 に 簡単 な 説 
明 が あり ます 。 カ ロリ ー 摂 取 量 の 無 思慮 な 制限 は 、 生 体 に 2 つの 相反 する 影響 を 与え 
ます 。 一 方 で 、 変 性 食品 の 摂取 制限 は が ん の 形成 を 抑制 し ます が 、 他 方 で は 、 天 然 
食品 の 摂取 量 の 減少 は 卵巣 の 正常 な 活動 を 妨げ ます 。 


医学 は この よう な 嘆かわしい 矛盾 に 満ち て いま す 。 と き 
特定 の 病気 が 不 自然 な 食品 の 有害 な 流れ を 自分 自身 に 引き 寄せ る と 、 患 者 の 生体 


は 他 の 病気 に 対し て 部 分 的 な 免疫 を 獲得 し ます 。 例 えば 、 糖 尿 病 を 患っ て いる 人 は 、 
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動脈 硬化 や 特定 の 感染 症 は が ん に な り に くい で す 。 ガ ン の 予防 を 目 

的 と し て 、 人 々 を さま ざま な 細菌 の 影響 に さら す と いう 非常 識 な 実験 さえ 
行わ れ た 。 

同様 の こと が 、 よ り 小 規模 な ワク チン 接種 の 際 に も 起こ り 、 よ り 軽 度 の 
病気 を 誘発 する こと で 、 子 供 た ち は そ の 後 の 重 篤 な 発作 か ら 守 られ ます 。 
人 間 が 自然 法則 に 従っ て 子ども た ちの 健康 を 守る と 決め た 瞬間 、 そ の よう 
な 不 自然 な 措置 は 不要 と な り 、 罪 の な い 子 ども た ち は 危 険 な ワク チン 

か ら 解 放さ れ 、 ワ クチ ン 接 種 は 歴史 に 残る こと に な る で し ょ う 。 


実験 に よる と 、 偽 の 男 が 呼び 出さ れる と 、 
存在 し て も 、 部 分 的 な 食事 制限 で は その 発達 を チェッ ク す る こ 
と は で きま せん 食料 品 が 10 ^ 159%6 変質 し た と し て も 、 そ れ は 生 
き 続け る の に 十分 で す 。 良 識 の ある 人 は 、 そ の 怪物 に 一 粒 の 栄養 を 与え る こ 
と に 注意 すべ き で ある 。 私 は 足 の 関節 か ら 痛 風 の 結石 を 完全 に 取り 除 
きま し た が 、 肉 を 食べ る 機会 が ある と 数 時 間 後 に ハン マー で 殴ら れ \ 上 酸 
が 足 の 親指 の 関節 に 浸透 し て いる こと を 知ら せま す 。 私 は 生食 に つい て 
研究 し 始め た 初期 の 頃 、 よ く こ の よう な 実験 を し て いま し た 。 


明らか に 、\、 酸 が 除去 され た 場所 は まだ 空 で あり 、 そ こ に つなが る 道 は 
広く 開か れ て いま す 。 一 口 の 肉 が 体内 に 入る と すぐ に 尿酸 に 変換 さ 
れ 、 急 いで 所 定 の 場所 に 収まり ます 。 


偽者 の 細胞 も 簡単 に は 後退 し な い 。 彼 ら は うそ を つき ます 
待ち 伏せ 状態 で 、 半 分 死ん で いる が 、 期 待 し て いる 。 変 性 し た 食物 
が 彼ら に 届く と すぐ に 、 彼 ら は 復活 し て 増殖 し 始め ます 。 
体重 の 管理 は 完全 に 自然 食品 に 委ね る べき で す 。 過 度 の 痩身 は 健康 に 
良く な いと 示唆 する 人 は 、 実 際 に は 、 体 の ふく よ か さ を 維持 する た め に 、 
数 十 キ ロ の 病気 の 細胞 や 寄生 細胞 を 育て 、 栄 養 を 与え る こと を 勧め て 
いる の で す 。 偽 り の 人 間 を 殺す と 同時 に 、 自 然 の 栄養 に よっ て ゆっ くり と 、 
し か し 確実 に 本 物 の 人 間 の 体重 が 自然 が 要求 する 正常 な 基準 まで 増加 し 
ます 。 
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これ ら の 役に立た な い 肉 の 塊 を 取り 除い た 後 、 以 前 は 体 に 40 て 50 キ ロ の 病気 の 
細胞 を 積み 込み 、 支 えな し で は 一 歩も 登る こと が で き な か っ た 男性 が 、 今 で は 髪 の 
毛 を 向け ず に 山 を 駆け 上 が る こと が で きる よう に な り ま す 。 そ の よう な 人 は 、 体 重 が 
急激 に 減少 する こと を 決し て 心配 すべ き で は あり ませ ん 。 そ れ ど ころ か 、 彼 は それ 
を 喜ぶ べき で す 。 良 識 あ る 人 は 、 自 分 の 体 に 無駄 な 肉 が 一 粒 で も ある こと を 容認 すべ 
き で は あり ませ ん 。 要 する に 、 調 理 済み の 食べ 物 を ー ロ ー ロ 自分 の 体 に 導入 する こと 
に よっ て 、 偽 り の 男 、 彼 の 無慈悲 な 敵 、 彼 の 冷酷 な 死刑 執行 人 を 養う こと に な る と いう 
こと を 、 誰 も が 最終 的 に 認識 すべ き で ある 。 彼 は 既知 お よび 未知 の すべ て の 病気 を 串 
っ て いま す 。 彼 は 自ら の 死 へ の 道 を 切り 開く 。 


料理 を 食べ る 人 の 意見 で は 、 健 康 を 維持 する に は よく 食べ な けれ ば な り 
ませ ん 。 彼 の 見 解 で は 、 胃 が 空っぽ で ある と いう こと は 、 体 が 飼え て いる と いう こと 
を 意味 し ます 。 彼 は 、 満 腹 の 男 が 本 当 に 病人 で ある こと を 知り ませ ん 。 彼 の 胃 は 、 不 自 
然 な 食物 を 適切 な タイ ミン グ で 排出 する こと が 難し いと 感じ て いま す 。 一 
方 、 生 食 者 の 胃 は 常に 空 、 ま た は と に か く < 軽い の で 、 そ こ に 何 も 存 在 を 感じ ませ ん 。 
彼 は 腸 の 満腹 を 感じ ます 。 な ぜ な ら 、 彼 が 食べ た 食べ 物 が そこ に すぐ に 移さ れる か ら 
で す 。 た と え 過 剰 な 食物 で あっ て も 、 胃 の 中 に 長く 留まる わけ で は あり ませ ん 。 そ 
れ は すぐ に 腸 に 入り 、 消 化 さ れ て も 未 消化 で も 、 生 体 に ほとん ど 害 を 及ぼ さ 
ず に 体 か ら 排 出さ れ ま す 。 


し た が っ て 、 生 の 動物 の 胃 の 中 で ガス が 発生 する こと は あり ませ ん 。 
食べ る 人 。 食 物 を 過剰 に 摂取 する と 腸 内 で ガス が 発生 する こと が あり ます が 、 
ガス は 通常 の 経路 で 体外 に 排出 され る 傾向 が あり ます 。 生 食 者 は 、 数 か 月 禁欲 し た 
後に お いし い 夕 食 を 食べ よう と する と 、2 つの 栄養 体系 の 違い が さら に は っ きり と 
わか り ま す 。 そ の 時 、 彼 は どう し て 自分 が これ ほど 病 的 で 惨め な 生活 を 引き ずり 、 そ 
の 忌まわしい 生活 様式 を 普通 の こと だ と 考え る こと が で きた の だ ろう か と 不思議 に 思 
う 。 


料理 を 食べ る 人 の 薬 は 完全 に 


誤っ た 科学 
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これ まで 見 て きた よう に 、 病 気 は 人 間 の 工場 に 不可 欠 な 原材料 が 
散逸 する こと に よっ て 引き 起こ され ます 。 し た が っ て 、 健 康 は 、 そ れ ら の 物 
質 の 完全 性 が 回 復 さ れ た 場合 に の み 回 復 で きま す 。 し か し 現代 医学 
の 活動 全体 の 基礎 は 何で し ょ うか ? 医 師 は 具体 的 に 何 を する の で し ょ う 
か ? 彼 ら は 、 変 質 し た 食品 人 人 工 ビ タ ミ ン 、 塩 ホル モン 、 お よび 多数 
の 有毒 な 調合 物 を 用 いて 、 そ の 完全 性 を 回 復 し よう と する 無駄 な 試み 
を 行い 、 同 時 に 、 回 復 不能 な 損傷 を 受け て 無力 化し た 腺 や 器官 全体 を 
除去 し 、 捨 て 去り ます 。 天 然 原 料 の 分 解 の 結果 で す 。 


全 人 類 は 恐ろし い 無 知 の 状態 で 生き て いま す 。 の 意見 で は 
調理 済み の も の を 食べ る 人 に と っ て 調理 済 み の も の を 消費 する の は 
ご く 自 然 な こと で す が 、 自 然 の 法則 に よる 栄養 補給 は 実験 で あり 、 そ の 点 
で 危険 な 実験 で す 。 現 実に は 人間 は 自然 が 作り 上 げた 完璧 な バラ 
ンス を 無意識 の うち に 破壊 し 、 何 千年 も の 間 、 新 し い バ ラン ス 、 つ まり 
自分 自身 の バラ ンス を 見 つけ る た め に 、 調 理 済み の 食品 、 
人 工 調合 物 、 有 毒物 質 を 使っ て 無 意 味 な 実験 を 行っ て きま し た 。 こ れ ら の 
実験 の 直接 の 結果 は 、 今 日 人 界 で 墓 延 し て いる 数 多く の 病気 で す 。 


人 々 に 生食 を 勧め る と き 、 私 は 新しい 試み を 提案 する わけ で は あり 
ませ ん 。 そ れ ど ころ か 、 私 は 彼 RB 理 な 実験 を や め 
て 、 自 然 な 生活 様式 に 戻る よう 強く 勧め ます 


し た が っ て 、 読 者 が 常識 を 欠い て いな い 限 り 、 読 者 は 他 の 人 が そ 
の 「 新 し い 実 験 」 を 実行 し 、 そ の 結果 を 知ら せる の を 待つ べき で は あり 
ませ ん 。 彼 は 危険 な 実験 を 直ちに 中 止 し 通常 の 生活 に 戻る べき で す 。 


それ ら す べ て の 実験 の 最終 製品 、 傑 作 は 
人 間 の 研究 所 は 、 科 学者 が 世界 に 栄養 を 与え た いと 願う 錠剤 や 粉末 
で ある の に 対し 、 自 然 の 研究 所 の 傑作 は 小麦 、 ク ルミ 、 リ ン ゴ で す 。 私 た ち 
は 皆 、 こ の 2 つの どちら か を 選択 し な けれ ば な り ま せん 。 調 理 済み 食品 は 
すべ て 人 工 物質 で す 
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彼ら の 自然 な 資質 が 奪わ れ て いま す 。 こ れ ら に は 、 広 く 宣伝 され て いる ビタ ミン 錠剤 
や 食品 抽出 物 と 同じ くら い の 栄 養 価 が あり ます 。 


多く の 生物 種 が 存在 し 、 医 者 も 病院 も 薬局 も あり ませ ん が 、 人 間 の 世話 
下 に ある も の を 除い て 、 彼 ら は 病気 に 負け る こと な く 生 き て お り 、 そ の 身 
体 に 見 合っ た 適切 な 寿命 を 全う し ます 。 体 質 は 数 日 か ら 数 百年 まで さま 
ざま で す 。 人 間 は 体 の 構造 が 完璧 で や ある た め 、 地 球 上 の 他 の どの 生 
き 物 よ り も 長く 健康 な 生活 を 享受 で きる は ず で す 。 完 全 な 生食 が な い 場 合 
で も 、 食 品 の 極度 の 劣化 が 避け られ る 環境 下 で 生活 する だ け で 、 男 性 が 150 
180 歳 まで 生き られ た 例 が 記録 に 残っ て いる 。 ほ と ん どの 人 が 短命 
で ある と いう 事実 自体 が 、 彼 ら の 生き 方 に 何 か 問 題 が ある こと を 明確 に 示 
し て いま す 。 動 物 は 主 に 植物 の 緑 の 葉 や 茎 を 食べ ます 。 人 類 は 、 植 物 の 葉 
や 茎 、 幹 や 枝 を 経て 種子 や 果実 に 集まっ た 、 最 も 健康 的 で 濃縮 され た 最 
高 品質 の 栄養 素 を 自由 に 利用 で きま す 。 


生物 学者 が 正しい 道 か ら 外 れ 、 間 違っ た 場所 で 研究 を 行っ て いる こ 
と を 認め る 時 が 来 た 。 さ ら に 、 彼 ら は 、 人 工 的 な 調製 物 に よっ て 天然 の 栄養 
成分 の 損失 を 補う こと は 不可 能 で ある こと を 告白 し な けれ ば な ら 
な い 。 毒 に は さま ざま な 臓器 の 変性 を 回 復 する 能力 は な い 。 私 た ちの 
臓器 や 腺 は 体 の 切り 離せ な い 部 分 で ある た め 切断 し た り 切除 
し た り し て は な り ま せん 。 今 日 、 私 は 人 体 を あら ゆる 病気 か ら 効 果 的 か 
つ 決 定 的 に 救う 、 非 常に シン プル で 簡単 な 方 法 を 紹介 し ます 。 そ れ は 、 
不 自然 な 食品 の 供給 を 遮断 する こと に よっ て 、 病 気 で 役に立た な い 体 の 細 
胞 を 破壊 し 天然 の 栄養 素 か ら 作 られ た 健康 で 特殊 な 細胞 に 
置き 換え る こと で す 。 私 の 議論 の 正当 性 を 完全 に 確信 する に は 、 ほ ん の 数 
か 月 の 労力 が 必要 で す 。 
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医師 や 生物 学者 の 目標 は 、 解 放 で は な いと し た ら 何 で し ょ うか 。 
人 類 を 病気 か ら 守 る ? 生 食 は その 目的 を 達成 する た め の 手段 で す 。 


彼ら は 、 実 際 に 見 た いか どう か を 直ちに 宣言 し な けれ ば な り ま せん 。 
病気 の な い 世 界 。 彼 ら 自身 の 計算 が 自然 の 計算 より も 正確 で ある こと 、 
そし て 世界 中 の 生食 者 が 健康 を 回 復 す る どこ ろか 病気 で 死ん で いる こ 
と を 彼ら が 証明 で きた ら 、 私 は 本 を 持っ て た だ ち に 競技 場 か ら 紀 す る 
つも り で す 私 の 平和 を 保っ て くだ さい 。 そ う で な けれ ば 、 病 院 や 薬局 の ド 
ア を 開け て お く た め だ け に 人 類 に 病気 の 我慢 を 強制 する こと は で き な い 
で し ょ う 。 


彼ら は 、 今 後 は 
調理 済み 食品 の 準備 と その 推奨 は 人 類 全 体 に 対す る 犯罪 と みな 
され 、 毒 物 に よる 「 治 療 」 は 調理 済み の 時 代 の 魔術 と みな され ます 。 賢 
明 で 人 道 的 な 医師 で あれ ば 、 直 ち に その よう な 勧告 を 中 止 し 、 自 然 の 
摂理 に 従う よう 人 々 に 勧め る で し ょ う 。 心 に 良心 の 火花 が 残っ て いる 医 
師 の 手 は 、 有 毒物 質 や 人 エビ タ ミ ン の 名 前 を 書き 留め る と き に 震え 、 
調理 され た 食材 の 名 前 を 発音 する と き に 唇 が 岩 え る は ず で す 。 彼 ら の 活動 
は 、 無 実 の 人 々 に 死刑 判決 を 下す こと に 等 し い 。 保 護 者 の 皆様 も 
必ず ご 理解 くだ さい ます よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 


お そら く 読 者 の 中 に は 私 の 文体 が 気に入ら な い 人 も いる か も し れ な い 。 で 
彼ら の 意見 で は 、 私 の 表現 は 、 よ り 科学 的 (ほとん どの 人 に は 理解 で き な い ラテ 
ン 語 の 専門 用 語 で 飾り 付け られ て いる ) 、 よ り 融 和 的 ( 婚 び る ) 、 よ り 真 剣 (偽善 的 ) 、 
より 妥協 的 ( 不 謗 慎 ) 、 よ り 礼 儀 正 し く ( 嘘 を つく ) 、 よ り 7 妙 (敗北 主 
義 者 ) で ある こと が 望ま し いと 考え て いま す 。 ) 。 し か し .、 私 は 決断 力 が あり 、 誠 実 で 、 
大 胆 で ある こと を 好み ます 。 た と え 全 世界 が 私 に 敵対 し て いる と わか っ た と し て も 、 
私 は そう な る だ ろう 。 私 は すべ て の 良識 ある 人 々 か ら 支 持 され 、 将 来 の 世代 
に よっ て 正当 性 が 証明 され る と 確信 し て いま す 。 


鶏 ス ー プ の お すす め を 考え る と 、 黄 身 は 
卵 、 揚 げ レ バー、 ま た は 煮込ん だ 果物 を 病人 、 特 に 小さ な 子供 た ち に 与え る の は 犯罪 
行為 で あり 、 私 は 中 傷 的 な 非難 を し て いる わけ で は あり ませ ん 。 ま た は 
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死 の 淵 に 立た され て いる 患者 の 血管 を 自然 の 栄養 の 助け を 借り て 洗浄 
する 代わ り に 、 心 臓 の 筋肉 を 強化 し 、 彼 に 新た な 長寿 の リー ス を 与え 

る と 、 有 毒 な 刺激 物 に よっ て 血管 を 広げ 、「 鞭 の 凌 」 に よっ て 心臓 の 機 
能 を 刺激 し 、 演 血 に よっ て 血液 の 量 を 減ら し た り 、 人 為 的 な 手段 に よっ 
て 血液 を 変性 させ て 薄め た りす る 。 ビ ル ヒ ャ ー ニ テニ ベ ナー や 他 の 多く の 
良心 的 な 科学 者 も 、 そ の よう な 作戦 を 魔術 、 歌 暗 、 道 化 C み な し て い 

る 。 


確か に 、 私 は 自分 の 信念 に 頼っ て いる と き 、 不 品行 の 罪 を 犯し て いま せん 。 
私 は 、 個 人 的 で 極め て 限ら れ た 手段 で 入念 な 調査 を 実施 し 、 

その 発見 に 基づい て 、 天 然 食品 に 含ま れる 何 干 も の 栄養 成分 を 最初 に 
燃やし 、 細 胞 を 極度 に 変性 させ 、 そ の 後 廃棄 する と いう 細胞 学者 は 狂 
気 の 罪 を 犯し て いる と 宣言 し ます 。 単 一 の 人 工 物質 の 発見 に よっ て 、 
失わ れ た すべ て の 機構 と 機能 を 細胞 に 戻 そ うと する 数 百 万 の 公 的 資金 の 
試み は 無駄 に 終わ り ま し た 。 


例 と し て 、 私 が 二 人 の 愛らしい 子供 た ち を 世話 し て くれ た 医 

師 の こと を 考え て み ま し ょ う 。 ま ず 第 一 に 、 彼 は 彼ら の 消化 を 助け 、 体 力 を 
維持 する と いう 口実 の 下 で 、 生 の 果物 を 禁止 し 代わ り に コン ポー ト と 「 栄 
養 価 の 高い 食事 」 を 推奨 し まし た 。 そ の 後 、 マ ラリ ア と し て の これ ら の 推奨 
に 起因 する 自家 中 毒 と 自己 感染 症 に 関し て 、 彼 は 恐ろし い 用 量 の キ ニ 
ー ネ を 処方 し 、 さ ら に その 後 、 無 数 の 検査 と 実験 に よっ て 、 最 も 厳格 な 

「 食 事 療法 」 と 膨大 な 量 の さま ざま な 薬物 と 薬 を 処方 し た 。 彼 は 現代 
の 抗生 物質 に よっ て 子供 た ちか ら 最 後 の 蓄え られ た エネ ルギー を 奪い ま 
し た 。 た と えす べ て が 意図 的 で は な か っ た と し て も 、 そ の よう な 医師 は 間 
違い な く 最 も 忌まわしい 犯罪 を 犯し まし た 。 さ て 、 彼 が 他 の 子供 た ち に 対 
し て 同じ 犯罪 を 繰り 返さ な いよ うに する た め に 、 私 た ち は 彼 
の 罪悪 感 を 彼 に 持ち 帰り 、 彼 が 最も 凶悪 な 犯罪 を 犯し て いる こと を 認識 さ 
せな けれ ば な り ま せん 。 も し その 薬 が 
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私 の 子供 た ち が 14 年 間 育 て た も の が 完全 に 使用 され れ ば 、 軍 隊 全 体 が 完全 に 壊滅 
する で し ょ う 。 


その 立場 は 現在 で も ほぼ 同じ で す 。 こ の 科学 の 時 代 に 
進歩 し て いる に も か か わら ず 、 母 親 が あら ゆる 種類 の 励ま し と 脅し に 頼っ て . 米 、 
肉 、 卵 、 パ パン 、 ハ チミ ツ 、 バ ター、 ペ スト リー を 強制 的 に 食べ させ 、 同 時 に キュ ウリ や 
パン を 上 厳し く 禁 じ て い る 、 青 白く 衰弱 し た 子供 た ち を 今 で も た くさ ん 見 て いま す 。 
バナ ナ は 「 消 化 不良 」、 サ クラ ン ボ と ブドウ は 「 下 痢 を 引き 起こ す 」 、 桑 と 
メロ ン は 「 発 熱 を 引き 起こ す 」。 こ の 悲惨 な 状況 と どう すれ ば 無関心 で 
我慢 で きる で し ょ うか ? 


人 間 の 器官 の 構造 が いか に 複雑 で ある か は 誰 も が 知っ て いま す 。 ト ウ 
モロ コシ の 粒 も まっ た く 同 じ 複 雑 な 構造 を し て いま す 。 
私 た ち が そ れ を 発芽 させ る と 、 そ れ は 話し た り 歩 いた り で き な い こと を 除い て 、 人 
間 と 同じ よう に 生き 、 呼 吸 する 、 活 発 で 繁栄 し た 体 に な り ま す 。 
私 た ちの 体 の 大 小 の すべ て の 構成 要素 の 定期 的 な 動作 に 不可 欠 な 何 干 も の 物 
質 が 、 必 要 な 量 で 最も 正確 な 計算 に よっ て 体内 に 蓄積 され て いま す 。 生 きた 
小麦 を パン に 変え る と き 、 私 た ち は そ の 灰 、 つ まり 死ん だ で ん ぷん と 砂糖 を 除い 
て 、 そ の 中 の すべ て の 物質 を 破壊 し ます 。 そ れ ら の 灰 が 本 当 の 栄養 で ある と 想像 し た 
母親 は 、 善 意 で それ を 子供 に 与え ます が 、 生 きた 小麦 を 子供 に 与え る の を 恐れ て いま 
す 。 


同様 に 、 近 視 眼 的 な 人 々 が 栄養 価 が 高い と 考え て いる 世界 中 の 調理 済み 食 
品 は すべ て 、 悪 臭 を 放ち 、 味 付け の 濃い 雑多 な 灰 の 山 に すぎ ませ ん 。 生 物 学者 に よ 
っ て 発見 され た ビタ ミン と スラ ッ ト は 、 不 自然 で 生命 の な いり 物質 で す 。 


生き た 野菜 の 細胞 は 調理 され る と すぐ に 栄養 が 失わ れ ま す 。 そ れ は 自然 
な 状態 か ら 抜け 出し て 、 人 工 的 な も の に 変わ り ま す 。 母 親 が 小さ な 赤ちゃん に 初め 
て の パン 、 粉 ミル ク 、 ま た は その 他 の 調理 済み の も の を 与え る と 、 そ れ ら の 人 工 物質 を 
使用 し て 、 最 も 冷酷 で 非 人 道 的 な 実験 を 子供 に 実行 し 始め ます 。 


医学 の 基本 的 な 間違い は 、 そ の 嘆かわしい 近視 眼 性 に あり ます 。 カ ウド リ 
ー の よう な 著名 な 細胞 学者 で さえ 、 
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小麦 、 種 子 、 果 物 な どの 生き た 完璧 な 食材 を 「 地 元 産 の むし ろ 均 一 で シ 
ンプ ル な 食事 」 に する こと 。 対 照 的 に 、 彼 は 人 間 が 消費 する 色付き の 灰 の 
山 を 「 世 界 の あら ゆる 方 面 か ら 集 め ら れ た 多種 多様 な 食べ 物 」( 前 掲 書 、 
220 ペ ー ジ ) と みな し て お り 、 ア リス ト テ レス が 来 て 彼 に その も の を 見 せ 
て くれ る こと を 期待 し て いる 。 両 者 の 本 当 の 違い 。 


現在 の 冶 療 体系 に 強く 異議 を 唱え な が ら 、 
誰 に 対し て も 憎しみ を 抱か な いこ と 。 私 は た だ 、 例 外 な くす べ て の 男女 に 対し て 
深い 同情 の 念 を 抱い て いる だ け で す 。 な ぜ な ら 、 彼 ら は 自分 自身 に 対し て 、 自 分 た ち 
の 関係 に 対し て 、 そ し て 人 類 に 対し て 、 知 ら ず 知ら ず の うち に 、 そ し て 反省 す 
る こと な く 、 こ うし た 犯罪 を 犯し て いる か ら で す 。 し か し 、 こ れ ら の 行 を 読ん だ 後 も 
間違い を 続け る 人 は 、 す べ て の 知 的 な 人 間 に よ っ て 非難 され る で し ょ う 。 


生物 学者 が 次 の いずれ か を 選択 し な けれ ば な ら な い 時 が 来 ま し た 。 
彼ら に は 2 つの 道 が 開か れ て いま す 。 彼 ら は 自然 の 間違い の な い 知 
恵 を 受け 入れ て 人 類 を その 苦し み の す べ て か ら 一 度 に 解放 し な けれ ば な 
ら な いか 、 あ る い は 自然 法則 を 無視 し て 自ら の 判断 だ け に 頼っ て 白い パン を 
生き た 小麦 より も 優れ て いる と 見 な し 、 人 工 の パン を 劣悪 な も の と 見 な す 
か の どちら か で ある 。 自 然 よ り も 好ま し く 以前 と 同様 に 有害 な 実験 を 
続け ます 。 そ の 結果 は どう な る で し ょ うか 2? 現在 の 状況 が さら に 数 世代 続き 、 
その 間 に 麻 薬 の 量 が 実際 に 倍増 し た と 仮定 し まし ょ う 。 人 工 ビ タ ミ ン の 数 は 
4 倍 に 増加 し 、 す べ て の 家 が 病院 に 変わ り 、 す べ て の 人 が 医師 に な り ま 
し た 。 医 師 自 身 が 他 の どの 階級 の 人 々 より も 頻繁 に 病気 で 亡くな り 一般に 
他 の 人 々 より も 先 に 亡くな る と き 、 こ の すべ て か ら 私 た ち は 何 を 得る こと 
が で きる で し ょ うか ? 


世界 を 誤っ た 方 向 に 導い た 責任 は すべ て 、 
主要 な 専門 家 : 研 究 生 物 学者 と 医学 教授 。 一 般 の 医師 は 、 先 生か ら 
教え られ た こと を 実践 し て いる だ け な の で 、 責 め ら れる べき で は あり ませ 
ん 。 工 場 の 運営 の 詳細 を すべ て 把握 する 前 に 、 工 場 の メン テ ナ ン ス を 
任 さ れる エン ジニ ア は いま せん 。 確 か に 、 い くつ か の 初歩 的 な 断片 で 人 々 
の グル ー プ を 満た すこ と は 不可 能 で す 。 
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知識 、 空 想 的 な 推測 、 仮 説 的 な 仮定 、 矛 盾 し た 理論 を 彼ら に 与え 、 そ し て 

何 千 も の 毒物 、 扶 問 器具 、 気 まぐ れ な 命令 に よっ て 同胞 の 命 を も て あそぶ 完全 な 
自由 を 彼ら に 与え 、 こ れ ら すべ て を 何 の 妨 害 も 妨げ る こと も あり ませ ん 。 少 し の 
間 、 世 界 中 の 医学 書 や 百科 事典 が すべ て 正しい と 仮定 し て み ま し ょ う 。 そ れ か ら : 
医師 が それ ら を 暗記 する に は 十 数 回 の 命 が 必 要 だ が 、 そ れ で も 人 間 の 組織 内 

で 機能 する 無数 の プロ セス の 千 分 の 一 も 理解 する こと は で き な い だ ろう 。 


慢性 疾患 を 患う 患者 が 100 人 の 医師 に 相談 し た 場合 、100 通り の 異 
な る 処方 箋 や 推奨 事項 を 受け 取る こと に な り ま す 。 と いう の は 、 医 帥 は 単 
に 実験 を する だ け で あり 、 そ こ で 最も 有罪 な 実験 を 行う か ら で あ る 。 こ れ ら の 
明白 な 真実 に 今 耳 を 貸さ な い 人 々 は 、 明 日 も 責任 を 肩 か ら 振り 払う こと が で 
き な い で し ょ う 。 今 日 の 子供 た ち が や が て 成長 し 、 健 康 状態 が 悪く 依存 症 に 陥っ 
て いる こと に 気付 いた ら 、 す べ て の 生物 学者 、 世 界 の 指導 者 、 そ し て 自分 た ちの 
親 た ち に 責任 を 問う だ ろう し 、 自 分 た ち が そ の と き に どの よう な 措置 を と っ た の 
か を 知る よう 要求 する だ ろう 。 こ れ ら の 警告 を お 読み くだ さい 。 役 ら は まだ 自 
分 た ちの 知恵 が 自然 より も 優れ て いる と 考え て いた の だ ろう か ? 


そう 思わ な い の で あれ ば 、 自 然 食 品 の 破壊 を 直ちに 止め な けれ ば な り ま 
せん 。 そ れ は 一 切 の 妥協 を 許さ な い 自然 の 固い 命令 で す 。 そ れ は 全 宇 宙 の 法則 で 
す 。 


し か し 今日 人類 は この 地球 を 地獄 に 変え た 悪魔 の 完全 な 支配 下 で 暮 ら 
し て いま す 。 そ れ ら の 悪魔 た ち は 、 美 し い 乙 女 の 仮面 を か ぶっ て 、 食 卓 や 人 間 の 中 
に 座っ て いま す 。 彼 ら は 彼 の 顔 や 癌 腕 や 足首 や 肩 の 上 に 座り 込み 、 見 晴らし の 良 
い 場 所 か ら 彼 の 正気 を 不作 に 喘 括 し て いる 。 そ れ ら は 彼 の 体 に 浸透 し 、 彼 の 
心 と 魂 そ の も の に 住み 着い て し まい まし た 。 
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今日 の 「 文 明 化 され た 」 人 は 、 過 ぎ 去 っ た 時 代 の 偶像 宗 拝 を 哨 笑 し ます が 、 自 分 が 
過去 の 偶像 崇拝 者 より も は る か に 悪い 偶像 宗 拝 者 で ある こと に 気づい て いま せん 。 か つ 
て 、 人 々 は さま ざま なお 動物 の 像 を 立て て それ ら を 崇拝 し まし た 。 今 日 彼ら は それ ら の 動 
物 を 層 殺 し 、 腐 敗 し た 死骸 を 崇拝 し て いま す 。 


今日 の 「 文 明 化 さ れ た 」 人 間 に は 、 そ の 野 訟 さ を 想像 する こと は で き な い 。 
全 世 界 が 今 この 瞬間 に 生き て いま す 。 実 際 、 子 供 の 顔 に 数 満 の 血 が つい た だ 
け で 気 を 失っ て し まう 「 繊 細 」 で 「 心 優し い 」 女 性 は 、 血 の 付い た 子羊 の 心臓 肝臓 胸 肉 
を 静か に テー ブル の 上 に 置き 、 細 か く 切 り 分 け ま す 。 ほ ん の 一 時 間 前 に は 、 こ の 可 
哀 想 な 生き 物 が 生命 力 と 活力 に 満ち 溢れ て いた と いう こと を 一 瞬 も 考え る こと な く 、 全 く 
の 無関心 で あっ た 。 も し 彼女 が 子供 の 頃 か ら 、 鶏 や 子羊 の 層 殺 と 一 緒 に 赤ん坊 の 
層 殺 を 見 て いた と し た ら 、 同 じ よ うに 無関心 で ナイ フ を 手 に 取り 、 な ん の 上 踏 も な く 子 壮 
の 心臓 も ろ と も 切り 鉛 い た だ ろう 。 あ の 子 の 心臓 を 、 作 っ て 食べ て くだ さい 。 唯 一 の 
違い は 、 彼 女 の 目 は 一 方 に は 慣れ て いる が 、 も う 一 方 に は 慣れ て いな いと いう 事 
実 だ 。 そ う で な けれ ば 、 肉 屋 で 牛 の 死骸 の 横 に 人 間 の 死体 が 吊る され て いる 血 な まぐ さい 
光景 を 見 て も 彼女 は 驚か な か っ た だ ろう 。 そ し て 羊 。 


現在 の 人 類 は 文明 に は 程遠い 


人 間 が 調理 済み の 食品 を 摂取 し 続け る 限り 、 地 球 上 に 真 の 繁栄 も 永続 する 平和 も 
あり 得 ま せん 。 そ れ は 世界 中 の あら ゆる 戦争 と 虐殺 を 生み 出す 調理 され た 食事 で す 。 


それ は 、 ヒ トラ ー、 レ ー ニ ン 、 ス ター リン な どの 那 悪 な 指導 者 や 危険 な 独裁 者 、 あ 
る い は アル メニ ア の 平和 な 人 口 の 半分 を 虐殺 し 、 残 り の 半分 を 追放 し た アブ ドゥ ル ・ ハ 
ミド や タラ ー ト と その 追随 者 な どの 残忍 な 犯罪 者 を 生み 出す 調理 され た 食事 で す 。 
彼ら は 何 千年 も 住ん で いた 古代 の 故郷 の 半分 を 離れ 、 農 具 、 家 、 そ し て 彼ら の 農具 を 強 次 
し 、 略 奪 し まし た 。 
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庭園 、 山 々 、 渓 谷 を 舞台 に 、 恥 知ら ず に も 「 文 明 化 され た 」 世 界 全 体 
の 目 の 前 で 、 何 の 罰 も 受け ず に パレ ー ド し ます 。 


トウ モロ コン の 生産 量 は 増加 し 続け て いる に も か か わら ず 、 世 界 中 で 
依然 と し て 穀物 が 大 幅 に 不足 し て いま す 。 


この 奇妙 な 矛盾 に は 3 つの 理由 が あり ます 。 まず 第 一 に 、 全 粒 粉 
パン を あら ゆる 場所 で 白 パ ン に 変え る こと に より 栄養 価 の 最後 の 残り を 礁 
いま す 。 次 に 、 人 工 施肥 の 助け を 借り て 、 そ の 品質 を 犠牲 に し て 農作物 
の 量 を 増やし ます 。 最 後に 、 偽 人 間 は 急速 に 成長 し て お り 、 食 糧 生 産 の 増 
加 が 需要 に まっ た く 追 いつ いて いな い 。 


そし て 、 農 地 の ほ と ん ど は 、 食 肉 産業 や 乳 製品 産業 の 家畜 の 餌付け 
に 使用 され て いま す 。 


一 見 する と 、 男 性 は 人 類 が 生食 か ら 得 ら れる 多大 な 利益 を イメ ー 
ジ す る の が 難し いか も し れ ま せん 。 


ほぼ 瞬時 に 、 あ ら ゆ る 病気 は 永久 に 一 掃 さ れ 、 あ ら ゆ る 追加 物 や 犯罪 
は 地球 の 表面 か ら 消 えま す 。 


同時 に 、 現 在 の 状況 が 続い た 場合 、 寿 命 の 期待 は 2 て 3 倍 に 増加 し 、 数 
百年 間 は 人 類 の 手 の 届 か な い ほ どの 規模 の 経済 的 進歩 が 起こ る で し ょ う 。 


これ ら の 主張 は フィ クシ ョ ン で は な く 事 実 で あり 、 さ ら に 、 こ れ ら の 
メリ ッ ト は すべ て 非常 に 簡単 な 方 法 で 入手 で きま す 。 私 た ち が し な けれ ば 
な ら な い の は 、 最 も 基本 的 な 自然 法則 を 尊重 し 、 生 きた 不可 欠 な 小 才 
の 破壊 を 防ぐ こと だ け で す 。 生 きた 活動 的 な 小 雲 と 焼却 され た パン の 
違い を 洞察 し て 認識 する 精神 的 な 洞察 力 が あれ ば 、 生 で 食べ る 生物 と 調理 さ 
れ た 小麦 の 生物 の 違い を 簡単 に 推測 で きる で し ょ う 。 


食べ る 人 。 
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次 に 現在 の 支配 者 た ち が と っ て いる 態度 を 見 て み ま し ょ う 。 
これ ら の 重大 な 問題 に 対し て 、 世 界 中 の 、 そ し て その 他 の 責任 ある 
当局 に よっ て 。 彼 ら か ら 受 け 取 っ た 手紙 に は 、 彼 ら が 私 の 最初 の 本 を 興味 深 
く 読ん で いる こと 、 そ し て 私 の 見 解 に 概ね 共感 し て いる こと が 示さ 
れ て いま す 。 ど の 方 面 か ら で も 不協和音 の 声 は 一 つも 聞い た こと が あり ま 
せん 。 し か し 、 こ れ で は 十分 で は あり ませ ん 。 私 の 本 は 、 一 度 読ん だ ら 脇 に 置 
いて お ける よう な 面白 い 小説 で は あり ませ ん 。 こ れ は 、 私 た ちの 世界 の 最も 重 
大 か つ 緊 急 の 問題 が 議論 され て いる 一 國 で す 。 何 度 も 読み 返し 、 一 文 一 文 を 
何時 間 も か け て 慎重 に 検討 する 必要 が あり ます 。 


も し 世界 の 支配 者 た ち が 生 食 を 日 常 的 な 問題 の 一 つと し て 扱い 、 他 の 
すべ て の 政治 経済 問題 と 同様 に 、 さ ら な る 研究 と 検討 の た め に それ を 「 専 
門 家 」 に 提出 する と し た ら 、 そ れ は 間違い だ ろう 。 何 千年 も の 間 、 数 多 
く の 実 験 や 研究 が 行わ れ て きま し た が 、 そ れ ら は すべ て 惨め に 失敗 し 
まし た 。 今 日 、 当 局 の 当面 の 義務 は 、 こ うし た 破壊 的 な 実験 を 中 止 し 、 通 常 の 
生活 様式 に 戻る よう 人 々 に 指示 する こと で す 。 今 日 、 す べ て の 分 別 あ る 
人 は 、 自 然 な も の と 不 自然 な も の 、 生 きた 栄養 と 人 工 的 で 劣化 し た 
材料 を 使っ た 生命 の な い 食事 の 違い を 見 極め る 専門 家 で す 。 


何 百 万 人 も の 人 々 を 支配 する 人 は 、 そ う 簡 単に は で きま せん 。 
一 人 の 個人 、 つ まり 自分 自身 を 支配 し ます 。 


生食 の 原則 を 拒否 する 理由 は 2 つ し か あり ませ ん 。 そ れ は 、 常 識 の 欠 
如 と 意志 の 力 の 欠如 で す 。 3 番目 の 理由 は あり 得 ませ ん 。 他 の すべ て の 「 理 
由 」 は 、 こ れ ら 2 つの 欠点 を 隠す た め に 繰り 出さ れ た 単なる 口実 で す 。 貢 任 あ 
る 立場 に ある 自尊 心 の ある 人 は 、 勇 気 や 倫理 観 が 欠如 し て いる と い 
う 印 象 を 誰 に も 与え て は な り ま せん 。 


2、3 か 月 に わた っ て 完全 な 生食 を 実践 し て いる 人 は 、 た と え 処 刑 台 の 
下 に 導 か れ た と し て も 、 以 前 の 異常 な 生活 様式 に 戻る こと に は 決し て 同意 
し な いで し ょ う 。 自 分 の 人 間 を 思い や り 、 健 康 と 幸福 を 大 切 に する 男性 
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子ども た ち は 、2、3 か 月 の 「 実 験 」 を 路 踏 する こと な く 実 行 し ます 。 自 国民 
(も し いる な ら ) の 幸福 と 福祉 に 関心 を 持つ 指導 者 は 、 自 ら の 模範 に よっ て 

全 人 類 の 繁栄 へ の 道 を 切り 開か な けれ ば な り ま せん 。 こ れ は 彼ら に と っ 

て 人 類 に と っ て 最も 有益 で 価値 ある 奉仕 と な る だ ろう 。 


調理 済み の 食品 は 不 自然 で ある と 言っ て も 過言 で は あり ませ ん 。 
人 工 物質 は 、 私 た ちの 特殊 な 細胞 に 一 粒 の 栄養 も 提供 し ませ ん 。 さ ら 
に 、 そ れ ら を 提供 する た め に 費やさ れる 費用 と 労力 は 無駄 な 浪費 で あ 
る だ け で な く 、 人 間 の 臓器 、 そ し て 実際 に は 人 間 自 身 の 臓 器 を 完全 に 破壊 
する た め の 手 段 で も あり ます 。 生 食 の 最初 の 数 か 月 で 得 ら れ た 経験 は 、 こ 
れ ら の 発言 が 真実 で ある こと を 誰 に で も 明らか に 示す で し ょ う 。 こ の 質 
間 に つ いて は 、 し ば らく < 考え て みる 価値 が あり ます 。 


ここ 数 年 で か な り の 量 の 情報 が 
生食 に よっ て 達成 され た 成功 に つい て は 、 地 球 の 隅 々 か ら 歓 迎 の 
声 が 寄せ られ て いま す 。 こ の 情報 は 、 世 界 中 に 何 千 人 も の 確信 犯 
的 な 生食 者 が 存在 し 、 そ の 多く が 重 篤 な 病気 か ら 冶 癒し 、 今 で は 最も 
幸せ な 生活 を 送っ て いる こと を 示し て いま す 。 こ れ ら の 人 々 は 専門 
家 で も 科学 者 で も あり ませ ん 。 彼 ら は 、 自 ら の 洞察 力 と 判断 力 に よっ て 
生食 の 原則 を 理解 し 、 必 要 な 決断 を 下す 勇気 を 持っ た 、 教 育 を 受け 、 教 養 
の ある 人 に すぎ ませ ん 。 


残念 な こと に 、 私 の 出版 物 の 普及 は 多く の 深刻 な 困難 に 直面 し 
まし た 。 明 ら か に 、 何 百 万 冊 も の 無料 書籍 を 世界 中 に 配布 する の は 、 一 個人 
の 力 で は 不可 能 で す 。 私 は イギリス と アメ リカ の いく つか の 出版 社 に 申 
し 込み を し 、 私 の 最初 の 英語 の 本 を 彼ら の 国 で 再 出版 する よう 招待 
し まし た 。 彼 ら は 全員 、 こ の 本 が 興味 深く 有益 で ある こと を 認め た が 、 
それ が 自分 た ちの 出版 物 の 範囲 に 収まら な か っ た こと を 遺 憎 に 表明 し 
た 。 こ れ は 非常 に 理解 で きま す 。 な ぜ な ら 、 こ の 本 が 出版 され れ ば 、 彼 ら の 他 
の すべ て の 「 栄 養 学 」 本 は 終わ り を 告げ る こと に な る か ら で す 。 
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それ ら に わずか な 注意 を 払っ て きま し た 。 現 代 人 は 自分 た ちの 悲惨 な 利益 を 超 
えて 見 る こと が で きま せん 。 


私 は ここ に 、 世 界 中 の すべ て の 社会 、 慈 善 団体 心 優し い 後援 者 、 そ し 
て 公共 の 心 を 持つ 人 道 主 義 者 の 方 々 に 、 親 切な 支援 を お 願い し ます 。 私 の 出版 物 
の 普及 に 全力 を 尽く し て くだ さい 。 彼 ら は 私 の 本 を 20 部 、50 部 、 ま た は 100 部 
注文 し 、 販 売 し た り 無 料 で 配布 し た り し て 、 自 分 の 裁量 で 配布 する こと が で き 
ます 。 ど の 本 も 命 を 救い 、 重 篤 な 病気 を 治し 、 子 供 た ち に 幸せ な 未来 の 展望 を 開く 
こと が で きま す 。 現 時 点 で は 、 こ れ 以 上 に 人 道 的 価値 の ある 活動 は あり ませ ん 。 


15 年 前 に この よう な 本 の 恩恵 を 受け て いた ら 、 今 日 、 私 の 2 冊 は 
愛す る 子供 た ち は 生 き て いる で し ょ う 。 逆 に 、 も し 10 年 ほど 前 に 私 の 心 が 啓 発 
され て いな か っ た ら 私 自身 は 今生 き て いな い は ず で す 。 
世界 中 の 人 々 が 今 この 瞬間 も 同じ 状況 に あり 、 私 た ちの 助け を 切実 に 必要 
と し て いま す 。 で きる だ け 早 く 彼ら に 栄養 の 正しい 原則 を 知っ て も ら う こと が 必要 
56 が 


今日 私 は 、 一 部 の 団体 が 精製 小麦 粉 、 砂 糖 、 粉 乳 、 保 存 肉 を 貧し い 人 々 に 
配布 する た め に 巨額 の 資金 を 費やし て いる 様子 を この 目 で 見 て いま す 。 こ の よ 
うな 不 自然 で 極度 に 劣化 し た 食品 を 人 々 に 配布 する こと に より 、 人 々 は 知 
ら ず 知ら ず の うち に 最も 重大 な 罪 を 犯し 、 自 然 法則 に 違反 する こと に な り 
ます 。 も し 彼ら が その 不幸 な 人 々 の 目 を 開き 、 ロ ー ビ ー ガ ン に な る 方 法 を 教え 
た と し た ら 、 彼 ら は 最も 敬 虚 な 行為 を 行っ た こと に な る で し ょ よう 。 


すべ て の 食べ 物 中 毒 者 へ 、 黒 は 白 で あり 、 白 は 黒 で す 。 か つて 、 地 球 は 静止 し 
て いる が 、 太 陽 や 星 が 地 球 の 周り を 回 っ て いる と 考え られ て いた 時 代 が あり まし 
た 。 誰 か が 反対 の 信念 を 表明 する と 、 近 視 眼 的 な 人 々 に は その 人 は 狂人 と みな さ 
れる で し ょ う 。 な ぜ な ら 、 彼 ら の 目 に は 、 太 陽 が 空 を 横切っ て 移動 する 一 方 で 、 地 
球 は その 場所 に し っ か り と 固定 され て いる か ら で す 。 


142 


Machine Translated by Google 


まさ に 同じ 考え 方 が 今日 夢 延 し て いま す 。 人 間 は 、 キ ュ ウ リ が 自分 に 「 害 
を 及ぼ す 」 の に 対し 、 二 度 調理 し た 白 パ ン や 白米 は 消化 され や すい た め 、 胃 
の 機能 を 「 調 人 節 す る 」 と 自分 の 体 で 感じ て いる よう で す 。 し か し 実際 の と こ 
ろ 、 胃 の 弱 さ の 本 当 の 原因 は まさ に それ ら の パン や 米 の 摂取 その も の で あ 
る こと に 彼 は 気づい て いま せん 。 実 は キュ ウリ は 長期 的 に は 病気 を 治す 食 
材 な の で す 。 


今日 、 全 人 類 は 人 が 食べ 物 を 食べ る と すぐ に 、 
お 腹 が 空い た と き に 「 栄 養 価 の 高い 」 食 べ 物 を 数 皿 食 べ れ ば 、 生 体 の 
通常 の 要求 を 満た すこ と が で きま す 。 し か し 、 人 々 は 、 そ の 人 の 正常 な 細胞 が 
それ ら の 死ん だ 人 工 物質 か ら 一 粒 の 栄養 も 摂取 し て いな いこ と 、 そ し て 
胃 が 満 腹 で ある に も か か わら ず 、 か な り 空 腹 の ま まで ある こと に 気づい 
て いま せん 。 


今日 、 全 人 類 は 、 健 康 的 な 生活 を 送る た め に は 、 研 究 室 で 得 ら れる タン 
パク 質 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル の 栄養 価 の さま ざま な 科学 的 計算 に 従う 必要 
が ある と 確信 し て いま す 。 彼 ら は 、 ほ と ん どの 計算 が 実際 に は 完全 に 誤り で あ 
り 、 真 実 の 姿 を 有害 に 表現 し て いる と いう こと を 認識 し て いま せん 。 


今日 、 誰 か が 病気 に な る と 、 自 分 に は すべ て が ある と 確信 し ます 。 
自分 自身 を 治す た め に し な けれ ば な ら な いこ と は 、 薬 と 呼ば れる 特定 の 
毒 を 見 つけ る こと で す 。 だ か ら こ そ 、 彼 は すぐ に その 不思議 な 働き を する 
物質 を 探し 始め まし た 。 し か し 彼 は 、 薬 物 療法 が この 料理 の 時 代 の 魔 
法 で あり 、 ど ん な 毒 も 決し て 有益 な 機能 を 果たす こと が で き な い こと を 知り ま 
せん 。 ま た 、 す べ て の 病気 の 原因 が 2 つ だ け で ある こと も 彼 は 知り ませ ん 。 1 
つ は 、 自 然 の 栄養 素 の 欠乏 に よる 正常 な 細胞 の 継続 的 な 錠 角 、 も う 1 つ 
は 、 不 自然 な 調理 済み 食材 や その 他 の 有毒 物質 の 有害 な 影響 で す 。 第 三 
の 原因 は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 す べ て の 病気 か ら 完全 に 解放 され る 賢 
明 な 方 法 は 1 つ だ け で す 。 私 た ち は 不 自然 な 食品 や 薬物 を 完全 に 控え 、 自 
然 な 栄養 だ け で 細胞 の ニー ズ を 満た さ な け れ ば な り ま せん (ロー ビー ガニ 
ズム ) O 


一 般 に 病気 を 治す 手段 と 思わ れ て いる 薬 で す が 、 実 は それ 自体 が 病気 の 
原因 な の で す 。 一 般 的 に 言っ て 、 そ れ は 
143 


Machine Translated by Google 


合成 物質 や 個々 の 栄養 素 に 何ら か の 治療 効果 を 求め る こと は 、 ひ どく 悲劇 
的 な 間違い で す 。 し か し 、 ま さ に この 間違い こそ が 、 過 去 何 世紀 に も わ 

た っ て 人 類 に よっ て 犯さ れ て きた も の な の で す 。 こ の 世界 に は 治療 効果 の あ 
る 物質 は 存在 し ませ ん 。 病 気 を 引き 起こ す 特 別 な 要因 だ けが 存在 し 、 そ れ 
を 除去 すれ ば すべ て の 病気 は 自動 的 に 根絶 され ます 。 そ れ ら の 要因 は 、 調 
理 さ れ た 食べ 物 と 、 薬 と 誤っ て 名 前 が 付け られ た 毒物 で す 。 


現代 人 は 自分 の 文明 を 非常 に 誇り に 思っ て いま す が 、 真 の 文明 と 
は 程遠い で す 。 本 当 の 文明 は 、 単 な る 技術 の 進歩 に よっ て 評価 され る べき で 
は な く 、 個 人 の 心 と 魂 の 高貴 さ 、 悪 徳 や 依存 症 の 征服 、 そ し て 迷信 か ら 
の 人 間 の 知性 の 解放 に よっ て 評価 され る べき で す 。 現 代 人 は 、 異 常 な 食 
欲 を 満た す た め に 、 純 粋 な 天然 食材 の 80 パ ー セ ント を 火 で 燃やし 、 人 為 的 
に 病気 を 作り 出す こと で 自ら の 破滅 を 招い て いる 。 国 家 の 支 配 者 た ち は 、 
個人 の 利己 心 と プラ イド を 満た す た め に 、 世 界 の 人 々 の 間 に 憎 し み と 

意 の 種 を まき 、 互 い に 虐 殺し ます 。 


科学 の 代表 者 で さえ 、 慈 圧 や 人 情 の 感情 を 一 切 無視 し て 、 科 学 と いう 神 
聖 な 名 前 を 不 謀 慎 に も 自分 た ちの 卑劣 な 利益 を 促進 する た め に 利用 し 、 
そう する こと で 最も 冷酷 な 方 法 で 人 々 を 略奪 し て いま す 。 


無知 と 後進 性 の 最も 顕著 な 証拠 の 1 つ 
今日 の 「 文 明 化 され た 」 人 間 の 最大 の 特徴 は 、 癌 の 問題 に 対す る 彼 
の アプ ロー チ で す 。 彼 は 何 十 年 も の 間 、 あ る 特定 の 化学 物質 に よる この 
よう な 重大 な 災害 の 原因 と 治療 法 を 探し 続け て お り 、 今 も その 無 意 
味 な 探求 を 続け て いる 。 


これ に 関連 し て 、 私 は 4 年 前 に 世界 の 多く の 権威 者 に 反論 の 余 
地 の な い 証 拠 を 提出 し まし た 。 本 日 、 私 は これ ら の 証明 を 、 多 く の 具 体 例 
で 示し た 、 よ り 詳 細か つ 拡 大 し た 形式 で 再度 提出 し ます 。 な ぜ 保 健 
省 や その 他 の 責任 ある 当局 は これ ほど まで に 超 然 と し 、 無 関心 な の だ ろ 
うか ? な ぜ 人 々 は 自然 食品 の 恐ろし い 破 壊 を 続け る の で し ょ うか ? な ぜ 
彼ら は 
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偽り の ビタ ミン や 特定 の 食事 に 関す る 矛盾 し た 有害 な 推奨 事項 を 本 、 新 聞 、 雑 誌 に 載せ 続け て 
いる の で し ょ うか ? 

人 間 の 良心 や 慈悲 は どこ に ある の で し ょ うか ? い わ ゆ る 文明 は どこ に ある の で し ょ う 

か ? 


文明 に つい て 絶え ず 議論 し て いる 人 た ち に それ を 証明 し て も らい まし ょ う 
彼ら 自身 も 、 最 も 基本 的 な 自然 法則 を 理解 し 人 類 を あら ゆる 病気 か ら 解 放し 、 寿 
命 を 二 倍 に し 、 生 活水 準 を 三 倍 、 四 倍 に する こと が 何 を 意味 する の か を 理解 する の 
に 十分 な 文明 を 持っ て いま す 。 


これ に 関連 し て 、 他 者 の 権利 の 最も 目 に 余る 不正 流用 の 不幸 な 例 が 、2 年 前 に 遠く 
離れ た ロサ ン ゼ ルス で 起き た 。 カ リフ ォ ル ニア の 女性 、H. ブル ベッ ク 夫 人 は 、 私 の 最初 の 英 
語 の 本 を 読ん だ 後 、 完 全 な 生食 を 採用 し まし た 。 


この アイ デア の 人 道 的 側面 に 惹か れ た 彼女 は 、 こ の 本 を 30 部 注文 し 、 友 人 や 関係 者 に 良 
い メ ッ セ ー ジ を 広め る こと を 決意 し まし た 。 そ の 間 に 、 ジ ョ ン ・ マ ー テ ィ ン ・ ラ イネ ッ ケ と 

いう 人 が ロサ ン ゼ ルス の 「 レ ッ ツ ・ ラ イブ 」 誌 に ロー フー ド の 「 有 用 な 特性 に つい て の 
記事 を 書い て いる こと を 知り 、 彼 女 は 彼 に 手紙 を 送り 、 自 分 の 治療 法 に つい て 説明 し た 。 そ し 
て その 後 、 彼 女 と 夫 の 両方 が 抱え て いた あら ゆる 病気 か ら 回 復 し まし た 。 


私 の 本 を 読ん だ 後 、 世 界 中 の 多く の 患者 が 生食 を 採用 し 、 そ の 結果 、 単 純 な 頭痛 や 
胃 疾 患 か ら 心 血管 疾患 や 富 に 至る まで 、 多 く の 深刻 な 病気 を 治癒 し まし た 。 何 年 も の 間 、 
最も 資格 の ある 「 専 門 家 」 の アド バイ ス か ら 何 の 利 益 も 得 ら れず 、 そ の 多く は 絶望 的 な 症例 と 
し て 退院 し て いた 患者 た ち が 、 数 か 月 以内 に 健康 を 取り 戻し 、 今 で は 次 の よう な こと が で 
きる よう に な り ま し た 。 ア クティ ブ な 生活 の すべ て の 祝福 を 楽し ん で くだ さい 。 


調理 済み の 食品 や その 他 の 有毒 物質 を 放棄 し た 人 は 、 あ ら ゆ る 病気 か ら 免 れ 、 
絶え 間 な い 病 気 の 呪縛 か ら 解 放さ れ 、 自 信 を 持っ て 健康 と 活力 に 満ち た 緑 の 老後 を 
期待 する こと が で きま す 。 こ の 本 の 次 の 部 分 で は 、 読 者 は 次 の こと を 見 つけ る で し ょ う 。 
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自分 の 経験 を 語る こと で 他 の 人 を 助け た いと 願う 元 患 者 た ちか ら 毎 日 受 
け 取 る 数 多く の 手紙 の 中 か ら 厳選 し た も の 。 こ の 精神 に 基づい て 、 ブ ル ベ ッ 
ク 夫 人 は ライ ネッ ケ 氏 に 手紙 を 書く こと に し た 。 


あの 紳士 は 自分 の 本 に 関す る 私 の 権利 を 無視 し 、 言 葉 を コピ ー し て し まう 
私 の 本 の 表紙 に ある 6 つの 格言 の すべ て を 一 言 で 言っ て くだ さい ! 「 生 きよ 
う 」 の 1965 年 2 月 号 と 4 月 号 に それ ら を 挿入 し ます 。 
雑誌 の 「 ロ ー フ ー ド の 冒険 」 と いう タイ トル の 記事 の 一 部 と し て 、 彼 は 追加 
情報 を 5 ドル で 販売 する と 申し 出 ま し た 。 し か し 、 何 より も 興味 深い の は 、 そ の 雑 
誌 の 編集 者 が 紹介 文 の 中 で 、 そ れ ら の 内 容 が 記事 の 筆者 の も の で ある こと を 認 
め て いる と いう 事実 で す 。 「 生 きよ う 」 の よう な 出版 物 を 読ん で は いけ な い 。 


人 エエ ビタ ミン と 「 栄 養 補助 食品 」 の 広告 で 生き 残っ て いる 雑誌 。 


10 年 以上 に わた り 、 私 は 社会 生活 を 放棄 し 、 あ ら ゆ る 楽し み を 自分 
か ら 奪 いま し た 。 私 は 家族 と 自分 自身 の 必要 を 考慮 し て 非常 に 伺 約 し て きま 
し た が 、 研 究 の 実施 と 本 の 出版 に 貯金 を すべ て 使う こと を 一 瞬 た り と も 路 踏 し 
ませ ん で し た 。 す で に 1 万 部 を 科学 団体 に 無料 で 配布 し まし た 。 そ し て 地 
球 の 隅 々 に いる 人 々 。 私 は 幸せ で 自然 な 生活 へ の 真 の 道 を 全 世 界 に 示す た め 
に これ ら の 犠牲 を 払っ て きま し た が 、 そ の よう な アド バイ ス を 人 金 で 売る こと に 心 
か ら 抗 議 し て きま し た 。 


し か し 今日 JM ラ イネ ッ ケ 氏 は 私 の アイ デア と 格言 を 利用 し て 、 人 々 に 食 
べ 方 を 教え る の に 5 ドル の 使用 料 を 要求 し まし た 。 
自然 食材 確か に 、 こ れ は この 質問 の 最も 厄介 な 側面 で す 。 
以下 は ライ ネッ ケ 氏 の 2 つの 記事 か ら の 抜粋 で す 。 
に 
1965 年 2 月 
ロー フー ド の 冒険 ジョ ン * マ ー テ ィ ン ・ ラ イネ ッ ク 著 
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アメ リカ の フル ー ツ の 創始 者 で あり 探検 家 
すべ て の 権利 は 著者 が 留保 し ます 


この 連載 記事 で は 著者 が 意見 を 述べ て いま す 
個人 的 な 実験 と 、 さ ま ざ ま な 気候 の 人 々 の 間 で 暮らし 、 研 究 し て きた 彼 の 多 
く の 経 験 に 基づい て いま す 。 
彼ら の 食事 は 生 の 食べ 物 と 健康 を 与え る 果物 で す 。 一 エド 。 


生 の 食べ 物 は 人 間 が 摂取 する 唯一 の 栄養 で ある べき で す 。 調 理 済み の 食 
品 を 食べ る こと は 不 自然 な 習慣 で あり 、 完 全 な 健康 を 達成 する に は この 世 か ら 排 除 
し な けれ ば な り ま せん 。 調 理 さ れ た 食品 は 人 間 の すべ て の 病気 の 主 な 原因 で ある た 
め 、 人 間 の 栄養 は 生き た 細胞 の み で 構成 され て いる 必要 が あり ます 。 生 の 食べ 物 
を 食べ る こと に より 、 人 類 は あら ゆる 病気 か ら 解放 され 、 寿 命 が 140 年 以上 に 延び 
ます 。 


生ま れ た ば か り の 子供 に 調理 済み の 食べ 物 を 慣らす の は 最悪 の 犯罪 で す 。 な ぜ な 

ら 、 こ の 時 か ら 彼 の すべ て の 問題 が 始ま る か ら で す (私 の 『 生 食 』 初 版 の 表紙 を 参照 し 
て くだ さい ) 。 生 物 学者 は 、 自 然 が 私 た ち に 調理 され た 状態 の 食材 を 提供 し な か っ た と い 
う 間 違い を 犯し た こと を 証明 し な けれ ば な り ま せん 。 (初版 32 ペ ー ジ ) 。 正 常 な 赤 ち 
ゃ ん は 調理 済み 食品 の 味 を 嫌い ます が 、 そ れ は 麻薬 中 毒 者 に に っ て アヘ ン が お いし いと 
思わ れる の と 同じ よう に 、 調 理 済み 食品 中 毒 者 に と っ て の み 美 味 し そう に 見 えま す 。 

(初版 3 ペー ジ ) 。 キ ッ チ ン の 火災 は 良質 な 生 の 食品 の 価値 の 90 パー セン ト を 焼き 、 
破壊 し ます 。 (私 の 初版 の 表紙 ) 。 


1965 年 4 月 ・ 


一 見 する と 、 自 然 の 生 の 食べ 物 を 食べ る だ け で ほとん どす べ て の 病気 か ら 解 
放さ れる こと は 不可 能 に 思え ます 。 し か し 実際 に は 、 そ の 「 信 じ ら れ な いこ と 」 は 容 
易 に 現実 と な っ て し まう の で す … (初版 p.45) 。 


人 々 を 励ま す の は 生物 学者 や 医師 の 義務 で ある べき だ 
自然 の も の を 食べ る こと 。 食 品 の 栄養 成分 を 分 離す る の で は な く 、 常 に 自然 に バ 
ラン ス の 取れ た 割合 で 、 生 きた 生 の 状態 で 、 で きる だ け 丸 ご と 食べ る こと で す 。 
医師 や 生物 学者 は 、 分 離さ れ た も の の 有用 性 に つい て 決し て 語る べき で は あり ま 
せん 。 
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個々 の 栄養 成分 は 重要 で す が 、 完 全 な 生 の 食品 が 不可 欠 で ある こ 
と を 強調 する 必要 が あり ます 。 


簡単 な 概要 


一 般 的 に 言え ば 、 栄 養 学 全体 は 2 つの 主要 な 点 に 要約 され 、 全 人 
類 の 関心 事 と な り ま す 。 


1. 人 間 の 栄養 は 完全 に 生き た 生 の 細胞 か ら 構 成 され て いる 必要 が あり ます 。 
生き た 細胞 か ら な る 食品 だ けが 、 人 間 の 組織 の 要求 を 満た す た め に 必要 な すべ 
て の 品質 を 備え て いま す 。 


2. 自 然 界 に は 一 般 的 な 植物 体 と 選択 され た 植物 体 が 存在 し ます 。 
最も 完璧 で 栄養 価 の 高い 植物 体 は 、 よ り 優れ た 種類 の 果物 、 緑 色 野菜 、 ナ ッ ツ 、 シ 
リア ル . 根 菜 類 で す 。 


つま り 、 人 は 生 の 食べ 物 だ け を 食べ て いれ ば 完全 な 健康 を 享受 で きる の 
で す 。 彼 は 調理 され た 食べ 物 を 食べ る ほど 病気 で す 。 そ し て 、 そ の よう な 食事 だ 
け で 生き て いく と 死亡 し ます 。 (初版 4 ページ) 。 


雑誌 編集 者 に よる 締め くく り の メッ セー ジ : 


職務 上 の プレ ッ シ ャ ー の た め 、 氏 に は それ が 不可 能 だ ろう 。 
手紙 に 答え る ライ ネッ ケ 。 5 ドル を 受け 取る と 、 彼 は あな た に 彼 自身 の 毎日 の ロー 
フー ド メ ニ ュ ー ガ イド と 米国 と 熱帯 地方 の レシ ピ と 完全 な 指示 を 送り ま 
す 。 こ れ ら は 本 の 形 で は あり ませ ん 。 送 信 先 .… - エド 。 


私 た ち は 、 す べ て の 果物 、 野 菜 、 ナ ッ ツ は 最高 品質 の 完璧 な 食品 で あ 
り 、 ほ ば ぼ 同 じ 栄 養 特性 を 備え て いる と いう 事実 を 何 度 も 強調 し て きま し た 。 し た 
が っ て 、 生 の 栄養 に 関す る すべ て の 「 メ ニュ ー ガ イド 」 と レシ ピ に は 、 科 学 的 
また は 栄養 的 価値 が まっ た く あ り ま せん 。 最 も 無知 な 人 で も 、 自 分 の 食欲 と 味覚 
の 指示 に 従っ て 、 自 分 の 食事 プロ グラ ム を 考案 する こと が で きま す 。 


マガ ジン の 2 月 号 を 受け 取っ た 後 、 私 は 編集 者 の ケイ ・K。 トー マス 氏 に 
手紙 を 書き 、 彼 な ら 将 来 的 に 私 の 権利 を 喜ん で 守っ て くれ る と 信じ て 次 の よう 
に 書き まし た 。 
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1965 年 4 月 21 日 : 
ケイ ・K。 トー マス 氏 、1133 N. Vermont Ave.、 ロ サン ゼル ス 、 カ リフ ォ ル ニア 
拝啓 、 


「Let's Live」2 月 号 で ジョ ン : マ ー テ ィ ン ・ ラ イネ ッ ケ 氏 の 「 ロ ー フ ー ド の 冒険 」 と 題 
し た 記事 を 読ん だ の は 驚き で し た 。 そ こ で は 、 筆 者 が 私 の 本 の 表紙 に ある 標語 を 一 字 一 句 
書き 写し て いま し た 。 「 生 食 」 を 自ら の コン テン ツ と し て 表現 し て きた 。 次 回 号 で 
は この 誤解 を 正 し 、 今 後 同様 の こと が 起こ ら な いよ う 対 策 を 講じ て いた だ きま す よ うお 願 
いい た し ます 。 


アル シャ ビル テル ホ ヴ ァ ネ シア ン 


残念 な が ら 、 約 1 か 月 後 私 は 次 の よう な 満足 の いく 返事 を 受け 取り ませ 
ん で し た 。 そ の 中 で 、 氏 を ご ま か そ うと あら ゆる 努力 が 払わ れ ま し た 。 
ライ ネッ ケ の 文学 的 不正 直さ : 


1965 年 5 月 12 日 


Arshavir Ter-Hovannessian Kakh Avenue 21、Peshan Street、 テ ヘラ ン 、 ペ ル シ ャ 。 


拝啓 ・ 


4 月 21 日 の あな た の 手紙 に つい て 、 私 た ち は ジ ョ ン ・ マ ー テ ィ ン 氏 に 書き まし た 。 
ライ ネッ ケ に 説明 を 求め まし た 。 こ れ が 彼 が 私 た ち に アド バイ ス し た こと で す 。 


「 私 は 私 の 記事 の 2 月 分 を チェ ッ ク し まし た が 、 テ ル ・ ホ ヴァ ネシア ン 氏 の モッ ト 
ー の 一 部 を 一 字 一 句 コ ピー し て いな いこ と が わか り ま し た 。 ロ ー フ ー ド に 関す る 私 の 発言 
は すべ て 、25 年 間 の 蓄積 され た 経験 と 研究 か ら 集め られ た 私 自身 の 考え と 言葉 で す 。 も 
し 私 が 彼 の よう な 発言 を し た こと が あれ ば 、 そ れ は 全く の 偶然 で あり 、 意 図 的 な も の 
で は あり ませ ん 。 


「 私 は お そら く こ の 国 で 最も 完全 な ロー フー ド 本 の コレ クシ ョ ン の 一 つ を 持っ て 
いる と 思い ます が 、 そ の 中 に 彼 の 小さ な 小冊子 の コピ ー を 見 つけ まし た 。 
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も し 私 が それ を コピ ー し て いた ら 、 彼 の 功績 を 認め た だ ろう 。 彼 の 小冊子 は 約 1 年 前 

に 友人 か ら 私 に も ら っ た の を 覚え て いま す 。 そ し て 、 友 人 の た め に さら に 小 民 子 を 送っ て 
も ら う た め に 、 テ ル <・ ホ ヴァ ネシア ン 氏 に 10 ドル を 送り まし た 。 そ れ は 約 1 か 月 前 の こ 

と で し た 。 現 在 ま で の と ころ 、 テ ル ・ ホ ヴァ ネシア ン 氏 か ら も お 金 に つい て も 連絡 は あ 

り ま せん 。 も し 彼 が 小冊子 を 私 に 送り た く な いな ら 、 お 金 を 返し て くだ さい 。 私 が 言い た 
い の は た だ の 礼儀 と 25 年 前 に 私 の 命 を 救っ て くれ た ロー フー ド の 恩恵 を 広め る と い 

う 善 意 だ け だ か ら で す 。」 


(署名 ) ジョ ン ・ マ ー テ ィ ン ・ ラ イネ ッ ケ 「 こ の 状況 下 で は 、 
あな た の 著書 「 生 食 」 の 表紙 に ある モッ トー を 流用 し た も の で は な いと いう ラ 
イネ ッ ケ 氏 の 発言 に つい て 、 私 た ち は 何 も し ませ ん 。 
LET'S LIVE マガ ジン に て 訂正 。 


(署名 ) KAY THOMAS、 編 集 者 兼 発行 者 。 

これ ら の 薄っぺら な 議論 に 応え て 、 私 は 次 の よう な 手紙 を 送り まし た 。 
1965 年 5 月 27 日 

ケイ ・ ト ー マ ス 氏 、 編 集 者 兼 発行 者 拝啓 : 


申し 訳 あ り ま せん が 、4 月 21 日 の 私 の 手紙 に 対す る 5 月 12 日 の あな た の 返信 は 満 
足 の いく も の で は な いと 思い ます 。 


私 は ライ ネッ ケ 氏 に よる 私 の 考え や 座右 の 銘 の 悪用 に つい て 中 
誌 の 責任 を 負い 、 満 足 を 要求 する 権利 を 留保 し ます 。 


あな た は ライ ネッ ケ 氏 が 行っ た 公 の 歌 皿 を 正当 化し よう と し て いま す 。 
私 の 考え を 1 個 5 ら ド ル で 売り 続け て いま す 。 私 の キャ ン ペ ー ン は 主 に その よう な 喝 
を 目的 と し て いま す 。 


ライ ネッ ケ 氏 が 送金 し た と 主張 する 10 ド ル に 関し て は 、 
私 に 本 の 注文 を し た の で す が 、 申 し 訳 あ り ま せん が 、 彼 か ら お 金 も 手紙 も 受け 取 
っ つて いま せん 。 


アテ ル ホ フ 
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この 文通 は 、 ブ ル ベ ッ ク 夫 人 が 親切 に も 「Let's Live」 誌 の 4 月 号 を 私 
に 送っ て くれ た と き に 終わ っ た 。 そ の 中 で 、 上 に 示し た よう に 、 文 学 的 不正 の さら に 
明らか な 例 が 掲載 され て いる 。 私 の 文章 と ライ ネッ ケ 氏 の 記事 の 「 類 似 点 」 が 偶 
然 な の か 、 そ れ と も 意図 的 な も の な の か の 判断 は 読者 に 委ね た い 。 


編集 者 は 責任 を 肩 か ら 降 ろう すこ と が で き な い 。 
彼 は 私 の 本 の こと を よく 知っ て いて 、 そ の 本 は 数 か 月 前 に 彼 の 雑誌 で す 
で に 書評 され て いま し た 。 
ライ ネッ ケ は 根拠 の な い 言 い 訳 や 中 傷 に よっ て 事態 を さら に 悪化 させ る だ け だ 。 
彼 が 私 に 送っ た と 主張 する 10 ドル に つい て の まっ た く 無 関係 な 質問 に 関し て 
は 、 私 は 銀行 の 名 前 、 ま た は 彼 が 私 に 送金 し た と され る 手段 を 知り た いと 公 に 要求 
し て いま す が 、 そ れ に つい て は まっ た く 情 報 が あり ませ ん 。 


特定 の 食事 に 関す る 推奨 事項 は すべ て 完全 に 消去 する 必要 が あり ます 
地球 の 表面 か ら 離れ て 。 人 類 は 、 調 理 済み の 食品 に は 何 の 栄 養 も 提供 され ず 、 
人 間 は 肉食 動物 で は な いこ と を 明確 に 認識 する 必要 が あり ます 。 そ れ 以 上 に 、 
各自 が 好き な も の を 好き な 形 で 食べ まし ょ う 。 こ れ は 完全 に 個人 の 好み の 問題 
で す 。 


私 た ちの 「 栄 養 士 」 は 、 レ シン ピ や メニ ュー の 長い リス ト で 人 々 の 脳 を 混乱 さ 
せ て いる た め 、 多 く の 人 が 私 も その 「 専 門 家 」 の 仲間 に 属し て いる と 考え て お り 、 そ 
の た め 、 彼 ら は 頻繁 に 私 に 手紙 を 送っ て 、 食 事 の プロ グラ ム を 依頼 し ます 。 自 然 
食品 。 こ こ で 私 は それ ら す べ て に 対し て 一 括 し て 答え る 機会 を 与え た いと 
選 W ま すま 。 


今後 は 、 特 別 な 食事 プロ グラ ム は 必要 な く な り ま す 。 
誰か へ の 推奨 事項 や スケ ジュ ー ル 。 ア リ か ら ゾ ウ に 至る まで 、 他 の すべ て の 生き 
物 と 同じ よう に 、 人 間 も 好 き な と き に 好き な も の を 、 で きる 限り 、 食 欲 の 赴く まま 
に 食べ る べき で す が 、 他 の 動物 は 通常 、 す ぐに 食べ られ る も の で 満足 し な けれ ば 
な り ま せん 彼ら が 利用 で きる 。 ク ロー バー、 干 し 草 を 比較 し て くだ さい 。 
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山 の 茂み 木の葉 、 砂 漢 の と げ と 穀物 、 ナ ッ ツ 、 野 菜 、 果 物 。 


生食 者 は 1 日 に 1 回 食べ る こと も あれ ば 日 に 10 回 食べ る こと も あり ます .。 彼 は 餌 を 与え る か も し れ な い 
1 種類 の 果物 で も 100 種 類 の 果物 で も 。 健 康 の 観点 か ら は 、 生 の 野菜 

食材 を 個別 に 摂取 する こと で 、 そ れ 自 体 で 完全 な 栄養 が 得 ら れる た め 、 
違い は あり ませ ん 。 生 を 食べ る 人 は 、「 科 学 的 」 ま た は 「 食 事 療法 的 推奨 
事項 の リス ト で は な く 、 自 分 の 食欲 と 味覚 の 要求 に よっ て 導 か れ 

な けれ ば な り ま せん 。 そ れ は 常に 自然 の 栄養 素 を 選択 する 際 の 間違い の な 
い 指 針 と な り ま す 。 最 も 確実 で 、 最 も 安全 で 、 最 も 簡単 な 方 法 

は 、 自 然 が 私 た ち に 用 意 し て 与え て くれ た 状態 で 、 食 べ 物 を 歯 で 噛み 砕い 
て 食べ る こと で す 。 し か し 、 サ ラダ や その 他 の 混合 料理 を 準備 する 時 間 と 
余裕 が ある 人 は 、 そ れ ら を 食べ な けれ ば な り ま せん 


調理 直後 に そう で な いと 、 時 間 の 経過 と と も に 人 間 は 食材 の 新た な 変質 
へ と 駆り D 立 て られ て し まう で し よう 。 


すべ て の 病気 は 1 つの 共通 の 原因 か ら 始ま り 、1 つの 共通 の 治療 法 
が ある た め 人 々 は 個々 の 病気 の 病因 、 診 上 、 治 療法 、 薬 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ 
ル 、 タ ン パ ク 質 、 水 治療 法 、 電 気 療 法 、 そ の 他 同 様 の 主題 を 扱う 本 を 
も は や 読む べ さ で は あり ませ ん 。 。 


多く の ベジ タリ アン 、 さ ら に は 非 ベ ジ タ リ アン も 、 

いつ も より 少し だ け 多 く の 果 物 が 、 自 分 た ち を 生 で 食べ る も の だ と 考え 

る 思い 上 が り を 持っ て いま す 。 し か し 、 月 に 1 回 で も 調理 済み の 食事 を 摂 
取 す る 場合 、 自 分 が 生食 者 で ある と は 誰 も 考え られ ませ ん 。 そ うす る こと で 
は 、 病 気 か ら 完 全 に 解放 され る こと は 決し て で き な い か ら で す 。 こ れ 
は 、 生 食 の 初期 段階 で は 、 特 定 の 数 の 病気 の 細胞 が 休眠 状態 に 陥り 、 そ 
の 状態 で 長期 間 存続 する 可能 性 が ある た めで す 。 そ うす れ ば ば 、 月 に 一 度 
調理 され た 食事 だ け で 彼ら を 魅 生 させ 、 再 び 繁 殖 す る 機会 を 与え る 
の に 十分 か も し れ ま せん 。 生 食 者 が 調理 済み の 食物 を 一 口 食べ る と すぐ 
に 、 確 実に それ ら の 病気 の 細胞 に 新鮮 な 栄養 を 与え 新た な 命 を 
吹き 込み ます 。 し た が っ て 、 病 気 の 惨 劇 か ら 完 全 に 解放 で き な い 人 は 、 
次 の よう に し な けれ ば な り ま せん 。 
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時 折 起 こる 違反 行為 に 原因 を 求め る の で は な く 、 他 の 部 分 に 原因 を 求め な いで くだ さい 。 
こう し た デフ ォ ル ト を 正当 化す る 根拠 は まっ た く あ り ま せん 。 


完全 な 生食 に 対す る 最も 根拠 の な い 議 論 の 
男 、 特 に イギリス か ら 時 々 届く の は 、 所 株 条件 の 違い で す 。 人 
間 が 一 握り の 生 の 穀物 を 見 つけ る こと が で きる 限り 、 ど の 国 で あっ て も 天 
然 の 栄養 素 が 不足 する と いう 問題 は あり ませ ん 。 さ ら に 、 調 理 済み の 食品 
は 人 間 の 生体 に 最小 限 の 栄養 を 提供 する わけ で は な いと いう 事実 を 考慮 
する と 、 人 々 が な ん と か 栄養 を 補給 し て 生命 を 維持 する こと が 

で きれ ば 、 世 界 の どの 地域 に も 十分 な 食料 が ある は ず で す 。 私 た ち 

の 食事 か ら 調理 済み の 食事 を 排除 し て も 、 私 た ちの 栄養 の 栄養 価 は 何ら 
損なわ れ ま せん 。 そ れ ど ころ か 、 私 た ち は 有 毒 で 有害 な 物質 か ら 自分 自身 
を 解放 し ます 。 こ れ ら の 真実 の 完全 な 意味 は 、 長 年 に わた っ て 生食 の 恩恵 
を 享受 し て きた 人 だ けが 理解 で きま す 。 生 物 学者 が 調理 済み 食 

品 を 栄養 と し て 表現 し よう と する 「 科 学 的 仮説 は すべ て 根拠 の な い 
推測 と 無駄 な 妄想 で す 。 


現状 で は 、 こ の 瞬間 に も 特定 の 国 が あり ます 。 
人 々 が 食料 の 「 不 足 」 に 苦し み 、 常 に 人 錠 多 の 脅威 に さら され て いる こ 
の 国 で は 、 世 界 に 豊か さ を も た ら す と いう 待望 の 奇跡 を 達成 する た め に 
必要 な の は 公式 の 宣言 だ け で ある 。 残 念 な こと に 、 私 は 既に 1963 年 に 
この 議論 論 の 余地 の な い 真実 を すべ て の 主要 な 権威 と 科学 界 の 注 
意 を 引い た に も か か わら ず 、 調 理 は 天然 食材 を 劣化 させ 、 有 害 物質 に 変 
換 す る と いう この 単純 か つ 明 白 な 宣言 は どこ に も 現れ て いま せん 。 世 
界 。 こ れ は 、 今 日 の 人 類 が 無知 、 偏 見 、 迷 信 、 そ し て 忌まわしい 依存 症 に どれ 
ほ どら) / 不 示 く 浸 か つて いる こ 「 と を 頭 著 に 示 し て い ます 。 文 明 や 進歩 と い つた た 言 
葉 は 、 こ れ ま で 言わ れ 、 書 か れ て きた に も か か わら ず 、 依 然 と し て 料理 が 
不 自然 で 有害 な 作業 で ある こと を 認め よう と し な い 人 々 に 適 
用 され る と 空虚 に 聞こ えま す 。 
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彼ら は 、 生 物 学 者 は 知識 に お いて 驚く べき 進歩 を 遂げ た と 言い ます 。 
進歩 すれ ば する ほど 、 自 分 た ち が 何 も 知ら な いと いう こと を 実感 し な けれ 
ば な ら な いよ うに 私 に は 思え ます 。 そ し て 、 自 然 の 真 の 知恵 に 反し て 、 自 
分 た ちの 知識 は ほん の わずか に すぎ な いと 率直 に 認め る 段階 に 達する と 、 
確か に 自分 た ち が 何 か を 本 当 に 学ん だ こと が 認め られ る か も し れ 
な い 。 


私 た ち が 140 歳 や 150 歳 まで 生き た 尊敬 すべ き 家 長 に 出会う 
の は 、「 現 代 の 知識 と 学問 に 浸っ た 」 生 物 学 者 の 中 に は な い 。 私 た ち は そ の よ 
うな 人 々 に 、 学 習 の 偉大 な 中 心地 か ら か な り 離 れ た 自然 の 懐 で 出会っ て お 
り 、 そ こ で は 薬物 や 過度 に 変性 し た 食品 に よっ て 引き 起こ され る 害 か 
ら 部 分 的 に 免れ て いま す 。 現 在 彼 ら の 食物 が 受け て いる 部 分 的 な 変性 
さえ も 免れ れ ば 、 彼 ら の 命 は どれ ほど 長く 、 よ り 健康 に な る だ ろう 。 現 在 
の 医学 の ほぼ すべ て の 概念 に 異議 を 唱え る 権利 と 勇気 を 私 に 与え て く 
れる の は 、100 パ ー セ ント 生 で 食べ る と 、 す べ て の 病気 が 根本 的 か つ 同 時 に 
即時 に 終結 する と いう 事実 で す 。 テ スト し て みれ ば 、 き っ と 納得 で きる で し 
まう 


空想 的 な 口実 や その 他 の 理由 で 、 病 人 や 障害 者 に 、 失 われ た 健康 
を 回 復 する 唯一 の 効果 的 な 手段 で ある 天然 の 栄養 素 で ある 新鮮 な 野菜 や 果 
物 を 禁じ て いる 人 々 を すべ て 尊 人 者 や 犯罪 者 と みな す と き 、 私 は 決し 
て 誇張 で は あり ませ ん 。 。 嘆 か わし い ほ どの 無知 に よ に っ て 、 こ れ ら の 「 博 
識 な 科学 者 . た ち は 、 ア ッ テ ィ ラ や ヒト ラー が か つて 行っ た 以上 に 大 規模 な 
虐殺 を 行っ て いる 。 彼 ら は 愚か な 勧告 に よっ て 、 何 の 救済 も 休息 も 与え ず 
に 、 来 る 日 も 来る 日 も 何 百 万 人 も の 人 々 を 尊 害し て いま す 。 同 様 の 意識 不明 
の 犯罪 者 の 中 に は 、 医 薬品 、 飲 料 、 タ バ コ 、 精 製 床 パ パン 、 肉 、 菓 子 、 砂 
糖 、 お 茶 、 コ ー ヒ ー、 お よび 同様 の 他 の 多数 の 有害 な 製品 の 製造 業者 お 
よび 販売 業者 が すべ て 含ま れ ま す 。 こ の よう な 不 自 然 で 変質 
し た 物質 を 生産 する すべ て の 工場 は 、 原 爆 よ り も 人 類 に 害 を 及ぼ し ます 。 
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私 は すべ て の 人 道 主義 者 に 対し 、 口 頭 と 出版 物 の 両方 を 通じ て これ ら 
の 真実 を 広め る の を 助け る た め に で きる 限り の こと を する よう 訴え ます 。 


病気 が 治癒 し た 生食 者 に は 、 そ の 回 復 の 詳細 を 報道 機関 お よび すべ て の 責任 ある 当局 の 
裁量 に 委ね る 特別 な 義務 が ある 。 


最後 に 、 こ れ ら の 発言 の 要約 を 新聞 の コラ ム に 掲載 し 、 当 局 が な ぜ せ 無 気力 な 無 活動 を 
続け る の か を 知る よう 要求 する こと は 、 ジ ャ ー ナ リス ト の 当然 の 義務 で ある 。 


パー ド .3 
生食 の 成果 


多く の 読者 が 私 に 手紙 を 書い て 、 生 食 に よっ て 達成 され た 成功 に つい て 尋ね ま 
す 。 彼 ら の 好奇 心 を 満た す た め に 、 私 は 喜ん で 彼ら に 関連 情報 を 提供 し ます 。 


私 の アル メニ ア 語 の 第 一 巻 が 出版 され て か ら 一 年 後 
1960 年 に 私 は 短い 本 を ペル シア 語 で 出版 し 、 そ の 内 の 4,000 部 を さま ざま な 機 
関 、 当 局 、 報 道 機関 に 無料 で 配布 し まし た 。 テ ヘラ ン の 新聞 や 定期 午 行 物 は この 本 を 好評 で 、 そ 
の 多く が これ に 関連 し て 長い 書評 を 書い た 。 


この 本 は 法廷 界隈 で か な り の 注目 を 集め た 。 の 
シャ ム ス : パ フラ ヴィ ー 王 女 典 下 の 夫 で 、 現 在 は 文化 大 臣 で ある メ ヘ ル ダ ド 。 パ ー ル 
ボー ド 氏 が 私 を 公邸 に 招待 し 、 私 の 本 が シャ ー (モハ マ ド レ ザ ー: パ フラ ヴィ ー 国 王 ) 
の 注目 を 集め て 光栄 に 思っ た こと を 告げ られ 、 シ ャ ー は 彼 に さら な る 執筆 を 指示 し た と の こと 
で し た 。 件 名 に 関す る お 問い 合わ せ 。 そ の 後 、 パ パール ボー ド 氏 と 6、7 回 相談 し た こと を 記録 で き 
る こと を うれ し く 思 いま す 。 レ ッ ド ・ ラ イオ ン ・ ア ンド サン ・ ソ サエ ティ 事務 局長 アッ バス ・ 
ナ フ ィ シー 博士 と カジ ェ ヌ ー リ 産科 病院 院長 アブ ル ガ セ ム ・ ナ フィ シー 博士 、 
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そし て 他 の 何人 か の 一 流 の 専門 家 が 私 の 見 解 を 賞賛 し 、 協 力 を 約束 し て くれ まし 
た 。 


孤児 院 の 一 つ で は 、 生 食 で 多く の 子供 た ち を 育て る よう 指示 が 出さ れ た 。 さ ら 
に 、 生 食 の 原則 は 、 あ る 小児 病院 の 患者 の 治療 や 、 あ る 保育 園 の 栄養 シス テム の 改 
革 に も 採用 され る こと に な っ た 。 残 念 な が ら 、 実 際 に や っ て みる と 様々 な 障害 に 遭 
過 し まし た 。 


私 は すぐ に 偏見 を 持つ 医師 や 役人 の 大 軍 に 直面 する こと に な り 、 彼 ら に 新しい 
考え を 吹き 込ま な けれ ば な り ま せん で し た 。 こ れ は 決し て 簡単 な 作業 で は あ 
り ま せん で し た 。 全 て の 事 が あま り に 先 延ばし に な っ て いた の で 、 私 は 疲れ て 
し まい 、 深 い 後悔 と と も に その 試み を 断念 し まし た 。 


この 失敗 は な お さら 嘆かわしい も の で あっ た 。 な ぜ な ら 不 自然 な 栄養 の 
結果 、 保 育 園 の 乳児 た ち は 衰 弱 し 病弱 な まま で あり 一 方 で 病院 で は 人 エビ タ ミ 
ン 、 毒 薬 、 動 物 信 た ん ぱく 質 に 頼っ て 健康 を 維持 し て いる 様子 を 間近 で 観察 し 
た か ら で あ る 。 母 乳 も 自然 の 栄養 も 与え られ ず 、 乾 燥 し た 牛乳 と 白 パ ン を 主食 
と し て いた 、 ひ 弱 で や せ た 子 ども た ち を 死 の 手 か ら 救 い 出す こと で す 。 言 うま 
で も な く 、 自 然 で 完璧 な 栄養 の 必要 性 に つい て は 考え られ て いま せん で し た 。 


し か し 、 そ れ ら の 人 脈 や いく つか の 医学 会 議 へ の 出席 は 、 私 に 多く の 重 
要 な 教訓 を 教え て くれ まし た 。 何 より も まず 、 私 が 提唱 し た 視点 は 最も 初歩 
的 で 単純 な 自然 法則 で ある に も か か わら ず 、 そ れ を 消化 し 、 吸 収 で きる の は 、 高 い 学 
歴 を 持ち 判断 の 自由 と 精神 の 独立 性 が 見 合っ た 人 々 だ け で ある こと に 気づき ま 
し た 。 凡 証 な 知性 を 持っ た 人 は 、 一 般 人 が 今日 の 医学 全体 に 革命 を 起こ し 、 科 
学界 で 現在 行わ れ て いる 栄養 学 の 概念 に 反論 で きる 可能 性 を 想像 する こと は で き 
ませ ん 。 


だ か ら こ そ 、 私 は 英語 で 簡潔 な 本 を 出版 する こと に 決め ま 
それ を 最高 の 科学 界 お よび 政治 界 の 注意 を 引く よう に 提出 し て くだ さ 
非常 に 大 き な 困 難 を 乗り 越え 、1 日 16 時 間 か け て この 本 を 書き の 5 に 番 
訳し て 出版 し まし た 。 
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1963 年 。 そ の 後 、 私 は さま ざま な 参考 書籍 か ら 3,000 の 住所 を 抽出 し 、 そ の 本 の 約 
4,000 部 を 世界 の すべ て の 支配 者 、 大 学 、 科 学 セ ンタ ー、 国 際 機 関 、 主 要 な 新聞 や 定 
期 雑 誌 に 無料 で 送り まし た 。 実 際 、 私 は ほとん どの 本 に 署名 し 、 そ れ ぞ れ に 
手紙 を 添付 し まし た 。 私 は これ が 、 自 分 の アイ デア を 世界 中 に 広め る 最も 迅速 

か つ 適 切な 方 法 で ある と 考え まし た 。 


結果 は 私 の 最も 楽観 的 な 期待 を 上 回 り ま し た 。 そ の 後 の 数 カカ 月間 に 私 が 受け 
取っ た 何 千 通 も の 手紙 や 新聞 か ら 、 私 の 本 が 世界 の すべ て の 指導 的 人 物 や 権威 
者 た ち に 興味 を 持っ て 読ま れ て いる こと に 疑い の 余地 は な く 、 彼 ら の 多く は た め ら 
うこ と な く 私 の 考え が 真実 で ある こと を 認め て くれ まし た 。 


ここ 数 年 、 私 は 社会 的 な 活動 を や め た だ け で な く 、 個 人 的 な ビジ ネス も 完全 
に 放棄 し て 、 日 夜 読書 に 専念 し て いま す 。 し か し 、 奇 妙 な こと に 、 私 が 富 を 蓄え 、 食 
べた り 飲 ん だ り 遊 ん だ り し て 時 間 を 過ごす 代わ り に 、 特 定 の 本 の 出版 に 貯金 を す 
べ て つき 込ん で いる と いう 理由 だ け で 、 私 が 正気 を 失っ た と 考え る 人 が いま す 。 を 
全員 に 無料 で 配布 し ます 。 


し か し 、 私 の 考え で は 、 人 生 に お いて 、 同 胞 に 対す る 利己 的 な 奉仕 か 
ら 得 ら れる 満足 感 以 上 に 大 き な 喜 び は あり ませ ん 。 人 々 は 宮殿 の よう な 建物 を 
建て 、 そ の 光景 を 見 て 喜び ます 。 今 、 世 界 中 か ら 毎日 届く た くさ ん の お 祝い 、 感 謝 、 感 
謝 の 手紙 は 、 私 に と っ て 建物 1 つ 分 の 価値 が あり ます 。 そ し て 、 そ の 手紙 が 、 私 の アド 
バイ ス に よっ て 重病 か ら 回 復 し 、 私 を 救世 主 と み な し て いる 人 か ら の も の で ある と 
き 、 私 の 幸福 に は 際限 も 制 良 も な く 、 す べ て が 終わ っ た と いう 感覚 に よっ て 、 そ の 喜 
び は さら に 増し ます 。 一 切 の 報酬 な し で 行わ れ ま す 。 


いわ ゆる 予期 せ ぬ 死 の 結果 、 あ ら ゆ る 場所 で 人 々 が 亡くな っ て いく の を 
見 る と 、 私 の 魂 は 昼 も 夜 も 苦し め ら れ ま す 。 私 は 、 そ れ ら の 人 々 は 死な な い 
こと を は っ きり と 認識 し て いま す 。 彼 ら は 愚 か に も 、 不 自然 で 人 工 的 な 料 
理 の 為 に 自ら を 殺す の で す 。 
157 


Machine Translated by Google 


食べ 物 。 恐 怖 に 駆 られ た 母親 が 、 罪 の な い 子 供 か ら 最 も 高貴 な 果物 を 奪い 取り 、 そ 
の 代わ り に 致命 的 な パン 、 牛 乳 、 肉 を 子供 の 手 に 押し 込む の を 見 る と 、 私 の 心 は 血 が 流 
れ ま す 。 


私 の 最初 の 英語 の 本 で は 、 ほ ぼ す べ て の こと に つい て 簡単 に 触れ て いま し た 。 
関連 する 問題 。 こ の 本 で は 、 こ の 主題 を 一 般 の 人 々 に と っ て より 理解 し や すい 
も の に する た め に 、 以 前 の 発言 の 一 部 を 拡大 し 、 い くつ か の 重要 な 質問 に つい て や や 長 
め に 話し まし た 。 し か し 、 こ の 本 を 結論 に 導く 前 に 、 私 の 最初 の 英語 の 本 と 私 の 他 の 出 
版 物 に 対す る 評判 を 読者 に 知っ て も らい た いと 思い ます 。 


世界 の 支配 者 や その 他 の 主要 権威 者 に 5 て た 私 の 手紙 の コピ ー 


私 の 名 誉 の た め に 、「Raw-Eating」 と いう タイ トル の 私 の 本 の 無料 版 を お 受け 
取り くだ さい 。 貴 重 な 数 時 間 を 本 書 の 熟読 に 充て て いた だ けれ ば 幸い で す 。 


調理 済み の 食品 を 人 間 の 通常 の 栄養 と みな すこ と に より 、 人 類 全体 が 減 亡 へ の 
致命 的 な 道 を 盲目 的 に 進ん で きま し た 。 


この 本 で 説明 され て いる アイ デア と 提案 の 採用 
それ は あな た の 国家 の 福祉 に と っ て 最大 の 利益 と な る で し ょ う 。 


受け 取っ た 返信 の コピ ー と 抜粋 : 


ペル シャ 首相 アミ ー ル ・ ア ッ バ ス ・ ホ ベイ ダ 閣 下 か ら の 手紙 : 


テヘラン 、1965 年 10 月 18 日 
AT ホ ヴ ァ ネ シア ン さ ん 、 
「 あ な た の 手紙 と 、 一 緒 に 送っ て くれ た 本 を 受け 取り まし た 。 


最近 まで 仕事 に 追わ れ 、 ゆ っ くり と 本 を 読む 余裕 が な か っ た の を 残念 に 思い つつ も 、 こ 
の 度 は ご 著書 を 贈っ て いた だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま し た 。」 
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(署名 ) ア ミー ル ・ ア ッ バ ス ・ ホ ベイ ダ 、 首 相 。 


大大 大 


アメ リカ 大 使 館 、1964 年 6 月 29 日 。 


親愛 な る アテ ル ホ プ 様 : 


ジョ ン ソ ン 大 統領 に 宛て た 1964 年 3 月 28 日 の あな た の 手紙 と 同封 され て いた あな た の 著書 
「RAW-EATING」J が ホワ イト ハウ ス に 届き まし た 。 


大 使 館 は 大 統領 の メッ セー ジ を あな た に 伝え る よう 指示 され まし た 。 
彼 に あな た の 本 を 見 る 機会 を 提供 し て くれ た あな た の 思い や り に 感謝 し ます 。 
ウォ ルター*・G・ ラ ム ゼ イ 
テヘラン 大 使 の スタ ッ フ 補佐 官 。 
ウィ ン ザ ー 城 、1964 年 4 月 27 日 
親愛 な る アテ ル ホ ブフ 様 、 


私 は 女王 か ら 、 あ な た か ら の 手紙 に 感謝 する よう 命じ られ まし た 。 
プリ ンス ・ オ ブ ・ ウ ェ ー ル ズ 、 そ し て あな た が 書い た 本 の コピ ー を 贈呈 し ます 。 


女王 陸 下 は 、 こ の 本 を 息子 さん に 送っ て くだ さっ た こと を 大 変 感謝 し て お り ま す 。 女 王 隊 下 か 
ら 心 か ら の 感謝 の 意 を 表し た いと 思い ます 。 


メア リー. モ リ ソ ン 、 ウ ィ ン ザ ー 城 、 侍 女 、 イ ギリ ス 。 
パリ 、29AVR。 1964 年 


ムッ シュ さん 、 
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Le General de Gaulle a bien regu la plaquette que vous lui avez 
目的 の 宛先 。 


Monsieur le President de la Republique m'a charge de vous 
remercier de 「intention qui a insDire cet anvoi. 


( 緒 名 ) 事務 局 担当 者 。 


モス クワ 、1964 年 6 月 21 日 。 
親愛 な る アテ ル ホ ブフ 様 、 


あな た の 著書 「RAW FOOD」 を 受領 し た こと を 感謝 し ます 。 
は 栄養 の 原則 』 と いう 本 を 興味 深く 読ん で いま す 。 


S. ク ラ シ ョ フ 、 ン 連 公 衆 衛生 大 臣 。 


大 大 大 


プノンペン 、1965 年 1 月 9 日 


ムッ シュ さん 、 


Je vous remercie 誠 実 な 私 は 、「RAW-EATING」 を 食べ な いで 、 食 事 の 研究 や 体験 
を 楽し み ま し ょ う 。 


ムッ シュ 、 私 を 励ま すこ と を 歓迎 し ます 。 
最高 の 配慮 を 保証 し ます 。 


ノロ ドム < シア ヌー ク ・ ウ パ ユ ヴァ リー チ 、 


カン ボッ ジ の エタ ッ ト シ ェ フ 。 


プノンペン 、1964 年 8 月 11 日 。 
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親愛 な る アテ ル ホ ブフ 様 、 


大 変 う れ し く 思 いま す 。 と いう タイ トル の 素晴らし い 本 を 受け 取り まし た 。 
「 生 食 」。 本 の 名 前 を 聞く と 、 そ の 内 容 が と て も 気 に な り ま す 。 


この 本 を 読ん だ 後 、 私 は あな た が 本 に 書い た すべ て の 真実 を 確信 し 
まし た た.。 


その 本 は 私 に と っ て と て も 貴重 な も の で す 。 あ な た か ら の 忘れ られ な い お 土 産 と し て 保 
管 し て お きま す 。 


さて 、 我 が 国 に 最大 の 利益 を も た ら す た め に 、 こ の 本 を カン ボ ジ 
ア 語 に 箇 快 する こと を 許可 し て いた だ け ま すか 。 あ な た の 新しい 科学 の 発 
見 が 、 人 類 全 体 の 生存 に 新た な 方 向 転換 を も た ら す こと を 願っ て いま す 。 
チュ オン 。 ナ スジ ョ タン ナノ 、 


カン ボ ジ ア の 僧 但 の 最高 首長 。 


大 大 大 


プノンペン 7 月 25 日 、1964 年 。 


ムッ シュ さん 、 
「 生 食 」 に 対す る 告訴 人 の 受理 
私 は 、 私 に 公正 な 情報 を 提供 し 、 名 誉 と 情報 を 提供 し 、 ボ ー ク ー の 関心 
と 慈善 活動 を 尊重 し ます 。 
ノロ ドム ・ カ ント ル 、 


Le President du Conseil des Ministres、Royaume du Cambodge。 


ホワ イト ハウ ス 、1964 年 6 月 1 日 。 
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親愛 な る アテ ル ホ ブフ 様 、 


最近 の 本 の コピ ー を 送っ て いた だ き あ り が と う ご ざ いま す 。 見 て いる 


数 時 間 の 空き 時 間 を 待っ て か ら 読ん で くだ さい 。 
いく つか の 詳細 。 


リチャード wW・ ロ イタ ー-、 米 国 大 統領 特別 補佐 官 兼 フー ド ・ フ ォ ー ピ ー ス 局長 


ルク セン ブル ク 1964 年 5 月 13 日 。 
拝啓 
ルク セン ブル ク 大 公 妃 殿下 と 世襲 大 公 殿 下 は 、1964 年 3 月 23 日 付け の 、 ご 著書 


「Raw-Eating」 を 送っ て くだ さっ た ご 親切 な お 手紙 の 受領 に 感謝 の 意 を 表 し た いと 思い ま 
す 。 


両 筑 下 は この 親切 な お 心遣い に 大 変 感動 され 、 私 に あな た を 派遣 する よう 
依頼 され まし た 。 彼 ら に 心から 感謝 し ます 。 彼 ら は あな た の 本 を と て も 興味 深く 読む 
で し ょ よう 。 


ジェ ルマン ・ フ ラン ツ 少 佐 、 副 官 。 
台湾 、1964 年 8 月 18 日 。 
親愛 な る ホ ヴ ァ ネ シア ン 様 、 


5 月 12 日 の あな た の 手紙 を 、 
「 生 食 」 の 同 梱 版 。 こ れ は 、 あ な た が 人 類 全 体 に 対し て 行っ た 非常 に 示唆 に 富ん だ 勧 
告 で あり 、 私 た ち 自 身 と 次 世代 の 健康 に 関心 を 持つ 人 々 は 注意 深く 熟読 する 価値 が ある と 
思い ます 。 こ の 冊子 を お 送り いた だ くに あたり 、 心 より 感謝 申し 上 げ ま す 。 
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陳 成 、 中 華 民 国 の 首相 。 


し る 3 


テヘラン 、1964 年 10 月 18 日 。 
シェ ー ル * ム ッシュ 、 
ユー ゴス ラビ ピア RSF 大 使 は 、 名 誉 ある 情報 提供 者 で ある こと を 報告 し ユー 


ゴス ラビ ア RSF 大 統領 事務 総長 が 、 受 領 を 確認 する こと を 報告 し ます 。 生 食 は 避け て く 
だ さい 。 amabilite d'envoyer au ティ ト 大 統領 。 


事務 局 一 般 の 慈悲 深い 心 、 チ トー 大 統領 、 朋 9 の 特使 を 務め て くだ さい 。 


ウラ ジ ミー ル ・ ミ ロバ ノヴィ ッ チ 、 コ ン セ イラ ー。 
トラ ンス ポー ト ハ ウス 、 ロ ンド ン 、1964 年 4 月 29 日 。 
親愛 な る ホ ヴ ァ ネ シア ン 様 、 
あな た の 著書 「RAW-EATING」 を 無料 で 送っ て いた だ き 、 と て も 親切 で し た 。 私 は 
あな た が 提唱 する 食事 の 原則 を 勉強 する 初め て の 機会 と させ て いた だ きま す 。 
アル ・ ウ ィ リ アム ズ 書 記 長 、 


労働 党 


ワシ ント ン 、1964 年 5 月 15 日 。 


親愛 な る アテ ル ホ ブフ 様 、 
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最近 受け 取り まし た 、 あ な た の 著書 『Raw-Eating』 を あり が と う ご ざ いま す 。 内 容 に は 
十分 留意 し て お り ま す が 、 ご 丁寧 な 発送 に 感 席 いた し ます 。 


ジョ ン *・M・ ベ イリ ー、 民 主 国家 委員 会 委員 長 。 


ベル ン 、1964 年 2 月 26 日 。 
お 客 様 、 


次 の タイ トル の 小冊子 を 受領 し た こと を 確認 し 、 感 謝 の 意 を 表し ます 。 


生食 (一 般 調査 ) 。 誰 も が 自分 の 体 に 不可 欠 な 原材料 を 認識 し な けれ ば な り ま せん 」 と いう 
文章 を 私 た ち は 興 味 深く 読み まし た 。 
お 褒め の 言葉 を 添え て 、 


スイ ス 連 邦 公 衆 衛 生 局 、 
ルフ イィ 食品 管理 部 長 。 
大 大 大 
1964 年 7 月 16 日 ポル トー プラ ンス 。 
親愛 な る アテ ル ホブ 様 、 


「 生 食 」 と いう タイ トル の 本 を あり が と う ご ざ いま す 。 こ の 本 は 、 私 の 国 全 体 の 利益 と な る 問題 
に 取り 組ん で いる の で 、 最 初 か ら 最後 まで 読む 必要 が あり ます 。 


この 本 の 中 で あな た の 推薦 が 満た され る こと を 願っ て いま す 
すべ て の 要件 を 満た す も の で あり 、 今 年 の ベス ト セ ラー と な る で し ょ う 。 
ET デラ サンテ パブ リッ ク 県 


州 、 
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レビ ピュ ブリ ッ ク ・ ダ イー イ 。 


1964 年 6 月 4 日 ベル リン 。 
親愛 な る アテ ル ホ ブフ 様 、 


ドイ ツ 民 主 共和 国 大 統領 ヴァ ルター。 ウ ル ブ リ ヒ ト は 、 あ な た が 彼 に 送っ て く 
れ た 小冊子 に 心から 感謝 の 意 を 表し ます 。 


いつ も の よう に 、 あ な た の 発言 は 詳細 に 批判 され る か も し れ ま せん - その 多く は 
確か に 、 医 師 や 栄養 学者 な どの 専門 家 が 何より も 関心 を 持っ て いる の は 間違い あり ま 
せん 。 そ れ で も 、 健 全 な 栄養 シス テム を 実現 する た め に あら ゆる 努力 が 払わ れる べき で 
ある と いう 点 に は 、 私 た ち も 全く 同意 し ます 。 


ドイ ツン 民主 共和 国政 府 、 特 に 保健 省 は この 間 題 に 細心 の 注意 を 払っ つて いま 


す 。 健 康 的 な 生活 様式 を 確立 する た め に 、 最 近 こ こ で 委員 会 が 設立 され まし た 。 そ の 目的 の 1 
つ は 栄養 の 正しい 原則 の 普及 で す 。 


ヒュ ー ス 、 国 務 省 首席 補佐 官 。 


大 大 大 


ラッ ハバ ナ 、1964 年 24 日 前 。 


エス ティ マ ド 医 師 : 


「 生 食 」 の 素晴らし い 環 境 を 知り 、 誠 実に 知識 を 深め 、 知 識 を 深め 、 ア イデ ア と オリ エン 
タ シ オ ネス の 価値 観 を 経験 し 、 さ ま ざ ま な 知識 を 学び まし ょ う 。 


ホセ 。R<・ マ チャ ド < ベ ンチ ュ ラ 博士 、 ミ ニス トロ ・ デ * サ ルー ド 公 国 、 キ ュー バ 。 
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ラパス (ボリ ビア ) 、1964 年 7 月 10 日 。 


「 生 食 」 に 関す る あな た の 書籍 を 無料 で ご 提供 いた だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ い 
ます 。 ま だ 最後 まで 読ん で お ら ず 、 い くつ か の 章 を 読ん だ だ け で す 。 あ な た が そこ で 
表現 する アイ デア は 、 物 議 を 醸す も の で は あり ます が 刺激 的 で す 。 私 は まだ 
コメ ント する 立場 に あり ませ ん が 、 あ な た の 本 が 受け 取ら れ た こと と 、 そ れ が 私 に 興 
味 を 引き 起こ し た こと を お 知ら せ し た いと 思い ます 。 


ギレ ル モ ・ ジ ャ ウレ ギ 博 士 公衆 衛生 大 臣 。 


大 大 大 


ベオグラード 、1964 年 4 月 20 日 。 


これ は 、「RAW-EATING」 と いう タイ トル の あな た の 本 の 無料 版 を 
私 に 送っ て いた だ いた こと に 感謝 する た めで す 。 こ の 本 は 、 適 切な 栄養 の 問 
題 に 関心 を 持つ 人 々 の 間 で 確か に 大 き な 関 心 を 呼び 起こ す で し ょ う 。 


モ マ ャ マル ョ コピ ヴィッチ 、 連邦 保健 社会 政策 長官 。 


激励 や 感謝 の 手紙 も 届い て いま す 
以下 の 人 物 か ら : 


オラ ンダ の 女王 。 デ ンマ ー ク 国王 。 の 王 
スウ ェ ー デ ン : ベ ルギー 国王 。 ア ント ニオ セー ニ 、 イ タリ ア 共 和 国 大 統領 。 
アド ルフ シャ ー フ 、 オ ー ス トリ ア 大 統領 。 フ ラン シコ オル ヒ 、 コ スタ リカ 大 統領 。 
S。 ラ ダク リ シ ュ ナ ン 、 イ ンド 大 統領 。 デ x ラ イル 、 オ ー ス トラ リア 総督 。 ウ ル ホ < ケッ コ 
ネン 、 フ ィ ン ラ ンド 大 統領 。 イ ー モ ン ・ デ ヴァ レラ 、 ア イル ラン ド 大 統領 。 P. ヴァ 
ン デ カル セイ ド 医 師 
デン マー ク 、 コ ペン ハー ゲン の 世界 保健 機関 局長 。 ミ スッ < ラ <・ マ ーシュ 、 カ ナ 
ダ 国 民 保健 福祉 大 臣 。 CH. 
シャ ピラ 、 イ スラ エル 内 務 大 臣 。 ア ルフ ォ ン ソ : ポ ン セ <・ ア ルキ ラ 、 グ アテ マ 
ラ 保健 大 臣 。 ア ッ ベ ベ ・ レ ッ タ 、 エ チオ ピア 公衆 衛生 大 臣 。 齋 藤 雄 
ー 保健 省 首 席 連絡 官 
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福祉 東京: シュ リ ・ モ ハン ラー ル ・ ヴ ィ ア ス 、 イ ンド < グジャラート 州 厚生 労働 大 臣 。 マ 
ッ ケ ンティー、 ア イル ラン ド 保 健 大 臣 。 マ ル ガ AM 

クロ ン ペ 、 オ ラン ダ 保 健 大 臣 。 ジ ョ ル ジ オ : ボ ル グ ・ オ リヴ ィ エ 、 マ ル タ 首 相 。 Gudrun 
Sanz 氏 と Elsie Waerndt 氏 、 ノ ー ベ ル 財 団 、 ス ウェ ー デ ン 。 J. グ リモ ンド 、 ロ ンド 
ン 自 由 党 党首 。 ピ エー ル ・ ヴ ェ ル ナー、 ル クセ ンブルク 首相 。 シ ョ ー ン *F: ル マ 

ス 、 ア イル ラン ド 首 相 。 ロ バー ト *G・ メ ンジ ー ズ 、 オ ー ス トラ リア 首相 。 メ フ デ 
イナ ワズ < ユン グ 、 イ ンド ・ グ ジャ ラー ト 人 州 知 事 。 マ ハラ ジャ < シュ ジャ ヤ < チ ャ マ 
ラジ ャ ッ ワ ディ ヤル ・ バ ハー ドウ ゥ ウル 、 イ ンド ・ マ ドラ ス 州 知事 。 SK パテ ィ ル 、 イ ンド 
食糧 農業 大 臣 。 PC セン 、 イ ンド 西 ベ ン ガ ル 州 首相 。 ウ ィ リ アム ・ ゴ パラ ワ 、 セ イロ 
ン 総 督 。 レ スタ ー。 ピ アソ ン 、 カ ナダ 首相 。 サ ンプ ルナ ナン ド 、 イ ンド ・ ラ ジャ スタ ン 
州 知事 。 シ ュ リ パル タッ プ < シ ン : カ イロ ン 、 イ ンド :・ パ ンジ ャ ブ 州 首相 。 ロ バー ト ・ フ レ 
イザ ー 氏 、 ロ ンド ン 独 立 テ レビ 局 :Mr. 


サー ノ フ 、 ニ ュー ヨー ク 国 営 放送 社長 な ど 
の 上 … 


手紙 は 多く の 国 に 送ら れ て きま し た が 、 お 気づき の と お り 、 そ の 一 部 
は 、 誤 っ た 、 危 険 で 自由 を 阻害 する 政策 に より 、 さ ら な る 角 角 や 貧困 、 そ の 他 の 問題 を 
抱え る 弱い 国 の 政治 家 に 送ら れ た も の で し た 。 そ し て 国民 を 助け れ ば 、 豊 か で 
平和 な 先進 国 に な れる の で す 。 彼 ら が や り 方 を 変え る な ら 、 ロ ー・ ビ ー ガ ニズム が 
鍵 と な り ま す 。 


イギリス の ビー ガン 協会 の 機関 紙 に 次 の よう な 通知 が 掲載 され た (1964 
年 月) : 「 不 自然 な 栄養 取 に より 、10 歳 の 息子 と 14 歳 の 娘 が 悲劇 的 に 失わ れ 
た 。 ア ル シ ャ ヴィ ル ・ テ ル ・ ホ ヴァ ネシア ン は 食 生活 に つい て 深く 研究 させ た 。 そ の 結 
果 は 、 私 た ち が テ ヘラ ン か ら 受 け 取 っ て うれ し か っ た 小冊子 「RAW-EATING」 

(7/2 日 ) に 掲載 され て いる 。 


彼 は 説得 力 の ある 方 法 で 、 私 た ちの ほぼ すべ て の 先入観 を 破壊 し ます 。 
食事 に つい て 、 そ し て ビー ガン で さえ 、 調 理 済み の 食べ 物 に つい て は 少し 動揺 する か も し れ ま せん 。 
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合成 ビタ ミン に つい て は ナン セン ス で は な く 、 お そら く 生 の 食品 に 対す る 彼 の 率 
直 な こだわ り に よっ て 、 彼 は ビタ ミン B12 や 他 の 「 必 須 」 ビ タ ミ ン の ボギー を 回 避 す る 方 法 
を 示し た の か も し れ ま せん 。 


私 た ち は 彼 の 主張 を 説明 する こと は で きま せん が 、 彼 の 6 歳 の 娘 は こう 考え て いま す 。 
アナ ヒト さん は 、 こ れ ま で の 人 生 で 調理 済み 食品 や 変性 食品 を 一 口 も 食べ た こ 
と は あり ませ ん が 、 彼 が 進化 させ た 食事 療法 の 有効 性 を 顕著 に 証明 し て お り 、 そ れ を ここ 
に 引用 し ます .…」 


次 に 、 本 書 の 最後 に ある 付録 を 完全 に 印刷 し ます 。 
本 と アナ ヒト の 写真 。 


ウィ ルム ズ ロ ー、1964 年 4 月 20 日 : 


『 生 食 』 を 送っ て いた だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 こ の 考え は 基本 的 に 正しい 
と 私 は 確信 し て お り 、 私 た ち は ロ ー フ ー ド ダイ エッ ト の 計り 知れ な い 治 癒 効果 を 知っ て い 
ます 。 


あな た の 可愛 い 娘 アナ ヒト の 写真 を 送っ て いた だ け ま し た ら 
(裏表 紙 に ある よう に ) 今 年 後半 に 、 あ な た の 本 の 付録 と 一 緒 に 、THE BRITISH 
VEGETARIAN に 喜ん で 掲載 させ て いた だ きま す 。 


ジェ フリ ーL・ ラ ッ ド 、 ベ ジ タ リ アン 協会 事務 局長 兼 編集 者 


ジェ フリ ー*L・ ラ ッ ド 、 イ ング ラン ド 、 チ ェ シ ャ ー 州 ウィ ルム ズ ロ ー、 バ ンク スク エア 。 


マラ ガ 、1965 年 5 月 28 日 。 
親愛 な る 友人 、 
「 生 食 」 に 関す る あな た の 素晴らし い 本 を 一 度 に 十 数 部 送っ て くだ さい 。 請 求 後 、 
再販 売 レ ー ト で 速やか に 送金 いた し ます 。 私 た ち は こ の 秋 に イン グラ ンド と ウェ ー ル ズ ヘ へ 


の 講演 旅行 を 予定 し て いる の で 、 そ こ で この 本 を 有効 に 活用 し た いと 考え て いま 
す 。 
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H. ジ ェ イ ・ デ ィ ン シ ャ ー、 ア メリ カビ ー ガ ン 協 会 会 長 H. ジ ェ イ ディン シ ャ ー、 プ レジ 
デン ト 米 国 ニ ュー ジャ ー ジ ー 州 マラ ガ 


天 大 大 


故 バ ー チ ャ ー・ ベ ナー 博士 の 息子 、 ラ ルフ : バ ー チ ャ ー 博 士 は 、 
機関 紙 DER WENDEPUNKT の 6 ペー ジ の トッ プ 記 事 
チュ ー リ ッ ヒ の ビル ヒ ャ ー・ ベ ナー クリ ニッ ク (1964 年 5 月 ) 、 題 名 は 「Alles-oder- 
nichts-Lehren Fiber Ernahrung」(All orNothing-Doctrine of 
栄養 ) 、 大 ま か に 次 の よう に 要約 で きま す 。 


「 世 界 の 二 つ の 異な る 片隅 で 、 二 つ は 完全 に 対立 する 
栄養 学 の 教義 が 提唱 され て いま す 。 カ リフ ォ ル ニア で は 、 ウ ィ ル ニッ ツ と いう 
名 前 の 実験 者 が 、48 種 類 の 化学 物質 の 混合 物 か ら ほ ほぼ 無味 の 栄養 粉末 を 調 
製 し た 。 こ の 人 工 の 「 食 物 」 を 使っ て 、 彼 は 18 人 の 囚人 に 実験 を 行い 、 そ の 結果 を 待た 
ず に 、 あ まり に も 時 期 尚早 に ジャ ー ナ リス ト た ち に その 見 通し を すぐ に 明らか に し た 。」 
その いわ ゆる 科学 者 の 不条理 に つい て も う 少 し 話し た 後 、 評 者 は 続け た : 一 方 、 
私 た ちの 書評 テー ブル に は 、「 全 か 無 か 」 の 立場 を 代表 する 、 栄 養 学 に つい て まっ た く 
逆 の 教え を 記載 し た 小さ な 本 が あり ます : アテ ル ホ フ / 生 食 . この 出版 物 は し っ か り し 
た 推論 に 恵まれ て いま す , で 書か れ て いま す 優 れ た 英語 で 、 ア ル メ ニア 語 の 分 厚 
い 2 冊 の 本 を 要約 し た も の で す 。 


人 は その 中 に 、 ア ー リ ヤナ の 古い 高度 な 文化 の 息子 の 存在 を 知覚 し ます 。 少 な か ら 
ず 自 信 を 持っ て .… 彼 は 純粋 な 野菜 栄養 を 人 間 に と っ て 最も 自然 で 唯一 の 正しい 食べ 
物 と し て 表現 し て お り 、 妥 協 を 求め る 現代 に お いて 、 彼 は これ を 非常 に 新鮮 で 、 

まさ に 超人 的 な 絶対 性 を も っ て 実行 し て いま す 。 そ の 小さ な 本 を ドイ ツ 語 に 翻訳 す 
る に は お 金 を 払う で し ょ う 。」 


私 の 概念 の 重要 な 点 を 1 つ ず つ 要 約 し た 後 、 著 者 は 私 に 有利 な 特定 の 科学 的 事 
実に つい て 言及 し ます 。 


「 す で に 40 年 前 、 ウ ォ ル ター ゾン マー は 、 な ぜ ビ ル ヒ ャ ー テ ベ ナ ー が 人 間 に と 
っ て 生 の 食物 が 唯一 の 栄養 で ある と まで 主張 し な か っ た の か 疑問 に 思っ た 。 最 新 の 調 
査 に よる と 、 ア テル ホフ を 支持 し て いる と いう 事実 が ある (リー ダー ズ < ダ イジ 
ェ エスト 1 月 号 、 1964) 
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人 間 は 実際 に 150 万 年 も の 間 、( ほ ぼ 純 粋 な ) 生 の 野菜 の 栄養 だ け で 生き て きた の 
で 、 そ れ に よっ て 自然 の 最高 の 発達 に 達し た と 考え る 人 も いる か も し れ な い 。 ア テル 
ホフ を 支持 する の は 、 現 代 の 栄養 素 と ビタ ミン の バラ ンス の 欠如 、「 刺 激 さ れ た 
錠 僚 」、「 不 健康 な 潜伏 期間 (ダム ルン グ ゾ ー ン ) 」、 感 染 症 に お ける 「 地 

形 」 の 役割 新鮮 な 野菜 の 栄養 補給 に お ける 代謝 の 優れ た 経済 

性 、 特 に 生 の 食品 に お ける 植物 性 タン パク 質 の 生物 学 的 優位 性 、 決 し て 混乱 

させ て は いけ な い 栄 養 素 の 完全 性 、 そ し て 世界 的 な 食料 不足 に 直面 し た 場 

合 の その よう な 栄養 の 見 通し 。 」 


評者 に よれ ば 、 男 性 は その 両極 の 間 で 揺れ 動く と いう 。 彼 の 意見 で は 、 お そら 
く 「 決 し て 真ん中 で 休ま な い 」 の が 正しい だ ろう 。 そ し て 彼 は 読者 に 、 ヴ ィ イル ニッ ツ 
より も アテ ル ホ フ の 近く に 立つ よう に アド バイ ス し て いる 。 


1964 年 2 月 28 日 ロッチ フォ ー ド 、 ア シン ドン 。 
拝啓 、 


あな た の 本 「 生 食 」 を ご 覧 いた だ き あ り が と う ご ざ いま す 。 私 た ちの リス ト を ご 存 知 の 方 は 
私 た ち が あ な た の 基本 的 な 前 提 に 心から 同意 し て いる こと が お わか り い 
た だ ける で し ょ う 。 私 た ち は あ な た の 見 解 に 完全 に 共感 し て お り 、 当 社 の 活動 を 考 
慮 する と 必然 的 に あな た の 調査 結果 に 同意 し ます 。 


子ども の 食事 と いう テー マ に 対す る あな た の アプ ロー チ が 気に入っ て いま す 。 と て も 
確か に 良い で すね 。 幼 い 子ども が 、 生 の 果物 に 対す る 本 来 の 味覚 を 、 調 理 済み 
の 食べ 物 を 優先 し て 意図 的 に そら さ な け れ ば な ら な いと いう の は 、 ま さ に その 通り 
で す 。 そ し て 、 私 た ち は あ な た の 主題 に 対す る あな た の 包括 的 な 扱い に 敬意 を 表し ま 
す 。 な ぜ な ら 、 あ な た は 53 ペ ー ジ の スペ ー ス の 中 で 、 健 康 的 な 生活 の 観点 か ら で も 、 
病気 の 克服 や 予防 の 観点 か ら で も 、 賛 成す る すべ て の 議論 を 確実 に まとめ て 
いる か ら で す 。 を 考慮 し て 
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医学 的 、 経 済 的 影響 さら に は 世界 全体 の 倫理 的 結果 に も 触れ ます 。 


残念 な こと に 、 人 類 へ の 慈善 者 で あろ うと する 人 た ち は 、「 体 制 」 を 通じ て 働か な い 
限り 、 賞 賛 や その 他 の (物質 的 な ) 報 酬 を 受け 取る こと は で きま せん 。 そ う で な けれ ば 、 科 学者 
に よる 「 研 究 」 の た め に 寄付 され た 数 十 万 ポン ド の 10 分 の 1 で も 、 結 果 が 実際 に 害 を 及ぼ さ 
な か っ た と し て も 、 時 間 が 経つ と 空白 を 描く だ け で ある こと が 非常 に 多い の で 、 何 が で き な い 
で し ょ うか 。 


THE CW DANIEL COMPANY LIMITED アシ ンド ン 、 ロ ッ チ フォ ー ド 、 エ セッ クス 、 イ ン 
グラ ンド 。 


メキ シコ 、DF、1964 年 4 月 23 日 。 
親愛 な る ホ ヴ ァ ネ シア ン 様 : 


あな た の 本 「RAW-EATING」 を た っ た 今 受け 取り まし た 。 
ちら っ と 見 て 、 こ れ は 非常 に 興味 深い も の で あり 、 人 類 が 自然 に 対し て 不 合理 な 修正 を 
加え ず に 自然 に 従う こと が 何より も 良い こと で ある と 人 々 に 説得 し よう と し て 、 あ な た 
が 本 当 に 素晴らし い 仕 事 を し て いる こと が わか り ま し た 。 


イン グ 。 カ ー ル クス ・ プ リエ ト : ロ ザー ノ 。 ゼ ネ ラ ル マ ネ ー ジ ャ ー。 イ ン テ ル - アメ リ 
議会 衛生 工学 科 、 ア ルフ ォ ン ソ エレ ー ラ 、11-103、 メ キシ コ 4、DF 


フレ ンズ ハウ ス 、1964 年 4 月 13 日 。 


「 生 食 」 に 関す る あな た の 本 が フレ ンズ ・ サ ービス ・ カ ウン シル に 届き 、 興 味 を 持っ て 読 
み ま し た 。 私 は この 本 を ベジ タリ アン 協会 フレ ンズ 協会 に 送る 予定 で す 。 他 の 人 に と っ て 役 立 
つこ と を 願っ て いま す 。 
執筆 活動 と 、 生 の 自然 食品 を 使っ た シン プル な 生活 の 中 で 、 素 晴らし い 仕 事 を し て いた だ き 
あり が と う ご ざ いま す 。 そ れ は 世界 の 食糧 と 地球 上 の 平和 へ の 希望 の し る し で ある よう に 私 
に は 思え ます 。 信 じ ま す 
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私 た ち が 霊 的 な 光 に 対し て も っ と 敏感 に な る は ず で す 。 現 在 、 私 は 「 ビ ー ガ ン 」( 卵 牛乳 、 ハ 
チミ ツ な ど を と ら な い ベ ジ タ リ アン ) な の で 、 あ な た の 提案 を 尊重 し ます し 、 こ れ 

を 正しい 生き 方 だ と 考え る 人 が 増え て いる こと に 感謝 し て いま す 。 現 在 、 ベ ジ タ リ アン で 平 
和 を 愛す る さま ざま な 社会 、 人 道 主義 者 が 存在 し て お り 、 こ れ ら は 世界 統一 に 向け て 役立つ 
は ず で す 。 


QUEENIE DAWE、 フ レン ズ ハ ウス 、 ユ ー ス トン ロー ド 北 ウィ スコ ン シ ン 州 ロ ンド ン 


大 


イス ラ エ ル 、1965 年 1 月 22 日 。 
拝啓 


あな た の 著書 「Raw-Eating」 を 読ん だ 後 、 私 た ち は あ な た の 他 の 本 を 英語 で 読み た 
いと 思っ て いま す .… 人 々 が 、 体 内 に 取り 込む ゴミ を 一 切 排 除 し な く て も 、 よ り 健康 で 幸せ に な れ 
る と 考え 、 理 解す る こと が で きれ ば いい の で す が ! あ な た は 私 た ちの 時 代 の 預言 者 で す 。 


M. NEZAH、 自 然 療法 博士 Dres. イ スラ エル 自然 療法 学会 
ネ ザ < エ エス テー ト 、 ミ シュ マー ル ・ ハ シヴァ 、 イ スラ エル 。 


拝啓 


私 は あな た の 本 「Raw-Eating」 を 読み まし た 、 そ し て 私 は それ が と て も 好き で す 。 食 べ 
物 は 自然 が 作り 出し た まま 食べ る 必要 が ある た め 、 あ ら ゆ る 面 で 非常 に 興味 深い で す 。 


あな た の 基本 的 な 点 は 、 私 が ずっ と 昔 に 本 や 著作 で 主張 し て きた 点 と 同じ 
で す .… も し ご 理解 いた だ ける の で あれ ば 、 そ れ を スペ イン 語 に 翻訳 し た いと 思い ます 。 差 し 支 
えな けれ ば 、 私 宛 に コピ ー を 送っ て くだ さい 。 私 は スペ イン の 雑誌 「 ビ オノ ミア 」( ス ペイ 
ン 、 マ ドリ ッ ド で 発行 ) で この 本 の 書評 を 行っ て いま す .… 


A. セ ベ ロン 、 自 然 療法 博士 、 コ ルン ガ 、 ラ ・ リ エラ 、 ス ペイ ン 。 
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1966 年 7 月 5 日 ボス トン 。 
アテ ル ホ フ さ ん 、 こ ん に ち は 。 


「Raw-Eating」 と いう タイ トル の 小冊子 7 冊 で 10 ドル が 同封 され て い 
ます 。 こ れ に より 、 で きる 限り 多く の 会 報 第 1 号 を 郵送 する 費用 と し て 3 ドル の 残高 が 
残り ます 。 


私 た ち は 、 健 康 上 の 間 題 に 関し て 私 た ち に 手紙 を 書い て くれ る 多く の 人 々 に そ 
の コピ ー を 郵送 する つも りな の で 、 あ な た の 会 報 第 1 号 に 非常 に 興味 を 持っ て いま す 。 
それ が 多く の 人 々 に と っ て 祝福 と な る こと を 確信 し て いま す 。 


貴 機関 の 紀要 第 1 号 を 膳 写 版 で コピ ー す る こと を 許可 し て いた だ けれ 
ば 幸い で す 。 も ちろ ん 、 あ な た の 許可 な し に これ を 行う こと は 考え て いま せん 。 許 可 が 
あれ ば 、 一 言 も 足し た り 引 いた りす る こと は あり ませ ん 。 私 た ち は 非 営利 団体 で あり 、 苦 
し む 人 類 が 自然 が 本 来 持つ べき 健康 を 取り 戻す 手助け を し た いと 心から 願 
つて いま す 。 私 た ち は 、 あ な た も 同じ 願望 に 駆 られ て いる と 確信 し て いま す 。 


親愛 な る アテ ル ホ フ さ ん 、 こ の 件 に つい て は 個人 的 に 関心 を 持っ て いた だ さき 、 ご 都 
合 が つき 次 第 航空 便 で ご 連絡 いた だ けれ ば 幸い で す 。 ま た 、 貴 社 の 会 報 第 1 号 を 数 
枚 、 エ アメ ー ル レタ ー に 同封 し て いた だ け ま す と 大 変 助かり ます 。」 


NATIONAL MEDICAL-PHYSICAL RESEARCH FOUNDATION, INC. ライ ジン グ サ ン 創 設 


1908 年 に ニコ ラ テス ラ 、 ト ー マ ス エジソン 、 フ ラン シス リチャーズ に よっ て 「 基 礎 研 究 協会 」 
と し て 組織 され まし た 。 ア ン : ウ ィ グ モア 、DD 
エグ ゼクティ ブ プレ ジ デ ント 、25 エク セタ ー セン ト ボス トン 


天天 大 


1966 年 6 月 23 日 、 ロ サン ゼル ス 。 
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親愛 な る フラ ー タ ー へ : 


筆者 は 最近 、 あ な た の 巧み に 書か れ た 啓蒙 的 な 本 『Raw-Eating』 を 入手 し 、 非 
常に 楽し く 読 ませ て いた だ きま し た 。 彼 は 、 こ の 学び に 満ち た プレ ゼン テー ショ ン 、 
特に 未 調理 の 自然 食品 を 食べ る こと に 対す る 皆さん の 勇気 ある 支援 と 支持 に 、 心 か 
ら の お 祝い を 申し 上 げた いと 考え て いま す 。 


この 食事 手順 は 長い 間 熟 心 に 支持 され て お り 実際 、 電 磁 治 療 器具 の 製造 に 従事 
し て いた と き 、 彼 は 約 40 年 前 また は 1926 年 中 に 医師 と 看護 師 向 け に 「 生 」 を 優先 
する こと を 推奨 する いく つか の 食事 療法 を 書き まし た 。 毎 日 の 食事 の 中 で の 食べ 物 … 


著者 は また 、 電 磁 放 射 と 放射 線 の 分 野 で 、 そ し て その 後 、 今 日 の 人 類 の 
憂慮 すべ き ニ ー ズ を 満た す た め の 定量 的 要件 だ け で な く 、 定 性 的 要件 を 伴う 
農芸 化学 の 重要 な 主題 で も 、 長 期 に わた る 研究 を 実施 し まし た .… 


次 に 進む 前 に 、 以 前 の 質問 に つい て お 伺い し て も よろ し いで し ょ うか 
巻 は 英語 で 書か れ て いま し た か ? そ の うち の 1 つ は アル メニ ア 語 で 出版 され た こと 
が 観察 され て いま す 。 も し そう な ら 、 私 は あな た の 尊敬 すべ き 人 道 的 活動 を より 完全 
に 理解 する た め に 同じ よう に 勉強 し た いと 思っ て いま す 。 


説明 の た め に 、 作 家 は 献身 的 に 努力 し た と 言え る か も し れ ま せん 。 
「 人 間 の 超 感覚 的 救出 」 と いう タイ トル の 包括 的 な 論文 の 完成 まで に か な り の 
時 間 と 労力 を 費やし 、 ま さ に 深遠 な ケー マ を 扱っ てい る.… 


この 手紙 を や め る 前 に 、 あ な た の 本 は 人 類 へ の 貴重 な 貢献 で あり 、 広 く 読ま れ 、 
研究 され る 価値 が ある と 筆者 は 述べ て も よい で し ょ うか ? 人 間 は 、 植 物 が 満足 の いく < 唯 
ー の 食品 工場 で あり 動物 も 人 間 も 植 物 な し で は 存在 で きず 、 生 命 の 維持 に 不可 欠 
な ミネ ラル と エッ セン ス を 有機 的 な 状態 で 生成 し 、 同 化 可能 な 形 で 提供 で きる と い 
うこ と を 認識 し て いま せん 。 彼 は まだ 考え て いる よう だ 
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「 生 」 と は 、 洗 練 さ れ て お ら ず 、 粗 雑 で 、 使 用 や 楽し み に 適 し て いな い 、 準 備 が で き て いな いも の と 
で に 。 


偉大 な アレ クシ ス ・ カ レル 博士 が 数 十 年 前 に 書い た よう に 、「 人 間 は 退化 し て いる の で 、 
現代 文明 の 現在 の 方 向 に 従う こと は で き な い 。」 彼 ら は 不 活性 物質 の 科学 の 美 し さ に 魅了 さ 
れ て きま し た 。 彼 ら は 、 自 分 た ちの 身体 と 意識 が 、 恒 星 (アス トラ ル ) 世 界 の 法則 より も 暖 昧 で は あ 
る が 、 同 様 に 容赦 の な い 自然 法則 に 支配 され て いる と いう こと を 理解 し て いま せん 。 彼 ら は 、 処 罰 さ 
れず に これ ら の 法律 に 違反 する こと は で き な い と いう こと も 理解 し て いま せん 。 し た が っ て 、 彼 ら 
は 宇宙 、 仲 間 、 そ し て 自分 の 内 面 、 さ ら に は 自分 の 組織 と 精神 の 必要 な 関係 を 学ば な けれ ば な り ま 
せん 。 も し 彼 が 退化 すれ ば 、 文 明 の 美 し さ 、 さ ら に は 物理 的 宇宙 の 壮大 ささ えも 消滅 し て 
し まう だ ろう 。」 カ レル 博士 は 、 偉 大 な 病院 を どん どん 建設 し て も 、 結 果 だ け に 対処 し 続け る 
の で は な く 、 原 因 に 対処 する 必要 性 を 克服 で き な い と いう 事実 を よく ほのめかし ます 。 


し た が っ て 、 人 類 を 教育 し 、 自 然 の 基本 、 常 識 に 立ち 返り 、 義 務 と 責任 を 履行 する た 
め に 、 私 た ちはや る べき こと が た くさ ん あり ます 。 


アリ ハー*B。 ウ ォ ー カ ー 博 士 、439 S. Sherbourne Drive、 ロ サン ゼル ス 、 カ リフ ォ ル ニア 州 、 
米国 


1966 年 10 月 28 日 、 ニ ュー ヨー ク 州 アレ ガニ ー。 
親愛 な る アテ ル ホ フ 様 、 


あな た の 著書 『Raw-Eating』 が 私 の 手 に 届き まし た 。 
その 内 容 に 非常 に 感銘 を 受け まし た 。 と て も 気 に 入 っ た の で 、 私 は 生食 体制 を 採用 し まし た 。 私 は 
ここ に 農場 を 持っ て いて 、 自 分 で 果物 、 ナ ッ ツ 、 野 菜 を 有機 栽培 し て いま す 。 そ し て 、 生 食 を 通じ 
て 他 の 人 が 完璧 な 健康 を 達成 で きる よう に 支援 する こと に 興味 が あり ます 。 こ の こと を 念頭 に 
置き 、30 部 分 の 支払 い に 充て る た め 、20 ドル の 銀行 為替 手形 を お 送り し ます 。 
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あな た の 本 。 ま た 、 友 人 た ち に 配る た め に 、 あ な た の 会 報 第 1 号 を 数 部 いた だ けれ ば 幸い で す .… 


本 当 の 健康 へ の 良い 方 法 を 見 つけ る の に 役立っ て くれ た の で 、 こ の 国 で あな た の 本 の 宣伝 に 全 
力 を 尽く し ます 。 私 に は ここ 米国 で 大 き な 支 持 者 が お り 、 正 し い 食 事 と 生活 を 通じ て 健康 を 促進 する こと に 
念 し て いま す 。 私 は アメ リカ 自然 衛生 協会 の 会 員 で す 。 私 は あな た の 本 を 通じ て 「 生 食 」 の 福音 を 広め 
続け る つも り で あり 、 そ れ に よっ て あな た の 本 の より 多く の より 多く の 注文 が も た ら さ れる と 信じ て いま す . 私 
は ここ に 美しい 農場 を 持っ て いま す 。 も し あな た が この 国 に 来る こと が あれ ば 、 私 の ゲス ト と し て 来 
て 滞在 する こと を 歓迎 し ます 。 


Mr.AJRUGGIERI、W. 5 Mile Rd. ニ ュー ヨー ク 州 アレ ガニ ー。 社 長 
グッ ドガ イズ オブ: ザ : グ ロー ブ 「 ピ ー ス : 男 性 へ の 善意 」 


大 大 大 


ダン の メド ウズ 、1966 年 9 月 1 日 : 


親愛 な る 友人 、 私 は ビー ガン で ロー フー ド 派 で あり 、 こ れ を 説教 し 教え て いま す 。 
私 は あな た の 会 報 第 1 号 を マウ ント ・ シ オン ・ レ ポー ター で 見 つけ た の で 、 そ れ を 切り 取っ て 再版 し 、 無 料 で 
配布 し まし た 。 私 は あな た に 断り も な く こ ん な こと を し て あな た の 足 を 踏み に じ っ た の で し ょ うか 、 そ 
し て あな た は 私 に 印刷 する 権利 を 与え ます か ? 病 気 の 友人 に 無料 で プレ ゼン ト す る た め に 、 も っ と こ 
れ ら を 贈っ て は いか が で し ょ うか .… 私 は ジョ ン *1T・ リ ヒ タ ー 著 『 ネ イチ ャ ー: ザ ・ ヒ ー ラ ー』 と いう 貴重 な 本 
を 持っ て いま す が 、 あ な た が 何と 言う か 聞い て みた いと 思い ます 。 ど うか 私 に 「 生 食 」 を 送っ て くだ さい 、 そ し 
て これ が ネイ チャ ー・ ザ ・ ヒ ー ラ ー と 同等 で ある な ら ば 、 私 は 仲間 に 与え る る た め に た くさ ん の それ ら を 必 
要 と する で し ょ う 。 私 も トラ クト ライ ター で す が 、 医 師 で は あり ませ ん .… 


1966 年 12 月 11 日 : 


あな た の 素敵 な 手紙 と 一 緒 に 本 を 受け 取る こと が で き て 、 と て も うれ し か っ た で す ..… 友人 、 あ な 
た の 本 は 最高 だ と 思い ます 。 Nature The Healer よ り 小さ いも の を 探し て いま し た 。 ロ ー フ ー ド の 価 
値 を 人 々 に 啓蒙 する こと ほど 素晴らし い 仕 事 は あり ませ ん 。 あ な た の 本 は 、 よ り 大 き な 本 と 同じ くら い 、 今 
私 の ニー ズ を 満た し て いる と 思い ます し 、 よ り 多 く の 良 い 点 も 引き 出し て くれ ます 。 は い 、 送 っ て いた だ 
いた 本 を 利用 させ て いた だ きま す .… も う 少 し あな た の 本 が 必要 で す 
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本 。 私 は フロ リ ダ へ の 宣教 旅行 に 行く の で す が 、 こ の 旅行 で あな た の 本 を た くさ ん 活 
用 する こと が で きま し た 。 私 は この よう な 形 で 生食 を 広め る た め に 活動 し て お り 、 特 
定 の ケー ス を 引き 継い で 生食 を させ る よう 求め られ て いま す 。 今 、 あ る 女性 が 瀬 死 の 
状態 で 医師 た ち に 死 を ほぼ 諦め られ て いま す 。 彼 女 は 私 に ダイ エッ ト を 手伝っ て ほし 
いと 懇願 し て いる の で 、 す ぐに で も や り た いと 思っ て いま す .… 


IW キャ ロ ル 夫 人 、 ボ ックス 240、 ダ ン 、 バ ー ジ ニア 州 メ ドウ ズ 


天天 大 


イス ラ エ ル 、1966 年 8 月 22 日 : 


親愛 な る アテ ル ホ フ さ ん 。 今 日 あな た の 素晴らし い 本 「RAW-EATING」 
を 読み 終え る こと が で き て 大 変 嬉し く 思 いま す 。 人 類 が いつ か 自然 食品 の 重要 性 を 理 
解す れ ば 、 人 類 の 歴史 に お ける 新た な 時 代 の 始ま り と な る で し ょ う 。 そ れ は まさ に パラ 
ダイ ス と な る で し ょ う 。 


許可 を いた だ きま し た の で 、 自 己 紹 介 を させ て いた だ きま す 。 私 の 名 前 は ジョ セ フ ・ 
ラ ゾ ン 、43 歳 3 年 前 に イス ラ エ ル に 来 て 、 ク パッ ト ・ ホ リム 医療 機関 で 医師 と し て 働い 
て いま す 。 薬 ( 毒 業 ) を 処方 する 義務 が ある の で 、 日 々 の 決ま りき っ た 仕事 が 楽 
し く あ り ま せん 。 私 は で きる 限り 最小 限 の 量 を 処方 する よう に 努め て いま す が ( プ 
リム ・ ノ ン ・ ノ セー ル ) 、 自 分 の 毒 を 押し 出す 行為 に 満足 し て いま せん 。 既 婚 者 だ か ら 
働か な いと いけ な い ! 私 の 妻 は テヘラン 出身 で す .… あ な た の 本 を 読ん だ の 
で 、 妻 の た め に ペル シア 語 の 文献 を 送っ て も ら え な いか と 手紙 を 書 こ うと 思い まし 
た 。 も し 彼女 が 自然 信 品 と それ が 人 体 に 及ぼ す 影 響 に つい て 読ん だ ら 、 私 た ちの 
子供 (私 た ち は 赤ちゃん を 期待 し て いま す ) に 死ん だ 要素 を あえ て 食べ させ る こと は 
な い だ ろ うと 私 は 確信 し て いま す 。 


数 年 前 の イス タン ブー ル で の 私 の 活動 に つい て 少し 詳し く 説明 し た いと 
思い ます 。 私 は 「 ト ルコ ベジ タリ アン 衛生 協会 」 の 事務 局長 で あり 、 こ の 運動 の 最も 
活発 な メン バー の 一 人 で し た 。 そ こ で は 、 医 療 機 関 と 化学 産業 が 私 た ちの ベジ タリ アン 
運動 の 毒物 に 危険 性 を 感じ て お り 、 ユ ダ ヤ 人 で ある 私 は 彼ら が 簡単 に 破壊 で きる 最 
も 弱い 立場 に あり まし た 。 彼 ら は 
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私 の 人 間 に か な り の 害 を 及ぼ し 、 私 は 生ま れ 、 学 び 、 愛 し た 人 々 の 国 を 永遠 に 離れ る こと を 余儀 な く 
され まし た 。 し か し 、 私 は イス ラ エ ル に 来 な けれ ば な り ま せん で し た 。 幸 いな こと に 、 こ こ で は 菜食 主 
義 と 自然 な 生活 に つい て 自由 に 話し た り 書い た りす る こと が で きま す 。 20 人 以上 の 自然 療法 医 が 
お り 、 ガ リル 山脈 の 都市 SATAD の 近く に ベジ タリ アン の 村 AMIRIM も あり ます 。 


1 週間 前 に 二 度 目 に この 場所 を 訪れ まし た が 、 と て も 幸せ な 気分 で 、 こ こ に 滞在 し て 暮らし 
て みた いと 思い まし た 。 し か し 、 ま ず は 妻 を 説得 し な けれ ば な り ま せん 。 ど うか 、 こ の 件 に 関す る ペル 
シア 語 の 文献 を 送っ て くだ さい 。 


ANAHIT さ ん の 写真 を 見 る こと が で き て と て も 嬉し か っ た で す 。 と て も 魅力 的 で 、 
健康 。 彼 女 の 写真 を 見 る だ け で も 彼女 の 健康 状態 が 伝わっ て きま す 。 


1966 年 11 月 12 日 : 


と て も 興味 深い 小冊子 を 受け 取っ て 本 当 に うれ し か っ た で す 。 
ペル シア 語 版 で は 「 食 べ る 」。 私 は あな た に 感謝 する と と も に 、 妻 が この 問題 を より よく 理解 
で きる こと を 願っ て いま す 。 ま た 、 私 の 子供 が 調理 され た 不 自然 な 食品 の 害 か ら 免 除 さ れる こと を 願 
つて いま す !… 医 療 機関 で の 仕事 に も か か わら ず 、 私 は 衛生 的 な 生活 様式 に 従い た い 人 々 の 世話 を 
し て いま す 。 ト ルコ に いた 頃 、 私 は 自然 衛生 士 と し て 患者 の 世話 を し て いま し た 。 今 イス ラ エ ル で 
は 、 ま ず 生 計 を 立て な けれ ば な ら な い の で 、 医 療 機関 働か な けれ ば な り ま せん 。 


遅かれ 早かれ .、 私 は 薬物 を 使わ な い 分 野 で の み 働く こと に な る だ ろう 。 し か し 
健康 リリ ー ト が な けれ ば 、 こ れ は 十分 に 満足 の いく も の で は な い の で 、 私 た ち は 自 然 療 法 医 と 
一 緒 に 、 喜 ん で 私 た ち を 助け て くれ る 人 を 探し て いま す 。 近 い 将 来 、 そ れ に つい て 詳し く お 話し で き 
れ ば と 思い ます 。 


ジョ セ フ ・ ラ ゾン 博士 、170/2 Arlozorov St. Kiryat-Malakhi、 イ スラ エル 


し る る 3 


1966 年 4 月 14 日 、 カ リフ ォ ル ニア 州 ボ ー ル ドウ ィ ン ・ パ ー ク 。 


親愛 な る 友人 : 
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イス ラ エ ル 、 エ ル サ レ ム の 「 シ オン 山 レ ポー ター」 で 生食 に 関す る あな た の 記事 
を 見 て うれ し く 思 いま し た .。 編 集 者 は 私 の 弟 で す 。 彼 の 論文 で あな た の 本 に つい て 話し て 
くれ た こと を うれ し く 思 いま す 。 私 は ロー フー ド に 関す る より 多く の 文献 に 非常 
に 興味 が ある の で 、 こ の 切望 され て いる 真実 を 広め る つも り で 、 最 初 の 注文 を 送り ます 。 


1966 年 6 月 20 日 。 


貴重 な 書籍 を 受け 取り まし た 。 そ れ ら は まさ に 私 が 必要 と する も の で す .… 私 は 大 切 に し て いま す 
この 本 を と て も 大 切 に 思っ て いま す 。 私 は 幸運 に も そう する こと が で きた の で 、 さ ま ざ ま な 国 の 多く の 人 
が この 本 を 見 つけ て くれ る こと を 願っ て いま す .… 


1966 年 11 月 13 日 。 あ な た の 著書 「Raw-Eating」 を さら に 注文 で きる こと を うれ 
し く 思 いま す 。 そ れ ら は 人 々 が 必要 と し て いる も の な の で す 。 こ の 注文 を も っ と 早く 送り た 
か っ た の で す が 、 お 金 に 余裕 が で きる まで 待ち まし た 。 用 事 が いく つか ある の で 、 次 回 は も 
っ と 早く 注文 で きる と 思い ます ..… 私 は 一 人 暮らし で 、1967 年 2 月 5 日 に 89 歳 に な 
る の で 、 本 を 持っ て 出 て その まま 売る こと は で きま せん 。 若 い 人 な ら で き る だ ろう 。 本 に 
名 前 と 住所 を 書い て 読ん で くれ る 人 に 貸し て いま す 。 本 を 移動 させ た い の で 、 誰 か の 
家 に 転がす た め に 本 を 渡す こと は で きま せん ..… 私 は 、 ほ ぼ す べ て の 期間 、 自 分 が 知っ て 
いる 限り の 自然 食品 の 方 法 に 従う よう に 努め て きま し た 。 


ここ 2 年 。 午 前 中 ずっ と 庭 仕事 を し て いま し た が 、 疲 れ て いま せん .… 


オラ フ 。 米 国 カ リフ ォ ル ニア 州 カ ー ペ ンタ ー 


大 大 大 


1966 年 4 月 9 日 、 ア ル バ ー タ 州 。 

拝啓 、 

私 は 「Mount Zion Reporter」 の 読者 で 、「 ロ ー フ ー ド の 価値 」 と いう 記事 に 
興味 が あり ます 。 私 は 75 歳 で 若い の で 、 ロ ー フ ー ド の 食事 の 特質 か ら 恩恵 を 受け た 
いと 当然 思っ て いま す 。 私 は 以前 は アス リー ト と し て 活動 し て いま し た が 、 調 理 済み 
食品 の ダイ エッ ト に 専念 し て いま し た 。 
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問題 は 、 こ こ カ ナダ で ミネ ラル 注射 を せ ず に 、 適 切な 種類 の 野菜 や 果物 を 入手 
する こと で す 。 


ジョ ー ジ ・ ベ イン : サ ザー ラン ド 、 カ ナダ 。 


大 大 大 


1964 年 3 月 1 日 、 ス ウォ ンジ ー。 
親愛 な る アテ ル ホ ブフ 様 、 


1 月 初旬 、 テ レビ 番組 「TONIGHT」 を 観 て いた と き 、 
テレ ビ で あな た の 本 を 見 て 、 そ し て そこ か らい くつ か の 抜粋 を 読ん だ の を 聞い 
て 、 私 は 感動 し まし た 。 私 は あな た の 本 を ぜひ 手 に 入れ た いと 思っ て いま し た 。 そ こ 
で 私 は BBC に 出版 社 な どの 必要 な 詳細 情報 を 求め て 手紙 を 書き まし た が 、 残 
念 な こと に 、 最 終 的 に は この 国 で は 入手 で き な い と 知ら され まし た 。 し か し 、 彼 ら は 
私 に 唯一 の 住所 を 送っ て くれ た の で 、 感 謝 の 意 を 表し 、 メ ッ セ ー ジ を 広め る こと が 
成功 する こと を 祈り た いと 思い 、 手 紙 を 書く こと に し まし た 。 食 中 毒 は あら ゆる 悪徳 の 
中 で 最も 有害 だ と いう こと に は 、 私 も 熱烈 に 同意 し ます 。 あ な た の 本 の 中 で 主張 され 
て いる よう に 人 類 が 食 習 慣 を 変え た ら 、 こ れ は な ん と 違う 世界 に な る で し ょ う 。 あ 
な た の 例 は 、 今 日 の 世界 で 人 類 の 利益 の た め の 最 高 の 努 力 で す 。 万 歳 、 こ の 時 
代 の 最高 の 預言 者 よ .… 


1964 年 4 月 29 日 。 先 週 の 水曜 日 に あな た の 本 と 手紙 が 届い た と き は 、 な ん と 
幸せ な 日 だ っ た で し ょ う 。 そ れ は 私 を 吸収 し 、 時 に は 驚か せま し た 。 何 より も 、 そ れ 
は 私 に 新た な 啓発 と イン スピ レー ショ ン を 与え て くれ まし た 。 私 は 子供 の 頃 、 日 曜 
学校 で いく つか の 引用 を 暗記 し て 以来 、 真 実 を 求め て きま し た 。 (「 そ し て あな 
た は 真実 を 知り 、 真 実は あな た を 自由 に する だ ろう 」 ) 。 こ の 探求 は 私 を さま ざま 
な 教会 を 経て 、 合 理 主義 に 導き 、 次 に 食品 改革 と 自然 治癒 を 伴う 菜食 主義 に 
導き 、 最 終 的 に は 人 生 の 問題 に つい て (私 に と っ て 唯一 受け 入れ られ る 説明 で ある 
カル マ と 輪廻 転生 を 備え た 神智 学 に 導き まし た 。 な ん と 長い 旅だっ た ろ 
う 。 そ し て ここ で 、 つ い に あ な た の 本 を 見 て 、「 こ れ だ 」 と 感じ まし た 。 こ の よう な 素 晴 
らし い 贈 り 物 を あり が と う 、 そ し て あな た の 手紙 も 大 切 に し て くだ さい .… 
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1966 年 2 月 3 日 。 ま た あな た か ら 連 絡 を も ら え て と て も うれ し か っ た で す 。 
あな た の リー フレ ッ ト か ら 、 あ な た の 例 に 條 う 人 々 が 達成 し た 多く の 成功 に つい 
て 学ん で くだ さい .… あ な た は 私 自身 の 孫 に つい て 知り た いと 思う で し ょ う 。 彼 は 1964 
年 に 神経 衰弱 を 患い 、 短 期間 精神 病院 に 入院 し た 。 彼 が 出 て き て すぐ に 、 あ な 
た の 本 の コピ ー を 彼 に 送る こと が で きま し た .… 彼 は 水 に 入る アヒル の よう に 生食 
を 始め 、 素 晴らし い 回 復 を 遂げ まし た 。 そ れ は 彼 の 見 方 と 件 格 全体 を 変え 、 彼 は 今 
で は 勉強 を 順調 に 進め て いま す 。 彼 は マン チェ スタ ー 大 学 の 美術 学生 で す 。 


ジー ナ ・ ハ リー ズ 夫 人 、 英 国 グ ラモー ガン 、 ス ウォ ンジ ー、 ウ エス トク ロス 、11Hston Place。 


サウ スン シー、1964 年 2 月 20 日 。 
拝啓 、 


入手 方 法 な ど 詳し < 教え て いた だ ける と 助かり ます 
アテ ル ホ フ 著 「RAW-EATING」 と いう 本 。 ロ ンド ン の 英国 放送 協会 か ら 、 
この 本 は 英国 語 で は 入手 で き な い と の こと で 、 あ な た の 住所 を 教え て いた だ き 
まし た 。 ぜ ひ コ ピー を いた だ きた いと 思い ます 。 


1964 年 3 月 19 日 。 先 週 の 木曜 日 、3 月 12 日 に 受け 取り まし た 、 「 生 
食 」 に 関す る あな た の 本 を あり が と う ご ざ いま し た 。 あ な た の 本 の 内 容 は 私 に と っ て ま 
さ に 啓示 で あり 、 人 間 の ニー ズ と 要件 に つい て 私 が これ まで 読ん だ 中 で 最も 素 晴 
らし い 本 で し た 。 ま た 、 こ の 本 の テー マ は と て も 誠実 で 心温まる も の だ と 思い ま 
し た 。 こ の 本 の 考案 と 準備 に 費やし た で あろ う 長 い 研 究 と 時 間 に 感 謝 し ます 。 こ れ は 
私 の 本 当 の 気持 ち を うま く 表現 で き て いな い の で 、 他 の 人 た ち に 興味 を 持っ て も ら え 
る よう 最善 を 応 く し ます が 、 人 々 が どの よう な 人 間 な の か 、 習 慣 、 特 に 食事 の 習慣 を 
変え る こと に どれ だ け 抵 抗 が ある の か を 知る の は 簡単 な こと で は あり ませ ん 。 も 
の 。 そ れ で も 、 私 は 彼ら を 説得 し て 、 あ な た の 本 を 送っ て も ら え る よう に 全力 を 尽く 
し ます .… も し 興味 が あれ ば . 状 況 を 随時 お 知ら せ し ま す .… 
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Mrs. VM Snelling、26 Victoria Rd. イ ング ラン ド 、 ハ ン ツ 、 サ ウス シー。 


天 大 大 


1964 年 11 月 27 日 、 サ ンタ ロー ザ 。 
拝啓 、 


あな た の 本 「Raw-Eating」 を 楽し く 読ま せ て いた だ きま し た 。 ぜ ひ 自 分 用 に 一 冊 欲し 
いと 思っ て いま す 。 友 人 2 人 と 話し 合っ た と ころ 、 彼 ら も 一 國 手 に 入れ る こと に 興味 を 示し た の 
で 、 本 3 冊 で 4.5 ド ル の 郵便 小 為 替 を 同封 し ます .… 私 は これ ら の 本 を 受け 取る こと を 最も 待 
ち 望 ん で いま す .… 私 は 100 パ ー セ ント で す 。 「 ロ ー フ ー ド 」 に 興味 の ある 人 た ち に 良い 情 
報 を 広め て いま す 。 ロ ー フ ー ド は 私 の 命 を 救っ て くれ まし た 。 


1965 年 1 月 21 日 : 


総額 10.00 ドル を 要求 する 請求 書 が 添付 され た 『Raw-Eating』 を 15 部 受け 取り 
まし た の で 、 銀 行為 替 手形 を 同封 し ます .… さ ら に Raw-Eating を 15 部 購入 する た め の 
追加 の 10.00 ドル を 同封 し ます 。 「 あ な た の この 素晴らし い 活動 を 通じ て 、 
人 々 に ロー フー ド を 食べ る こと の 必要 性 を 理解 し て も ら う 機会 与え て いた だ き 、 本 当 に 
感謝 し て いま す 。 あ り が と う ご ざ いま す 。」 


1965 年 2 月 2 日: 


Martin Reinecke の 『Let's Live』 マ ガ ジ ン を ぜひ お 読み くだ さい 。 
記事 「 ロ ー フ ー ド の 冒険 」。 


今月 号 に は 、 私 と 夫 が どの よう に し て 1009%% ロー フー ド を 食べ る よう に な っ た の か を 
伝え る 私 の 手紙 が 掲載 され て いま す 。 私 た ち は こ れ に 非常 に 熱心 で あり 、 今 後 も マー ティ 
ン が この 食事 方 法 を 推進 で きる よう で きる 限り 支援 し て いき ます 。 


あな た 自身 の 著書 「Raw-Eating」 は 本 当 に 素晴らし いで す 。 と て も 嬉し いで す 
この 知識 を 求め て いる 人 々 に 配布 し て くだ さい 。 確 か に 現時 点 で は その よう な 人 は 非常 に 
少な いで す が 、 や が て 多く の 人 に 理解 され る よう に な る だ ろう と 私 は 信じ て いま す 。 話 
を 聞い て くれ る 人 た ちと 静か に 仕事 を する の は 、 と て も や り が い の あ る こと で す 。 


182 


Machine Translated by Google 


1965 年 5 月 6 日 : 


「 生 きよ う 」 の バッ ク ナ ン バー を リク エス ト す る お 手紙 を 受け 取り まし た が 、 
申し 訳 あ り ま せん が 健康 食 品 店 で は すべ て 売れ て し まい まし た 。 5 月 号 を お 送り し ます 。 購 読 
を 希望 され な い 限 り 、 次 の 号 も 引き 続き お 送り し ます 。 


提案 どおり 2 月 の 記事 の 修正 の た め に 、 あ な た の 手紙 の コピ ー を Martin Reinecke に 送り ま 
じ た 。 


あな た の 第 2 巻 が 完成 し た ら 、 ぜ ひ コ ピー し て いた だ きた いと 思っ て いま す 。 最 初 の 巻 の 販 
売 に 成功 し た の で 、 い くつ か を 手元 に 置い てこ お きた いと 思っ て いま す 。 


Mrs. Helen M.Bulbeck、818 Cherry St. Santa Rosa、 米 国 
1964 年 9 月 29 日 、 カ リフ ォ ル ニア 州 ベ ニス 。 
親愛 な る アテ ル ホ フ 様 、 


あな た の 本 「 生 食 」 を 2 國 い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 と て も 楽し く 読ま せ て いた だ 
きま し た 。 


私 は 5 か 月 前 に 調理 済み の 食べ 物 を 食べ る の を や め ま し た -。 私 は 31 歳 で す が 、 と て も 元気 で 
す 。 一 日 お き に ビー チ で 2 て 5 マイ ル 走 っ た り 、 泳 い だ り 、 山 で ハイ キン グ し た り し て いま す 。 3 週間 前 、 
私 は ウィ ズ ニー 山 を 1 日 で ハイ キン グ し まし た 。 往 復 の 距離 は 42 マ イル 、 山 自体 の 高 さ は 14,.500 フ ィ 
ー ト を 超え ます 。 私 の 脈拍 数 は 58 て 60 で す 。 私 が これ を お 話し する の は 、 生 の 食べ 物 が 人 類 の あら 
ゆる 苦し み の 解決 策 で ある こと を 知っ て いた だ く た め で す 。 


私 は あな た の 本 を 米国 (そし て お そら く カ ナダ ) で 販売 する こと に 非常 に 興味 が ある か も し れ 
ませ ん 。 500 部 か 1000 部 な らい くら に な る か 教え て くだ さい .… 


1966 年 2 月 6 日 : 
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妻 と 私 は 現在 、100 パ ー セ ント ロー フー ド を 食べ て 2 年 近く に な り ま す 。 
最高 の 結果 を も た ら す ダイ エッ ト 。 私 の 妻 、 シ ャ ー リ ー が 書い た 、1965 年 7 月 の 「LET'S LIVE」 誌 に 掲載 
され た 記事 を 同封 し て お 送り し ます 。 こ の 記事 と 同封 され て いる 写真 の 使用 を 許可 し ます 。 


写真 の 1 つ は 、 い ロー ビー ガン で ある 私 た ちの 大 切な 友人 の も の で す 。 彼 は ライ オン (アフ リカ ) と 素手 で 
格 園 し ます が 、 こ れ ら の ライ オン に は すべ て の 歯 と 爪 が あり ます 。 ミ ッ キ ー。 ソ ロモ ン が 彼 の 名 前 で す 。 


私 た ち は 食 べ 物 を 生 で 食べ る の で 、 人 生 で これ ほど 良い 気分 に な っ た こと は あり ませ ん 。 あ な た の 本 は 、 
私 た ち が 所 有する ロー フー ド に 関す る 最良 の 本 で あり 、 私 た ち は あ な た の 本 を よく 読み ます 。 私 た ち は ロ ー フ 
ー ド に つい て の 真実 を 広め た いと 思っ て いま す .… 私 た ち は あ な た の 素晴らし い 本 を 多く の 人 に 知っ て も ら う べ 
きだ と 思い ます 。 
20.00 ド ル の 郵便 為替 が 同封 され て いま す .… 


シャ ー リ ー 夫 人 と ソー ワル ド : ボ イエ 氏 、1015 Venice Blvd. カ リフ ォ ル ニア 州 べ ニス 


アメ リカ 合衆国 。 


サウ スカ ロラ イナ 州 コ ロン ビア 1965 年 1 月 7 日 : 


1964 年 12 月 の Let's Live Magazine に 掲載 され た あな た の 小冊子 「RAW-EATING」 に 関す る 記 
事 を と て も 楽し み ま し た 。 私 は 著者 の Martin J. に 手紙 を 書き まし た 。 
フリ ッ ツ 、 そ し て 彼 は 私 に 英国 ベジ タリ アン マガ ジン に 手紙 を 書く よう アド バイ ス し 、 彼 ら は 順番 に あな た 
の 住所 を 教え て くれ まし た .… 


夫人 。 ア イリ ー ン : ゴ ー レ モン 、 ア メリ カ 


大 大 大 


私 の ペル シャ 語 の 本 を 読ん だ 後に アバ ダン の 紳士 が 書い た 手紙 か ら の 抜粋 : 


アバ ダン 、1965 年 7 月 25 日 : 
親愛 な る アテ ル ホ フ 様 、 


あな た の 小さ な 小冊子 は 私 の 精神 的 な 見 通し に 大 き な 変化 を も た らし 、 私 は すでに 自分 を 生食 者 だ と 
考え る よう に な り ま し た 。 私 は 知ら な い 
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感謝 の 仕方 私 の 人 生 は あな た の お か げ で ある と 言っ て も 過言 で は あり ませ ん 。 

あな た は 現代 の イエ ス で あり 、 病 人 や 半 死 人 に 命 を 与え ます 。 な ん と 素晴らし い 人 生 で し 
よう !.… あ な た の 本 を 読ん で も 生き 方 を 変え な い 人 が いる な ん て 、 私 に は 信じ られ な いこ 
と だ と 思い ます 。 


サダ ラッ ト 、 ア バダ ン 、 ペ ル シ ャ 。 


アル メニ ア 語 で 私 の 大 著 を 出版 し た 後生 の 
アル メニ ア で は 食べ る こと が か な り の 支持 を 得 て い ます 。 


1961 年 3 月 24 日 、 エ レバ ン 。 
親愛 な る ホ ヴ ァ ネ シア ン 様 、 


アル メニ ア 科 学 ア カ デ ミ ー 中 央 図書 館 は 、「Raw-Eating」 と 題 さ れ た あな た の 著 
作 の 第 1 巻 を 感謝 の 気持 ち を 込め て 受け 取り まし た 。 あ な た の 作品 「 生 食 」 に 対す る 
多く の 読者 の 要望 に 応え る た め 、 す で に 送付 済み の 2 部 が 常に 流通 し て お り 、 大 幅 な 
遅れ が 発生 し て いる と いう 事実 を 考慮 し て 、 第 1 巻 を 5 部 送っ て くだ さい 。 多 く の 読 者 の 
要望 に 応え まし た 。」 


アル メニ ア 科 学 ア カ デ ミ ー、H. メ チェ リア ン .、 完 全 セ クシ ョ ン の ディ 
レク ター。 


エレ バン 、1961 年 11 月 20 日 。 

親愛 な る ホ ヴ ァ ネ シア ン 様 、 

あな た の 作品 の 第 一 巻 「 生 食 」 を 10 部 受け 取り 、 当 図書 館 に 寄贈 いた だ きま し 
た 。 心 より 感謝 申し 上 げ ま す 。 


エレ バン 、1965 年 6 月 16 日 : 
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アル メニ ア 国 立 図書 館 総局 は 、 あ な た が 図書 館 に 寄贈 し た 「 生 食 の 道 に 沿っ て 」 と 
題 さ れ た あな た の 著書 6 部 に 心から 感謝 の 意 を 表し た いと 思い ます 。 


生食 に 興味 を 持つ 人 が 徐々 に 増え て き て お り 、 あ な た の 本 を 手 に 入れ た いと 
思っ て いる 人 も た くさ ん いま す 。 あ な た の 出版 物 を あと 数 部 貸し て いた だ け ま せん か 。 


アル メニ ア 文 化 省 、 


AM ミア スニ キア ン 共 和 国 国立 図書 館 、 


その 後 、 私 は 自分 の 本 を 20 ^ 30 部 送る こと が よく あり まし た 。 
見 返り や 補償 を 期待 する こと な く 、 こ の 図書 館 に アク セス し て くだ さい 。 
残念 な こと に 、 ソ 連 (私 的 取引 に 対す る 独裁 政権 ) に よっ て 人 々 に 課せ られ た 問題 と 制限 


の た め 、 私 は 、 公 的 機関 か ら の リク エス ト で ある か 個人 か ら の リク エス ト で ある か に 関係 な く 、 


ソ連 か ら 受 け 取 っ た 書籍 の リク エス ト す べ て に 完全 に 無料 で 応え ます 。 


著名 人 (アル メニ ア の 詩人 ) が 書い た 手紙 か ら の 抜粋 、 
ホ ヴ ァ ネ ス ・ シ ラー ズ : 


エレ バン 、1962 年 1 月 4 日 。 
親愛 な る テル ・ ホ ヴァ ネシア ン 様 


私 が 「 生 食 」 と いう タイ トル の あな た の 素晴らし い 本 に 出会っ た の は 単なる 偶然 で 
し た 。 あ な た は この 中 途 半 端 な 人 類 全 体 の 偉大 な 救世 主 と な る 運命 に あり ます 。 あ な た の 発 


見 、 生 食 は 偉大 な ダー ウィ ン の 発見 と 同じ くら い 素 晴らし いで す 。 実 際 、 そ れ は 、 こ れ ま で の 数 世 


紀 の す べ て の 偉大 な 発見 より も 偉大 で 、 よ り 人 道 的 、 い や 、 よ り 慈 善 的 で ある と 
言う べき で す 。 し か し 、 悲 し いか な 、 あ な た の 目 の 前 に は 無敵 の 岩 が 立っ て いま す 。 こ の 盲目 
の 幼児 、 何 千年 も 騙さ れ て きた この いわ ゆる 人 類 が 、 
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我 に 返り 、 火 を 捨て 、 自 分 が 切り 開い た 賢明 な 道 に 治っ て 従え ば 、 人 間 の 中 か ら 暴 
力行 為 は 消え る だ ろう 。 し か し 、 こ れ だ け 多 く の 人 種 や 部 族 が いる 人 類 は 、 苔 が 岩 
に し が みつ いて いる よう に 、 依 然 と し て 火 に し が みつ いて いま す 。 そ れ は 死 を 

も た ら す 調理 済み の 食べ 物 を 放棄 し ませ ん 、 そ し て まだ 放棄 し ませ ん .… そ れ で も 、 
私 は あな た の 悲し み の 額 に キス を し 、 あ な た が アル メニ ア 人 と し て 生ま れ た と 
思う と 喜び ます 。 あ な た は 確か に 不死 身 で す .…」 


ホ バ ネ ス ・ シ ラーズ 、20 Leninian Ave. Erevan。 


大 大 大 


次 の 手紙 の 委 者 は 、 子 供 の 頃 か ら 、 若 い 頃 か ら 、 
学生 は 、 麻 疹 、 提 紅 熱 、 お た ふく 風邪 ( 耳 下 腺 炎 ) 、 マ ラリ ア 、 狭 心 症 さま ざま な 
風邪 や カタ ル 、 耳 痛 、 歯 痛 、 便 秘 、 下 痢 、 壮 、 虫 垂 炎 、 胆 裏 の 慢性 炎症 ( 胆 裏 炎 ) な ど 、 
多く の 病気 に 苫 し ん で いま し た 。 。 今 日 生食 の お か げ で 彼 は すべ て の 苦し みか ら 
解放 され 、 そ れ に 対し て 彼 は 次 の よう な 言葉 で 感謝 の 意 を 表し て いま す 。 


1964 年 2 月 5 日 エレ バン 。 


親愛 な る 先生 、 私 は 何 か 月 も 先生 を 楽し ませ て いた だ いた こと へ の 感謝 と 賞 
賛 の 気持 ち を 表現 する 言葉 が 見 つか り ま せん 。 ど の 言葉 も ば か ば か し い ほ ど 不 十 
分 で ある よう に 思え る か ら で す 。 


た っ た 一 度 の 魔法 の 動き に よっ て 、 あ な た は 私 の 人 生 を 悩ま せ た 悪 夢 を 終わ 
ら せ て くれ まし た 。 間 違い な く 、 そ の 悪夢 の 原因 その も の が 根絶 され る まで 、 あ な た も 他 の 人 
た ち に 対し て も 同じ こと を する で し ょ う あな た の お か げ で す 。 


あな た は 、 他 の みん な と 同じ よう に 、 私 が 陥っ て いた 、 目 の 開い た 盲目 、 耳 
の 鋭い 聴覚 、 そ し て 無意識 の 狂気 を 払拭 する た め に 来 ま し た 。 


あな た は 天国 の 天井 を 背景 に 描く た め に 魔法 の ラン プ を 持っ て きま し た 
その 顔 は まさ に 私 の も の で あり 、 そ れ ま で 私 は 夢 と 推測 し か で き な か っ た の で 
す 。 
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私 は あな た の 輝く 姿 に 頭 を 下げ 、 あ な た を 男 と し て 迎え ます 。 
私 は 誰 に 対し て も これ まで 以上 に 借り が あり ます 。 


私 は あな た の 輝かしい 姿 の 前 に 頭 を 下げ 、 英 雄 と し て あな た に 挨拶 し ます 。 
その 名 は 、 今 日 は 彼 が 救っ た 人 々 の 口 に 常に あり ます が 、 明 日 に は すべ て の 人 の ロロ 
に 残る で し ょ う 。 


私 は あな た の 輝く 姿 に 頭 を 下げ 、 真 の 文明 、 真 の 科学 、 真 の 進歩 の 十字 軍 と 
し て 、 そ し て 明る く 文 明 的 な 科学 の 未来 の た め の 戦士 と し て あな た を 歓迎 し ます 。 


アル メン ・ フ シュ トゥ ニ 、 レ ー ニ ン 20 年 の 展望 、 ア レ メ ニ ア 、 エ レバ ン 。 


大 大 大 


1964 年 3 月 29 日 、 エ レバ ン 。 
親愛 な る ホ ヴ ァ ネ シア ン 様 


ほん の 数 行 で す が 、 生 食 に また 新た な 新入 社員 が 加わ っ た こと を お 知ら せ 
し ます 。 そ の 新しい 形態 の 栄養 法 を 採用 する 理由 は 、 病 気 な ど に よる 絶望 感 で は 
な く 、 あ な た の 偉大 な 思想 に 触発 され た 理想 に 基づい て いま す 。 。 


私 の 父 は 生物 学者 で 、 兄 は 医師 で あり 、 家 族 の 中 で 私 だ けが 違う (通常 
の ) 食 事 を し て いる の で 、 私 の 行く 手 に は 多く の 障害 が ある こと を 告白 し な けれ ば 
な り ま せん 。 新 し い 栄養 法 に 切り 替え て か ら 9 か 月 が 経ち 非常 に 健康 に 過ごし 
て いま す 。 地 球 の 隅 々 か ら あ な た の も と に 届く この よう な 手紙 は 等 比 級数 的 に 
増え 、 あ な た に 宛て られ た 感謝 の 言葉 を 読む 暇 も ちな く な る の で は な いか と 私 に は 
思わ れ ま す 。 あ な た の 発見 は 歴史 に 残る で し ょ う 。 


1965 年 6 月 18 日 。 
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レニ ング ラー ド か ら 書 いて いま す 。 私 は ここ の 音楽 院 で 勉強 を 続け て い 
ます 。 い つも あな た と 一 緒 に いる の で 、 時 間 が あな た の 味方 で ある と 信じ て 、 私 は 
あな た に 幸運 を 祈り ます 。 兄 が 私 に 行っ た 健康 診断 は いつ も 満足 の 
いく 結果 を も た らし ます 。 確 か に 体調 は と て も 良く 、 体 重 は ゆっ くり と 、 し か し 確 
実に 増え 続け て いま す 。 


H. ス ヴァ チア ン 。 


1965 年 1 月 6 日 レバ ン 。 
親愛 な る ホ ヴ ァ ネ シア ン 様 、 


生食 を 実践 し て 半年 が 経ち を し た 。 持 っ て いる 
あな た の 本 が 世界 各地 で 素晴らし い 反 響 を 得 て い る こと は 十分 承知 し て い 
る の で 、 詳 細 に 立ち 入り 、 い つも の 追悼 の 言葉 を 繰り 返す つも り は あり ませ ん . 疑 
いも な く 、 生 食 と いう 概念 は 、 文 明 の 全 過 程 に お いて 人 間 の 精神 が 達成 し 
た 最大 の 勝利 で ある 。 


私 の 個人 的 な 経験 に つい て は 書き た く な い の で す が 、 な ぜ な ら 、 
あな た が 引用 し た さま ざま な 感謝 状 の 抜粋 を 読ん で 、 私 の 反応 が 自然 
食品 の 他 の 消費 者 が 経験 し た 反応 と 完全 に 一 致し て いる こと が わか り ま 
し た 。 

特に 重要 な の は 、 生 理学 的 反応 に 先行 し な い 場 合 で も 、 そ の 直後 
に 起こ る 心理 的 変化 で す 。 


あな た が 人 類 に 与え て くれ た ユニ ー ク な 贈り 物 に 感謝 し た いと 思い ます 。 


ウラ ジ ミー ル ・ ハ チャ トゥ リア ン 、 ア ボ ビ ア < セント < エレ バン 38 歳 。 


大 大 大 


モス クワ の 若い 女性 か ら の クリ スマ ス メ ッ セー ジ : 
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1964 年 12 月 20 日 、 モ スク ワ 。 
親愛 な る アテ ル ホ プ 様 、 


個人 的 な 感謝 と 、 皆 さん の 偉大 な 人 道 的 活動 の 勝利 を お 祈り 
する と と も に 、 こ の 季節 の ご 挨拶 を お 送り で きる こと を 大 変 う れ し く 思い ま 
す 。 


長く 続い た 重 篤 な 心臓 病 か ら 回 復 し た あな た の フォ ロワ ー。 


その 後 、 彼 女 は 10 ペ ー ジ の 手紙 で 自分 の 全貌 を 明か し た 。 
病気 と 回 復 、 そ の 要約 は 次 の と お り で す 。 


1965 年 3 月 31 日 : 


1963 年 11 月 に 生食 に 切り 替え て 以来 、 
疑う 瞬間 も な か っ た 。 そ の 当時 、 私 は すでに 9 年 に 及ぶ 心臓 病 の 病歴 を 持 
つて い ま じ た 。 


し か し 、 最 初 か ら 始め まし ょ う 。 私 が 8 歳 か 9 歳 の と き 
私 は 昔 、 リ ウマ チ の 発作 を 起こ し まし た 。 そ の 後 、 私 は 年 に 約 10 回 、 喉 頭 
炎 、 イ ン フ ル エ ン ザ 、 あ ら ゆ る 種類 の 風邪 に か か り 、 通 常 は 6 て 10 日 間 
続き まし た 。 徐 々 に 慢性 局 桃 炎 が 発症 し まし た 。 14 歳 の と き 、 医 師 
は 私 の 心臓 に 僧 帽 弁 の 病変 を 発見 し 、 そ の 後 リ ウマ チ 性 心 炎 も 発見 
し まし た 。 15 歳 の と き 、 彼 ら は 私 の 局 桃 腺 を 切除 し まし た 。 私 は 長期 
に わた る 心臓 の 痛み 、 神 経 炎 、 衰 弱 、 不 眠 症 に 苦し み 続け まし た 。 数 時 間 
SE し い 悪 夢 が 続き まし た 。 夜 に 目 が 覚 
め た と き 、 暗 闇 が 怖かっ た で す 。 合 計 す る と 、 一 年 の うち 3 4 か 月 は ベ べ 
ツ ド で 過 ご し て いま し た 。 階 段 を 一 段 合 る の は か な り の 困難 で し た 。 私 
は 散歩 運動 、 水 泳 、 旅 行 、 読 書 、 そ の 他 多 く の 楽 し みや 娯楽 を 常に 
奪わ れ て いま し た 。 


私 は いつ も 医師 の 世話 を 受け て いま し た 。 彼 ら は 私 を こう し て 「 治 し て 」 く れ ま し た 
ピラ ミド ン 、 ア スピ リン 抗生 物質 、 針 痛 剤 、 和 管 拡張 剤 、 睡 眠 薬 、 そ の 
他 同様 の 薬物 の こと 。 私 の 生命 体 は 抗議 活動 を 続け た 
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それ ら の 対策 に 対し て 驚く べき 態度 を 示し 、 私 の 状態 は 徐々 に 悪化 し まし 
た 。 そ の よう な 治療 法 は 効果 が な いと 確信 し 、 私 は 最終 的 に それ ら を す 
べ て や め ま し た 。 


こん な 細か いこ と で あな た の 注意 を 奪う こと を お 許し くだ さい 
詳細 。 特 に 変化 が 驚く べき 方 法 で 起こ っ た の で 、 そ れ ら は あな た に 興味 
を 持っ て も ら え る と 思い ます 。 調 理 済み の 食事 を 難なく や め ま し た 。 生 の 栄 
養 は 私 の 中 に 内 部 の 浄化 と 軽 さ の 心地 よい 感覚 を 目覚 め さ せ まし た 。 ほ 
ぼ 一 夜 に し て 私 の 心臓 は 心配 し な く な り ま し た 。 以 前 は 、 週 に 一 度 だ け 
で は な く 、 ほ ほ 毎 日 、 何 時 間 も 心 臓 の あたり に 痛み を 感じ て いま し た が 、 生 食 
を 始め た 最初 の 年 は 、 一 日 も 5 ベッ ド に 上 が り ま せん で し た 。 そ し て 、 私 の 心 
の 痛み は 、 ほ と ん ど 意 味 の な い 瞬 間 的 な 痛み の 6 回 か ら 8 回 に 限定 され まし 
7 


この 1 年 半 の 間 、 私 は 一 度 も イン フル エン ザ や 風邪 の 発作 を 起こ し て いま せ 
ん 。 最 初 の 数 か 月 で 、 私 の 頭痛 は 完全 に 消え まし た 。 し か し 、 私 に と っ 

て 最大 の 奇跡 は 、 ベ ッ ド に 就 い て か ら 数 分 以内 に 眠り 始め た と いう 事実 で し 
た 。 私 の 仕事 の 能力 は 向上 し まし た 。 以 前 の 放散 状態 、 神 経 質 な 緊張 、 イ ライ 
ラ は 消え まし た 。 


秋 に 私 は アル メニ ア へ 旅行 し 、「 マ テ ナ ダ ラン 」( 原 策 保 管 所 ) で 
働き まし た 。 1 日 に 25 キ ロ か ら 30 キ ロ の 山 の 中 を 歩き 、 す ぐに パフ ォ ー マ ン 
ス を 繰り 返す 準備 が で き て 家 に 戻る の は 、 何 と 楽し いこ と で し た 。 私 は つい 
に 自然 が その 懐 に 入れ て くれ る 自由 な 人 間 に な り ま し た 。 こ れ は 誠に 喜ば し 
いこ と で あり 、 改 め て 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 


1965 年 8 月 16 日 、 モ スク ワ 。 私 の 健康 は 今 も 私 に あら ゆる 恩恵 を 与え 続け て いま す 。 
特に 私 の 身体 は 、 精 神 的 、 神 経 的 皿 張 (高血圧) 、 そ し て 山行 中 に 続く か な 
り の 肉体 的 疲労 と いう 非常 に 厳し い 試練 に 耐え て きた の で 、 満 足 で す 。 


も うす ぐ 生 食 生 活 2 年 目 が 終わ り ま す 。 も う 生 食 か ら 撤 退 す る こと 
は 考え られ ませ ん 。 私 が あな た に 出し た 質問 は 純粋 に 啓発 を 目的 と し た も の 
で あり 、 勝 手 に 作っ て は な り ま せん 。 
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あな た は 私 の 将来 に つい て 少し も 疑っ て いま せん 。 何 より も 、 私 に と っ て 、 こ の 問題 
の 物理 的 な 側面 は 、 常 に 堅固 で 揺 る ざ な い 精 神 的 な 基盤 ほど 重要 で は あり ませ 
た 8 


オル ガ ・ ケ レン スカ ヤ 、 聖 モス クワ 3Frounze。 


大大 大 


私 の 本 は ソ連 で は 簡単 に 手 に 入ら な い の で 、 ソ 連 の 生食 者 た ち は 私 
の 出版 物 の 要約 を ロシア 語 に 翻訳 し 、 そ の コピ ー を 友人 た ち に 配布 し て いる と 確信 
し て いま す 。 
その 後 、 多 く の 人 が それ ら の 概要 を 相互 に コピ ー し ます 。 以 下 は 、 モ スク ワ 
地区 に 住む 年 配 の ロシア 人 女性 が 書い た 長い 手紙 の 一 部 で ある 。 


ヒム キ 、1965 年 4 月 25 日 。 


うま く 表 現 で き な い と いう か 、 適 切な 言葉 が 見 つか ら な い 
これ を も っ て あな た に 限り な い 感 謝 の 意 を 表し ます 。 人 類 の 体 と 魂 を 救う た 
め の 神 聖 な 働き 、 つ まり 「 生 食 」 に 報い る の に 十分 な 報酬 は 、 こ の 世界 に は あり ま 
せん 。 私 は あな た の 前 に 頭 を 下げ ます 。 あ な た の 前 だ け で な く 、 あ な た の 
本 か ら 抜 粋 し た いく つか の 文章 か ら な る この 貴重 な 健康 レン ピ を 私 に も た らし 
て くれ た 人 の 前 に も 頭 を 下げ ます 。 私 個人 と し て は 、 あ な た の 本 を 見 る こと が で き 
て 幸運 で は あり ませ ん で し た 。 私 の 友人 一 元 教師 一 


彼女 は あな た の 本 か ら 直 接 で は な く 、 彼 女 の 友 人 の ノー ト か ら 書 き 写し た も の で し 
た 。 彼 女 も 元 教師 で し た 。 私 自身 の 視力 が 悪い の で 、 今 あな た に これ ら の 行 を 書 
いて いる の は この 女性 で す 。 私 は 片目 だ け で 、 忠 眼鏡 の 助け を 借り て それ を 見 る こと 
が で きま す 。 そ う で な けれ ば 、 も っ と 早く あな た に 感謝 する べき で し た 。 


私 は 2 月 15 日 に 練習 を 始め て 、 そ れ 以 来 、 調 理 済 み の 食 べ 物 は お ろか 、 パ ン 
さえ も 食べ て いま せん .… 私 は 1966 年 8 月 15 日 に 90 歳 に な り ま す 。 私 は 友人 た ち 
より も 精力 的 で 、 こ の 事実 は 次 の 人 物 に よっ て 証明 され て いま す 。 他 の 人 も 。 


Karpovna Maria Ivanovna、Fevralskaya St. 12、Khimca。 
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スン ズ ヴ ァ ル 、1965 年 8 月 12 日 。 
親愛 な る ホ ヴ ァ ネ シア ン 様 、 


エレ バン の 医師 で ある 私 の 朱 母 と その 夫 、 名 前 は ダニ リア ン で す が 、 私 に 手 
紙 を 書い て 、 あ な た の 勧め か ら 多 大 な 思 恵 を 得 た と 書き 、 あ な た の 栄養 法 と 治療 法 を 採 
用 する よう 私 に 温か く 勧 め て くれ まし た 。 そ こ で 、 今 度 は あな た の 作品 「Raw-Eating」 
の コピ ー を 送っ て いた だ け な い か と お 願い し た い の で す が 、 よ ろ し く お 願 いし ます 。 


私 は イス タン ブー ル 出 身 の 婦 人 科 医 で す 。 過 去 2 年 間 、 私 は 
スウ ェ ー デ ン の スン ズ ヴ ァ ル に ある 病院 で 働い て いま す 。 す で に 多く の 人 々 が 多 
大 な 利益 を 得 て い る あな た の 本 と その 指示 を 読む こと は 、 大 き な 興 味 と 誇り を 持っ て 
いま す 。」 


シャ ブー・ セ ディ キア ン 博 士 、 レ ンス ラサ レッ ト 、 ス ン ツ ヴァ ル 、 ス エー ド 。 


天天 大 


モス クワ 、1966 年 11 月 19 日 。 

親愛 な る アテ ル ホ フ 様 、 

私 は あな た の 考え の 明確 さと 単純 さ に 驚く ほど うれ し く 思 いま す 。 こ の よう な 偉大 
な 発見 を その よう な 単純 な 方 法 で 説明 する こと が 本 当 に 可能 で し ょ うか ? 「 あ あ 、 人 間 よ ! 
自然 は 生 の 食べ 物 を 使っ て あな た と あな た の 細胞 を 作り 、 栄 養 を 与え て きま し た 。 こ れ 


ら の 細胞 の 構造 と 機能 的 活動 を 十分 に 理解 し て いな い 限 り 、 さ ま ざ ま な 不 自然 な 有毒 
物質 を 使用 し て 細胞 の 働き を 妨げ な いで くだ さい 。 


私 も 妻 も 大 学院 生 で す 。 私 は 物理 学者 で 、 彼 女 は 医師 で す 。 
私 た ち は あ な た の 仕事 に 非常 に 興味 が あり ます .… 
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マイ ケル ・ ミ ナシ アン 。 


ジャ ー ム ッ ク 、1966 年 3 月 6 日 。 
科学 者 の 中 の 科学 者 よ 、 万 歳 ! 人 類 の 教師 よ 、 万 歳 ! 


私 は ジャー ム ッ ク の ヘル スリ ゾー ト で 医師 の 助手 を し て いま す 。 
アル メニ ア 。 私 は あな た の 本 を 読ん で 確信 し 、1965 年 11 月 4 日 か ら 生食 を 実践 し て 
いま す 。 あ な た が 広め た 方 法 で 私 は 必ず 治る と 確信 し て いま す 。 1947 年 以 
来 、 私 は リウ マチ 、 多 発 性 関節 炎 、 冠 状 動脈 疾患 に 苦し ん で いま し た 。 
1963 年 以来 腎臓 の 征 度 の 炎症 に より 私 の 健康 状態 は さら に 悪化 し 、 ス イカ を 食 
べ て も 部 分 的 に し か 症状 が 治まり ませ ん で し た 。 


生食 を 始め て 6 日 目 か ら 関 節 に 激しい 痛み を 感じ まし た が 、 そ の 後 痛み は 
な く な り ま し た .… 生 食 に よる 反応 の 間 、 以 前 は 関節 炎 の 発作 に 必ず 伴っ て いた 
関節 の 腫れ は 経験 し ませ ん で し た 。 ま た 、 腎 臓 の 状態 が 悪化 する と 必ず 現れ 
る 発熱 や 水腫 の 発作 に も 悩ま され ませ ん で し た 。 今 で は 本 当 に ぐっ すり 
眠れ る よう に な り 、 脈 拍 数 も 120 ~ 140 か ら 90 ~ に 下がり まし た 。 


毎 分 100 拍 動 (緊張 状態 下 )。 毎 晩 の 心 の 痛み 、 頭 の フケ 、 足 の 汁 も 消え まし た 。 体 
重 は すでに 5 キロ 減り 、 リ ウマ チ の 痛み も 消え まし た 。 と て も 気分 が 良く て 、 体 力も 
増え 続け て いま す 。 


私 の 妻 と 6 歳 の 息子 も 生食 を 採用 し て いま す 。 あ な た が 娘 の アナ ヒト を 育 
て て きた の と 同じ よう に 、 私 は 生後 1 か 月 の 三男 を 育て ます 。 


親愛 な る 先生 、 私 は 医師 の 助手 と し て 働い て いま す 。 
18 歳 に な り 、37 歳 に な っ た 今 、 私 は 教育 研究 所 の 通信 コー ス を 修了 し よ 
うと し て いま す 。 し か し 、 あ な た の 本 の 中 で 、 私 は つい に 多く の 問題 に 対す る 答え を 
見 つけ まし た 。 
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長い 間 私 を 苦し め て きた 問題 ( 他 の どこ に も 見 つか ら な か っ た 答え 。 「 そ れ ら 
の 問題 の 一 つ は 、 な ぜ 赤 ちゃ ん は 生ま れ た 初日 か ら 他 の 動物 の 子供 の よう に 歩 

く こ と が で き な い の か と いう こと で す 。 私 は 今 、 こ の 理由 と 子供 の 生理 学 的 欠陥 の 
多く は 調理 され た も の に ある と 確信 し て いま す 。 ., 私 の 考え で は 、 生 食 を 3 て 4 世代 
続け れ ば 、 そ れ ら の 欠陥 は すべ て 解消 され る で し ょ よう 。 


バシ ャ ガン : ガ スパ リア ン 博 士 、 ア ル メ ニア 、 ジ ェ ル ムク 。 


大 大 大 


私 の 長姉 は エレ バン に 住ん で いま す 。 私 は 定期 的 に 彼女 に 大 き な 荷 物 を 送り ます 
彼女 は 重病 人 や 生食 を 確信 し て いる 人 た ち に 本 を 贈り ます 。 以 下 は 彼女 の 数 多く 
の 手紙 か ら の 抜粋 で す 。 


「 親 愛 な る アル シャ ヴィ ル さ ん 、 こ の 手紙 が あな た に 大 き な 喜 び を 与え る こと 
を 私 は 知っ て いま す 。 生 食 は エレ バン で も 他 の 州 で も 急速 に 進ん で いま す 。 誰 か か 
ら 電話 が か か っ て きた り 、 訪 問 さ れ た り し な い 日 は あり ませ ん 。 彼 ら は アド 
バイ ス を 求め た り 、 本 を 求め に 来 ま す 。 本 当 に 困っ て いる 人 た ち に あな た の 本 を 
贈り ます 。 本 の 需要 は 無限 に あり 、 本 は 人 の 手 か ら 手 へ 渡り 、 す ぐに ボロ ボロ に な っ 
て し まい ます 。 尋 ね た 人 全員 に 無料 の 本 を 送る と いう あな た の 習慣 が と て も 
心配 で す 。 ど うし て その よう な 募 大 な 費用 を 負担 で きる の で し ょ うか ? 


生食 で 治っ た 患者 さん が どれ だ けい る か 、 本 当 に 感謝 され て いる こと で し 
よう 。 こ この 人 々 は 皆 あ な た と 同じ 人 道 主義 者 で す 。 
誰か が 失っ た 健康 を 取り 戻す と すぐ に 、 そ の 人 は 病気 の 親戚 を 治す 仕事 を 引き 受 
け 、 そ の 結果 、 他 の 5 人 か 6 人 が 重 篤 な 障害 か ら 回 復 し ます 。 そ れ か ら 彼 ら は 私 の と 
ころ に 来 て 、 自 分 の 経験 を 話し ます 。 
一 歩も 動け な か っ た 人 が 、 何 十 キ ロ も 歩け る よう に な り ま し た 。 
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それ ら の 患者 の うち の 1 人 は 手 の 浮 腫 に 苦し ん で いた 
20 年 間 足 と 足 を 使い 続け 、 体 重 は 115 キ ログ ラム 以上 で し た 。 
生食 ダイ エッ ト を 取り 入れ た と ころ 、20 日 間 で 体重 が 10 キ ロ 減 っ た 。 息 子 さん は 
「 以 前 は 手足 が 動か な か っ た 父 が 、 今 で は 子ども の よう に 歩く よう に な っ た 」 と 話 
し た 。 彼 ら 5 は あな た と アナ ヒト を 絶え ず 祝福 し ます 。 
別 の 患者 は 声帯 の 炎症 に 苦し み 、 声 を ほぼ 完全 に 失っ て いた 。 わ ず か 1 ユカ 月 
半 の 生食 生活 を 経て 、 現 在 は 完全 に 健康 を 回 復 し た 。 


再び 、28 歳 の 若い 男性 が 腎臓 に 化 臓 を 起こ し 、 全 身 の 水腫 を 伴い まし た 。 容 態 は 重 
篤 で 希望 が 絶た れ た が 、 生 食 の お か げ で 今 は すっ か り 元 気 に な っ た 。 似 た よう 

な 事件 は た くさ ん ある の で 、 す べ て を 書く こと は 不可 能 で す 。 彼 ら 自 身 の 推計 

に よる と 、 エ レバ ン だ け で も 現在 生食 者 が 2.500 人 お り 、 そ の 多く は 長い 間 重 

病 を 患っ て いた が 、 現 在 は 完全 な 健康 状態 に ある と いう 。 人 々 は 、 心 臓 の 病気 塩 
分 を 含む 結石 、 高 血圧 、 胃 潰瘍 、 腎 臓 肝 臓 腸 裏 の 炎症 、 結 石 、 そ の 他 多 く の 非常 に 
深刻 な 疾患 を 治癒 し ます 。 


私 自身 も 非常 に 病気 で し た 。 私 は 高血圧 に 悩ま され 、 耳 鳴り が あり 、 肝 
臓 に 炎症 が あり まし た 。 1 日 に 2、3 回 は 鼻血 が 出 て 、 体 が だ る く 、 よ く 眠 れ ま せん 
で し た 。 私 の 心臓 は 非常 に 悪い 状態 に あり 、 再 び 日 の 光 を 見 る 必要 が ある か どう 
か を 毎晩 者 えて いま し た 。 し か し 今 で は 、 あ まり に も 早く 禄 て いる の で 、 朝 家族 
が 仕事 に 行く 音 は 聞こ えま せん 。 確 か に 、 私 が あま り に も 遅く 起き る と 、 彼 ら は 私 
が 病気 に 違い な いと 考え て 不安 に な る こと が あり ます 。 私 は か な り 痩 せ て 、 ど れ だ 
け 歩 いて も 疲れ を 感じ ませ ん 。 皆 が 驚い た こと に 。 


生食 者 は 互い に 友好 的 な 関係 を 育み ます 。 あ る 晩 、 私 は コロ ジア 人 の 
家 に 招待 され まし た 。 (コロ ジア ン 氏 は エレ バン の ベテラン 画家 で す 。 彼 の 家 
族 の 話 は 実に 興味 深い も の で す 。 彼 自身 も 出血 を 伴う 慢性 胃潰瘍 を 患っ て いま 
し た 。 


196 


Machine Translated by Google 


病院 で 彼 は 生食 に 切り 替え 、 病 気 か ら 完 全 に 回 復 し た 。 彼 の 妻 は 真菌 感 
染 症 ( 芽 球 菌 症 ) を 患っ て いま し た 。 生 食 を 4 か 月 続け た 後 、 爪 が 伸び 始め 、 
咳 も 消え た 。 彼 ら の 娘 は 結婚 し 、 生 食 で 妊娠 し 、 出 血 の 痕跡 も な く 子 供 

を 出産 し まし た 。 彼 女 は 現在 、 生 の 栄養 で 子供 を 育て て いま す 。) 


自分 の 生食 者 に 加え て 、32 人 の 完全 な 生食 者 が いま し た 。 
4 人 家族 。 彼 ら か ら 受 けた 歓迎 は 言葉 で は 言い 表せ ませ ん 。 彼 ら は 、 食 欲 を 
そそ る 生 の サラ ダ 、5、6 種 類 の 非常 に お いし い 生 の タル ト 、 そ の 1 つ を 水 に 
浸し た ドラ イフ ルー ツ で 飾っ た イン ド の トウ モロ コシ の 特別 な 「 ピ ラ 
ウ 」 で ある アナ ヒト と 名 付け た 、 非 常に 美しく 豪華 な テー ブル を 用 意 し ま 
し た 。 あ ら ゆ る 種類 の 新鮮 な フル ー ツ や ナッ ツ 。 最 後に 、 小 麦 、 オ ー ツ 麦 、 ク ル 
ミ 、 レ ー ズ ン を 混ぜ た 風味 豊か な 料理 が 運ば れ て きま し た 。 


ゲス ト は 全員 、 医 師 、 ア ー テ ィ ス ト 、 ミ ュー ジ シ ャ ン 、 講 師 で し た 。 彼 ら は 
いく つか の スピ ー チ を 行っ た 。 つ い に 、 そ れ が コロ ジア ン 夫 妻 の 結婚 30 
周年 記念 日 で ある こと が 判明 し た 。 


相当 数 の 医師 が 生食 者 に な っ た 。 若 い 医 師 と その 妻 も 医師 で し 
た が 、 ジ ャ ー ム ッ ク の ヘル スリ ゾー ト か ら 私 に 会 い に 来 て くれ まし た 。 彼 ら は 
私 に 、1 日 に 40 人 か ら 50 人 の 患者 が 来 て 、 そ の 全員 が あな た の 本 を 必要 
と し て いる と 言い まし た 。 彼 ら は 、 あ な た の 本 の 需要 が 何 千 冊 に も 達する か 
も し れ な いと 私 に 保証 し て くれ まし た 。 ス ピタ ク の 医師 は コレ ラ に つい 
て 講演 し 、 そ の 最後 に 生食 に つい て 話し 、 聴 軍 に あな た の 本 の コピ ー を 入手 
し 、 注 意 深く 読ん だ 後 、 そ の 推奨 事項 を 実践 する よう 勧め て いま し た 。 


64 歳 の 高 名 な 医師 が キロ ヴァ カン か ら 私 の と ころ に や っ て 来 ま し た 。 
彼 は 、 重 い 病気 を 思っ て いた が 、1 年 以上 前 か ら 妻 と 一 緒 に 生食 を 取り 入れ 
た 結果 、 健 康 を 取り 戻し た と 語っ た 。 彼 は また 、 エ レバ ン 医 学研 究 所 の 
栄養 衛生 部 長 の A 博士 が こう 言っ て くれ まし た 。 


ハル ー テ ィ ウ ニア ン * は キロ バカ ン で 医師 、 患 者 、 そ し て 何より も 生食 者 
た ちの 前 で 講演 を 行っ た 。 講 義 の 最後 に は 、 
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生食 の 問題 が 議論 の 対象 に な り ま し た 。 何 の 結果 も な く 何 ヶ月 も 病院 で 横たわり 、 今 で 

は 生食 で 治っ た 多く の 生食 者 が 、 病 院 の 記録 を 調べ て 現在 の 状態 と 適切 に 比較 する よう 要 
求 し て いた 。 彼 ら 5 は また 、 な ぜ 講 演者 が 関連 事実 を 検討 する こと な く 生食 を 公 に 批判 し た 
の か 知り た いと も 考え て いた 。 生 食 者 の 一 人 は 立ち 上 が っ て 、 キ ロバ カン の 医師 に 自分 に 見 
覚え が ある か 尋ね さえ し た 。 否 定 的 な 返事 を 受け 取る と 、 彼 は こう 続け た 。「 私 は 、 あ な 

た が この 症例 は 全く 絶望 的 で ある と 判断 し 、 自 宅 で 死ぬ た め に 退院 し た 患者 で す 。」 そ し 
て 今日 生食 の お か げ で 私 は 完全 に 健康 で す 。 医 師 は 呆然 と 立ち 尽く し て いた 。」 


シラ ヌー シュ ババ カニ アン 、33 ポ シ ュ キ ニ 、 エ レバ ン 。 


* こ の 男性 (ハル ー チ ュ ニ アン ) は 以前 に 記事 を 挿入 し て いま し た 
「 共 産 主 義 」 と いう 新聞 !! 『 エ レバ ン 』 誌 (1964 年 No. 
17|)、 そ の 中 で 生食 の 利点 を 完全 に 否定 する わけ で は あり ませ ん 。 彼 は その 使用 を 特定 の 
病気 の 限ら れ た 場合 に の み 制 限 し 、 同 時 に 有害 な 動物 任 タン パク 質 や 人 工 ビ タ ミ ン を 
称賛 し て いま し た 。 最 後に 、 彼 は 読者 に 対し 、 医 師 の アド バイ ス な し に 自然 食品 を 食 
べ な いよ う 警 告 し て いた 。 こ れ ら の 主張 に 対し て 、 私 は すでに 「 生 食 の 道 に 沿っ て 」 と 
題 さ れ た アル メニ ア 語 の 著作 の 中 で 、 衝 撃 的 な 返答 を 行っ た 。 


この 女性 は 有名 な アル メニ ア の 歌手 (オフ ェ リ ア ) の 義母 で す 。 
Hambardzumyan) は と て も 聡明 な 女性 で 、 こ れ ま で に 私 に 13 通 の 手紙 を 書い て くれ ま 
し た 。 そ の 中 の いく つか を 以下 に 挙げ て お きま す 。 


1966 年 11 月 20 日 : 
親愛 な る ホ ヴ ァ ネ シア ン 様 、 


「 ほ ぼ 二 か 月 前 、 私 は 一 日 だ け 貸 し て いた だ いた あな た の 生食 の 本 を 一 字 一 句 、 ペ 
ン で は 言い 表せ な い ほ どの 興奮 と 熱意 と 味わい で 読み まし た 。 私 は 盲目 的 で し た 
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長年 に わた り 顔 に 偽り の 体 の 跡 が つい た まま 、 死 に 向かっ て 突き 進ん で いた 。 で も 生食 で は 
早々 に 無く な っ て し まい まし た 。 


私 は あな た の 素晴らし い 本 を まだ 読み 終え て いま せん で し た が 、 私 か ら 分 別 さ れ な 
か っ た 調理 済み の 食べ 物 や 薬 の 瓶 や カプ セル を すべ て ゴミ 箱 に 送り まし た 。 私 が あな た か 
ら の この 贈り 物 を 受け 取り 、 ロ ー ビ ー ガ ン に な る こと を 決心 し た の は 、61 歳 の 誕生 日 で し た 私 
は この 日 を 決し て 忘れ ませ ん 。 私 の 破壊 され た 体 に どの よう な 変化 が 起こ っ た か は よく わ 
か り ま す 。 こ こ 数 年 、 私 は さま ざま な 病気 に 悩ま され 、 困 難 な 生 活 を 送っ て いま し た 。 特 に 皿 
苦し い ク ォ ー タ ー 病 と 耐え 難い 学 骨 神経 痛 が 私 か ら 睡 眠 を 奪っ て いま し た 。 残 酷 な 病気 の 束縛 
か ら 解 放さ れ た 後 、 私 は 活動 的 で 強く て 丈夫 な 人 間 に な り 、 一 日 中 鹿 の よ うに 走り 回 り ま 
し た 。 感 謝 の 気持 ち を 表現 する 言葉 が 見 つか り ま せん 。 お お 、 天 才 の 中 の 天才 よ 、 親 愛 な 
る 友人 よ … 


最後 に な っ た こと を 誇り に 思っ て いる 遠い 友人 の ご 挨拶 を 受け 入れ て くだ さい 。 
名 前 は あな た と 同じ で す (Ter Hovannessian)。 今 、 私 は 和 々 が どの よう に 有毒 物質 を 
体 に 入れ る の か 我慢 で きま せん か ? 無 知 だ っ た 私 が 、 愛 する 人 た ち を 家 に 招き 、 自 分 の 手 
で 調理 し た も の を 食べ させ て いた こと を 思い 出す と 、 心 が 痛み ます 。 


生 で 食べ る 前 は 、 心 臓 の 鼓動 が 脳卒中 を 知ら せ て くれ まし た 。 私 の 考え で は 、 そ れ は 楽 で 
楽 な 死 だ と 考え られ て いま し た 。 で も 今 は 生き て 、 兄 の 名 前 が 紙 に 載っ て いる こと を 自分 の 目 
で 読み 、 自 分 の 耳 で 聞き た いと 思っ て いま す 。 全 世界 の 舌 。 あ な た の 仕事 は 賢明 で す 、 調 理 さ 
れ た 食べ 物 は 打倒 され な けれ ば な り ませ ん 、 勝 利 は あな た に 来 る で し ょ う 。 


1967 年 8 月 2 日 : 


「 今 、 私 は 完全 に 健康 で 、 本 物 の 人 間 の よう に 豊か に 暮らし て いま す 。 
あな た へ の 3 通 目 の 手紙 。 私 の 心 の 感情 は 紙 に 書き きれ な い ほ ど た く さん あり ます 。 私 の 
今 の 健康 は あな た の お か げ で す 、 お お 人 類 の 救世 主 よ 、 お お 私 の 親愛 な る 兄弟 よ 、 あ な た を 私 
の 兄弟 と 呼ん で も いい で し ょ うか ? 


前 回 の 2 通 の 手紙 に 対し て あな た か ら 返 事 が な か っ た と き 、 私 は あな た の 分 厚い 本 
を 友達 か ら 借 り て 、 そ の すべ て を 分 厚い ノー ト 3 枚 に コピ ー し まし た 。 現 在 、 こ の コピ ー は 所 有 
者 を 変え て いま す 。 後 に な っ て 、 あ な た が 本 や 手紙 を 送っ て くれ た こと を 知り まし た が 、 私 に は 
届き ませ ん で し た 。 
ここ で は 、 ロ ー ビ ー ガ ン の 信者 の 数 が 日 に 日 に 増加 し て いま す 。 
日 : そ の 中 に は 医師 も いま す 。 彼 ら の ほとん ど は 次 の 目的 で 私 の と ころ に 来 ま す 
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いく つか の 質問 が あり ます が 、 私 は ロー フー ド を 推進 し て いま す 。 私 は ケー キ 、 ハ ル ヴ ァ 、 サ ラ 
ダ 、 生 の ドル メ を 作っ て 人 々 に 見 せ た り 、 そ の 説明 書 を 印刷 し て 人 々 に 配っ た り 、 レ ー ズ 

ン 入 り の ケー キ に あな た の 名 前 を 書い た り し ます 。 私 は あな た の 妹 の た め に これ ら の ケ 

ー キ を 一 つ 買 いま し た 。 彼 女 は 泣き な が ら 私 を 抱き し め 、「 今 日 か ら 私 た ち は 二 人 の 姉妹 で 
す 。 私 の 家 の ド ア は いつ で も あな た に 開か れ て いま す 。」 と 言い まし た 。 彼 女 は 私 に あな た の 
本 の 第 2 巻 を くれ まし た 。 


私 は よく あな た の 妹 に 会 っ て 、 あ な た の 手紙 や 書類 を 読ん で 、 
写真 、 私 は 「 強 化 さ れ た 」 食 べ 物 と 「 効 果 的 な 」 薬 に よっ て 衰弱 し た あな た の 二 人 の 子供 の 
写真 を 深い 同情 の 念 を 持っ て 見 まし た 。 彼 ら は 犠牲 に は な り ま し た が 、 代 わり に 今日 で は 何 千 
人 も の 人 々 が 特定 の 死 か ら 救 われ 、 彼 ら を 偶 ん で 挨拶 を 送っ て いま す 。 過 去 の 偉大 な 天才 
た ち は 、 こ の 種 の 食べ 物 と 薬 の せい で 仕事 を や り 遂 げ ら れず に 命 を 落と し まし た .… そ し て 
あな た だ けが その 秘密 を 明らか に し まし た 。 こ れ ら の 事実 を あえ て 否定 する 人 は 口 を 閉ざし 
まし ょ う 。 


さて 私 自身 の こと に つい て 少し 話さ せ て くだ さい 。 面 白い と 思い ます 
生食 を 始め る 前 の 私 と 今 の 私 を 知っ て いた だ く た め に 。 私 が 17 歳 の と き 、 背 中 の 右側 に 激 し 
い 痛み が あり まし た 。 医 師 た ち は 原因 を 理解 で きず 、 薬 や マッ サー ジ を 不快 に させ る だ け で 
し た 。 6 年 後 私 は つい に 病院 に 運ば れ 、 瀬 死 の 状態 に な り ま し た 。 私 の 右 腎 臓 に は 石 と 臓 
が た まっ て いる こと が 分 か り ま し た 。 私 の 腎臓 を 手術 し た 教授 は 知 的 な 人 物 で 、 も し 生き て 
いた ら 両 手 で あな た の 発見 に 署名 し た で し ょ う 。 彼 は 、 医 師 が マッ サー ジ と 有害 な 薬物 の 
せい で あな た の 腎臓 の 半分 を 食べ て し まっ た と 私 に 話し て 笑い まし た 。 彼 は 私 に 、 肉 、 卵 、 漬 
物 、 ミ ネ ラ ルウ ォ ー タ ー、 塩 辛い 食べ 物 を 食べ る の を 永久 に 忘れ て 、 も っ と 野菜 や 果物 を 食べ る 
よう に 命じ まし た 。 


私 は この 順序 を 2 3 年 間 守り 、 気 分 が 良く な っ た ら 、 ま た 何で も 食べ る よう に し 
まし た 。 少 し ずつ 食欲 が 増し 、 体 重 も 日 に 日 に 増え て いき まし た 。 他 の 人 た ちと 同じ よう に 、 
私 も これ は 健康 の 証 だ と 思っ て いま し た が 、 実 際 は 逆 で し た 。 ま ず 激 し い 頭 痛 が 始ま り 、 そ の 
後 足 が むく み 、44 歳 の と き に 人 工 の 歯 を 天然 の 歯 に 取り 替え まし た 。 私 の 体重 は 82 キ 
品 に 達し まし た 。 息 切れ 、 慢 性 的 な 咳 、 動 怪 、 そ し て 胃 の 酸っぱ さ が 私 を 包み まし た 。 そ の 
後 、 甲 状 腺腫 が 出現 し 、 
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硬い 卵 の よう に 私 の 首 を 取り 囲み まし た 。 医 師 た ち は 手術 を 希望 し た が 、 私 は 
断っ た 。 そ の 後 、 学 骨 神 経 痛 、 動 脈 硬化 、 血 圧 、 半 、 痛 風 な ど で 歩 く こ と も で き な 
い ほ と 全身 が 衰弱 し て し まい まし た 。 


私 の 部 屋 は 、 ア スピ リン 錠 、 ピ ラミ デン 、 バ ロカ ルディ ン 、 ミ ロカ ル 

ディ ン 、 ア ナル ギン 、 ベ ロイ ド 、 カ ポ ボディ アジ ッ ト 、 そ の 他 の 毒物 を 扱う 薬局 
の よう な も の で 、 そ れ ら が 私 の 食べ 物 の 半分 を 占め て いま し た 。 私 は 医師 た 
ち に 失望 し 、 誰 も が これ ら の 症状 は 加 齢 に 関係 し て いる と 言っ た の で 、 自 
分 の 人 生 の 終わ り が 来 た の だ と 思い まし た 。 私 は この 世界 に うん ざり し て いて 、 
た だ 一 撃 で この 屈辱 が 終わ る こと を 願っ て いま し た 。 奇 跡 が 現れ て 、 こ の 悪夢 
か ら 私 を 救っ て くれ る と は 思い も し ませ ん で し た 。 し か し 、 こ れ は 結合 さ 
れ て いま す 。 今 、17 キ ロ の 悪魔 は 姿 を 消し まし た (手紙 の 筆者 は 、 こ の 生食 期 
間 中 に 彼女 の 元 の 体 に 17 キ ロ の 新鮮 で 健康 な 細胞 が 蓄積 され て いる 
こと を 忘れ て いま す 。 つ まり 、 悪 魔 は 17 キ ロ で は な く 、34 キ ロ 、 あ る い は それ 以 
人 っ た と いう こと で す ) そ し て 私 は 実際 の 体重 64 キ ロ を 背負 っ て 街 の 

端 か ら 端 まで 歩き 、 重 い 荷 物 を 持っ て コニャック 工場 の 132 段 の 階段 を 上 り 、 
そこ の 診療 所 に いる 妹 の 娘 の と ころ へ 行き まし た 。 そ この 医師 た ち は 私 の 以前 
の 状態 を よく 知っ て いて 、 驚 いて いま す 。 


特に 血圧 を 測っ て 19 で は な く 13 と 出 た と き は 。 こ れ に より 、 彼 ら の 意見 が 変わ り 、 
実際 に は 真実 が 勝ち ます 。 私 は 家 で お いし い ロ ー ビ ー ガ ン フ ー ド を 作っ て 

彼ら に 持っ て 行き 、 彼 ら は 食べ ます 、 そ し て 私 は こう 言い ます 、「 ホ ヴァ ネ シ 
アン は 自分 の 本 を 全 世 界 に 無料 で 送っ て いま す 。 私 も 人 々 に ロー フー ド を 提供 
し ます 。 好 き な だ け 食 べ て くだ さい 。」 私 は この 幸せ な 生活 を も う 10 ヶ 月 も 
過ごし て いま す ..… 


私 の デトック ス に つい て 少し お 話し た いと 思い ます 。 病 気 の 痛 み が あ まり 
に も 激しかっ た の で 、 解 毒 の 最初 の 反応 は 感じ られ ず 、 食 べ れ ば 食べ る ほど と 満 
足 で き な く な り ま し た 。 左 側 に 赤い 発疹 が 出 て 、 こ れ も 痛 か っ た で す が 、 す ぐ 

こ 治 り ま し た 。 私 の 肌 は と ころ どこ 2 ろ 乾 燥 し て 、 か ゆみ が 出 て 、 フ ケガ が 出 

て きま し た が 、 良 く な り ま し た 。 尿 の 色 は 真っ 赤 な 時 も あれ ば 白く て 濃い 時 
も あり まし た が 、 今 は 水 の よ うに 透明 で す 。 ひ どい 頭痛 が 数 回 あり まし 
た が 、 自 然 に 良く な り ま し た 。 ロ ー フ ー ド 初日 か ら 、 こ の 世に 薬 が ある こと を 
忘れ て いま し た 。 信 じ ら れ な い 
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私 の 白髪 は 今 で は 灰色 に な り 、 元 の 色 に 戻り つつ あり ます 。」 


レタ ー No. 12 - 1971 年 5 月 7 日 
「 ニ ュー ス が 多 す ぎ て 、 ど こ か ら 始 め て どこ で 終わ ら せ れ ば いい の か わか り ま せ 

ん 。 あ る 日 、 事 務 的 な 仕事 で 病院 に 行っ た と き 、 女 性 医師 が あな た の 本 を 手 に 持ち 、 他 
の 数 人 の 医師 を 彼女 の 周り に 集め て いる の を 見 まし た 。 そ し て 義理 の 弟 が 生 の 菜食 主 
義 に よっ て 重 篤 な 腎臓 病 か ら 救 われ た 経緯 を 熱心 に 説明 し 、「 オ フェ リア < ハン バル 
スー ミア ン さ ん の 義母 の 手紙 も この 本 に 載っ て いま す よ 」 と 言い まし た 。 「 私 を 知り 
ませ ん 。 本 を 見 る と 、 そ れ は 私 が 署名 し て 人 々 に 贈っ た の と 同じ 本 の コピ ー で ある こと 
が わか り ま し た 。 あ な た の 本 は 非常 に 珍し い の で 、 よ り 多 く の 人 が 利用 で きる よう 
に コピ ー さ れ ま す 。 こ れ が 起こ っ た と き 」 医 師 は 私 を 認識 し 、 い つか 患者 に 会 い に 行く 
よう に 私 に 言い まし た 。 


オ ゾ ニ アン と いう 名 前 の 元 患 者 は 、 現 在 は すっ か り 健康 に な っ た が 、 豪 華 な パ 

ー テ ィ ー を 企画 し て いた 。 彼 は 獣医 師 、 毒 は 医師 、 宛 は 大 学 教授 、 妻 も 医師 数 人 の ジ 
ャ ヤー ナ リス ト と 数 人 の 新生 生食 者 が 集まっ た 。 キ ロ ヴ ァ カ ン の アバ ジア ン 博 士 

が 、 数 名 の 新た な 生食 信者 と と も に 入場 し た 。 


オ ゾ ニ アン は 1 年 前 、 重 病 に な っ た と き に あな た の 古い 住所 に 手紙 を 書き まし た 
が 、 届 か な か っ た と 思い ます 。 こ の 手紙 は と て も 興味 深く 貴重 な の で 、 コ ピー し て あな 
た に 送り ます 。 手 紙 に ある よう に 、 彼 は 1 年 前 に 非常 に 病気 だ っ た の で 、 人 々 は 彼 に 失 
望 し まし た が 、 今 で は 完全 に 健康 で 仕事 を し て いま す 。 オ ゾ ニ ア 人 の 手紙 : 


「 こ の 時 代 で 最も 偉大 な 慈善 家 で あり 最も 偉大 な 科学 者 で ある あな た へ 
の 驚き と 敬意 を 、 ど の よう な 言葉 で 表現 し た ら よ いか わか り ま せん 。 と は いえ 、 
腎臓 靖 の せい で 体 が 弱っ て し まい 、 書 く こ と が で きま せん 」 「 最 も 近い 親戚 に さえ 
一 言 。 で も 、 私 は 心から あな た に 手紙 を 書き ます 。 あ な た は 世界 中 で 私 が 手紙 を 書け る 
唯一 の 人 で す が 、 私 に は 書け ませ ん 。 私 の 兄 は あな た の 本 を 持っ て き て 、 こ う 主 
張 し まし た 」 私 は それ を 読み 、 彼 の 気分 を 害さ な いよ うに ベッ ド に 座っ て 、 読 み 
すぎ て 破れ た 本 を し ぶし ぶ 読 み 始 め ま し た 、 し か し 私 は この 魅惑 的 な 本 を 手放す こと 
が で きま 革 ん で し た 。 
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な ぜ な ら 、 そ の 鋭く て 情熱 的 な 言葉 と 、 あ な た の 深く て 鉄 の よう な 考え が 、 私 の 存 
在 全 体 を 魅了 し た か ら で す 。 こ れ ら の 子供 た ちの 悲劇 的 な 死に より 、 あ な た は 真 
実 を 求め て 科学 の 海 の 隠さ れ た 地下 室 に 送ら れ ま し た 。 深 い 悲し み の せ いで 、 あ な 
た は 生物 学 の 太陽 に な り ま し た 。 こ の 点 で 、 人 類 は あな た 方 二 人 の 子供 た ち に 恩 
義 を 感じ て お り 、 彼 ら の 名 前 は 常に 国々 の 記憶 に 残る で し ょ う 。 あ な た の 本 を 読ん 
だ 後 、 私 は 治癒 の 結果 を 待た ず に すぐ に 生 で 行き 、 感 謝 の 意 を 表し ます 。 な ぜ な ら 
私 は あな た の 発言 が 真実 で ある と 確信 し て いた か ら で す 。 私 は 獣医 師 で 生物 学 に 
詳し い の で 、 あ な た の 言葉 の 素晴らし さ が よ り よ く 分 か り ま し た 。 何 十 年 も 私 の 脳 
に 深く 根付 いて いた 生物 科学 の 考え は 、 一 日 に し て 変わ り ま し た 。 偉 大 な 発見 は 
これ まで 隠さ れ て いな か っ た の で 、 将 来 は あな た の 偉大 さ の 前 に ひれ 伏 す こと に 
な る と 確信 し て いま す 。 私 は 40 歳 で す 。 私 は 慢性 腎炎 を 患っ て お り 、 非 常に 深刻 な 
状態 で す 。 私 の 血 中 窒素 は 65 て 90 で す が 、 下 が り ま せん 。 


ベッ ド に 横 に な っ て 、 た だ 呼吸 を し て いる だ け で 、 き っ と 大 丈夫 。 私 を 産ん で 
くれ た 母 に 感謝 し 、 私 の 人 生 を 続け て くれ た こと に 感謝 し ます 、 永 遠 に …」 


も う 一 つの 興味 深い ニュ ー ス は 、「 サ イエ ンス & ラ イフ 」 誌 の ジャ ー ナ リ 
スト の 一 人 が 、 生 物 の 発達 に 関す る 研究 を 行う た め に モス クワ か ら エ レバ ン に や っ 
て 来 た と いう こと だ 。 
数 名 の 医師 と 生食 経験 の ある 人 が 生食 記者 の 家 に 集まり 、 レ ポー ト を 書き 
まし た 。 彼 は 私 を 探し て くれ まし た 。 そ し て 、1971 年 11 月 15 日 の 手紙 番号 13 (私 
は 「 ア ヴァ ン ガ ルド . 新 聞 の 編集 者 に 詳細 な 手紙 を 書い て いま し た ) が どう や 
ら 効 果 を も た らし た よう で す 。 消 化 器 疾患 の 専門 家 か ら 電 話 で 知ら され た か ら で 
す 。 シ ステ ム の ジ ヴ ァ ン ・ シ ュ マ ヴォ ニャ ン 教 授 は 、 私 や 他 の 生食 者 に 会 いた が っ て 
いま し た 。 ア クティ ブ な 生食 者 の た め に パー ティ ー を 開く 以外 に 何 が で きる で し ょ 
うか 。 パ ー テ ィ ー の 数 日 、 私 は 会 社 を 休み 、 恥 ず か し が る こと な く 、 生 で 食べ る 人 
に と っ て も 新しい テー ブル を 用 意 し よう と し まし た 。 


生 パ ン 、 ビ スケ ッ ト 、 バ サッ ク は も ちろ ん 、 花 の 葉 や ザク ロ の 種 、 さ ら に は 毎年 
春 に 作る 青く る みか ら 作 っ た 生 ジ ャ ム や 、 各 種 サ ラダ な ど を 飾り まし た 。 
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大 き な テ ー ブ ル が 3 つ あ る の で 、 何 と も 言え ませ ん 。 し ば らく の 間 、 あ な た の 名 前 が 輝 
く 3 つの 大 き な ケ ー キ に 触れ よう と する 人 は 誰 も いま せん で し た 。 最 後に カッ ト し て 
遊ん で み ま し た 。 果 物 と 果汁 の 重み で テー ブル が うめ きま し た ! 


ン 教 授 、 そ し て ハイ カヌ シュ ュ テ ル ・ ホ ヴァ ネシア ン が 彼女 の 後ろ に 立っ て いる 。 

会 合 は 1971 年 10 月 24 日 16 時 に 予定 され て いた 。 2 時 間 前 に 私 は あな た の 妹 
さん を 呼び に 行き 、 最 初 に 到着 し た 人 た ち に あな た の 代表 と し て 彼女 と 握手 を し て 
も らい まし た 。 ま ず 、 名 誉 教 授 ご 自身 が お 部 屋 に 入っ て き て 、 笑 顔 で 両手 で 私 と 握 
手 を し 、 あ な た の 妹 さ ん に 敬意 を 持っ て 接し て くれ まし た 。 次 の 瞬間 、 生 食客 は 全員 
医師 、 大 学 教授 、 ジ ャ ー ナ リス ト 教師 な ど で 、45 人 ほど が 一 度 に 入場 し た 。 私 は ショ 
ッ ク を 受け まし た 。 ち ょ うど その と き 、 ア バジ アン 博士 が キロ バカ ン か と 機敏 
で 陽気 な 女性 4 人 を 連れ て 車 で 到着 し まし た 。 彼 は まず 自分 の 病気 に つい て 話し 、 
これ ら の 病気 を 克服 し て くれ た あな た に 感謝 の 意 を 表し 、 あ な た と あな た の 健康 
の 最善 を 祈り まし た 。 


その 後 、 生 き 食い 者 全員 が 次 々 に スピ ー チ を し 、 過 去 の 病気 や 現在 の 健康 状態 
に つい て 詳し く 説 明 し まし た 。 教 授 は 静か に 座っ て 注意 深く 話 を 聞き 、 ノ ー ト に メモ 
を と っ て いま し た 。 ラ イブ イー ター の 報告 が 終わ っ た 後 、 彼 が 立ち 上 が っ て 自己 紹 
介 を し た と き 、 ほ と ん どの ゲス ト は 彼 の こと を 知り ませ ん で し た 。 
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誰 も が 座っ て 、 静 か に 聞き 始め まし た 。 彼 は 自分 の 意図 と 計画 に つい て ゆっ くり 
と 話し 始め た 。 


大 学 教授 の 一 人 が ホ ヴ ァ ネ シフ アン の 手紙 を 読み ます 。 ア バジ アン 博士 は 左側 に 
座っ て いま す 。 
同氏 は 「 ホ ヴァ ネシア ン は に 実に 素晴らし い 仕 事 を し て くれ た 。 歴 史 」 と 語っ た 。 

有名 な 科学 者 の ほとん ど が 一 般 人 の 出身 で ある こと を 示し て いま す 。 ホ 
ヴァ ネシア ン は 医師 で は あり ませ ん が 、 彼 の 発見 に より 医師 の 上 に 立ち 、 科 学 
者 に な る 権利 を 持っ て いま す 。 彼 に は 敵 が いま す が 、 真 実は 彼 が 勝つ と いう こと で す 。 
皆さん は こう 言い 、 引 用 し まし た が 、 こ の 言葉 は 皆さん の 心 に 残っ て いま す 。 あ な た 
は 母 集 団 を 組織 し 、 生 きた も の を 食べ る すべ て の 人 の 統計 を 取り 、 彼 ら が 過去 に 
どの よう な 病気 に か か っ た の か 、 そ し て 彼ら が 現在 どの よう な 状態 に ある の か を 
特定 し 、 こ れ ら の 文書 を 私 た ち に 提供 する 必要 が あり ます 。」 彼 の 提案 
に よる と 、15 人 の 委員 会 が 選ば れ ま し た 。 そ こ に は 私 の 名 前 も 登録 され て お り 、3 か 
月 に 1 回 この よう な 会 合 を 開く こと に し まし た 。 


教授 は ロー・ ビ ー ガ ン 療 養 所 の 設立 を 考え て いる と 述べ 、 ロ ー。 ビ ー ガ ン ・ 
レス トラ ン を 設立 する と いう 話 も あっ た と 述べ た 。 
結論 と し て 、 教 授 の 要請 に より 、 私 は あな た の 手紙 、 イ ンド 政府 か ら の 
手紙 、 
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私 が 「 ア バン ガル ド 」 に 書い た 手紙 と 、 オ ゾ ニ アン と マカ リア ン の 手紙 。 彼 は サラ ダ や 
他 の 料理 を すべ て 大 喜び で 食べ 、 作 り 方 を 尋ね まし た 。 私 は 持っ て いた サラ ダ 用 紙 を 
10 部 ゲス ト に 配布 し まし た 。 こ れ は 私 が あな た に 送っ た バー ジョ ン の 1 つ で は あ 

り ま せん 。 こ れ は 真新しい 完全 な も の で す 。 


会 議 は 16 時 か ら 21 時 まで 続き まし た 。 帰 り 際 、 教 授 は 自分 の カー ド の 1 枚 
を 私 に 、 も う 1 枚 を シラ ヌー シュ に 渡し 、 常 に 連絡 を 取り 合っ て いる よう に 頼ん だ 。 
彼 は シラ ヌー シュ に こう 言っ た :「 私 は あな た の 兄弟 に 会 っ て 、 相 談 し て 、 す ぐに 目的 地 
に 到着 する た め の 効 果 的 な 計画 を 共同 で 準備 し た いと 思っ て いま す 。 海 外 旅行 の 許 
可 を 得る の は 難し いで す 。 あ な た の 兄弟 に 手紙 を 書い て くだ さい 、 彼 は 彼 の 影響 
を 利用 で きる か も し れ ま せん 待 状 を 準備 する た め に 」 


教授 の 住所 : Jivan Mambre Shmavonyan、Papazian No. 17、 エ レバ ン 。 


Haikanoush Ter Hovannessian、10 Alaverdian St. Erevan。 
イン ド 政 府 か ら の 手紙 : 
イン ド 情 報 サ ービス - TS Kanwar 


テヘラン 、1971 年 1 月 4 日 、 イ ンド 大 使 館 。 報 道 関係 者 


「 お 知ら せ し ま し た が 、『 生 食 』 と いう タイ トル で 本 を 出版 され まし た ね 。 イ ンド 
政府 が Nature Cure の 進歩 と 開発 に 関す る 研究 を 行う Nature Cure の 意思 決定 委 
会 を 任命 し た こと を お 知ら せく だ さい 


あな た の 本 は この 委員 会 に 寄贈 され 、 委 員 会 は それ を 評価 し 、 良 い 作 品 で ある と 考 
えて いま す 。 そ こ で イン ド 保 健 。 家 族 計 画 省 は 、 こ の 分 厚い 本 を 安く (わずか 5 ルピー) 
販売 し て 配布 する こと を 考え て いる 。 彼 ら は この 出版 物 の 販売 か ら 利益 を 得る こと は 
あり ませ ん 。 


ご 了承 いた だ け ま し た ら 幸 いで す 。 
イン ド 政 府 は この 本 を 英語 と 他 の 12 の 現地 言語 で 出版 する よう 求め まし た 。 


また 、 こ の 本 が その 後 更新 され た か どう か も お 知ら せく だ さい 
1967 年 版 。 そ れ と も 近い 将来 に 変更 し た いで すか ? 
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し た が っ て 、 イ ンド で この 本 を 出版 する た め に 必要 な 許可 を いた だ けれ ば 幸 
いで す 。」 
TS カン ワル 。 


1964 年 に マハ トマ ガン ジー に よっ て 設立 され た 、 イ ンド で 最も 活 
発 な 医療 機関 で す 。 彼 ら は イン ド で 私 の 本 や 会 報 を 定期 的 に 配布 し て いま す 。 イ 
ンド 保健 省 が この 機関 か ら 私 の 本 を 紹介 し て いた だ きま し た 。 以 下 は 、 そ の 機関 
の 所 長 が 私 に 宛て て 書い た 手紙 の 一 部 で す 。 


「 私 は 5 年 前 に イギリス の ベジ タリ アン 雑誌 で あな た の こと を 読ん で い 
まし た が 、 私 は あま り 注 目 せ ず 、 ほ と ん ど 忘 れ て いま し た 。 先 月 まで 、 そ こ で 
療養 所 を 経営 し て いる メキ シコ 人 の 女性 が 私 た ち に 3 週間 滞在 し 、 あ な た の こと を 
高く 評価 し て いま し た 。」 ロ ー フ ー ド で す 。 そ われ 以来 私 は あな た に 連絡 し て 
本 を 注文 し よう と 焦っ て いま し た が 、 ど うす れ ば あな た の 住所 を 見 つけ る こと 
が で きま すか ? し か し 数 日 前 、5 年 間 ロ ー フ ー ド を 食べ て いる 2 人 の 人 が 私 た 
ちの と ころ に 来 て 、 あ な た の 本 を 私 に くれ まし た 。 こ の 研究 所 は ガン ジー に よっ て 設 
立 され 、 私 は 幸運 に も 彼 の 晩年 の 10 年 間 そ こ で 働く こと が で きま し た 。 


NATURE CURE CENTER、 ウ ルリ : カ ンチ ャ ン 、 イ ンド 


イス ラ エ ル ・ ビ ー ガ ン 協 会 会 長 、『Nature and, 編 集 長 
「 健 康 」 誌 : 
「 会 報 を お 送り いた だ きま し て 誠に あり が と う ご ざい ます 。 私 た ち は そ れ ら を 受け 取る よう 努め て お り ます 」 

一 番 使 いた い 人 へ 。 私 た ち は こ れ ま で に あな た の 本 を 100 冊 販 売 し まし 
た 。 人 口 の ほとん ど が 英語 を 知ら な い 小 さ な 国 で 、 こ れ ほ ど 多 く の 本 を 売る こ 
と は 本 当 に 大 成功 で す 。 6 歳 の アナ ヒッ ト 君 の 美しい 写真 も 掲載 され て いる 
雑誌 『Nature and Health』 (TEVA UBRIUT) の 表紙 を お 送り し ます 。 現 在 、 
12 歳 の アナ ヒッ ト 君 の 写真 を 掲載 する 記事 を 準備 中 で す 。」 


Jaacov Grabois, 10 Hateyna St. Nevey Oz. イ スラ エル 


この 医師 は 英国 ベジ タリ アン 協会 の 会 長 で す 。 
彼女 は ロン ドン で 開業 し て いて 、 私 の 本 を 読ん だ 後 、 
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彼女 は 確信 し 、 患 者 に 私 の 住所 を 伝え 生食 の 本 を 処方 し まし た 。 次 の 手紙 が これ 
を 証明 し て いま す 。 


「 ロ ー フ ー ド に つい て の あな た の 本 を 読み まし た 。 ラ トー 博士 は 私 の ガン を 治 
療 す る た め に ロー フー ド 食 を 処方 し まし た 。 本 を 注文 で きる よう に 住所 を 教え て くれ 
まし た 。 郵 便 で 10 ド ル 送 り ま す の で 、 本 を 3 冊 送 っ て くだ さい 」 そ し て 6 つの 会 報 。」 


Mrs. Campbell Moodie、31 Linden Garden、 ロ ンド ン 、W. 2 
ベラ スタンリー・ ア ル ダ ー 夫 人 : 


「 親 愛 な る 栄光 の 友よ 、 私 は あな た の 本 を 二 度 注意 深く 読み まし た が 、 次 の よう に 感じ まし た 。 
この 本 は 人 類 に 新た な 時 代 を も た ら す で し ょ う 。 最 終 的 に 世界 に 全体 的 な 活気 が 
生ま れる た め に は 、 こ の 本 を 人 々 の 目 の 前 に 置く こと が 非常 に 必要 で す 。 あ な た は 、 
私 が これ まで に 本 を 読ん だ すべ て の 栄養 士 より も 、 単 純 か つ 完 全 な 真実 を 認識 し 、 
それ を よじ 正確 に 説明 する こと が で きた 天才 で す 。 


私 は 何 年 も の 間 、 人 間 は フル ー タ リア ン で あり 、 そ うす る こと で 世界 の 問題 は 
解決 され 、 黄 金 の 世界 が 創造 され る の だ と いう こと を 人 々 に 強調 し て きま し た 。 あ な 
た の モッ トー (「 料 理 を し な い 」) は 、 す べ て の 理由 、 手 段 、 節 度 を 排除 し 、 シ ンプ 
ル か つ 基 本 的 な 命令 を 実行 し ます 。 こ れ ま で 議論 され て きた 統計 な ど を 廃 
止 し 、 そ の 代わ り に 人 々 に 本 当 の 健康 と 幸せ を 提供 する の で す 。 


あな た の 発見 は 、 電 気 の 発見 と 同様 天才 の 仕事 で あり 、 お そら く あ な た を 理 
解す る 人 々 も 天才 で す 。 


あな た の 本 を 有名 に する た め に 必要 な こと は 何で も し ます 。 現 在 、 本 を 
編集 し た り 、 別 の 本 を 執筆 し た り 、 講 演 を し た り し て いま す 。 こ れ ら の こと を する に は 
日 が 短 す ぎ ま す 。 今 、 世 界 の 状況 は 危機 的 で す が 、 あ な た と あな た の 仕事 、 そ し て あ 
な た の 成功 が まだ この 世に ある と いう 点 で 、 夫 と 私 は 励ま され て いま す 。 私 た ち が あ な 
た の すぐ 近く に いる と いう こと を 受け 入れ て くだ さい 。 


私 の 本 を 一 冊 送 り ま す 。 「 私 た ち は 何 年 も ビー ガン で 、 喫 煙 も アル コー 
ル も 飲み ませ ん 。 そ し て 今 、 夫 と 私 は あな た の 方 法 を 実践 し て いま す 。」 


<WORLD UNION FELLOWSHIP> 8 番 街 、 ロ ンド ン 。 
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健康 の エッ セン ス > 最高 の 健康 と 生活 法 の 出版 社 : 
1968 年 4 月 29 日 : 


「 あ な た の 本 を 受け 取り まし た 。 こ の 本 が 素晴らし いと 思う だ け で な く 、 
し か し 、 そ れ は 私 の 考え 、 行 動 、 文 章 と 完全 に 一 致し て いま す 。 今 は 『ESSENCE OF HEALTH』 
と いう 2 雑誌 を 発行 し て いま す 。 こ の 雑誌 と 私 の 個人 的 な 書籍 の 発行 に 加え て 、 人 々 に 正 し 
い 道 を 示す 洋書 も 販売 し た いと 考え て いま す 。 そ の た め に は 、 あ な た の 本 も 必ず 私 の 本 に 加え る 
べき だ と 思い ます の で 、 拓 売り 割引 | の 条件 に つい て 教え て くだ さい 。」 


1968 年 5 月 24 日 : 


「 ロ ー フ ー ド 関連 の 本 50 冊 に つき 82.5 ドル の 小切手 を 喜ん で お 送り し ます 。 も し 本 を 
印刷 する 権利 を 与え て いた だ ける の で あれ ば 、 喜 ん で 受け 取り ます 。 出 版 す る た め の ツ ー ル は すべ て 
揃っ て いま す 。 」 


ボッ クス 2821、 ダ ー バ ン 、 南 アフ リカ 。 
ダウ ラッ トラ ム の 公共 使命 : 


「 こ の 手紙 を 受け 取っ た ら あ な た は 驚か れる で し ょ う 。 信 じ て く だ さい 、 あ な た の 本 を 
見 て 、 こ の 研究 所 の 理事 会 の メン バー 全員 が 深い 影響 を 受け た だ け で な く 、 生 の 食べ 物 に 
よっ て の み 国 民 を 救え る と 完全 に 確信 し まし た 」 「 す べ て の 病気 を 解決 し ます 。 私 た ちの コミ ュ 
ニテ ィ は 慈善 団体 で す 。 私 た ち は イ ンド で ロー フー ド 運 動 を 実施 する こと に し まし た 。 英 
語 と 現地 の 言語 で あな た の 本 を 印刷 する こと を 許可 し て いた だ けれ ば 、 ま ず 1 万 部 を 無料 で 配布 
し ます 。 私 た ち は そ うし ます 保健 省 に も この 問題 を 活動 の 中 で 考慮 する よう 連絡 し 、 病 院 で も 真 
実 を 証明 する こと に し まし た 。 


私 た ち は 、 あ な た の 哲学 に 個人 的 な 利益 の 観点 か ら 反 対 者 が いる こと を 承知 し て い 
ます が 、 国 民 の ほとん ど が 貧し く 飼え て いる イン ド の よう な 国 で は 、 生 の 食品 が 適し た 場 
所 を 見 つけ 、 そ の 結果 、 何 百 万 人 も の 人 間 が 健康 被害 を 引き 起こ すこ と に な る で し ょ う 。 調 理 さ れ た 
食べ 物 や 習慣 、 間 違っ た 習慣 は 苦し み ま す が 、 救 われ ます 。 「 後 で 、 あ な た の 本 が 出版 され た ら 、 
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出版 され 、 結 果 が 達成 され た ら 、 ご 家族 と 一 緒 に イン ド に 来 て 、 そ の 結果 を ご 自身 の 目 で ご 覧 く 
だ さ いと いう 招 待 状 を 送り ます 。」 


クリ シャ ン ・ モ ハン 副 大 統領 。 17- B、 ア サフ アリ ロー ドニ ュー デリ ー 


イン ド 大 使 館 か ら 手 紙 を 受け 取っ た 後 、 私 は も う 一 度 試み て この 勝利 に つい て 我が国 当 
局 に 知ら せる こと に し まし た 。 ま ず 、 私 は そ モハ マ ド レ ザ ー・ シ ャ ー: パ フラ ヴィ ー に 次 の よう な 手 
紙 を 書き 、 ペ ル シ ャ 語 、 英 語 、 ア ル メ ニア 語 の 本 を 帝国 官邸 に 添付 し まし た 。 


手紙 : 


「 最 初 は 想像 する の が 難し いか も し れ な い 、 非 常に 嬉し い ニ ュー ス を お 届け で き 
る こと を 誇り に 思い ます 。 


私 の 30 年 に わた る 努力 、 研 究 、 研 究 、 経 験 の 結果 、 今 日 あら ゆる 病気 の 原因 は 、 
人 々 が 知ら ず 知 ら ず の うち に 体内 に 取り 込ん だ 調理 済み 食品 、 化 学 物質 、 そ の 他 の 死ん だ 
物質 の 摂取 に よっ て 引き 起こ され る こと が 明確 に 証明 され まし た 。 私 が この こと を 確信 し た の 
は 、 有 名 な 医師 に よる 「 効 果 的 な 」 薬 と 「 強 化 」 食 品 の 処方 の 結果 、 愛 する 二 人 の 子供 、 一 人 は 
10 歳 、 も う 一 人 は 14 歳 で 亡くし た 時 で し た 。 私 が アル メニ ア 語 で 書い た 詳細 な 本 は 1960 年 
に 印刷 され 出版 され 、 そ の 後 1963 年 に ペル シア 人 の 同胞 た ち に 知ら せる た め に 、 一 時 的 に 
ペル シア 語 で 小さ な パン フレ ッ ト を 出版 し 、 そ の コピ ー を 同時 に 贈呈 し まし た 。 言 及 さ 
れ た 本 は 文化 芸術 大 臣 の パー ル ボ ー ド 氏 に 注目 され まし た 。 彼 は 私 を 呼び 出し 、 数 回 の 面会 の 
後 私 を 博士 に 紹介 し まし た 。 


アッ バス ・ ナ フィ シ 、 レ ッ ド ・ ラ イオ ン ・ ア ンド : サ ン 事 務 総 長 。 ア ッ バ ス ・ ナ フィ シ 博 士 と カジ ェ ・ 
ー リ 産科 病院 院長 の アボ ルカ セム ・ ナ フィ シ 博 士 は 私 の 考え や 意見 を 気に入っ て くれ て 、 
あら ゆる 種類 の 支援 と 協力 を 約束 し て くれ まし た 。 ロ ー フ ー ド に 関す る 事前 調査 の た 
NO ネ 孤 児 院 ナンバー ワン 保育 園 . バ フラ ミ 小 児 病院 を 紹介 し て いた 
きま し た 。 残 念 な こと に 、 そ こ で いく つか の 困難 に 遭遇 し まし た 。 な ぜ な ら 、 一 部 の 医師 や 
人 っ た 考え か ら 切 り 離 し 、 彼 ら の 考え を 新しい 考え に 慣れ させ る 必要 が あっ 
た か ら で す 。 そ の た め 、 仕 事 を 延期 し た た め 、 私 の 努力 は 無駄 に 終わ り 、 一 時 的 に 研究 の 追求 を 
放棄 し まし た 。 問 題 。 も ちろ ん 、 素 晴らし い 
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特に 私 は 彼ら の 間違っ た 食 習慣 の 悪影響 を 注意 深く 観察 し た の で 、 残 念 
に 思い まし た 。 


基本 的 に 、 上 記 の 施設 の 管理 者 と すべ て の 医師 は 、 死 ん だ 食べ 物 の 実 
際 の 影響 に 注意 を 払わ ず 、 レ スト ラン の よう な 、100% 病 気 の 原 因 と な る 
調理 済み の 死ん だ 食べ 物 を すべ て の 患者 に 与え た だ け で し た 。 自 
国 で 成功 し な か っ た 後 、 私 は 自分 の 考え を 外国 の 科学 者 に 表明 する こと に し 
まし た 。 そ うす る こと で 、 お そら く こ の 方 法 で 、 私 の 計画 を 母国 で 実行 する た 
め の 有 効 で 否定 で き な い 証拠 を 入手 で きる か も し れ ま せん 。 こ の 時 が 来 た 
今 、 シ ャ ー と 人 民 の 白色 革命 に よっ て 世界 に 意思 を 示し た あな た 方 に 、 こ の 
重要 な 情報 を 伝え る こと が 私 の 神聖 な 義務 で ある と 感じ ます 。 


私 の 英語 の 本 は 1963 年 に 初め て 印刷 、 出 版 さ れ 、 す で に 販売 され て 
いま す 。 そ れ か ら 1965 年 に 私 は アル メニ ア 語 で 2 冊 目 の 本 を 出版 し 、 そ の 
2 年 後に 同じ 本 を 英語 に 翻訳 し て 、 そ れ ぞ れ を 皆さん に 送り まし た 私 
は 個人 的 な 手段 と リソー ス を 使っ て 、 こ れ ら の 書籍 1 万 冊 と 約 50 万 枚 の 無 
料 チ ラン シ を 外国 の 政治 家 、 新 聞 社 、 機 関 、 大 学 な ど に 送り まし た 。 今 年 も 
私 は アル メニ ア 語 の パン フレ ッ ト を 一 万 部 印刷 し 人 人 々 に 無料 
で 提供 し まし た 。 こ れ ら の 活動 の 結果 、 今 日 、 世 界 の 国々 、 特 に アメ リカ 、 
イン ド 、 ア ル メ ニア に は 、 何 十 万 人 も の ロー・ ビ ー ガ ン の 人 た ちがい ま 
す が 、 そ の ほとん ど は 医師 に 失望 し た 患者 で し た 。 彼 ら は 完全 な 健康 状態 
で 生活 を 続け て いま す 。 彼 ら か ら 何 千 通 も の 感謝 の 手紙 を 受け 取り ます 。 ほ 
ぼ す べ て の ビー ガン や 自然 療法 医 、 そ の 他 の 進歩 的 な 医療 機関 が 私 の 本 や チ 
ラ シ を 広め 、 ロ ー ビ ー ガ ン に つい て の 大 々 的 な 宣伝 を 始め まし た 。 彼 ら は 
私 の 発表 を 新聞 に 掲載 し 、 生 の ヴィ ー ガ ン の た め の 療 養 所 を 建設 し て いま 
す 。 メ キシ コ に 生食 孤児 院 が 設立 され る 。 私 の 本 は アル ゼン チン で は ス 
ペイ ン 語 に 、 デ リー で は ヒン ディ ー 語 に 疾 所 され 、 現 在 印刷 され て いま 
す 。 BBC は テレ ビ で 私 の 本 を 紹介 し 、 そ の 一 部 を 人 々 に 読み 上 げ ま し 
た 。 ヨ ー ロ ッ パ や アメ リカ な どの 慈善 活動 を 行う 医師 た ち は 、 「 不 治 の 」 上 患者 
た ち に 私 の 言葉 を 伝え 、 本 書 を 読む こと を 勧め て いま す 。 
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生食 の 本 。 エ レバ ン ア カ デ ミ ー の 生物 学者 た ち は 、 月 刊 誌 「 サ イエ ンス & テ 
クニ ッ ク 」 で 私 の 見 解 を 擁護 し 、 支 持 し て いま す 。 


アル メニ ア 語 で 書か れ た 私 の 分 厚い 本 が 10 年 前 に 出版 され て 以来 、 
エレ バン で は 生食 者 の 数 が 増加 し た 。 彼 ら は お 互い に 関係 を 
築き 、 生 食 に 基づい て パー ティ ー や お 祝い を 企画 し ます 。 こ うし た ロー 
フー ド を 食べ る 人 の 中 に は 医師 も 多く 見 られ ます 。 エ レバ ン 大 学 の 栄養 学 
部 長 と 教授 は 生食 に 関す る 講演 会 を 企画 し て お り 、 こ の 集会 で は 重 篤 な 
病気 か ら 救 われ た 人 々 が 報告 を し ます 。 


た と えば 、 礎 痺 を 患い 、 
4 年 間 動 く こ と が で きま せん で し た が 、14 ヶ月 間 生 の 食べ 物 を 食べ た 後 
に 立ち 上 が り . 現 在 は 完全 に 健康 で す 。 も う 1 つの 興味 深い 例 で す 。 私 の 
親戚 の 1 人 で ある 28 歳 の 若者 は 、 神 経 衰 弱 を 患っ て お り 、 手 足 を ほ と 
ん ど 動 か すこ と が で きま せん で し た 。 彼 は 私 の 無料 の 指示 に 耳 を 貸さ 
ず 、 ヨ ー ロ ッ パ に 3 回 旅行 し 100 万 リア ル 以 上 を 費やし 、 つ い に ロ ー ザ ン ヌ 
で 私 の 本 を 読ん で 真実 を 知っ た 有名 な 神経 内 科 医 か ら 生 食 の 本 を 
受け 取 り ま し た 。 彼 は テヘラン に 戻 つた 。 


関連 する ファ イル に は 何 干 も の 同様 の 文書 が あり 、 
任命 され た 人 に それ ら を 提示 する 準備 が で き て いま す 。 結 局 の と こ 
ろ 、 最 近 私 に も た らし た 最大 の 成功 は 、 イ ンド 政府 が 私 の 本 が 有用 で ある 
と 公式 に 認め 、 こ の 本 を 出版 し 、 イ ンド の 人 々 が 本 の 指示 に 従う こと が 
で きる よう に その 読書 を 推奨 する こと を 決定 し た こと で す 。 。 そ し て 病気 、 
貧困 、 仙 え か ら 救 わ れ ま す 。 


今日 、 消 費 を 避け る 人 は 、 
調理 済み の 食品 、 有 毒薬 物 、 そ の 他 の 死骸 は 、 心 臓 発作 、 癌 、 糖 尿 病 、 感 
染 症 風邪 な どの 軽度 また は 重度 に か か わら ず 、 あ ら ゆ る 病気 に 航 っ て い 
ませ ん 。 な ど が 保存 され ます 入手 可 能 な 文書 は 、 新 し い 病院 が 開 
設 さ れる と 患者 数 が 比例 し て 増加 する こと を よく 証明 し て いま す 。 な ぜ な 
ら 、 病 院 、 薬 局 、 厨 房 は 病気 の 発生 源 だ が から で す 。 し た が っ て 、 新 た に 病 
院 を 建て る 必要 は な い が 、 患 者 が いな く な っ て 次 々 と 病院 が 閉鎖 され る 状 
況 を 作る べき で あり 、 
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この 状態 は 人 々 の 食事 の 仕方 を 変え る こと に よっ て の み 生 じ ま す 。 一 部 の 人 々 の 考え に 
反し て 、 こ れ を 行う の は 非常 に 簡単 で す 。 

イン ド 政 府 が 決定 し た よう に 、 第 一 に 国民 に ロー フー ド の 本 を 読む よう 勧め る 必要 
が あり 、 第 二 に 調理 は 不 自然 で 非 生 命 に 関わ る 行為 で や る こと を 公式 に 発表 する 必要 
が ある 。 死 ん だ 食品 、 毒 薬 、 化 学 ビ タ ミ ン な どの 虚偽 の 誤解 を 招く 広告 に は 制限 を 設 
ける べき で す 。 


農民 に 毒 泉 を 配布 する 代わ り に 、 保 健 隊 の 職員 は 生き た 野菜 か ら 栽 培 する 方 法 を 農民 
に 教え る こと が で きる 。 発 芽 小麦 、 調 理 済み の 美味 し く て 安価 な 健康 食品 、 あ る い は 人 が 
どの よう に し て 生き た 小麦 2 リア ル 、 ナ ツメ ヤシ 2 リア ル 、 野 菜 2 リ アル で 体 を 十分 に 

満た し 、 病 気 な く 生 きる こと が で きる の か 。 


報道 、 ラ ジオ 、 テ レビ を 通じ て 、 国 民 に 食 習慣 の 変化 生き た 本 当 に 元気 を 与え る 

自然 食品 の 調理 に つい て 警告 し 、 処 方 する こと が 可能 で す 。 病 院 は 段階 的 に 

療養 所 に 変え る こと が で きま す 。 保 育 園 、 孤 児 院 、 病 院 で の 食事 の 提供 方 法 は 、 徐 々 に ロ 
ー ビ ー ガ ン が 義務 付け られ る べき で す 。 そ の 結果 、 人 々 は これ ら の 療養 所 を 自宅 に 移し 、 
自分 自身 の 医師 に な り ま す 。 や が て 病院 に は 患者 が いな く な り 、 次 々 と 閉鎖 され る 

だ ろう 。 あ ら ゆ る 種類 の タバ コ 、 飲 み 物 、 肉 、 魚 、 そ の 他 の 有害 物質 の 消費 は 徐々 に 減少 
し ます 。 


アー モン ド 、 ピ スタ チオ 、 ナ ツメ ヤシ 、 レ ー ズ ン な どの 貴重 な 食料 品 や 他 の 多く 
の 果物 や 野菜 が 最低 価格 で 他国 に 輸出 され て お り 、 こ れ を 止め る べき で あり 、 輸 出 は 行 
われ る べき で は な い 。 し た が っ て 、 こ こ で 吉 培 され た 食べ 物 は 私 た ち 自身 の 人 々 に 
よっ て 消費 され 、 そ の 結果 、 人 々 の 生活 水準 は 向上 し 、 否 定 的 な 態度 は 減少 し ます 。 初 次 、 
犯罪 偽造 は な く な り ま す 。 一 見 不可 能 に 思え る この こと は 、 数 年 以内 に 私 た ちの 祖国 
で 現実 に な る で し ょ う 。 


私 た ち は 、 お 金 が 大 好き で 冷酷 な 医師 た ちの 不条理 で 誤っ た 誤 
解 に 注意 を 払う べき で は あり ませ ん 。 な ぜ な ら 、 彼 ら は 自分 た ちの 主張 だ け で な く 、 間 
違っ た 行動 や 行動 に よっ て も 病気 を 予防 する 最小 の 治療 法 を 見 つけ る こと が で き て い 
な いか ら で す 。 
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間違い が これ ら の 病気 の 墓 延 を 引き 起こ し た の で す 。 こ れ ら すべ て の 議論 に 

対す る 答え は 、 仕 事 と 行動 の 明確 な 結果 に よっ て の み 得 られ ます 。 私 の 家族 で 

得 ら れ た 結果 が 彼ら に と っ て 、 そ し て 他 の 国 に 散ら ば っ て いる ロー フー ド を 食べ 
る 人 々 に と っ て 十分 で は な いと し て も 、 十 分 な 設備 と 手段 が 与え られ れ ば 私 

は 自分 の 主張 が 真実 で ある こと を 行動 で 証明 し 証明 する 準備 が で き て いま す 短 期 
間 で 。 


私 の お 願い は 、 私 が 英語 で お 送り し た 書籍 と お 知ら せ を 辛抱 強く 読ん で い 
た だ く こ と で す 。」 


「 人 類 を 貧困 と 病気 か ら 救 っ て くれ た 最大 の 救い 主 の 御前 に 。 


私 は 帝国 陸軍 の 退役 将校 で あり 、 私 の ファ イル に よる と 、 陸 軍医 療 評 
議会 の 決定 に 従っ て 、 1344 年 (ペル シャ 太陽 暦 ) に 過度 の 肥満 の た め 
18 年 3 か 月 の 経験 を 積ん で 退役 し まし た 。 手 配 さ れ た 深刻 な 病気 。 125kg ほ 
ど 増 えた 肥満 を 治療 する た め に 一 時 退職 する 前 に 、 メ トリ カル な どの 洲 
身 薬 を 処方 され て 服用 し た 結果 、 体 重 は 150kg に 達し 、 さ ら に 増え 続け まし 
た 。 完 全 に 働く 力 を 奪わ れる まで は 。 そ の 後 、 ビ タ ミ ン 剤 や ケバ ブ な ど を 
処方 し た こと で 、 喘 息 に も な り ま し た 。 つ まり 手当 な し 、 つ まり 給与 が 不 完 
全 な まま 、 私 を 退職 させ る こと が 決定 され まし た 。 こ の 頃 、 喘 息 が 私 を 苦し め 
て いた と き 、 彼 ら は 私 を 陸軍 第 502 病 院 の アレ ルギー 科 に 送り 、 手 に 18 種 
類 の 注射 を 打っ て くれ まし た 。 そ れ ら の も の に 対す る アレ ルギー、 も ちろ ん そ 
れ ら は すべ て 腫れ まし た が 、2 つ また は 3 つ 彼 ら は 嘆願 書 が 空 で な く な 
る と すぐ に それ ら を 検討 し 、 あ な た は それ ら の も の に 対し て アレ ルギー が 
ある の で 週 に 3 回 注射 する 必要 が ある と 言い まし た 。 そ の 結果 、 私 は 心臓 喘 
息 を 患い 、 バ リウ ム な どの 錠剤 胸部 シロ ッ プ .、 劇 薬 を 処方 し た こと に より 、 腎 
臓 が 機能 不全 に な り 、 腹 部 の 激しい 腫れ の 痛み に 悩ま され まし た 。 そ 
の 後 、 私 の 体重 は 160kg か ら 増 加 し 、 医 師 が 処方 し た 強力 な コル テ 
ン 錠 を 服用 し た た め 、 日 に 日 に 太り 、 い わ ゆ る コー トニ ー 肥 満 に な り 、 再 び 
担架 で 運ば れ ま し た 。 
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永遠 の 治療 の た め 同 じ 病 院 の 病棟 へ ! 騎 ヘル ニア の 手術 後 、 医 師 は 私 に 、 
3,000 万 単位 の ペニシリン を あな た の 胃 に 流し 込ん だ と 言い まし た 。 今 で は 、 こ 
の ペニシリン の せい で 私 は 死 の 境目 に 達し て いた こと が 分 か り ま し た 。 当 時 、 
私 の 幼い 娘 は 心臓 リウ マチ を 患っ て お り 、18 歳 に な る まで 毎週 1200 個 の ペ ニ 

シリ ン (ペナ ドー ル ) を 注射 し な けれ ば な り ま せん で し た 一 方 、 私 の 幼い 息子 は 
足 が 横 か ら 曲 が っ て いて 、 ひ どい 清 み に 苦し ん で いま し た 。 - ラ キ 炎 と 呼ば れ ま 
す 。 私 と 子供 た ちの 貧困 と 多く の 病気 に 茸 し ん で いる 妻 が ファ ミリ ー サ ポー 

ト 裁 判 所 に 訴え を 起こ し 、 慰 謝 料 を 求め まし た が 、 私 は 給料 が 低い た め 慰 謝 
料 を 支払 うこ と が で きず 、 離 婚 し まし た 。 つ まり 妻 を 救う こと で す 。 こ の 磯 惨 な 
人 生か ら 。 私 は 5 人 の 病気 の 孤児 た ちと 一 緒 に 滞在 し まし た 。 毎 日 、 健 康 保険 
手帳 を 持っ て 医者 に 行く と 、 大 量 の 保険 手帳 が 埋まり 、 多 額 の 給料 が 診 
察 料 心電図 検査 料 、 検 査 料 と し て 横領 され まし た 。 保 険 フ ラン チャ イズ の 給料 
の 一 部 も 失う こと に な り ま す 。 


私 の 状況 に 気づい た 子供 の 学校 の 簿記 係 が 私 に 生食 の 本 を 勧め て くれ 

る まで は 。 私 は この 本 を 熱心 に 読み 、 そ の 内 容 を 受け 入れ 、 子 供 た ちと 一 緒 に 
1009%% 生 の ビー ガン を 食べ る よう に な り ま し た 。 数 日 以内 に 喘息 は 治り まし た 。 
その 後 、 娘 の 状態 は 徐々 に 良く な り 、 幼 い 息 子 の 足 も ま っ すぐ に な り 、 私 は 青春 
を 再開 し まし た 。 半 年 以内 に 私 の 体重 は 約 160kg か ら 70kg に 減少 し ま 

し た 。 こ の 間 、 私 は 完全 に 生 で 食べ る こと で 子供 の よう な 生命 力 と 新鮮 さ を 取 り 
戻し 、 致 命 的 な 食べ 物 に は 決 し て 触れ な いと 心 に 誓い まし た 。 私 が 不幸 か ら 救 わ 
れ た の は あな た の 本 の お か げ で す 。」 
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アク バル ・ ト ファ ンチ 氏 - テヘラン 、 ナ セル ・ ホ スロ ー 通 り 、 ア ラビ ア 人 地区 、 カ ザ エ イ 
通り 、11 番 。 


この 手紙 の 筆者 は テヘラン : ロ ー・ ビ ー ガ ンズ に 来 て いる 女性 で す 
彼女 は 毎日 仕事 が 終わ っ た ら ク ラブ に 行っ て 、 私 た ち を クラ ブ で 手伝っ て くれ ます 。 そ し て 時 々 、 彼 女 は クラ ブ の 
活動 か らい くつ か の ビデ オ を キャ プチ ャ する こと も あり ます 。 


「 私 が ロー・ ヴ ィ ー ガ ニズム で が ん を 克服 し た 方 法 : 
も うす ぐ ロ ー・ ビ ー ガ ン に な っ て 2 周年 を 迎え ます 。 ち ょ うど 2 年 前 、 
が ん の 痛み が 激 し さ を 増し て いた と き 、 私 は ロー フー ド の 本 に 出会い 、 
私 の 人 生 を 完全 に 変え まし た 。 実 際 、 こ の 本 は 私 の 命 を 救っ て くれ まし 
た 。 
ペル シア 帝国 暦 2533 年 2 月 21 日 、 右 胸 に 違和感 を 感じ まし た 。 少 し 動揺 
し て 医者 に 行き まし た が 、 レ ント ゲン に は 異常 は あり ませ ん で し た 。 2 か 月 
後 、 痛 み が 始 まり 、 す ぐに 悪化 し まし た 。 医 師 に よる 訪問 診療 が 始ま り ま し た 。 


2533/6/25、 私 の 許可 を 得 て 手術 が 行わ れ ま し た 。 意 識 を 取り 戻す と 、 
右 胸 が 消え 、 右 手 が し びれ て いる こと に 気づき まし た 。 


2535/1/5 ま で 、 私 の 気分 は あま り 変 わり ませ ん で し た 。 左 太もも に 痛み 
を 感じ た と き 、 数 人 の 医師 の 診察 を 受け 、 写 真 を 何 枚 か 撮っ た 後 、 骨 腫瘍 と 診 
断 さ れ 、 再 手術 を 命じ られ まし た 。 
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頭 か ら つ ま 先 ま で の 骨 切 り 術 の コン ピュ ー タ ー 化 され た レポ ー ト 。 take 
病気 の 進行 を 防ぐ た め の 別 の 手術 で 、 子 宮 と 卵巣 も 切除 され まし た 。 40 
日 が 経ち まし た .… 医 師 は 私 に 再度 入院 する よう に 言い まし た 。 私 は 海外 に 
行き 、 そ こ で 治療 を 続け る こと に し まし た 。 私 は イス ラ エ ル に 行き まし た 。 
私 の 右 胸 を 切除 し た 後 、、 か 月 ご と に 私 の 肺 と 肝臓 の 写真 を 撮り まし た 。 大 
量 の 放射 線 が 私 の 体 を 貫通 し まし た 。 彼 ら は 私 に 40 回 の コバ ルト 治療 を 
施し 、 各 セッ ショ ン で 片側 に 3 分 間 、 反 対 側 に 3 分 間 コ バル ト を 塗布 し まし 
7 


イス ラ エ ル で は 、 彼 ら は 再び 写真 と X 線 写真 を 撮り 始め 、 私 が 何 年 も 前 に 
手術 し た 甲状腺 腫 の 写真 も 撮り まし た 。 


最後 に 、 主 治 医 は 全 過 程 を 私 に 説明 し 、 こ う 言い まし た 。「 胸 部 切除 
が 遅れ て 、 こ の 病気 は 肺 、 肝 臓 、 骨 と いう 体 の 3 つの 部 分 を 攻撃 し ます 。 あ な 
た は 進行 性 の 骨 癌 で す 。 大 肌 骨 頭 は 非常 に 薄く な り ま し た 。 . 政 行 機 の 椅 
子 に 座っ て いる と き に 、 ど うし て 壊れ な か っ た の で し ょ う ?」 


イス ラ エ ル で は 、 コ バル ト の セッ ショ ン を 15 回 実施 し まし た 。 私 
は 写真 、 手 紙 、 処 方 箋 、 指 示 書 が 詰まっ た スー ツケ ー ス を 持っ て テ ヘ へ 
ラン に 戻り まし た 。 私 は テヘラン で 1 週間 化学 療法 を 受け 、 朝 7 時 か ら 午 
後 2 時 まで 私 の 頭 に 塩 を 塗ら れ ま し た 。 ホ ル モ ン 剤 の 投与 が 中 止 さ れ た 
た め 、 私 の 体重 は 68 キロ か ら 83 キロ まで 増加 し まし た 。 彼 ら は 
私 の 髪 が 抜け 落ち 、 あ ご ひげ と 口ひげ が 生え る こと さえ 予測 し まし た 。 
ある 日 、 カ プ セ ル を 飲も うと 思っ て パン フレ ッ ト を 読ん だ と ころ 、 こ の 楽に 
は 最大 12 件 の 副作用 が あり 、 場 合 に よっ て は 死に 至る 可能 性 が ある と 
書か れ て いま し た 。 で も 、 私 は まだ 生き て いる の で 、 自 分 を 悩ま せる 
の は や め る こと に し まし た 。 


10 か 月 後 、 私 の 人 生 で 最も 重要 な 変化 が 起こ り ま し た 。 自 身 
も 麻痺 を 患っ て いた 友人 の 一 人 が 、 ロ ー・ ビ ー ガ ン に な っ て か ら 一 ヶ月 
経っ て 気分 が か な り 良 く な っ た と 話し て くれ た と き 、 私 も ロー・ ビ ー ガ ン 
に な る こと を 決心 し まし た 。 翌 日 、 私 は 体調 を 月 し て が っ か り し た 体 で 、 
栄養 法 を 学ぶ た め に ロー ビー ガン クラ ブ に 行き まし た 。 私 は 数 日 間 、 ギ 
分 生 で 半分 調理 し て 食べ まし た 、 そ し て 、 私 は ます ます 励ま され て 、 つ 
い に 私 は 
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絶対 的 な 生食 者 。 最 初 の 1 ヶ月 間 、 生 で 食べ た こと で 、 私 の 体 に 奇跡 
が 起こ り ま し た 。 完 全 に 抜け 落ち て いた 眉毛 が 再び 生え 始め まし 

た 。 歩 < エネ ルギー が 増え 、 視 力も 回 復 し 、 元 気 に な っ た よう に 感 

じ ま し た 。 あ る 日 、 私 は 中 央 保険 事務 所 の 大 理 石 の 床 の 階 段 か ら 落 ち 
まし た 。 麻 痺 し て し まう よう な 気 が し た 。 こ の 2 か 月 間 、 ロ ー フ ー ド を 
食べ 続け た 結果 、 私 の 体 に は 非常 に 多く の 変化 が 見 られ 、 私 の 骨盤 
と 足 の 写真 を 再度 撮っ た と ころ 、 医 師 は 「 あ な た の 骨 は 私 の 骨 よ 

り も 健康 で す 」 と 言い まし た 。 私 の 体 に は 深い 傷 の 痕跡 は 残っ て いま 
せん で し た 。 私 は 生食 の 前 後 の す べ て の 文書 と 写真 を 保管 し て いま 
す 。 2 年 間 の ロー ビー ガン 生活 を 経て 、 今 日 、 私 は 完全 に 変わ り ま 
し た 。 こ の 間 、 私 は 薬 を 一 切 飲み ませ ん で し た 。 


手術 後 、 完 全 に 麻痺 し て いた 右手 は 正常 に 戻り まし た 。 抗 が ん 剤 治 
療 後 上 皮下 ニ キビ だ ら け で 激痛 だ っ た 私 の 体 は 良く な り 、 ニ キビ も な く 
な り ま し た 。 こ の 間 、2 0 キロ 痩せ まし た 。 現 在 、 私 は 1 日 8 時 間 
働い て お り 、 自 由 時 間 に は と て も アク ティ ブ に 過ごし て いま す 。 新 し 
い 生 活 で も 楽し く 健康 に 過ごし て いき た いと 思い ます 。」 


マリ アム ・ ネ シャ ン : バ ル ジ ャ ン 、1931 年 7 月 25 日 生ま れ 、 テ ヘラ ン 出 身 
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大 大 大 


これ ら の 手紙 や 、 世 界 中 の さま ざま な 国籍 の 生食 者 か ら 受 け 取 っ た 他 の 
何 千 通 も の 手紙 は 、 薬 物 や 調理 済み 食品 の 使用 を や め た 患者 は 、 あ ら ゆる 種 
類 の 病気 を 即座 に 必ず 治癒 する こと を 証明 し て いま す 。 


アル メニ ア の 首都 エレ バン で 発行 され て いる 新聞 「AVANGUARD」 は 、 
その 号 の 1 つ (1964 年 、 第 98 号 ) で 次 の よう に 書い て いる 。 


彼ら は 学 間 の 人 で あり 、 生 食 者 に な っ た 。 彼 ら は 、 発 汗 も せ ず 、 心 臓 の 動 怪 も 感 
じ な い ほ と ど 体 が 軽く て 健康 で ある と 保証 し ます 。」 


モス クワ の 雑誌 「SCIENCE AND LIFE」 は こう 告白 し て いる 。 
1965 年 3 月 号 で は 、 読 者 の 中 に は 生食 者 が 多く 、 さ ま ざ ま な 病気 か ら 回 復 し 、 回 
復 の 詳細 を 編集 者 に 知ら せ て いる こと が 記載 され て いま す 。 


この よう な 状況 で は 、 な ぜ 生 物 学者 や その 他 の 責任 ある 当局 が 生食 
の 原則 を 実践 する た め の 積 極 的 な 措置 を 講じ な い の か 理解 で きま せん 。 
人 類 を 病気 か ら 解 放し 、 す べ て の 人 に 幸せ な 生活 を 保障 する と いう 最 
終 目標 を 達成 する 方 法 が 見 つか っ た に も か か わら ず 、 な ぜ 彼 ら は 路 踏 す 
る の で し ょ うか ? 彼 ら が 望め ば 、2 か 月 以内 に すべ て の 病人 を 治療 し 、 串 
者 の 病院 を 空 に する こと が で きま す 。 こ の 目的 を 達成 し た いか どう か を 
尋ね る こと は 、 す べ て の 高貴 な 人 々 の 義務 で す 。 


私 は 全 世 界 に 上 厳 鹿 に 宣言 し ます 。 今 後 、 毒 薬 の 処方 と 調理 済み 食品 の 推奨 
は 、 人 道 に 対す る 最も 非情 な 犯罪 と みな され ます 。 


人 間 の あら ゆる 病気 の 原因 と な る 。 
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美しい 7 歳 の 白い 犬 、 ジ ャ ッ キ ー は 、 生 まれ て か ら 生 の ヴィ ー ガ ン と し て 私 た ちと 一 緒 に 暮らし て いま す 。 


今 で は 、 他 の 人 に と っ て も 肉食 が 不 自然 で ある こと が 簡単 に 証明 され て いま す 。 
私 た ち に は 本 物 の 肉食 動物 は いま せん 。 ジ ャ ッ キ ー は 生ま れ た 時 か ら 私 た ち が 
食べ る 食べ 物 に 慣れ て いま す 。 彼 の 食べ 物 の ほとん ど は 小麦 、 ナ ツメ ヤシ 、 レ ー ズ ン 、 ピ スタ 
チオ 、 サ ラダ 、 さ ま ざ ま な 果物 で 構成 され て お り 、 こ れ ら は すべ て 生き た ( 生 の ) 形 で す 。 な ぜ な 
ら 、 私 た ちの 家 に は 死ん だ 食べ 物 が 1 グラ ム も あり ませ ん 。 こ の 犬 は 玉ねぎ や 大 根 も 信 欲 に 食 
べ ま す 。 
私 た ち が 彼 を 街 の 外 に 連れ 出す と 、 彼 は 緑 の 牧草 地 で 子羊 の よう に 草 を 食べ ます 。 他 の 犬 と 
比べ て 、 こ の 犬 は 非常 に 健康 で 、 新 鮮 で 、 エ ネル ギー に 満ち て いま す 。 ラ イオ ン 、 ヒ ョ ウ 、 オ オカ 
ミ の 子供 た ち に この 犬 の よう に 植物 を 食べ る よう に 慣らし た い 場 合 、 数 世代 後に は 彼ら は 
完全 に 凶暴 性 を 放棄 し て 穏やか に な り 、 牛 な どの 他 の 動物 と 共存 で きる よう に な り ま す 。 し か 
し その 逆 に 、 牛 を 肉食 に 慣れ させ る こと は 決し て で きま せん 。 


何 を 避け る べき で すか ? 


硫黄 また は シャ ー プ な 水 で 加工 され た ドラ イフ ルー ツ 
また は 他 の 化学 物質 と 一 緒 に 摂取 する べき で は あり ませ ん 。 こ れ に は 栄養 価 は な く 、 単 
な る 有毒 物質 で ある た め 、 虫 も 近づき ませ ん 。 化 学 薬品 で 濾過 され 、 本 来 の 色 や 匂い 、 味 が 損 な 
われ て いる オリ ー ブ オ イル を 摂取 すべ き で は あり ませ ん 。 
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そし て 栄養 価 も 失わ れ て し まい ます 。 塩 漬け の オリ ー ブ 、 キ ュ ウ リ の ピク ルス 、 塩 や 酔 で 
調理 し た ピク ルス は 、 生 きた 自然 食品 と みな され ませ ん 。 ま た 、 酢 や ワイ ン な ど `、 元 

の 自然 な 状態 に 戻っ た 食品 に は 栄養 価 が あり ませ ん 。 塩 は 、 体 に 必要 な 塩 が 果物 や 野菜 
に 存在 する こと に 加え て 、 加 熱さ れ て 有害 な 方 法 で も 調製 され ます 。 果 物 や 野菜 の 洗 
浄 に は 過 マ ン ガ ン 酸 塩 や その 他 の 消毒 剤 を 使用 し な いで くだ さい 。 


暑い 部 屋 、 熱 い 衣 服 、 汚 れ た 空気 を 避け て くだ さい 。 石 鹸 や シャ ンプ ー に は 皮 
膚 や 体 に 有害 な 化学 物質 が 含ま れ て いる た め 、 使 用 し な いで くだ さい 。 で きる だ け 早 く 
シャ ワー を 浴び て くだ さい 。 


ロー ビー ガン は 、 不 自然 な 調理 済み の 肉 や 脂肪 の 多い 食べ 物 を 食べ ませ ん 。 
と て も 喉 が き ます 。 冷 水 で 消え て し まう よう な 無駄 な カロ リー を 消費 する 
こと は な く 、 そ の 場 を 水 で 満た す た め に 汗 を か く こ と も あり ませ ん 。 ま た 、 自 然 食品 に 
は 十分 な 水分 が 含ま れ て いま す 。 夏 に は 水分 が 豊富 で 、 冬 に は 水分 が 少な く な る よう に 、 
自然 は 自然 な 食べ 物 を 生み 出し て きま し た 。 生 食 者 は 喉 が 潟 く と 、 キ ュ ウ リ や トマ ト 、 あ 
る い は 一 杯 の フル ー ツ ジュ ー ス や 純粋 な 湧き 水 を 食べ て 喉 の 意 き を 潤し ます 。 こ の 
目的 の た め に 、 ま た コン ポー ト な ど に 水 を 加え る た め に 、 す べ て の 生き 物 は 毎日 コッ プ 
1 2 杯 の 湧き 水 を 準備 する 必要 が あり ます 。 原 則 と し て 、 生 きた も の を 食べ る 人 は 、 た と 
え そ の 量 が 非常 に 少量 で あっ て も 化学 物質 や 有毒 物質 を 体内 に 入れ る べき で は あり ませ 
ん 。 そ れ は 水道 水 を 飲ん で は いけ な いと いう こと だ 。 こ の 水 に は 塩素 や フッ 素 が 
含ま れ て お り 、 た と え 徹 量 で あっ て も 微生物 を 殺す 力 が ある た め 、 人 体 の 細胞 を 傷つけ 
る 力も 持っ て いま す 。 人 間 の 細胞 も 微生物 と 同じ よう に 敏感 で 、 す ぐに 毒 さ れ て 機能 不 
全 に 陥り 、 こ の 間違っ た 行為 に 対し て 世界 中 で 強い 批判 が 聞か れ ま す 。 こ の 中 毒 を 過小 
評価 する 人 も いま す 。 彼 ら は この 水道 水 を 飲み 、 そ れ に 新しい 化学 物質 や 毒物 を 加え 、 
色 を 変え て ノン アル コー ル 飲 料 と 呼ん で いま す 。 


私 た ち は 月 に 一 度 、 近 く の テ ヘラ ン の ヴァ ナク 泉 か ら 水 差し を 数 杯 持っ て き て 使用 し て 
いま す 。 湧 き 水 と 水道 水 で は 味 も 香り も 大 きく 異な り ま す 。 


散布 や 化学 肥料 は 、 こ の 時 代 の 「 文 明 人 」 の 愚か な 行為 の 一 つ で す 。 引 欲 な 人 々 
が 地球 を 汚染 する 
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化学 肥料 を 使用 し 、 製 品 の 量 を 人 為 的 に 増やし 、 代 わり に 品質 を 低下 さ 
せま す 。 彼 ら は 果物 や 野菜 が 熟し た ら ス プレ ー し 、 す ぐに 人 々 に 売り ます 。 
その 後 、 こ の スプ レー を 発明 し た 医師 自身 が 、 自 分 の 研究 の 悪い 結果 を 
見 て 、 そ れ を や め る 代わ り に 、 上 果物 や 野菜 を 食べ る こと を 禁じ まし た 。 


この よう な 状況 に な っ て いる の で 、 人 々 は 危害 を 加え る べき で は あり ませ ん 

スプ レー を 言い 訳 に し て 果物 や 野菜 を 調理 し ます 。 な ぜ な ら 、 ス プレ 

ー に よっ て 製品 の 価値 が た と えば 109% 破壊 され る 場合 、 調 理 に よ 

っ て その 価値 は 1009% 破壊 され 、 同 時 に 、 死 ん だ 食品 に は スプ レー より も 

は る か に 多く の 毒 が 生成 され る か ら で す 。 人 々 は これ ら の 毒 入り 食品 を よ 
く 洗う と 同時 に 、 こ の 非 人 道 的 な 行為 と 聞 う 必要 が あり ます 。 今 、 世 界 中 

か ら 人 々 の 声 が 上 が っ て いま す 。 彼 ら は 協会 を 結成 し 、 雑 誌 を 発行 し 、 化 

学 肥料 や 農業 を 使わ ず に 生産 され た 食品 を 人 々 に 提供 する た め 

に 専門 店 や 療養 所 、 寄 宿舎 を 開設 し て いま す 。 私 の 外国 人 の フォ ロワ ー の 中 

に は 、 自 分 た ち で 土地 を 買っ て プラ イベ ー ト ガー デン を 持ち 、 必 要 な 

果物 や 野菜 を 化学 肥料 を 使わ ず に 提供 し 、 真 に 自由 に 暮らし て いる 人 も 

いま す 。 


テヘラン ロー・ ヴ ィ ー ガ ン 協 会 の 冒険 私 は 自分 の 本 を フラ ンス 語 、 ド イツ 
ンジ ン 語 アア 区 = 告 に 翻訳 し て 出版 する こと に し 、 ま た 非 

常に 興味 深い 手紙 か ら 本 を 作り 、 世 界 的 な 活動 を 拡大 する こと に 決 

め ま し た が 、 友 人 や ロー・ フ ー デ ィ ス ト が テヘラン に クラ ブ を 設立 す 

る こと を 主張 し まし た 。 。 何 人 か の 創設 者 と 一 緒 に 、 私 た ち は お 互い に お 

金 を 集め 、 憲 章 を 準備 し 、 仕 事 を 始め まし た 。 私 は 、 水 道 、 電 気 、 電 話 が 完備 

され た 自宅 の 1 階 に ある 2 つの 大 き な 部 屋 を クラ ブ に 無料 で 提供 し 、 ク 

ラブ と ロー ビー ガン レス トラ ン の 経営 に 2 年 半 を 費やし まし た 。 私 の 哲学 

と 私 た ちの コミ ュ ニ ティ の 構成 に 忠実 な メン バー を 集め まし た 。 彼 ら 

は 積極 的 に 活動 し 、 協 力 し 、 友 好 的 な 会 合 を 企画 し 、 生 食 か ら 得 ら 

れる 成果 に つい て 話し 、 贈 り 物 を 集め 、 大 家族 の よう に 冗談 を 言い 合い まし 

た 。 約 900 名 の 会 員 を 集め まし た 。 


グル ー プ 結成 か ら 1 年 後 、 ジ ャ バド ラメ ザ ニ 氏 は 、 
その 人 は に 重病 で 医師 が 表 を 切っ た の で 、 
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十二指腸 を 壊し て 胃 に 変化 を 起こ し 、 死 に な が ら (本 人 曰く ) ク ラブ に 来 て 会 員 に な 
り 、 生 食 に な り 一 命 を 取り 留め た 。 彼 は コミ ュ ニ ティ の 活動 に 非常 に 興味 を 持っ て お 

り 、 理 事 会 の メン バー に 選出 され まし た 。 残 念 な が ら 、 彼 は 生 の 菜食 主義 の 深く 

て 単純 な 哲学 を 決し て 理解 で きま せん で し た 。 彼 は 時 々 こう 言っ た 、「 私 の 考え は ま 
だ アテ ル ホ フ の 心 に 届い て いな い 。 い つか 届く か も し れ な い 。」 私 は 何 年 も この 日 
を 待っ て いま し た が 、 無 駄 で し た 。 ラ メ ザ ニ 氏 は 「 ア テル ホフ 氏 は 医師 や 医学 を 攻 

撃 し 、 彼 ら の 間違っ た 活動 を 非難 すべ き で は な い 」 と 語っ た 。 し か し 、 私 は その よう な 意 
見 を 持っ て いな か っ た の で 、 人 々 に 真実 を 伝え た か っ た の で す 。 


クラ ブ の 活動 が 少し 盛ん に な っ た の で 、 私 は 自宅 の 1 階 を 更 地 に し 、 促 
介 業 者 か ら 提示 され た 家賃 の 3 分 の 1 で 以前 の 部 屋 を 増築 し 、 ク ラブ に 寄付 し まし た 
( 家 の 半 分 は 私 の 所 有 物 で す ) 妻 。 私 は 半分 か ら 家 賃 を も ら っ て いま せん ) 。 私 は 自費 
で 通り へ の 特別 な ドア を 開け 、 保 管用 に 30 立方 メー トル の 地下 室 を 作り まし た 。 コ ミ 
ュ ニ ティ の メン バー は 定期 的 な 会 合 を 開か ず 、 活 動 的 な メン バー の 一 部 か ら 理事 会 
を 任命 し 、 ラ メ ザ ニ 氏 の 見 解 が 間違っ て いる こと を 証明 する た め に 、 私 は 彼 自身 に 
理事 会 を 選ば せま し た 。 彼 は 博士 を 選び まし た 。 


モハ マ ド ・ カ ー ル 氏 (テヘラン 医科 大 学 教授 ) が 取締 役 会 長 に 就任 。 こ の 医師 は 、 
不条理 で 無 意 味 な 実験 室 処方 が 満載 の 「 ロ ー・ ベ ジ タ リ アン 主義 」 と いう 本 を 書き 、 
価値 の な い 講 義 で 聴衆 の 時 間 を 無駄 に し まし た 。 彼 は すぐ に クラ ブ 内 で 大 騒 

ぎ を 起こ し 、 ク ラブ 定款 第 29 条 に 従っ て 、 私 た ち は 彼 を 会 員 か ら 追 放し な けれ ば な り 
ませ ん で し た 。 彼 は 同じ 志 を 持っ た 何人 か の 人 々 と 一 緒 に 、 ミ ニス ター ズ ・ ス トリ ー 

ト に 「 科 学 的 生 ベ ジ タ リ アン 主義 」 と 呼ば れる クラ ブ に 投資 し て 開設 し まし た が 、 一 
人 当たり 4 万 か ら 5 万 トマ ン を 失い 、 ク ラブ を 閉鎖 し まし た 。 ま た 、 自 分 の 仕事 を 後悔 し 
て 私 た ちの クラ ブ に 再 参 加 し た 人 も いま し た 。 ラ メ ザ ニ 氏 は 自分 の 間違っ た 行動 か ら 
懲り ず 、 そ れ ど ころ か 、 医 師 1 人 の 代わ り に 他 の 2 、3 人 の 医師 を クラ ブ に 連れ て 

き て スピ ー チ を させ た 。 


も し 私 が 何 年 も 前 に 『 生 食 』 の 本 に 書い た 私 の 言葉 を 彼ら が 受け 入れ て いた 
ら 、 近 年 亡くな っ た 人 の ほとん ど は 今 も 生き て いた で し ょ う 。 た と えば 、 医 療 シ ステ 
ム の 責任 者 で ある イク バル 博士 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 
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彼 は 私 を 法廷 に 引き 渡し て 罰 を 受け させ まし た が 、 彼 自身 も 実際 に 罰 を 受け て 亡 く 

な り ま し た 。 幸 いな こと に 、 裁 判 所 は 医療 制度 に 対す る 訴え を 根拠 が な いと し て 

却下 し 、 私 に 有利 な 判決 を 下 し まし た 。 医 療 制度 は 、 私 が 医療 「 科 学 」 に 千 渉 し て いる と 
主張 し まし た が 、 私 に は 何 も す る 必要 は あり ませ ん 。 私 は た だ 自然 の 道 を 示し て いる だ 
け で あり 、 こ の 正しい 道 が 人 々 の 健康 を 保ち 、 病 気 を 治す で し ょ う 、 そ し て その 結果 、 
医者 の 収入 源 は 閉ざさ され た が 、 金 儲け の ビジ ネス が 潰れ る の を 好む 実業 家 は いな 

い ! ロ ー フ ー ド の 哲学 を 解釈 し 、 こ の 本 に 導 か れ て ロー ビー ガン の 社会 が 形成 され た 
本 『Raw-Eating』 で は 、 医 学 の 誤り と 有害 性 を 証明 する いく つか の 基本 的 な 点 が 言及 
され て いま す 。 


私 は この 協会 と クラ ブ の 流れ に 大 きく 依存 し て いま す 。 
私 が いか に 6 年 間 す べ て の 時 間 を 無駄 に し 、 世 界 的 な 活動 か ら 遠 ざかり 、 一 生 懸 
命 働い て お 金 を 使っ た か を 証明 する た め に 、 し か し 、 少 数 の 詐欺 師 た ち が コ ミュ ニ 
ティ 、 ク ラブ 、 レ スト ラン の 全 財 産 を 奪っ た た め に 、 こ れ ら の 努力 は すべ て 無駄 に 
な っ た と いう こと を 証明 する た めで す 。 私 と コミ ュ ニ ティ の 実際 の メン バー か ら 家 具 や 
家具 を 受け 取り 、 反 対 派 に りき 渡し まし た 。 ジ ャ バド ・ ラ メ ザ ニ 氏 、 冷 酷 で お 金 を 
愛す る 裕福 な 実業 家 。 彼 は 、 ロ ー ヴ ィ ー ガ ニズム と いう 非常 に シン プル で 優 
れ た 哲学 の 深い 意味 を 理解 で きず 、 私 の 意見 に 反し て 、 科 学 を 使え ば も っ と 早く 目的 
地 に 到達 で きる と 考え て いま し た 。 彼 は 自分 の 意見 を と て も 信じ て いて 、 自 分 自身 
に 自信 を 持っ て いた の で 、 私 を クラ ブ か ら 追 放し 、 私 の 代わ り に 自分 を 置き 、 自 然 法則 の 
代わ り に 自分 の 科学 哲学 を 置く た め に 何 か を し よう と 決心 し まし た 。 彼 ら は 生食 本 
の 代わ り に マジ ディ 博士 の 『 食 べ て 美しく な る 』 本 を 載せ 、 医 師 た ちの 協力 を 得 て ク ラ 
ブ を 乗っ 取る 。 こ の 危険 な 目標 を 達成 する た め に 、 彼 は 何 百 も の 違反 、 法 律 違反 、 嘘 、 脅 
迫 、 強 制 、 演 出 な ど を 利用 し な けれ ば な り ま せん で し た 。 ま ず 、 彼 は モハ マ ド レ ザ ー・ マ 
フタ ビ と マヌ ー チ ェ ー ル ・ サ ファ ル ザ デ (取締 役 会 の 2 人 の メン バー) を 彼 か ら 引き 離 
そう と し まし た 。 。 


重度 の 腎臓 病 を 生食 で 生き 延び た 28 歳 の 農業 技術 者 マタ ビ さ ん は 、 数 か 月 
間 ク ラブ の 修理 を 手伝っ た 。 彼 は 才能 ある 若者 で 、 ク ラブ の 配線 、 配 管 、 塗 装 、 大 工 
仕事 の すべ て を 誇り を 持っ て や っ て いた 。 
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サフ ァ ル ザ デ さん 。 そ の 後 、 彼 は クラ ブ と レス トラ ン 全 体 を 6 か 月 間 経 営 し まし た 。 
彼 は 生 の サラ ダ の 作り 方 を 研究 し 、「 人 間 の 唯一 の 食べ 物 で ある 生 の ビー ガ 

ン 食 品 」 と いう タイ トル の 本 を 書き まし た 。 マ タビ 氏 は 社会 の た め に 農業 会 社 を 設立 
し た いと 考え て いま し た が 、 適 切な 土地 が 見 つか ら な か っ た た め 、 計 画 は 未完 の 
まま 残さ れ ま し た 。 マ タビ 氏 は それ ほど 裕福 で は な い の で 、 私 た ち が 少 額 の 給料 を 
与え て クラ ブ 経 営 を 続け て いた ら 、 ク ラブ は こん な 井 惨 な 状況 に は な ら な か っ た の 
で す が 、 ラ メ ザ ニ 氏 は あま り の 嫌がら せ に 遭い 、 私 た ちか ら 逃 げ て し まい まし 

た 。 そ し て 友人 た ち に 、「 行 っ て 、 料 理 を 食べ て 死ぬ つも り だ 」 と 語っ た 。 そ し て 彼 
も 同じ こと を し まし た 。 彼 は ホラ ー ム シャ フル に 行き 、 ケ シャ ヴァ ル ジ 銀 行 に 就職 し 、 
家 や 友人 、 人 々 か ら 離 れ 、 一 人 で 料理 を し 、 そ の 結果 、 腎 臓 病 が 再発 し て 死亡 し 

た 。 


マヌ ー チ ェ エー ル ・ サ ファ ル ザ ー デ 氏 は クラ ブ の た め に 一 生 懸 命 働き 助け て くれ 
まし た が 、 生 の ヴィ ー ガ ン 主 義 の 深い 哲学 を 何より も 理解 し 、 常 に それ を 擁護 し て い 
た た め 、 ラ メ ザ ー ニ 氏 が この よう に 彼 を 敵視 し て いた か ら で す 。 理 事 会 は 解散 し た 。 
サフ ァ ル ザ デ 氏 は シラ ー ズ へ 、 ア ブル ファ ズル ・ サ ダラ ッ ト 氏 は ジャ ー ロ ム へ 行 
つた 。 
ラメ ザ ニ ニ 氏 と カイ ハニ 氏 は 滞在 し た が 、 ア ブル ファ ズル ・ カ イハ ニ 氏 は 重要 人 物 
で は な く 、 ラ メ ザ ニ 氏 の 親戚 で あり 、 彼 の 忠実 な 友人 で ある 。 
この 頃 、 私 は 海外 旅行 に 3>4 回 行っ た ん で す が 、 ロ ー ビ ー ガ ン の 人 た ち が 世 界 中 か ら 
誘っ て き て 、 会 いた いと 思っ て いて 、 時 々 会 い に 行く ん で す 。 こ の よう な 状況 で 、 ラ 
メ ザ ニ 氏 は 現場 が 空 っ ば で ある と 判断 し 、 独 裁 政 治 を 開始 し た 。 私 た ち に は 、 
すべ て を 予見 し 、 そ の よう な 違反 を 防ぐ た め に 私 の 権限 を 強化 し た 経 
験 豊富 な 法学 者 に よっ て 作成 され た 憲法 が あり ます 。 し か し 、 ラ メ ザ ニ 氏 は 法律 を 
知り ませ ん 。 彼 に と っ て 、 自 分 の 欲望 は 法則 な の で す 。 


第 18 条 、 第 21 条 、 お よび 第 29 条 に よる と 、 ラ メ ザ ニ 氏 と 氏 は 
カイ ハニ た ち は 合 法 的 に コミ ュ ニ ティ か ら 追 放さ れ 、 彼 ら が 私 に 対し て 行っ た あら 
ゆる 行動 は 違法 で 強制 的 で し た 。 望 め ば 、 私 は 適時 に 権限 を 行使 し て 彼ら を 解任 
し 、 協 会 の 運営 を き 継 ぐ こ と も で きた で し ょ う が 、 奇 妙 に 思わ れる か も し れ 
ませ ん が 、 私 は ラメ ザ ニ 氏 の 活発 で ダイ ナミ ッ ク な 精神 に 特別 な 関心 を 持っ て い 
まし た 。 彼 は 積極 的 に 活動 し 、 協 会 を 助け て いた と の こと 。 彼 は 自宅 の 庭 で セ 
ミナ ー を 企画 し た 。 私 は 彼 を 怒ら せ た く な か っ た 。 私 は 彼 が 自分 の 間違い を 
受け 入れ て 私 た ちの と ころ に 戻っ つて くる の を いつ も 待っ て いま し た 。 
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お そら く 彼 は 私 を か ら か っ て いて 、 医 学 を 受け 入れ て いる の で 自分 は 賢い と 思っ て いる の 

か も し れ ま せん が 、 私 は そう で は あり ませ ん 。 彼 は 「 戦 うに は あら ゆる 手段 と 計画 を 用 いな けれ 
ば な ら な い 」 と 語っ た 。 ラ メ ザ ニ 氏 は 友人 や クラ ス メ ー ト の 一 人 、 モ スタ ー ン 氏 を 簿記 係 

に 任命 し 、 レ スト ラン 、 オ フィ ス 、 会 員 権 の 売却 で 集め た 金 を すべ て 銀行 に 預け 、 ラ メ ザ ニ 

氏 の 個人 口座 に 注ぎ 込む 。 ラ メ ザ ニ 氏 は この お 金 を どう する の で し ょ うか ? 誰 も 知 

り ま せん し 、 誰 に も 答え ませ ん 。 ラ メ ザ ニ 氏 は 印 鐘 を 作っ て いた 。 日 曜日 と 火曜 日 の 16 時 

か ら 20 時 まで 、 木 曜日 の 13 時 か ら 15 時 まで 講義 が 行わ れ 、 医 師 や 栄養 士 に よる 無料 の 診察 や 
患者 の 診察 が 行わ れ た 。 ラ メ ザ ニ さ ん は 宣伝 に お 金 を か け な い の で 、 私 が 自費 で 印刷 し 

た チラ シ に この シー ル を 貼っ て くれ て いま す 。 私 が 医療 業務 に 干渉 し て いる と 医療 制度 か 

ら 苦 情 が 来 ま し た が 、 現 在 は ラメ ザ ニ 氏 が これ を 行っ て いま す 。 


彼ら は し ば らく クラ ブ で 鍼 治療 を 始め まし た 。 女 性 、 子 供 、 老 若 男女 が 、 耳 、 鼻 、 唇 、 額 、 手 、 
膝 に 針 を 刺さ れ た まま 、 物 言わ ぬ 彫 像 の よう に 壁際 に 座っ て いま す 。 彼 ら は 、 病 気 が 針 の 先端 か 
ら 飛 び 出し て 彼ら を 救っ て くれ る の を 待っ て いた の で す ! 


調理 され た 人 々 の 無知 が どの よう な 面白 い シ ー ン を 生み 出す の で し ょ うか ? ナ ワ ブ 博士 は クラ 
ブ の スピ ー カ ー を 通じ て 講演 し 、 ホ ヴァ ネシア ン の 意見 に 同意 し な いと 発表 し た 。 そ 

う で すね 、 ナ ワ ブ さん 私 の 理念 に 同意 し な い の な ら 、 こ の クラ ブ で 何 を し て いる の で すか ? 
世界 に は ロー ビー ガン の 哲学 に 反対 する 何 百 万 人 も の 人 々 が いま す が 、 彼 ら 全 員 が 私 た ちの 
クラ ブ に 入っ て 私 た ち に 反対 する 権利 を 持っ て いま すか ? 私 が これ ら の 展開 に つい て 通知 

を 発行 し て メン バー に 知ら せ た と ころ 、 ラ メ ザ ニ 氏 は 激 怒 し まし た 。 彼 は 庭 の ドア の 鍵 を 取り 替 
えて くれ た の で 、 私 は 自分 で シャ ベル を 入れ て 花 を 植え まし た 。 そ の た め 、 私 は 庭 に 水 を 

や る た め に 庭 に 入る こと は で きま せん 。 私 の オフ ィ ス の ドア は 施錠 され て お り 、 廊 下 か ら オ フ 

ィ ス へ の 新しい ドア を 開け な けれ ば な り ま せん で し た 。 廊 下 か ら の クラ ブ 入 り 口 の ドア も 後ろ 
か ら 鍵 が か か っ て いま す 。 


新しい 取締 役 会 を 選出 する 時 期 が 来 ま し た 。 ラ メ ザ ニ 氏 は 尋ね た 。 
吾 待 状 を 準備 する 人 も いま す 。 招 待 状 は 書か れ て 封筒 に 入れ られ まし た 。 ラ メ ザ ニ 氏 は こ 
れ ら の 封筒 を 自宅 に 持ち 帰り 、 切 手 を 押し て 投 画 し まし た が 一 枚 も 投 画 され ず 、 何 も 届き ませ 
ん で し た 。 
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会 天 の メ ン バ ー は 新しい 理事 会 の 選挙 に つい て 知っ て いま し た 。 こ の 数 日 
間 、 ラ メ ザ ニ 氏 は メン バー の 書類 を すべ て 集め て 自宅 に 持ち 帰っ た 。 彼 は 
モス ター ン 氏 に 対し 、 誰 も 会 員 と し て 受け 入れ な いよ う 命 令 し て いた 。 
これ は 大 き な 犯 罪 で す 。 誰 か が ラメ ザ ニ 氏 に 、 あ る 紳士 が 会 員 に な り た が 
っ て いる の に 、 な ぜ 受 け 入 れ な か っ た の か と 尋ね まし た 。 す る と 彼 は 、「 彼 
の 容姿 が 気に入ら な か っ た 」 と 答え た 。 世 界 中 の 独裁 者 は 、 そ の よう な 
失礼 な 答え を 喜ん で 与え ませ ん 。 ラ メ ザ ー ニ 氏 は 自宅 で 、 友 人 、 知 人 、 近 所 
の 人 、 親 戚 な ど を 集会 に 招待 し 、 彼 ら 5 が クラ ブ に 入っ て 選挙 日 に 投 

票 で きる よう に 、 各 自 に 会 員 カ ー ド を 渡し た 。 


選挙 の 指定 日 に 、 ラ メ ザ ー 二 氏 が クラ ブ に 入 店 する 
偽 の 生食 を 主張 する グル ー プ と 、 新 し い 憲 法 の 条文 新しい 名 前 、 新 
し い セ ンタ ー、 新 し い 哲 学 を 伴う も の で 、 ラ メ ザ ー ニ 氏 の 自宅 で わ ず 
か 1 票 の 「 秘 密 標 で 可決 され た 。 同 氏 は 自身 が 「 秘 密 」 投 票 で 選ん だ 医師 
ら の グル ー プ を 紹介 し 、 「 賛 成す る 人 は 手 を 挙げ て くだ さい 」 と 述べ た 。 数 
人 の 億 兵 が 驚い て 手 を 挙げ た 。 


ラメ ザ ニ 氏 は 「 承 認 さ れ た 」 と 発表 し た 。 ク ラブ の 本 物 の メン バー 数 人 が 
抗議 し た 。 私 は 自宅 か ら ク ラブ に 入り 、 ラ メ ザ ニ 氏 は 長い 間 コ ミュ ニテ ィ 

の メン バー か ら 除 外さ れ て いる た め 、 投 票 す る 権利 も 、 選 ぶ 権 利 も 選ば れる 
権利 も な いと 発表 し まし た 。 こ の 選挙 は 違法 で あり 、 偽 り の 選挙 で ある 。 
ラメ ザ ニ 氏 は この 選挙 を 登録 し まし た が 、 こ の 新 し い 協 会 は 私 た ちの も の 
と は 関係 が な いた め 、 私 た ち は 抗 議 し ませ ん で し た 。 こ れ は 、 新 し い 名 
前 新しい 目的 新しい 場所 、 新 し い 憲 法 、 新 し い 書 籍 新しい 創設 者 と 幹事 
が いる 新しい コミ ュ ニ ティ で す 。 誰 も が 自由 に 自分 自身 の 目標 を 選択 し 、 自 
分 の 周り に 同じ 志 を 持つ 人 々 を 数 人 集め 、 団 体 を 形成 し 、 登 録 す る こと が で 
きま す 。 し か し 歴史 上 、 違 法 な グル ー プ が 反対 派 の 住民 に 入り 込み 、 自 ら 

の た め に 偽 の 選挙 を 組織 し 、 コ ミュ ニテ ィ の 主要 な 創設 者 を 排除 し 、 元 の 
住民 の 財産 を すべ て 押収 し た と いう 例 は 見 た こと が あり ませ ん 。 こ れ は 、 

敵 が 都市 を 包囲 し た 場合 、 都 市 の 少数 の 住民 が 門 を 開け て 都市 を 英 に 引き 
渡す の と 似 て いま す 。 生 食 社 会 は 医師 の 間違っ た 活動 に 反対 し て いま す 。 憲 
法 第 17 条 に は 、「 真 の ロー ビー ガン は 決し て あり 得 な い 」 と 書か れ て いま 
す 。 
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病気 に な っ て も 治療 や 処置 は 必要 あり ませ ん 。」 
事故 や 衝突 事故 に 関し て は 、 抗 生物 質 、 血 清 、 動 物 作 タ ン パ ク 質 を 使わ ず に 手術 を 行う 
生 の ビー ガン 外科 医 を 訓練 し て いま す 。 

彼ら は 私 に 「 な ぜ あ な た は 生々 し い 医 師 た ちの 意見 に 反対 する の で すか 」 と 言い ます 。 

「 そ れ は 真実 で は あり ませ ん 。 マ ジ デ ィ 博 士 は 人 々 に こう 言い ます 。「 時 々 調理 し 
て 食べ て も 問題 あり ませ ん 。」 そ し て 自分 自身 も 食べ る の で す が 、 ナ ワ ブ 博士 は 、 ロ 
ー フ ー ド は 徐々 に 始め る べき だ と 信じ て いま す 。 

ラ シ ュ テ ィ 博 士 (新しい 理事 の 一 人 ) の 見 た 目 と 様子 か ら 、 彼 が 生 の ヴィ ー ガ ン 

で は な いこ と が わか り ま す 。 こ れ ら の 医師 た ち は 、 ロ ー フ ー ド クラ ブ を 宣伝 の 中 

心 に し 、 名 声 を 得る た め に オフ ィ ス に 顧客 を 集め まし た 。 ナ ワ ブ 博士 は 取締 役 会 

の 会 長 に な り ま し た が 、 彼 の 会 長 職 は どう な る の で すか ? 彼 が タン パク 質 と ビタ ミン 
に つい て 週 に 1 時 間 話 す だ け で 、 そ れ だ け で すか 2? 会 長 は クラ ブ の 業務 を 統括 すべ 
き で ある 。 


マジ ディ 博士 、 ナ ワ ブ 博士 、 ラ シュ ティ 博士 た ち は ど う や っ て 参加 し て いる の だ ろう か 
ラメ ザ ニ 氏 に よっ て 選ば れ た メン バー は 、 た と え 彼 ら が 私 の 哲学 に どれ ほど 反 
対し て いた と し て も 、 こ の 恥ず べき 演出 で この 偽 選 挙 に 参加 し 、 協 会 の 創設 者 で 
あり 常任 書記 で ある ホ ヴ ァ ネ シア ン を 排除 する こと に どう や っ て 同意 し た の で 
し ょ うか ? 彼 ら は 創設 者 を 更 送 し 、 私 が 6 年 間 創 設 し 管理 し て きた クラ ブ を 私 の 手 か ら 
奪い 、 ク ラブ の 設備 や 施設 を すべ て 強制 的 に 引き 継ぎ まし た 。 当 協会 に は 「 科 学 的 
な . 講 義 は 必要 あり ませ ん 。 「 調 理 し た も の を 食べ る な 、 動 物 を 食べ る な 、 生 の 
ビー ガン フー ド を 好き な だ け 食 べ な さい 」 と いう 自然 の 命令 を 受け 入れ る と き 。 他 
に 何 も 聞 く 必要 は あり ませ ん 。 


ラメ ザ ニ 氏 は 自分 自身 を 科学 者 だ と 想像 し て いる 。 生 食 者 た ち が 私 を 囲ん で 
質問 する と 、 ラ メ ザ ニ 氏 が 会 話 に 加わ っ て 、 ブ ドウ 糖 と グル コー ゲン に つい て 話し ま 
し た 。 あ る 日 、 口 論 中 に ケイ ハニ 氏 が 私 を 加 り 始め まし た 。 彼 は 手 を 挙げ て 「 ア ル メ 
ニア 人 、 ア ル メ ニア 人 、 ア ル メ ニア 人 」 と 5 、6 回 叫ん だ 。 ま る で アル メニ ア 語 が 一 種 
の 呪い で ある か の よう で す ! 私 は アル メニ ア 人 で ある こと 、 そ し て アー リア 人 で ある こ 
と 、 そ し て ペル シャ に 住ん で いる こと を 誇り に 思っ て いま す 。 ア ル メ ニア 人 は 同胞 ペル 
シャ 人 か とら 虐待 を 受け た こと は な く 、 常 に 彼ら か ら の 尊敬 を 享受 し て きま し た 。 国 
家 間 に 憎しみ を 生み 出す こと は 最悪 の こと の 一 つ で す 。 同 じ よ うな こと が あっ た 
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ある 日 の 理事 会 で の 議論 中 、 カ ー ル 博士 は 一 瞬 平 静 を 失い 、 私 が これ まで の 人 生 で 
街頭 で 人 々 の ロロ か らし か 聞い た こと の な い 悪 口 を 言い 始め まし た 。 私 は 静か に 座っ 

て 、 こ の 立派 な 人 が 我 を 忘れ て 何 を 言っ て いる の か 理解 で き な く な っ て いる 様子 を 驚い 
て 見 て いま し た 。 彼 は テー ブル に 手 を 叩き つけ て 言っ た 、「 二 階 に 行っ て 自分 の 部 

屋 に 座っ て くだ さい 。 こ こ は 私 た ちの も の で 、 あ な た の も の で は あり ませ ん 。 」 前 回 、 彼 

は 自分 の 行動 を 後悔 し 、 私 を 抱き 締め 、 キ ス を し 、 謝 っ た の で 、 私 は 彼 を 許し まし た 。 し か し 
二 度 目 は 完全 に 枠 を 超え て し まっ た 。 私 た ち は ア ズ ダ ン ロ ウ 氏 と と も に 彼 を 理事 会 だ け 
で な く 協 会 の 会 員 か ら も 追放 し な けれ ば な り ま せん で し た 。 


私 を 困ら せる た め 、 ラ メ ザ ニ さ ん は 私 の 家賃 を 5 分 も 払っ て いま せん 
数 か 月 。 あ る 日 、 彼 は 気 が 狂 っ た よう に クラ ブ に 乱入 し 、 私 が 数 人 と 生食 に つい て 話 
し て いる の を 見 て 、「 こ こ か ら 出 て 行け 」 と 叫び まし た 。 
そし て 彼 は 雇っ た ば か り の 労働 者 に 「 こ れ を 捨て ろ 」 と 命令 し た 。 こ の 作業 員 に 私 も 突 
き 飛 ば され 、 玄 関 の 階段 か ら 突 き 落 と され 、 地 面 に 落ち 、 バ イク に 頭 を ぶつ け て 負傷 し ま 
し た 。 も し 私 が ロー フー ド 主 義 者 で な か っ た ら 、 脳 卒 中 を 起こ し て いた で し ょ う 。 私 た 
ち は 警 察 署 に 行き 、 そ こ か と 検視 官 の と ころ へ 行き まし た 。 こ の 職員 は 自分 の 無罪 を 証明 し 
よう と し て 、「 ア テル ホフ は 、 テ ー ブ ル に 触れ る と 体重 が 減る と 言っ て いま す 」 と 大 声 で 
繰り の 反し まし た 。 彼 は 生食 か ら 多 く の こ と を 学ん だ の で す ! ラ メ ザ ニ 氏 も 捜査 官 に いく つ 
か の 書類 を 見 せよ うと し た が 捜査 官 は 突き 返し た 。 確 か に 、Mr. 


ラメ ザー ニ は 自分 の 有名 な 体質 を 見 せ て 、 自 分 が コミ ュ ニ ティ の 書記 で あり 、 私 が トラ ブ 
ル メ ー カ ー で ある こと を 証明 し た か っ た の で す 。 こ こ で 何 が で きる で し ょ うか ? 私 は 許し て 
出 て きま し た 。 こ れ は 喜劇 の ラス トシ ー ン だ っ た の か 、 そ れ と も 悲劇 の ラス トシ ー ン だ っ た 
の か ? 私 は 知ら な い : ラ メ ザ ニ 氏 が 答え て くだ さい . 彼 は 私 を 裸 で ペル シャ か ら 逃 亡 させ 

る た め に 何 か を する だ ろう と 何 度 も 脅し まし た 。 彼 は 私 の 哲学 に 人 生 を 負っ て いる の 

で 、 そ れ が 彼 の 習慣 な の か も し れ ま せん 。 こ れ も 一 種 の 感謝 祭 で す 。 彼 ら が 彼 に 尋ね る 

と 、「 そ れ で は 、 ア テル ホフ は どこ で すか ? . 彼 は 「 彼 は 反 科 学 だ 」 と 答え た 。 こ こ で 私 

は 、 私 の 生命 と 財産 に 対す る あら ゆる 危害 は 彼 (また は 同じ 侵入 者 ) に よる も の で あ 

る こと を 宣言 し ます 。 


私 利 私 欲 と 無 分 別 な 恨み が 、 メ ン バ ー 全 員 の 名 前 が 載っ て いる 私 の 電話 帳 が 
消え て し まう と ころ まで 人 を 駆り 立て ます 。 
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が 登録 され て いた の で す が 、 英 語 の メー ル が 詰まっ た 2 つの フォ ル ダ ー ( 約 1.000 
通 ) が 私 の オフ ィ ス か ら 消 えて いま す 。 こ の 卑劣 で 価値 の な い 行 為 が 誰 の 仕業 

で ある か は 言え ませ ん が 、 こ れ が ロー ビー ガニ ズム の 信奉 者 と 接触 し て 彼ら 

を 虐待 し よう と し て いる 人 物 の 仕業 で ある こと は 十分 に わか っ て いま す 。 盗 ん だ 人 
が 公 に 使用 で き な い こと は 明らか で す 。 誰 が これ を や っ た と し て も 、 無 知 か ら や っ 

た の で す 。 私 は 許し 、 も し 彼 が その 言葉 の 意味 を 理解 し た 後 心 の 中 に 少し で も 人 
間 味 を 感じ て いる な ら 、 こ れ ら の 手紙 を 私 に 送り 返し て ほし いと 願い ます 。 な ぜ 
な ら 、 こ れ ら の 手紙 は 私 に と っ て 、 そ し て 将来 の ロー・ ヴ ィ ー ガ ン の 歴史 に と っ て 非常 
に 重要 で 貴重 な も の に な る か ら で す 。 


私 が クラ ブ に 行か な く な っ た 今 、 治 療 を 受け た 人 た ち は 私 の 別荘 の 2 階 
に お 礼 を 言い に 来 た り 、 情 報 を 得 た り 、 本 を 買っ た り し て くれ ます 。 ロ ー フ ー ド の 本 
に 書か れ た 理念 を 掲げ て コミ ュ ニ ティ を 結成 し まし た 。 こ の 本 を 受け 入れ な い 人 
は 、 こ の コミ ュ ニ ティ の メン バー に な る こと は で きま せん 。 ロ ー・ ビ ー ガ ン 協 会 の 会 
員 に な り た い 医 師 は 、 オ フィ ス を 閉鎖 し 、 患 者 に 処方 箋 や 毒物 を 書い て は いけ な い 
が 、 所 詳 彼ら は 医師 で あり 、 間 違っ た 知識 を 完全 に 捨て る こと は で き な い し 、 も 
し 捨て た と し て も 何 も す る 必要 は な い 。 何 も 言う こと は あり ませ ん 。 彼 ら は 私 た ち 
の クラ ブ で ビタ ミン 、 タ ン パ ク 質 、 植 物 の 性 質 に つい て 講義 し ます 。 こ れ ら の 言葉 は 
単なる ナン セン ス 神話 、 空 想 、 提 造 で す 。 最 初 は 週 に 3 回 、 そ の 後 は 週 に 1 日 、1 
時 間 だ け 講義 を 受け まし た 。 す ぐに 人 々 は これ ら の 言葉 を 聞く の に 飽き て 言葉 が 足 
りな く な る で し ょ う 、 役 ら は 次 に 何 を する つも り で すか ? 彼 ら は どこ まで 人 々 を 
騙す こと が で きる の で し ょ うか ? 


結局 の と ころ 、 あ る 日 、 ラ メ ザ ー ニ が 研究 を 深め 、 自 分 の 間違い を 受け 入れ 、 
医学 を 諦め 、 自 然 に 戻り 、 自 然 法則 従う な ら 、 私 た ち は 彼 を 受け 入れ る 用 意 が あり 、 
私 に どん な 苦難 が 与え られ た と し て も 無視 する つも り で す 。 真 の ロー ビー ガ 
ン の 倫理 に は 恨み は な く 、 私 た ち は 許し ます 。 


キヤ パパ ハー ふつ 


。ーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 


ロー ビー ガニ ズム は さら に 上 位 に 立っ て いま す 
歴 ま 上 の あら ゆる 時 稚 よ り も 


明 


Machin6 


スト リー さん と 孤児 院 の 生 菜 食 主義 の 子供 た ちの グル ー プ 


オー スト ラリ ア の ナン シー・ ア ン ナ : ザ ブラ ー 孤 児 院 の 生 菜 食 主義 の 子供 た ちの グル ー プ 


アル シャ ビル テル ホ ヴ ァ ネ シア ン 


Machine Transie8 5 G66gle 」 き ・ 


『 1 4 
lu ー 


真 の 人 間 の 一 例 、 病 気 、 貧 困 、 仙 鍼 、 戦 争 、 殺 人 の な い 新しい 世界 の 創始 者 20 世 紀 の 完全 な 
生 の ヴィ ー ガ ン の 一 例 、 ア ナ ヒ ト 、 20- 
アテ ル ホ フ の 1 歳 の 娘 は 、 調 理 済み の も の を 一 口 も 食べ た こと が な く 、 薬 や ワク チン も 摂取 し た こと 
が あり ませ ん 。 


に | L 
Machine Translated by Gogle 8 - に 


Machine Transla 


テヘラン - 1976 


アル シャ ヴィ ル ・ テ ル ・ ホ ヴァ アァ ネ シアン.、 了 * テ ん 1Y 7 ア 人 9 、 テ ヘラ ン 市 、 


Karim Khan Blvd、Sanaei St、Sanaei SQ、No.2。 


伝え る : 828878 


Machine Translated by Google 


Dear mothers, note well: 
IT You wamt your child tn be born healthy and liwe 
a healthw life, you shnnld feed her/him with natural 
nutrition from the uterus Hme. | 
the mother's milk is made from dead food them 
its poisomous fnr bahw 
Yanur babw hates cnnked food as much as sheyhe 
hates cigarettes, alcohol and drugs. 


Accustnming a bahw to dead food js ome af the 
minst terrible sims, 
Raise Your children Hike Anahit, healthy and happri 


ロー。 ビ ー ガ ニズム 、 進 化 に よる 革命 


